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本校学生の性格検査（Yatabe・Guilford）に基づく考察

〈其の 2)

荒 尾
ニt己
早

＜昭和46年9月13日受理＞

A Study on the Data of the Y-G Test Given to the Students (No. 2) 

Generally speaking, it can be said that physical training through sport is very 

e百ectiveto build up our characters. But we think it does not always bring good results 

to us. 

So, in addition to the tests given to the students I gave the Y-G test to the students 

in the extra circular sport activities that I might consider the influence of physical 

training through sport on building up their characters and find a useful method of 

guidance of the Stu den ts. 

〔1〕はじめに

体育の場を通して性格育成の効果は，高く評価され

ている．しかし体育，運動，ことにスポーツと云う特

殊環境に於いて，すべて良好な方向へのみ生れるとは

考へられない．ただ体育，スポーツの場が，多くの性

格育成の場を提供してくれる事は事実である．

特に精神生活指導については，多くの問題をもつも

のと考へ，追跡的な性格検査を実施して来た．特に今

回は，性格の育成とスポーツの関係について，性格が

どの様に変化するかを知りたし、と思った．今後も追跡

的な検査を実施し，その結果を本校運動部指導の一助

にしたし、と思う．

〔2J 検査方法

a 受験者は 昭和43年度2年生121名（運動部員63

名，非運動部員58名）

b 昭和43年度，運動部員 157名 (1年生は除く）

c 昭和45年度4年生108名（運動部員45名，非運動

部員63名）

d 昭和45年度運動部 Captain及びリーダ的役割を

持つ学生20名

e 昭和45年度運動部員 166名 (1年生は除く）

（以上 Y-G実施）

f 昭和45年度4年生 108名運動能力テスト実施

〔3〕 本校運動クラブ員の性格の推移と特性

はたして，クラブ活動と云うものは，少しでも個人

の性格育成にプラスに成るだろうか， s.42年， 43年，

Shozo Arao 

45年，と 3回追跡的な資料を作製し確実なものではな

いと思いながらも，ここにその考察を上げたいと思う．

イ．本校運動部の過去3回に於ける性格検査（Y-G)

による性格の推移（s 42. 43. 45年）
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図－ 1

ロ. S43年度運動部員（N=63）と非運動部員（N

=58）との特性の比較（当時2年生）



2 

D 

c 

N 

。
c。

Ag 

G 

R 

T 

A 

~ 1. ＋ ）の将位

匡三三ヨ L土〕の特性

~＼－ ）の特性

各有性の上肢が運動郎
τ段が非運動郎

図－ 2

D 

c 

ちL

。
Cn 

Aa 

G 

R 

T 

A 

ハ s 45年度運動部員（N=45）と非運動部員 （N
=63）との特性の比較（当時4年生）

D 

1' 

。
Co 

Ag 

G 

T 

A 

~匂Lいのnn

E三三ヨ ｛主的特n
~， ＿ .，川rrl

図 － 3

* f与特性の i:r~ ＂：必伽日
下Vi治、JI"日ill!10用a

（考案） 性格の形成は，一般に遺伝的，社会的，環

境的要因の相互作用により形成されると去われる．し

かしスポーツマンに対する感じとして，我々が最っと

も陥りやすい誤りは，スポーツは，公正な態度で，よ

く規則を守り， 責’任をはたす事が必要に成って来るか

ら，その様な性質のスポーツをする事によって，スポ

ーツをやる人々が，性格的に，すべて好ましい方向に

変ると考へる事である．あるいは，団体競技をやると，

大勢の人と一緒にやるから社会性や協調｜生が増すと考

へる事も同様である．勿論可能性はあるけれども，そ

うであると言う事とは結びつかない．しかしスポーツ

を経験したスポーツマン全体を見た時，全くスポーツ

の経験のない，非スポーツマンと比較して，性格特性

にいくつかの好ましい特性が見られると云う事は，人

間育成の上にも役立っていると言う事は，事実であら

う．ところでS42年.43年.45年と， Y-G性格検査を

実施して，本校スポーツマンの性格を明らかにしよう

と試み，その結果，特性の中にいくつかの特徴を見る

事が出来た．しかし，これが，スポーツを経験する事

によって変化したものであると云う事の確証は出来な

いであろう．ただ云われる事は，少くとも多少の影響

を受けたと思われる特性は含まれている様に感じる．

すでに第一報で，報告している様に，本校スポーツ

マンの性格の特性は，今回に於L、ても，いちちるしい

変化のある特性は，見い出す事は出来なかった．どち

らかと言えば，情緒安定，社会適応性，向性群とも好

ましい方向に推移している様に感じられる．（図ー1か

らの考察）

図－2は， S43年度2年生の特性比較であり，図ー3

は， S43年度2年生が， S45年度4年生となった（2

年経過）性格特性比較図である．

そこで，運動部員の特性傾向を更に検討するために

（図－2，図－3考察）本校に於て，スポーツを3年間

経験した運動部員と， 3年間まったくスポーツを経験

しない非運動部員とを比較した結果，本校運動部員

は，劣等感が少く攻撃的で，支配性が強く，社会的に

外向性を持つものが多い．またこれらの性格特性をま

とめて， 特性群（DCIN情緒安定性） (OCoAg社会的

適応性） (GRTAS向性）としてみた場合にも，本校運

動部員は，活動的であり，社会的外向性や，支配性が

強いが，や斗神経質な面をもっている様に思われる．

なほ，大きな特徴を示す特性としてN （神経質）と

Co （協調性）と c（気分の変化）が上げられる．
経験1年ぐらいでは，同じ様な傾向を示している．

むしろN特性に於し、ては，非運動部の方が好ましい方

向を示している．しかし運動部経験3年目になれば，

N Co C特性の悪い面も解消され，すべての特性で運

動部員の方が好ましい傾向を示している事がうかがえ

る．

以上の様な事をまとめて見れば，スポーツマンは，

スポーツを通して自分の存在を他人に認めさせたいと

思うものであり，技術の追求によって，自分の身体の

最高能力を発揮しようとする者であると考へれば，活

動的な性格を持つと云う事は当然の事であると考へら

れる．又スポーツと云う場は，人間と人間との問に存

在する社会と考へれば，社会的適応性を持つ事も当然

の事であらう．本校に於いての，運動部員の特性は，

すべての特性に大体好ましい値を示し，好ましい方向



に進んで居る様に思われる．

〔4〕本校学生のスポーツの経験と性格特性

追跡的な調査のーツとして，同じ運動部員であって

も，そのスポーツを経験した期間の長さによって，性

格特性の上に違いがみられるのではないだろうか？

運動部員の中には， 1～2年しか経験してない人も

いるし， 4～5年又はそれ以上経験している人も含ま

れている，スポーツ経験が1～2年の人は，スポーツ

に対しての興味，関心の度合も低いと思えるし，それ

以上の経験をしている人は，スポーツに対する度合も

高く，価値あるものと考へている様に思われる．

この様な人は，スポーツ以外のものえの興味，関心

をもちながらも，なほかつスポーツから離れる事の出

来ない気持を持っている人で，その性格特性は， 1～

2年程度しか，スポーツを経験していない人と同じで

あるとは考へられない．そこで本校学生のスポーツの

経験と性格特性の関係を現したのが，図－4である．

この図は，本校スポーツ選手が，スポーツの経験を

追うにしたがって，どの様に性格特性が，変化したか

を示した図で、ある．即ち，スポーツを長い期間経験す

る事によって，性格特性の上に何か特徴が，みられる

年
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のではないかと云う事で調査した．この図で見れば，

経験1～2年部員より 3年及び4年部員の方が，どの

性格特性を比較しでも，好ましい傾向を示している．

具体的に言へば，経験の長い運動部員の方が，社会

的に外向性を示し，活動的で，指導性に富み，情緒が

安定していると云う事である．

イ．運動部経験年数と性格特性との比較（S.43. N 

=157) （図－4)

ロ．同じ運動部員の， 2年前と現在との性格特性の

比較（図ー5)

.. 2年前（策2学年時の他〕843年 N-63 
一一現在〈官H 学年時の依〕 845年 N ~45

図 － 5

図－5で考察して見ても，運動部経験が，長くなる

につれて，性格的にも好ましくなり，特に4年生時に

於いては，クラブ活動の中心的存在として，支配性，

社会性などが強く現れ，上下関係の比較的やかましく

いわれる運動部集団の特徴的傾向が，性格にも現れて

いる様に思われる．又図－3をスポーツと経験と言う

事で比較した場合，非運動部員は， c（回帰性傾向）
N （神経質） 0 （客観性） G （一般的活動性）の特性

が，4年生時になっても不安定な方向に変化している．

その点運動部員は，比較的安定した傾向を示し特に

D （抑うつ性） G （一般的活動性）~s （のんき） R （社
会的外向）と言う特性に安定した傾向が見られる．こ

れも，クラブ活動の効果の一面として見ても良いだろ

う． 全般的に考へて見れば，運動部員と非運動部員の

性格特性の違いは，ある程度クラブ活動を経験した事

によって違っている様だし，運動部経験1～2年の者

より， 3～4年と経験した者は，その期間が，長けれ

ば長い程，積極的な性格特性を持っている様である．

いいかえれば，運動部経験年数が，スポーツマン的

性格を規定する一つの大きな要因として取り上げても

間違いない様な感じがする．しかし始めに言った様に

経験と性格の関係を，すぐに運動部活動の効果の現れ

と断定する事は，危険である．ただ長い期間経験して

いる方が，好ましい方向を示す可能性が大きいと言う

事は言えると思う．
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〔5〕 本校運動クラブのリーダと性格持性

人間は，さまざまな欲求をもっている．そしてその

欲求の充足に向かつて行動を起す．その行動力一つに

クラブ活動がある．このクラブ活動によって，個人の

欲求を満足させるため人々が集り集団を作り ，しだい

にクラブ活動が，組織的な相互関係を持つ様になる．

したがってクラブに所属している人々は，それぞれ

に相互関係を持つ一つの集団の成員であると云う事が

言える．そこで，どの様な集団でも，そこには必然的

にその集団を構成するメンパーの中からリーダと成る

人が選らばれる．特にスポーツ活動を中核として展開

される比較的高度なスポーツ集団では，目標成就の機

表

清
1. 2 

r年~制割2団! 年：2相出叫l 4年~年生45 
抑うつ性（小） D 53.3 32.6 41.d 

感情の変化（小） c 46.0 32.6 26.0 

劣等感（小） I 43.3 40.0 33.0 

神経質（小） N 26.6 26.6 28.0 
一一

客観的 。 33.3 19.3 19.0 

協調性 C。 60.0 59.9 32.0 
（＋〕

非攻撃的 Ag 13.3 33.3 15.0 

非活動的 G 13.3 33.3 19.0 

非のん き R 6.0 39.3 17.0 

思考的内向 T 20.0 40.0 22.0 

服従的 A 。13.3 8.0 
社会的内向 s 6.6 

（ー〕

能を高めるためにも特に重要になって来る．そしてそ

れらのリー夕、、的役割を与へられた者の行動が，その集

団の行動傾向として現れる事が，非常に多いと思われ

る．

したがってこれらの集団の行動傾向を代表すると思

われる本校でのリーダ的な人達は，どの様な性格特性

をもっているだろ うか，叉クラブ活動においてリーダ

的役割を経験しているクラブ員と役割を経験してい

ないクラブ員，非クラブ員との比較なども明らかにす

る事により本校クラブ指導の一助にしたし、と思ってい

る．

1 

イ．リーダ的役割を持つ学生の2年前の性格特性の

比較及び4年生学生の運動部員との比較

3 4. 5 

l 4年~宅到2団l 4年~2年生0ll 4年~4年生5 l!;¥!!;11!; 
33. ・?/° 46.6 40.0 13.3 幼 20.0' 17.i 抑 うつ性（大）

33.3 53.3 46.6 20.0 13.3 25.0 感情の変化（大）

一
50.6 53.3 51.1 6.0 6.0 15.1 ' 劣等感（大）

59.9 53.3 37.7 13.3 20.0 32.8 神経 質（大）
トー一一一一ー一

56.6 60.0 62.2 10.0 20.0 22.2 主観的

f 士2~.6 20.0 44.4 13.3 20.0 22.＿？）：非協調性

26.6 26. 6 I 46. 6 . 59. 3 40.0 36.8 攻撃的

33.3 53.3 35.5 53.3 39.9 44.3 活動的

33.3 53.3 31. 0 59.9 26.6 48.5 のんき

40.0 40.0 42.2 40.0 20.0 35.0 思考的外向

73.3 40.0 62.2 26.6 46.6 28.8 支配性（大）

土4~ . 6 33.3 40.7 53.3 53.3 43.5 
＋） 
社会的外向

※ 標準点1.2.3.4.5の段階の3を中心として， 1.2を一緒に4.5
一緒に考へ，標準点を1.2. 3の3つの段階にした．
s .45年.4年生.N=20・一・・・S.45年度4年生でチーム内のリーダ的
な20名の学生

s .45年.4年生. N=45・・…s.45年度4年生で運動部員45名の学生
s. 43年． 2年生N=20・ー…s.45年度チームのリー夕、、的な20名の学

表－1は，現在本校の運動部で，リーダ的役割をは

たしている者の性格プロフィールで、ある.(1）彼等の2

年前の特性と現在の特性が，どの様に変化しているか，

(2）又同年輩で運動部員ではあるが，リ ーダ的役割をし

ていない者とは，どのような点が違っているかを表に

現したものである．クラブの リーダとなる人は，その

生の2年生当時の20名（同じ人間）

チームの中心的な人であり ，チーム全員の要求をきき

入れそれを組織化し，直接チーム全員に働きかける役

割をおこなう人である．そしていかなる性質の集団で

あってもそこには必ずそれぞれの目的があるもので，

スポーツ集団に於いても， チームの統一，維持，士気

の向上，規貝IJ，その他いろいろあるが，それを少しで



も向上させるのがチームのリーダの任務である．

彼等の2年前の特性と比較して見ても， 2年間その

部で共通の目的達成のために努力し，しかも現在に於

いては，そのクラブの成員をリードしてし、かなくては

ならない立場にあるため当然すべての特性についても

好ましい状態に変化している．具体的には， D （抑う

つ性） Co （協調性） Ag （攻撃的） G （活動的） R （の

んき） 特性等は好ましい傾向を示し，特に向性（支配

性．社会的外向）については抜群に好ましい傾向を示

している．少々N （神経質）特性が気にかかる点であ

る．叉，チーム内で，何の役割も持っていない運動部

員と比較しでも以上の様な事が言えそうに思われる．

ロ．リーダ的役割を持つ学生と同年輩の非運動部員

との特性の比較

D 
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図－ 6

図－6で考察してみれば，ぜんぜんクラブ活動を経

験していない人々と比較した場合はそれが顕著に現れ

ている．簡単にいっても劣等感が少く，のんきで，社

会的に外向で，支配性の強い特性を持っている人が多

い事がうかがわれる．叉これらの人は，それぞれの集

団を代表する人達なので，行動型の人が多い様だ．

なほ図－1.3などをみてみれば，クラブ内で役割を

持っていない人でも，非運動部員と比較した場合は，

性格的に好ましい多くの面をもっている事がうかがえ

るのは，それぞれのクラブに於ける生活が，性格特性

に好ましい働きをする何かの要素を多分にもっている

のではないかと思われる．その様な事－を考へていけば，

5 

何の役割ももっていない運動部員の人達も，何かその

人に適応した役割を与へられふば，性格的にはもっと

良い結果をのぞめるのではないだろうかと感じた．

〔6〕 本校学生の性格と運動能力

小さな幼児は，運動（遊び）する事によって，身体

的にも精神的にも，そして社会的にも，みずからが成

長していくために必要な刺激を得る事が出来るのであ

る．幼児の運動能力と精神健康度との相闘を研究した

文献を見れば，この両者には， 正の相関が見られる．

幼児の精神衛生にとって運動（遊び）する事が重要

な役割を示している事がわかる．自閉的，内向的な子

供，抑うつ性，神経質の強し、子供，劣等感の強L、子供

などは，友達と一緒に活発な運動をしようとはしない

し，叉友達からも疎外され運動能力を伸す機会も失わ

れている．子供にとって運動をしない事と性格に歪み

のあることは相互に悪循環となって，ますます性格的

に好ましくない方向に拍車をかけている様に思われ

る．

以上の様に，幼児と性格的な事を，本校学生につい

ても云へるかと云う事は非常に疑問であり，こじつけ

の様な感じもしないではないが，一応考察する事にし

た

本校学生の性格検査（No.l No. 2）からも，運動部に

入っている学生は，運動していない学生と比較して，

抑うつ性や神経質でなく活動的で，支配性にとみ，社

会的にも外向的である．なほこの様な傾向は運動部の

経験が長ければ長い程，より顕著に現れている．叉運

動部生活経験者でなくても当然好ましい性格をもって

いる人も多い．その様な事を考へてみれば，その個人

個人のもっている，運車j能力と性格とは，関係があっ

てもし、し、ような感じがしてくる．簡単に性格のタイプ

と運動能力の表を作製して見た．

※ここで云う精神健康度とは， Y-G性格検査のタイ

プを基礎に，日常の社会生活が，とどこうりなく出来

る精神状態を健康とし，何らかの点でさしさわりがあ

り，社会生活に支障をきたしやすい状態を不健康とし

両者を合せて，主観的に綜合判定したものである．

運動能力は，運動能力テス トの結果を級別判定表に

より区別する（4年生108名について）

k月を｜健康（上）
C. D 

表－ 2

普通
（中）

A 

不健康
（下）

B. E 

※ Y-G. TYPEの判定は No.1に，説明あり．



ら

運動能力 1剖 3 級 4.5級

級別判定 （中） （下）

表－ 3

妻賢韓日閉（ん｜

中
(A) 

上 25 8 ( 1. 2級）

( 3中級） 5 33 9 

下
4 24 ( 4. 5級）

表－ 4

私達．体育教師の経験から，クラブ活動を指導して

感じる事は，ものごとを指導し，学ばせれば学生は上

達はしてくれる．しかし上達はしても，高い段階にま

で上達する者と．低い段階に止まるものとの差がある．

その差にはいろいろな条件によって決められるが，精

神の健康と云う点で関係づけてみると次の様な事が推

察される様だ．即ち一般的に精神健康度が高い者程，

運動における技術的なものも速く上達し，しかも高い

段階に達する事が出来る様だ．これと反対に精神の健

康度が低いと少し上達するにも手間どり，低い段階に

とどまる事もある．し、し、かえれば，し、かに身体条件に

恵まれていても，精神の健康度が低いと上達は，ある

程度で止まる様だし，またこれと反対に身体条件が少

しぐらい悪くても精神健康度が高いとかなり上達す

る事もある．勿論身体的条件によって規定される限度

は，やはり無限に伸びると云う事はない．

表－4を考察してみても，運動能力の高い者程，精神

の健康度も高く，運動能力の低い者程，精神の健康度

が低い分布を示している．叉身体的条件を加味した場

合（主観的に），たいして良好でないと思う人でも，

精神が好ましければ，ある程度運動能力も上位に位置

している様だ

上記の事柄が，これだけの事でそうであると思う事

は危険であるが，特にクラブ活動に於いて好いチー

ム，強い選手を育てるには，精神の健康（性格が好ま

しし、）を抜きにして考へる事は，出来ない様に感じら

れた．

総括

1.本校運動クラブ員の性格の推移と特性

本校運動部員は，すべての項目に高い値を示し，社

会的にも好ましい資質を備へている．又周囲の状況

に対しても好ましい態度を身につける社会的適応性

も備へ℃L、る．運動部員の3回の（S42.S43. S45) 

性格検査でも，いちちるしい変化は見い出す事は出

来なかった．どちらかと云へば，情緒安定，社会適

応性，向性群ともに好ましい方向に推移している様

に感じた．

2.本校学生のスポーツの経験と性格特性

好ましい性格をもっているからと云って，運動の経

験と性格との関係を運動の効果の現れと断定する事

は危険だけど，長く経験している方が夙好ましい方

向を示す可能性があるとは云へそうである．

3.本校運動ラクブのリ ーダと性格特性

リーダとはそれぞれのクラブを代表する人達なので

行動型の人が多く，その役割と云うものは性格的に

も好ましい方向にむけさせるなにかの要素を多分に

もっている様に感じられる．

4.本校学生の性格と運動能力

精神の健康度が高ければ，運動能力も高い位置を示

し，精神の健康度が低ければ，運動能力も低い位置

を示す様な結果が出た．勿論これだけの資料で決定

するのは非常に危険だが，好いチーム，強い選手を

育てるには，まず精神の健康からと云う事が云えそ

うだ．

おわりに

以上の資料で，性格特性の変化を規定し，断定する

事は出来ないが，クラブ活動（スポーツ）は，一つの

好ましい性格育成の可能性をひめていると云う事は確

の様だ．いろんなスポーツを経験した人達全体をみた

とき，まったくクラブを経験しない人を比較して，ク

ラブ活動（スポーツ）がその性格育成に好ましい方向

に影響している様に思われ，又自己形成を助成するい

ろんな要素を多分に含んでいると云う事は間違いない

事実である．今回は過去3ヶ年の追跡的資料を集め本

校運動部員の性格の一部を明らかにした．

今後この第一報，第二報を基に，もう少し深くほり

さげ，具体的に，そして総合的な長期計画にもとづき，

本校学生の身心の向上指導の一助のために努力してい

きたい．
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心電図測定結果に基く考察

寺 本 匡 言莫

＜昭和46年8月14日受理＞

A Survey on the Results the Students' Electrocardiograms (ECDs) Show 

We had an accident that a student was struck by heart failure and died 

of it soon in the school long-distance race about two years ago. When we 

were reflecting upon the accident, we thought it a useful way to take the 

students' ECDs and examine them carefully to avoid such an accident. This 

is a survey on the results they show. 

はじめに

本校は昭和38年度校の工業高等専門学校として発足

し，初代校長の教育方針として，知育，徳育，体育，

の3本の柱として進んでいる．私等が担当する体育部

門に於いては，その方針にのっ とり色々の課外行事を

初年度から実施して来た. 3期生までは1'2年生は

全員何にかの体育クラブに入って大いに心身を鍛える

よう努力して来た．然し4期生からは教官の一部反対

により，今までの全体のク ラブ加入は出来なくなり希

望により学生諸君はそれぞれの部で活躍している．ク

ラブ活動は勿論課外の行事も多彩に行って来た．然る

に昭和44年12月20日の全校マラソン大会に於いて3年

の学生が決勝点にゴールインしてしばらくして，痘壁

をおこし〔心不全〕 で死亡した． 学校は勿論，体育教

官として全く意外な事故に驚いた．周到な準備と計画

のも とに実施したつもりのマラソン大会であったが，

本当に体育教官として申し訳な く，今後はより一層の

計画と準備をして事故につながるものは全部研究予防

を実施して行う ことを誓った．その一環として全学生

の心電図をとり，それを分析判定して， 事故予防の一

助にしたし、と考へ，実際に449名を実施した結果に基

いて考察してみた．

一心電図から何が分るか

心電図の誘導法とその解釈の進歩により心臓の形態

と機能の障害を相当に細いところまで正確に診断しう

るようになった．心電図を正しく誘導撮影し，精密に

判断すれば心筋傷害，冠状動脈機能不全， 心室と心房

の肥大，不整脈，呼吸器性心不全，先天性心疾患，内

分泌性心疾患，電解質異状による心臓障害，薬物によ

る心筋傷害等についての正確な診断根拠がえられる．

Masaki Teramoto 

一心臓病と心電図機具
我が国の死因順位では，心臓病は脳卒中，がんにつ

いで第3位．しかも年々少しづっふえる傾向にある．

生活向上にともなって，高カロ リー食，脂肪類、の多量

摂取と運動不足がわざわいしていると云う ．どの成人

病でもかなり悪化してからでないと，本人は気づかな

い．突然の発作でそれっきりという例も多い．しかし

心臓病は早く見つければ，がん，などと違って，医者

のやっかし、にならなくても自分の注意で，けっこうよ

くなる．この観点から集団検診用の心電図自動解析装

置の開発研究が通産省工業技術院の電子技術総合研究

所で昭和39年に始った．これまでも心電図をふつうの

電子計算機に読取らせる試みはたくさんあった．しか

し，いづれも，医者の名人芸に匹敵する能力をもたせ

ようとしたため，心臓に病気があるかないかを判定す

る集団検診，には向かなかった．そこで， 電総研電子

計算機部の中村仁平氏らは①燥作簡単②十分な診断水

準③はやいデータ処理④どこでも運搬可能＠保健所学

校でも買えるような値段，をめどにまったく新らしい

型の心電図判読用電子計算機を開発することにした

心電図の専門家，渡辺氏はひとくちに心臓病といっ

ても，いろんな種類があり ，同時に心電図の型もさま

ざまで，電子計算機にどんな心電図を覚えこませて

おけばよいかが，最大の問題だが，渡辺氏らは ミネソ

タ・コードという心電図診断基準を採用することにし

た．これは1960年にアメリカで作られた心電図の分類、

体系をさらに10ヶ国の心電図専門家が討議を重ねて改

良したもの．だからこれを採用しておけば国際的な比

較もしやすい．胸に6個， 両手足に各1個の電極をと

りつけ，装置のボタンを一つ押すだけでよい．一通り

5心拍づっ12通り記録するのに1分弱，計算機が心電
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図の波形を計測して解析するのに0.5秒，それを3桁

の数字に打だすのに10秒．ベッド2つを用意しておけ

ば，片方の診断中に次の人の電極を取付けることがで

きるから，装置を休みなく働かせることが出来る．し

かも現場に医者がいる必要はない．決められた位置に

電極をくっつける看護婦と，装置のボタンを押す人さ

えいれば充分だ．医者はあとで，カルテに印刷された

3桁の数字と，血圧や検尿の結果を見て，精密検査に

まわすべきかどうかを決めるこ とになる．心電図の読

み方は専門医なみだから信頼性も高い．このようにす

ればX線写真撮影の集団検診で肺結核が激減したのと

同じ結果が，心臓病による死亡にも現われるだろ うと

期待されている．このように電極を取り付けるが，万

一間違った取り付けをすると，心電図はとんでもない

間違ヮた心電図が記録される．

三検診における心電図の意義

心電図検査は心臓機能検査としては簡単でかつ客観

性にとむため，循環器検診では第一番に取りあげられ

る検査である．各種集団検診の結果相当数の心疾患を

発見しているが，このさい心電図と既往歴や自覚症の

質問表が疾患発見にもっとも役立たされている．循環

器集検においても，臨床の場合と同様に心電図の価値

が高く評価されていることは，高血圧性疾患，冠疾患

の発見に心電図がもっとも有意義であることより当然

であろう．しかしむ電図は，元来心拍動に伴って起こ

る電気現象の変化を示すもので、あるために，必ずしも

常に他の検査法より優れているとは限らない．心臓の

発電状態に変化を生ずる不整肱，心筋傷害（心筋硬塞，

冠不全等）には，他の検査方法に比べて心電図がもっ

とも威力を発揮するが，心臓の肥大拡張等については

決定的診断をあたえるものでなく，あくまでも補助的

検査法として意義を有するものである．他の検査法を

必要に応じて施行し，形態学，血行力学等の多方面か

ら立体的に疾患を検討しなければならないことはし、う

までもない．

四心電図の信頼性

心電図判読にさいしては診断基準を用いることはき

わめて能率的でかつ普通性があるが，心電図の判定基

準は多種多用で，どの基準を採用したかにより，その

診断は大いに異なるとし、う結果を生ずることもある．

同一人のときを異にする心電図の比較，ある集団相互

の聞のデーターを比較しようといったときに， 異った

判定基準を用いていると折角の労力が無意味になった

り，誤った結論が下されたりすることがある. 132例

の心電図を3人の心電学者によませて， 3人ともに虚

血性心疾患と診断の一致した22例にたいして， 2人の

みが一致した診断を下したものが8例，だれか1人だ

け診断したものが26例であったと報されている．この

ように判読者の主観による診断の不一致をさけ，国際

的疫学調査においても一貫性をもち，統計処理を便利

にするために1960年心電図の一分類法が考案された．

この目的は判定者によって診断が異なる危険性をなく

し，かつだれによっても同じように判定され，どの時

期のどの場所で，誰によってえられたデーターでも互

いに比較検討が出来るようにしようとしたものであ

る．

五心電図利用の将来

電電公社はS45年から心臓病患者が自宅電話で心電

図を遠くにある専門病院に送り，診断を受けられる心

電図伝送サービスの実験をつづけている．これを可能

にしたのが音響カブラーと云う電話機ほどの機械．こ

れは，電気の信号を音声にかえて，電話線で送られる

ようにする装置で，心電計に接続した音響カブラーに

電話機の送受話器をはめこむだけで送信OK.早くか

ら通信回線利用が自由化されていた米国では，医療だ

けでなく，警察官や新聞記者，セーノレスマンがこの装

置を使って公衆電話から手軽にセンターのコンビュー

タにデータを打こんでおり，日本でも S47年から心電

図伝送を皮きりにいよいよ実用化されそう ．

六心電図の実施方法

本校ではシャープ心電計 MT122を使用した． 実

施方法は電極の取付けには，皮膚と電極との接触抵抗

を少くするためにベーストを使用した．ベーストは電

極を取付ける部分の皮膚に薄く一様な厚さに擦り込む

ように薄くぬヮた．電極の取付け位置は

1.右足首内側 2.左足首内側 3.右手首内側

4.左手首内側 5.胸部の V1,V4, V7 

6.胸部 V2,Vs, Vs 7.胸部 V3,V5・

V1は第4助間胸骨右縁………右房

V2は4助間，胸骨左縁……ー右室

V3はむとむとの中点....・ H ・－左右両室中隔

V4は第5助問左乳線・…・…－左室

Vsはむと同高，左前蔽寓線………左室

V5はむと同高，左中服寓線…・・…・左室

V7は V4と同同，左後肢寓線………左室

Vsは V4と同高，左肩甲骨直下…一…左室

七異状学生の分析

はヒめに述べたように449名の学生を集団検診した

結果うたがわしいとされた学生48名あった．この学生



についてはX線フイノレムを付して再度検診した結果本

当に異状ある学生と判断されたものが4名で、た．一般

にいわれるように，健康若年者では心電図に異状を示

すものが少くないとされているとおりで、あった．異状

ある学生についての細部について久留米大学木村内科

の先生方の精密診断結果付記し，日常学校での状態そ

の他について考察する．

H君の心電図の一部例

J」叩叩ー l山一ふ.＿／.，；....：i.回、ふ♂～トザ的戸‘

H君，高専に入学しバレーのクラブ活動をして毎日

放課後練習をしていた．正課体育時も他の学生以上に

活躍していた．小学，中学の身体検査にも何んら異状

なかった，高専の定期身体検査は勿論入学時の保健所

医師の認定も異状なかった．

s. 46年4月20日 横倉病院にて

久留米大学，木村－内科，高山一成

H君は， W-P-W症候群，とし、う病名のつけられる

病気です．非特定の時刻に突然突発的に頻拍発作を起

し，これが3分も続くと恐らく失神し、たします．原因

は，心臓の収縮に関係せる刺戟伝導等の先天的異常と

いわれております．普通は息をこらえたり眼球を強く

圧迫すればとまることがある程度らしいですが，頻度

が又持続が長ければ手術も考えられますが，解剖的に

副伝導路の状況如何で手術の出来ない事もあります．

以上の様な訳で，一度久留米大学古賀外科で相談さ

れては如何でしょうか．古賀外科の診察日は毎週火，

木，土曜日です．然し一般に放置されている人がない

様でひどくなってから人工ベースメーカーを入れてい

るのが実情です．

E君の心電図の一部例

一…よ～ム～~－~~~._ _,.._...__ __ _,., • ....,,, 

E君，今日まで本人は何んら異状を認めず毎日活発

に他学生と同様に生活して来た．小学，中学，高専の

定期身体検査においても異状なしで通って来た．本人

も自覚症状なく心電図結果を知らせ注意したところ驚

いているくらいである．

s. 46年4月20日 横倉病院にて
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久留米大学 木村内科 高山一成

ECGでTが ALETである外に，特記すべき所見

はありませんが， TALATの原因を追求すべく血清

化学的検査をすすめてみます．このままでは早晩心臓

はパテてくるでしょう．原因は貧血か低蛋白血症か低

カリウム血圧かその他色々考えられますので又結果が

出てから，お知らせいたします．それまで本人は気力

でカバーするでしょうが心臓にはこたえますので過激

な運動は差し控えて下さい．

U君の心電図の一部例

U君，小学，中学校と高専4年まで何んら異状なく

過して来ている．正課体育も他の学生と同様に活発に

欠課なくやっていたが測定の結果異状が認められた．

s. 46年4月22日

横倉病院循環器科 北村元男

U君の診察の結果を御報告致します．心電図では期

外収縮を認めますが心臓肥大なく，心音でも雑音は聴

取できません，器質的病変，（弁膜症，先天性の心奇

形等）ではないと思われます．現在のところ原因とな

る疾患はわかりませんが，心臓を動かす刺激伝導路の

異常だろうと思います．これは精神的な疲労とかビタ

ミンB1，欠乏症等でも起って来ますので＼そちらの治

療をしてみたいと思います．

K君の心電図の一部例

。／...,r.，.....，＇；...ゾいいJ、～；~·＇.／－－..刷

K君，普通の時は何ら異状を認めず正課体育時にも，

参加しており活発に動き他の学生と何んら変りない．

サッカ一部に入り課外のスポーツも活発に毎日つづけ

ていたが定期身体検査のX線に心臓異状が認められ，

校医より注意されたが本人は何ともないから本人はク

ラブは続けていたが，心電図の結果叉異状があったの

で中止させている．

S. 45年8月1日

三井三池鉱業所病院 川嶋弘

病名，上室性期外収縮

K君は不整脈と異常心電図のため運動の制限を指示
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されているとのことですが，当科において検査した結

果上室性期外収縮は運動により消失しますし，心電図

に見られる不完全右肺ブロック像は運動選手，一部は

正常人にもみられる形で器質的な心疾患を意味するも

のではないと考えられます．現在迄サッカーをしても

何ら異状なく運動負荷後の心電図に何ら悪化の所見を

見出せないことからサッカーをやらせて差しっかえな

いものと考えます．当科としては定期的に心電図の経

過を見る予定です．尚以上の事は大牟田市医師会エレ

クトロアーベントの席上，久留米大学木村内科戸嶋劫

教授，大牟田市白金，田中博士の御意見をうかがった

結果であることを附記し、たします．

おわりに

はじめに述べたように体育教官として事故に対し今

後はより一層の計画と準備を万全になすと共に，事故

につながるものは全部研究し予防を実施して行くこと

を誓ったが現実においてその予防の一環として実施し

た心電図において48名の？学生があり叉それを精密に

検査した結果本当に異状ある学生4名があった．その

学生について再度権威のある久留米大学医学部木村内

科の高山一成先生の所見にもある様な重大な結果がで

た．日頃何ら異状を認めない学生が心電図を実施した

ことにより自分の身体の異状（特に心臓に関しての）

をしり得たことは，本当に学校に於いて集団検診をし

てよかったと思う．実際学校に於いてマラソン大会を

実施するかしなし、かとの論議の時，私は体育教官とし

て前にものベたように，事故に対して研究，予防し，

万全の処置をとりたし、と主張し，遂に昨年のマラソン

大会は実施しなかった．それはとりもなおさず折角講

入した心電計を活用しその結果がしりたかった故で、あ

る．もし昨年マラソンを実施していたらひょっとした

ら叉事故につながったので、はないかと冷汗をかし、た．

今後は慎重に出来る限りの予防，設備をなし，叉そ

れを活用して学校行事を実施したい．国立銀水園の高

瀬先生，久留米大学医学部木村内科の高山先生の御指

導助言に対して探謝します．

参考文献

内科誌

朝日新関

心電図の解説
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タール系食用色素の分析的研究（第5報〉

薄層クロマトグラムの光電濃度定量分析

佐々木英人後太田錠治判清水正夫勢栄養

＜昭和46年9月13日受理＞

Analytical Studies on the Water Soluble Coal-tar Dyes for Food (V) 

Densitometric Analysis of Thin-layer Chromatograms of Food Colors 

14 Kinds of coal-tar dyes for food were studied by thin-layer chromato-
graphy and by transmission scanning using densitometer. Calibration curves 
of each dye were shown in an approximately linear relationship between the 
integrated area under a densitometric peak and the square root of the com-
pound concentration spotted or the quantity of the substance applied. 
Quantitative densitometric analysis of thin-layer chromatograms was car-
ried for the mixture solutions of monoazo dyes. 

Hideto Sasaki, Joji Oota, Masao Simizu 

各種混合物の迅速微量分析法として薄層クロマトグ

ラフィー1)の用途は広範多岐であるが，薄層上に展開

されたスポ ット内の mg～μg～nanogramの微量の物

質の定量は容易ではない．

そのために分離したスポット部を吸着剤と共にかき

取って溶媒で溶出させて比色定量する方法（溶出法）

もあるが，操作がめんどうなうえ，とくに低農度の成

分の定量分析は困難である．そのうえ吸着剤内の不純

物や溶出液の懸濁等のため定量感度が落ちる．さらに

物質によヮては吸着剤からの溶出操作中に分解する恐

れもある．

そこで展開分離直後のスポットを光電濃度計で直接

走査させてピーク面積を求め定量しようとするのが薄

層光電濃度定量分析である．われわれは第1報2）でタ

ール系食用色素の同定定量のため薄層ク ロマト グラム

上のスポットを直接定量するための予備的検討を光電

濃度計で行なった．この実験ではわが国で許可されて

いるターノレ系食用色素12種および最近公定が取消され

ているタール系食用色素2種のいずれも水溶性色素各

14種の薄層ク ロマトグラムを透過光式光電濃度定量を

行なって色素量とピーク面積の関係を示す検量曲線を

作成した．また混合物の各成分の光電濃度定量分析の

例としてモノアゾ系について検討したのであわせて報

告する．

1 試料・試薬および装置

(1）試料

使用色素は Tablelに示す14種

(2｝試薬

吸着斉lj Kieselgel G (E. Merck社製）

溶 剤l nーブ‘タノール，エタノーノレ，

(3）装置

アンモニア，メチノレエチノレケトン

（し、ずれも試薬特級）

展開層 角型ス リ蓋付チャンパー（三田村製

No. I ）縦240×横70（上面90)

×高さ 230mm 

光電濃度計 Densi tol DMU 2型透過式

（東洋科学製） スリット交換式， 差込

取替式金属干渉フィルター（428～632

nm 8種）

2 実験方法

第1報で検討した結果に基き吸着剤としてはすべて

Kieselgel Gを用い，展開溶媒には nーブタノーノレ，

エタノーノレ，水，濃アンモニア水（2:1: 1: 0: 0.4) 

の混合溶媒に対し2%だけ酢酸ナトリウムを加えたも

のを用いた．またキサンテン系色素に限りメチルエチ

ノレケ トン，水（20:1）めを併用したが，これはこの系

相互の色素の展開分離が良好なためで、ある．

まず各色素の 0.1%水溶液を調製し，これを純水で

順次倍数希釈して0.1～0.1×(1/124）%の溶液を得た．

＊鳥取大学工学部工業化学科料森村商事 （株）

料水本校工業化学科
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Maker & 
Lot No.x2 

s: 661-382 
s: 611-60 
s: 611-88 
s: 621-111 
s: 631-58 
s : 631-122 
s: 631-452 
s: 631-91 
s: 661-441 

Purity 
（%） 

99.5 
99.9 
94.5 
99.5 

95.0 
96.0 
95.5 
95.0 
97.5 

Coal-tar Dyes used for Food 

C. I. *1 

19140 
16185 
16255 
15985 

45430 
45380 
45410 
45440 
45100 

Food Color No. 

No. 4 
No. 2 
No. 102 
No. 5 

No. 3 
No. 103 
No. 104 
No. 105 
No. 106 

Table 1 

Yellow 
Red 
Red 
Yellow 

Commercial Name 

Tartrazine 
Amaranth 
New Coccine 
Sunset Yellow 

Class 

Monoc:zo 
// 

// 

// 

No. 

1
i
q，
，
山
内
ベ

U
A告

Red 
Red 
Red 
Red 
Red 

FCF 

Erythrosine 
料 Eosine
Phloxine 
Rose Bengal 
Acid Red 

T 

s: 621-392 
T 
T: 9118 

s: 661-438 

93.9 

96.5 
27. 6 
80.0 

99.5 

42640 

42090 
42095 
42053 

73015 

No. 1 

No. 1 
No. 2 
No. 3 

No. 2 

Violet 

Blue 
Green 
Green 

Blue 

Acid Violet 6B 

Brilliant Blue FCF 
キ3Light Green SF Yellowish 
Fast Green FCF 

Indigo Carmine 

Xanthene 
// 

// 

// 

// 

Tri phenyl-
methane 
// 

// 

// 

F
U
F
h
U
円

i
Q
U
Q
d

n
u

－－つ
u
q
J
A
4
A

1
Eム
司

自

ム

司

自

ム

司

，

ム

司

1品 Indigo id 

キ1

キ2

*3 
キ4

Colour. Index Number, 2nd, ed. (1957) 

Maker: S The National Insti tu~ion of Hygienic Science 

T Tokyo Kasei Kogyo K. K. 

Forbidden the use (1971) 

ノゲ (1970) 

放置後 100～110℃で 30分間加熱して活性化した．

調製した薄層の下端から 2.5cmの原線上に色素の

各濃度（0.05～0.05×（1/128、）%溶液からマイクロピ

ペットで0.005ml採取し 1.0cm間隔でスポットガイ

ドを用いて径 3mm前後となるよ うスポットした．

モノア ゾ系の混合溶液についても同じ要領で、スポット

した．

展開槽はやや上方が拡がったガラスチャンパーで，

色素をスポットした薄層をあらかじめ展開溶媒を入れ

たこのガラス槽内にたて，直接液に触れない2時間溶

この各溶液にそれぞれ等量の 1%の酢酸ナトリウムを

添加した．したがって色素濃度は 0.05%～0.05×(1/

124) %となったわけで、ある．

薄層の調整は KieselgelG 30 gを乳鉢でかきまぜ

ながら1%酢酸ナトリウム溶液 40mlを加えてすばや

く練り合わせ，さらに上記溶液 20mlを追加して分液

ロト内に移し，イワキ製万能シι ーヵ－ V-S型で 30

～40秒間ふりまぜる．できたカユ状物を三田村理研製

薄層作成装置のスラリー受容器に移し 200×200mm  

アプリグラスプレート上に 250μ の厚さで塗布し一夜

Appoximate Rf-Values of Water-soluble Cyes Table 2 

II*2 
RRBキ3 Developing time 

14 m 
17 
17 

14 
17 

2.11 
1. 26 
o. 79 
1. 00 
0 

Solvent 
Rf 

0.57 
0.34 
0.21 

0.27 
0 

C'evelopi ng time 
h min 

F
h
d
n
u
n
U
R
u
n
u
n
u
n
u
 

n
u
n
J

吋

i
n
u
d
4よ
り
n
U

n
u
n
u
Q
d
 

z
d
n
L
d
4
A
 

ハu
n
u
o
o
n
o

n
U
R
U

「
D
n
J

n
L
n
L
n
L
つム

1
ム

1
i
n
L
1
i
n
4
1ム
円

4
1
i

I本l
RRB本3

0.52 
0.55 

0.43 
0.66 

1.12 
1. 05 
0.88 

1. 00 
0.83 
0.91 

o. 78 
o. 71 
0.81 
O.L8 

十
Lm
A
7
0
2
5
8
5
1
1
8
8
3
5
1
7
5
 

沢
町

i
i

；；

ι
ι
3
ι
ι
ι
ι
ι
ι
ι

叫

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O

Q
d
 Gye 

R-2 
Rー102

Y-4 
Y-5 

R-3 
R-103 
R-104 

R-105 
R-106 
V-1 

G-2 
G-3 

B-1 
B-2 

1 
1 

0.4) 1 n-Butanol, Ethanol, Water, Conc. Ammonia water (2: 1 

NaOAc 2 Weight % in the Mixture Solvent. 
Methyl ethyl ketone, water (20: 1. 0) 

Rf of Dye/Rf of R-105 

キ1

本2

*3 



媒蒸気にさらして飽和させた後， 上昇法によ って展開

させた． 溶媒がスポッ ト原線上方約lOcmに達したと

き， 薄層を展開槽から取出し， ドライヤーで乾燥させ

てから各スポット後の Rf値を測定した．その結果を

Table 2に示す．

つぎに各単一色素の各種濃度に対応する薄層クロマ

トグラムおよびモノア ゾ系混合物のそれを透過光式光

電濃度計で‘走査させた．走査方向に展開方向と平行で

測定スリットは ① 1×lOmm ②0.5×5mm ③2 

×2mmの方形のものを用いた．送り速度は 30mm/

minで記録計と 1:1の速度同調で，フイノレターの波

長はその色素の極大吸収波長に近いものを差込んでス

ポット上の色素の吸光ピーク面積を画かせた．

またモノアゾ系混合色素の定量分析に先立ち， R-

2, R-102, Y-4および Y-5の四波長（520,510, 

480, 428 nm）における検量線をそれぞれ作成した．

そして混合溶液の二成分および四成分系における各色

素の濃度および 0.005ml中の成分量をTable6に示

す．

3 結果および考察

薄層のような半透明個体に光が関与する場合，極め

て複雑な挙動を展開する．一般にこれら半透明媒体へ

の光学的現象はつぎのように表わされる．

I。＝ん ＋le+1γ 十九

ただし

lo：入射光 Iα：吸収光 ls：透過光

Ir：反射光 Ix：その他の光線（たとえば散乱

光など）

たとえば薄層上を光電濃度計で、走査させたとき，入

射光と非吸収光 (I＇）の強度差にかんする測定値であ

る． 吸光度 logIo/I＇の積分値の読みまたはピーク面
積は光電子増倍管へ来た非吸収光量に依存している．

この場合透過吸収法は反射吸収法よりも多量の光を吸

収する．それは後者が表面近くの有色物質だけに吸収

されるのに対し前者は薄層全層を通って吸収されるか

らである．そのため反射法を使用する場合，ロ紙や薄

層などの媒体の吸収が小で，散乱力が大きくて媒体内

の有色物質の光学密度が高い場合には有効である．こ

れに対し透過法は含有物質の光学密度がそれほど大き

くなくても，媒体を通過する途中で光吸収が行なわれ

るため応答の積分値の読みが大で・感度が高いため，一

般性がある4）.そこでわれわれは透過法を使用した．

この場合， ロ紙や薄層のような組面でかつ内部組織が

均一でない場合，入射ー透過の途中で散乱が生じ吸

光度の解釈を困難にしよう ．そのため流動パラフイン

で透明にしてできるだけ散乱をすくなくする試みもな
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されたが，逆に吸光度が落ちるため感度が低下し，添

加パラフィン量の適正化が新しい問題になる．また不

安定な物質ではその聞の経時変化も考慮すべきだし，

その上所期の迅速簡便さという利点がなくなる．そこ

で無処理のまま測定してピーク面積と濃度聞の規則性

を求めることにした．

展開後の薄層クロマ トグラムを走査する場合，測定

スリッ トがスポッ ト全体を完全にカバーするよう1×

lOmmの方形スリッ ト（1）を用いるとスポッ ト周辺の薄

層パックグラウンド、の吸収のため吸光度が希釈されピ

ークが扇平で面積も小さくなり，測定感度が低下する

ことが Table3および4でモノア ゾ系色素4種で示

された．したがって2×2mmのスリット（3）を用いる

とスポット幅より小さいため吸光係数が大きくなる

が，スポット中心からのずれが懸念されパラツキが出

てくる.Table 4の最初のモノアゾ4種のス リット（3)

での検量線の相関係数および標準誤差にこれが裏書き

されている．こ うして 0.5×5mmのスリッ ト（3）での

測定では最もばらつきのすくない値となったので，以

下の走査はいずれもスリッ ト（2）を用いることにした．

Table 4には薄層上にスポットした各色素の重量（ま

たは濃度）と Table3に示されたピーク面積聞の再

帰方程式を示し，と くにス リットを色素群についての

再帰式の相関係数について総括したのが Table5で

ある．これによってもスリッ ト（2）の適当なことが判断

される．

Table 4の再帰方程式はピーク面積 （A）とスポッ

ト重量（C）聞に A民 Cおよび A民 v否を想定して
いる．いわゆる Kubeika-Mank式5)'6）は固体媒体へ

の入射光の挙動について示したもので，単色光につい

て透過光に対して次式を提出している．

T=b/(a sinh bSx+bcosh bSx) ・ー…・ー… (2) 

ただし T：透過度 α＝1十K/S

b=(a2ー1）す

K：吸光係数

S：散乱係数

V. Pollakと A.A. Boulton4）は Kubelka-Munk

の一連の式を不透明薄膜について，ソフ トおよびハー

ドウエア的に詳細に検討してロ紙や薄層クロマトグラ

ムのように散乱性が高く，中位の吸光度のスポット物

質を含む場合の上記 K-M式の近似式を算出した．す

なわち

T or R oc e-const vK………………（3) 
Optical Density oc Peak area 

oc Const v玄
ムT=T (0) ・e-Y-Ax …………………（4) 



Beerの法測に帰結することを示した．

さらに Shellardと Alammもoxindolalkaloid 

を用いた薄層クロマトグラムでピーク面積はスポヅ

トされた化合物の量の平方根に比例することを示し

た．その他，多くの研究者について多くの関係式が示

R：反射吸光度

K ocスポットの物質量

ムT：透過度のばらつき

T(O）：透過度の平均値

下 VK(2S+K) 
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ただし

されているが，以上の事情を考え合わせて A～も／万

の検討をするとともに， Pollakらの研究は中位吸光

度の物質を使用したのに対し，食用色素類の多くは強

い吸光度を示すことから A～Cについても検討した．

Table 4, 5のスリヅト（2）について，二つの型の再

帰方程式（こんごはすべてスリット（2）で論ずる）を検

討してみると， B-1やB-2のように吸光係数の小さ

い色素では A～i/Cの関係が妥当するし， R-2や

Y-4のような吸光係数の高いものはむしろ Beerの

また完全透明膜と仮定すれば

S→0 :. T=e-K 

Optical density oc Peak area民 K

としていて，これは Lambert-Beerの法測に帰する．

J. Goldmannと R.R.Goodal18)9)10）らスライドグ

ラス上の薄層について，アセトンーDNPHを用い電算

機を使用して検討した結果，スポット上の物質の濃度

は透過後の光電濃度計の示すピーク面積の二次式で算

出できるとじ，上記と同様に極端に簡単化すれば結局

Integrated Readings of Peak Areas (A) on 
Thin-layer Chromatogram by Densitometry 

Table 3 
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A ～ C 

Table 4 Regression Equations between Integrated Peak Areas and Spot Weight 
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Regression Equation r*2 

A= 42.1 Cー 2;0 0.996 

A= 75. 1 C + 4. 7 O. 997 

A= 94. 2 C +25. 6 O. 987 

14.60 

19.01 

S. E料
（%） 

Quantization Range 
μg (%) 

/0.05～、2.5～o. 625 ( 1' 
¥0.05×す／

3.85 

10.05～＼  
2.5～0.313 ( ) 

¥0.05×百／

グ（グ）

/0.05～、
A= 53. 7 C + 4. 2 O. 995 19. 71 2. 5～0.156 ¥0.05×U 

A= 50. 0 C + 4. 2 O. 999 5. 71 グ（グ）

10.05～、A= 73. 7 C + 2. 8 O. 997' 10. 98 2. 5～o. 313 ( 1 ' 
¥0.05×す／

A= 22.2 C +16. 0 O. 957 

A= 40. 6 C + 13. 7 O. 984 

A=  49. 0 C + 16. 3 O. 994 

13.40 

A=  46. 7 C十 5.0 0.998 4.29 

A= 7 4. 2 C + 2. 8 0. 999 5. 18 

A=  88. 1 C + 7. 3 O. 989 13. 64 

A=  50. 0 C +14.0 O. 991 12. 04 

ホ1

A=  41.5 C +8.0 0.998 7.51 

A=  87.4 C+17.5 0.984 

事1

A=144.8 C+26.0 0.993 

事1

A= 80.2 C+26.4 0.998 

A= 98. 2 C + 18. 0 0.982 

// 

4.00 // 

7.90 // グ）

// 

// 

// 

// 

// グ）

13. 30 // ＇（グ）

10.32 

16. 72 

A= 69. 8 C + 12. 3 O. 993 14. 37 

キl

A= 94. 8 C + 7. 4 O. 997 17. 29 

A= 45.1 C+ll.5 0.976 

ホ1

A= 33. 2 C + 16. 0 O. 937 

2 A= 57.9 J+25.3 0.941 

2 A= 10. 2 C + 0. 4 0. 990 

2 A= 60. 3 C + 6. 8 O. 994 

2 A= 36. 5 C + 15. 4 O. 942 

2 A= 17.8 C+ 1.3 0.976 

ホ1 Solvent M. F. K. H20 (20: 1. O) 
キ2 Correlation coefficient 
事3 Standard error 

21.40 

30.25 

10.05～、8.55 2.5～0.156 ( 1 ' 

¥0.05×古／

// 

// 

’F グ）
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// q ) 
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¥0.05×す／

13.33 

18. 11 
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24.53 

v （ グ ）

10.05～＼  
2.5～0.156 ( 1 ' 

¥0.05×古／

グ（グ ）

/0.05～、
2.5～o. 313 ( 1 ' 

¥0.05×す／

Regression同untion 7ホ2

A=  92.2 vC-45.6 0.998 

A=l61.0 vCー71.5 o. 994 

A=207. 7 vCー74.3 0.999 

S.Eキ3
(%) 

12.80 

A =106. 3 v C -38. 2 O. 997 26. 80 

A=  99.4 v'C-35.7 0.986 13.02 

A =144. 6 V C -54. 3 O. 972 16. 27 

A=  46.3 vCー 3.7 0.992 

A= 82.8 vCー20.6 0.996 

A=  99.1 vCー24.2 0.997 

A=  93.5 VCー32.9 0.993 9.03 

A=l47.8 vCー56.8 o. 988 11. 07 

A=l78.4 v'C=65.9 0.994 6.47 

A=lOl.5 v'C-27.8 0.998 

A=  83.1 vCー25.7 0.991 

A=167.5 vC-42.7 0.998 
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A=l53.0ゾC-28.2 O. 998 
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A= 22.3、IC-10. 3 0. 996 
A=lll.5 vCー31.4 0.972 
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Quantization Range 
μg (%) 
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10.05～、
2.5～0.156 ( 1 ' 

¥0.05×古／

6. 72 // グ）

9.18 // 
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2.5～o. 078 ( 1 ' 
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¥0.05×古／
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¥0.05×す／

10. 05～＼  2.5～o. 625 （ ぺ
¥0. 05×す／

10. 05～＼  2.5～0.313 （ ぺ
¥0. 05×す／

/0.05～＼  
2.5～o. 039 ( 1 ' 

¥0.05×長／

10.05～ ＼ 
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Table 7 Regression Equations of Monoazo Dyes for various Wave Length 

Wave length A～C A～もIC
Dye of Filter 

s（~~2 Quantization ~%~ eホ3 s（~~2 Quantization ~）nge (nm) Regression Equation Tホ1
μg 

Regression Equation Tキ1
μg ( 

&25）料
[]][] A =60. 1 C + 2. 3 0.983 12.75 2. 5"-0. 313 （；：；；ミ） A=122.4 vC-48.2 0.994 21. 68 2. 5"-0. 3ペ0.05～1)0.05×百
501 A=58. 7C + 8. 9 0.991 11.40 2.5"-0.625 (0・05～1) A=118. 8 vC-49. 0 0.995 11.24 II /I 

0.05×工

480 A=47.9C+ 0.4 0.992 13.25 2. 5"-0. 313 ( o. 05～1) A= 97.1 vCー39.5 0.969 19.53 /I // 

0.05×E 

428 A=20.8C+ 3.8 0.998 20.92 2. 5"-1. 25 ( o. 05～l) 
0.05×E 

A= 45.0 vC-25.0 0.992 10.10 2. 5"-0. 625 ( o. 05～） 
0.05×f 

fQ.991 
2. 5"-0.156 (0・ 05～1) A=145.4 i/Cー51.5 

刊.987
2. 5"'o. 313 (0・ 05～l) &-102 520 A=75. 7C + 0. 9 0.999 5.88 0. 981 12.99 

01)*4 0.05×五 0.05×E 

[§illコ A=80. 2C + 0. 5 0.998 9.46 (°.05～） 2.5～0.313 0.05×す． A=149.4 vCー51.2 0.984 19.33 2. 5"-0. 156 ( o. 05～1) 0.05×五
480 A=87. 4C-3. 2 0.999 9.53 (0. 05～） 2.5～0.078 0.05×会． A=161.6 i/C-58.7 0.978 19.35 2. 5"-0. 313 (0・ 05～1) 0.05×τ 
428 A=38. 5C-6. 9 0.980 20.33 (0.05～） 2.5～0.625 0.05×÷ ． A= 66.5 i/C-27.0 0.940 33.52 /I // 

r=O. 994 
2. 5"-0. 313 (0・ 05～1) fQ.970 

2.5"-0.625 (0・05～1) ~2~）＊4 520 A= 5.4C + 0.4 0.999 4.40 A+ 11. 7 v・cー 5.1 0.990 9.97 
0.05×百 0.05×z 

501 A=10.7C+ 1.5 0.979 18.05 // /I A= 23.6 vC-9.9 0.985 15.86 II I/ 

480 A=20. 4C + 3. 3 0.984 18.72 II // A= 41.7 i/C-14.0 0.999 8. 79 2. 5"'o. 313 (0・ 05～1) 
0.05×E 

cmヨ A=34. 7C +10.1 0.972 18.49 II II A= 67.1 vCー14.3 0.997 9.08 2. 5'"'-'0.156 (0・ 05～＿！＿） 
0.05×16 

r=984 
2.5"-0.078 (0・05～1) r=993 

~s~ ）キ 520 A=2345C + 3.8 0.992 12.97 A= 44.5 vC-12.0 0.996 8. 76 // // 

0.05×語

501 A=26.5C + 4.1 0.989 17. 43 /I // A= 46.9 vCー20.6 0.997 9.78 2. 5"-0. 3吋0.05～1)
0.05×τ 

[]§]] A=30. OC + 6.4 0.988 19.58 // II A= 57.3 vCー14.1 0.998 5.95 2. 5"-0.156 (0• 05～1) 
0.05×五

428 A=27.6C+ 4.2 0.995 13.44 // /I A= 54.3 vCー14.1 0.994 9.33 2. 5"-0. 3吋0.05～i)
0.05×百

子＝O.991 i=O. 996 

Slit used: 
。2r=O. 989 
No. 0.5×5mm 

ホ1 Correlation Coefficient 
*2 Standard Error 
*3 Quantization Range 

*4 Wave Length (nm) of Absorption Maximum in O. 02 NH40Ac 
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Relaton Between Slit and Mean Correlatiou Coefficient Table 5 

equation Regession 

A～、ICA ～ C 

slit 3 

0.990 

slit 2 

0.991 

slit 1 

0.995 

slit 3 

0.988 

slit 2 

0.995 

slit 1 

0.986 

Dye 

Monoazo 
dyes (4) 

Xanthene ( 5 ) 
Aキl 0.998 0.986 

0.992 0.982 B*2 

0.985 0.973 
other dyes ( 9) except 
xanthene (5) 

0.992 

キ1

3ド2

0.984 

Normal Sol vent System used for all dyes 

Solvent: M.E.K., H20 (20: 1.0) 

Total Dyes (14) 

R. Brain12）らは Saponigenの薄層による相対的散乱

度が少なく，とくに 4.5～6.5μgの領域でA～Cの関

係を示しているのは前記のわれわれの実験でも裏書き

されているが， 2.5～0.156μgの微量域なので A～

vcに傾いているとも言えよう．
全般的にみて， Table4の各色素の検量線において

標準誤差の原因は（4）式で明らかなように薄層の厚み差

が大きく作用しているものと思われる．これには個々

の薄層間におけるものと一薄層の各点での差が存在し

ている．今後はできるだけ機械塗装の均一厚の薄層を

法測に近い挙動をする．

キサンテン系5種については，ブタノール，エタノ

ール，水，濃アンモニア十酢酸ナトリウム系の溶媒と

メチノレエチルケトン，水系の溶剤が展開した場合を比

較してみると前者では色素溶液中の酢酸ナトリウムお

よび展開液自身の酸性色素に対ーする緩衝作用のためス

ポットのまとまりが良く，ぱらつきも少ないのに対し

て，後者は展開時間は15分前後と極めて早いが展開後

のスポットのまとまりが悪く，再帰方程式での相関係

数が比較的悪いことが Table5に示されてし〉る.K. 

Table 6 IntegratedR eadings of Peas Areas of Spots on 

Thin-lager Chromutogram by Direct Densitometry 

Concentration 
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Table 8 Preparation of Solution of Mono-azo Dye Mixture 

8ー1 Mixtures of Two Red Dyes (1: 1) for each Concentration 

Mixture *1 

Dye A B c D E F G 

R-2 1 
1 1 1 1 1 。
2 4 8 16 32 

R-102 。 1 1 1 1 1 1 
32 16 8 4 2 

8-2 Mixtures of Two Yellow Dyes (1: 1) for each Concentration 

Mixtureキ1

H J K L M N 

Y-4 1 1 ~ 1 1 1 。
2 8 16 32 

Y-5 。 1 1 1 1 1 1 
32 16 8 4 2 

8-3 Mixture of 4 Monoazo-dyes (1: 1：・ 1:1) 

R-2 R-102 Y-4 Y-5 

Concn of 1 1 
0.05×士 0.05×十Dye (%) 0.05×2 0.05×2 

キ1 Doubly Diluted Solution: Original Solution 0. 05% in 0. 5% NaOAc Solution 

Table 9 Densitometric Analysis of Mixturse of Monoazo Dyes 

9-1 Mixtures of 2 Red Dyes 

1. 520 nm 

Spot Weight(μg) A obs A calcd 

original 
solution 

0.05% 

0.05% 

original 
solution 

0.05% 

0.05% 

Mixture 

, R-2 R-102 

A 1.250 。
B 0.625 0.039 

c 0.313 0.078 

D 0.156 0.156 

E 0.078 0.313 

F 0.039 0.625 

G 。 1.250 

2. 501 nm 

A 1.250 0. 

B 0.625 0.039 

c 0.313 0.078 

D 0.156 0.156 

E 0.078 0.313 

F 0.039 0.625 

G 。 1.250 

56 

30 

17 

16 

21 

39 

60 

49 

29 

17 

15 

22 

46 

76 

A～C 

R-2 R-102 

77.5 

39.5 

21.2 6.8 

11. 7 12. 7 

82.3 

45.6 

27. 3 

18 

24.6 

48.2 

95.5 

13 

25.6 

50.6 

100.8 

Total一AA 一c一~b句1~xl00

77. 5 72.2 

39.5 75.9 

28.0 60.7 

24.4 65.5 

24.6 85.3 

48.2 80. 9 

95.2 63.0 

82.3 59.5 

45.6 63.5 

27. 3 62.2 

31.0 58.0 

25.6 85.9 

50.6 90.9 

100. 8 75.3 

A ～ii C A obs 
×100 

R-2 R-102 Total A calc 

88. 7 

60. 7 

20.2 

88. 7 63.1 

60. 7 49.4 

20.2 84.1 

0.2 6 6.2 258.0 

29.8 29.8 70.4 

63.6 63.6 61.3 

111.1 111.1 54. 0 

83.8 83.8 58.4 

44.9 44.9 64.5 

17.4 17.4 97.7 

8 8 225.0 

32 32 68.7 

67 67 68.6 

116 116 65.5 
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9-2 Miヌturesof 2 Yellow Dyes 

1. 480 nm (Y-5) 

Spot Weight(μg) A obs A calcd 

Mixture A～C A ～ i/C 

Y-4 Y-5 
Y-4 二A三三cn一×100 Y-5 一~一o一c×100 Y-4 一~一oc 一×100 Y-5 Ac －×100 

H 1.250 0. 31+0 28.7 108.0 100 32.5 95.3 100 

I 0.625 0.039 20十5 16 125.0 6.6 75.7 18. 9 105.8 

J 0.313 0.078 10+10 9.6 104.1 '8. 7 114. 9 9.3 107. 5 

K 0.156 0.156 2+14 6.4 31. 2 11. l 126.1 2.4 83.3 8.5 164.7 

L 0.078 0.313 0+23 100 15.8 145.5 100 17. 9 128.4 

M 0.039 0.625 0+49 100 25.1 195.2 100 32.2 152.1 

N 0. 1.250 0+89 100 43.9 202.7 100 50. 178.0 

2. 428 nm (Y-4) 

H 49十 O 53.4 92.4 100 60.7 80.7 

I 35十 3 31. 7 110.4 5.3 56.6 38.8 90.2 

J 23十 7 20.9 110.0 6.4 109.3 23.2 99.1 

K 12+13 15.5 77.4 8.5 152.9 12.2 98.3 5.5 236.3 

L 6+22 12.8 46.8 12.8 171. 8 4.4 136.3 14.4 152. 7 

M 1+34 21.4 158.8 27 125.9 

N 0+67 28.4 235.5 44.9 149.2 

9-3 Mixture of 4 Monoazo Dyes 

Wave Leng of Slit (nm) 
Dye 

520 501 480 428 

A obs 。 1 5 

A calcd 2.1 4.8 9.6 20.9 
Y-4 A ～ C 

Ao×100 20.8 52.0 I 71. 7 
(Rf =0. 25) Ac 

428 mμ A calcd 。 3.3 9.3 I 23.2 

A ～ i/C 
Ao×100 
Ac 

100 30.3 53. 7 

A obs 22 21 19 3 

Red 

Dyes. R-2 21. 2 27.3 15.4 10.3 
A～C A calc 

R-102 24.6 25.6 24.1 5.1 

（トー Total 45.8 52.9 39.5 15.4 
520nm 
R-102=0.32 Ao×100 48.2 39.6 48.1 19.4 
501nm Ac 

A～、IC A calc R-2 20.2 17. 4 14.8 。
R-102 29.8 32 31. 6 10 

Total 50.0 49.4 46.4 10 

Ao×100 
Ac 

40.4 35.2 31. 8 
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A obs 

A calcd 

Y-5 A ～ C 

( Rf=0.38) 
~×100 
止＼.C

480 mμ A calcd 

A ～vC 
手旦×100
J-1..C 

Spot Wlight of Each Dye =0. 313 μg 

使用する必要を感じさせた．

透過式光電濃度法による定量分析例としてモノアゾ

系の赤色2号，赤色102号，黄色4号および黄色5号

を用いて検討した結果を Table6～9および Fig1 

に示した．

r、
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ロ
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Fig. I Calibration Line Equations of 
Amaranth for Various Wave 
Length 

Table 7は Table6の測定結果に基き，上記4色

素の最大吸収波長に近い4波長を用いて，各色素のピ

ーク面積と濃度（ただし Cはスポッ ト容量0.005 ml 

に存在する色素重量を μgで表わしている）の関係を

A～C A～vcで示した再帰方程式の一覧表で、ある．
これによると赤色素は吸光係数が大きく， Beerの法

則に近いのに反し，黄色系は A～も／否の相関の方が

良好であった.Fig 1 a, 1 bは Table7の検量線の

9 

11.1 

15 

15.6 

9 

12.8 

11 

12.4 

81. 0 94.9 70.3 88.7 

12.9 11.2 17. 9 5.5 

69.7 98.2 83. 7 163.6 

一例として赤色2号を代表させている．

Table 7の検量線を用いて，モノアゾ系色素混合

物の定量分析を行なったが，その配合表を Table8 

に示した．赤色および黄色二成分系混合物では，たと

えば赤色2号および赤色102号の0.5%酢酸ナトリウム

を含有する0.05%色素溶液を原液として，それぞれ反

対濃度的に 1/2,1/ 4……と倍数希釈された両色素液

を等容量ずつ混合したものを被検液とした．したがっ

て混合液 Bは赤色2号の0.05×(1/2）%と赤色106号

の0.05×(1/32）%の溶液をそれぞれ等量ずつ混合して

十分かきまぜたのち，この液から 0.005 mlを採取して

スポットすることになる. 4色素混合物は Table8-3 

のように各色素とも 0.05×(1/2）%の溶液を等量ずつ

混合した．

Table 9はこれらの混合物の展開後のスポットのピ

ーク面積の実測値と Table7から算出された二様の

計算値との比較を行なっている．

Table 9ー1は赤色系二色素の定量分析結果である．

これら両色素は Table2に示すように Rf－値が接近

しているための展開後のスポット｛ま一点に集約されて

いる．したがってピーク面積の観測値 Aabs.は A～

Cおよび A～vcの Table7での検量線からえた
両色素の算出値の合計の値と比較している．測定波長

520 nm, 501 nmのいずれにおいても両再帰式に大き

な優劣はつけ難い.5郎、て言えば一次式に近いが，こ

れは既述したように両色素の吸光係数の大きいこと

と，スポットのまとまりのよさによるものだろう．

Table 9-2は黄色系二成分混合物例で，この場合の

Rf値は Y-4は0.25, Y-5は0.8と完全に分離した

ので，それぞれの展開分離の単一色素スポットで検討

することができた．走査波長480nmにおいて，黄色

4号はスポット重量 1.250～0.156で測定値のピーク

面積31～2に対し， A～vごでの算出値は32.5～2.4
A/AC×100では 95.3%' 105. 8%' 107. 5%' 83. 3% 

とかなり良好な結果となっている．また 428nmでも

同様な挙動を示している．このことは吸光係数が中位

なこと， A～vごの相間が 0.999と良好なうえに，



Rf－値が小さく，色素の展開中の拡散が少いことや色
素自身が堅固13)14)15）なことにもよるものと思われる．

これに対し黄色5号の分析値再現性が悪く，こんご十

分の再検討を要する．

Table 9-3はそノアゾ4色素がスポット容積0.005

ml中にそれぞれ0.313μgを含有する場合についての

み検討した．これによると黄色4号，黄色5号の完全

分離スポットでしかも色素自身の最大吸収に近い波長

で測定した場合には混入量と分析値の一致がよいか，

赤色系二色素の分離が悪く，分析値と実測値の一致も

十分でない．いずれにしてもこの濃度ではピーク面積

の積分読みの数値が小さく，もっと広範囲の濃度で検

討すべきであった．

総 括

ターノレ系の水溶性食用色素の薄層クロマトグラムを

透過式によって光電濃度定量を行なった．

( 1) 14種の単一色素の各濃度に対するピーク面積

を測定，いわゆる Kubelka-Munkの近似式で上記の

関係を検討したところ，スポット色素重量2.5～0.156

μg程度の範囲では，ピーク面積は色素量の平方根に

比例する傾向が大きい．

( 2）モノアゾ系色素混合物の展開分離クロマトグ

ラムでは，吸光係数の大きい赤色系の二成分混合物で

は B~er の法則に近いが，吸光係数の中位で，スポヅ

ト分離性のよい黄色系二成分では Kubelka-Munkの

近似式すなわちピーク面積は濃度の平方根に比例する

と言える. 4成分系では黄色系の分析値は良好で、あっ

たが，さらに広範な濃度範囲で検討しなければ十分な

結論は下せない．

こんごさらに色素の濃度範囲を拡げ，完全に均一な

厚みの薄層を用いて厚み差によるピーク面積のばらつ

きを小にするとともに，混合物の場合，分離能が良く
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かつスポットのまとまりのよい展開溶媒を開発すると

ともに関係式についても多種16）の検討を必要とする．

おわりに，当実験のまとめについて有益な助言を頂

いた国立衛生試験所食品添加物部の谷村・部長および神

蔵主任研究員に深く感謝します．
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充填塔によるガス吸収における

液境膜容量係数（kLa）の研究

(kLaに対するガス及び液流速の影響〉

士
口 田 照 正

く昭和46年9月2日受理＞

A Study of Volumetric Coefficient of Liquid Film (kLa) 

on Gas Absorption in a Packed Column. 

(Effect of Gas and Liquid Rate for ha) 

An experiment on the absorption of pure Carbon dioxide by water, was 

Conducted in a 5. 0 cm dia. Column packed with 10 mm, Raschig rings and effect 

of gas and liquid rate for the kLa can be observed. The results obtained are 

shown in Fig 2, Fig 3. The gas rate has no effect on the value of kLa, but 

the liquid rate lias. 

I.まえがき

充填塔によるガス吸収操作における，理論的基礎は

一般的に LewisWhitmanの二重境膜説により説明

されている．すなわち液，ガスの接触面の両側に液境

膜及びガス境膜が存在し，この二つの境膜が溶質ガス

の移動に対して抵抗を示し，この両境膜抵抗の和が吸

収速度を支配すると考えられている．これらの境膜抵

抗（叉はそ逆数である境膜係数）に対する液及びガス

流速，充填物の形状， 寸法等の影響については多くの

研究がある(1)(2).

この中の液境膜係数 k tこ充填物の有効触面積 αを

かけたたLaすなわち液境膜容量係数を求める実験方法

としては Shδrwood& Holloway(3)の方法によると，

水素，酸素，炭酸ガス等の水に対する溶解度の小さい

ガスを空気と混合して水に吸収させるか，または水に

吸収させた溶液から空気中へ放散させて液濃度基準総

括容量係数を計算し，ガス側抵抗は液側抵抗に比べ極

めて小さいとして液境膜容量係数字液濃度基準総括容

量係数として計算している．

この考え方には多少の無理があると考えられるので

純粋ガスを吸収させる方法をとればガス側に溶質ガス

の分圧勾配がなくガス境膜抵抗はないものとしてよい

から，上記方法より真に近い液境膜容量係数kLaの値

がえられると考えられる．

著者は上山ω等の文献を参考として充填塔による純

Terumasa Yoshida 

粋炭酸ガスの水による吸収実験を行い液境膜容量係数

を測定し，ガス叉び液流速の影響をしらべた．

2.実験装置及び操作

本実験に使用した装置を Figlに示す．

① Packodιolumn 

② L同uidD叫 ributor

③ COi Bomb 
(1) Pr四•ure Controller 

⑤ Gao meter 

⑨ Flow官官民f

⑦ Water Tank 

cal Pump. 

③⑨ Constant Head Tanι 

GO Control Val•e 

⑩ Samplin11 Pi同

⑬ Exhaust F，肘

③ 

⑫ 

Fig-1. Diagrεm of Expermental Apparatus. 

実験操作法を下記に示す．

充填塔（1）としては内径50mmのアクリル樹脂製円

筒にて，長さ 600mmである．これに磁製ラシヒリン

グ外径 lOmm，内径6mm，高さ lOmmのものを充

填している．まず水道水を水タンク（7）からポンプ（8）を
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用いて恒高タンク（9）え送りこみ，過剰の水は溢流して

水タンク（切にもどる，かくして一定水位を保つ，恒高

ンタクよりパノレブ(lo）の調節によって充填塔への装入水

量が調節される．炭酸ガスを吸収した液はωよりサン
プリングして分析試料とする．残りの大部分の吸収液

はωより排出される．
一方炭酸ガスは液化炭酸ガスボンベ（3）より圧力調整

器（4）をへて圧力を調整しガスメ ーター（5）をへて，フロ

メーター（6）をとおり充填塔（1）の下部に装入される．

実験の操作法としては，先ず水，カ。スの流量を希望

する値に調節して30分～40分経過して定常状体に達し

た後に液，ガス，温度，流量を記録して，かつ分析の

ための試料を採取した．

この際最も注意すべさことは，前回吸収液が混入し

てくることである．従って試料採取するときには必ず

前回の条件による残液を完全に除去した後に行うべき

である．

試料は一定量を帥よりとって，一定量の0.lN水酸化

パリウム溶液を加えよく混合した後，過剰の水酸化パ

リウムを0.1N塩酸にてフェノーノレフタレインを指示

薬として逆滴定を行い消費水酸化バリウムから試料中

の炭酸ガス量を決定した．試料は同一条件で2～3回

採取分析しほとんど差異はなかった．

炭酸ガスは液化炭酸ガスであるゆえ 100%とした叉

水道水中の溶解炭酸ガスは微量であるゆえに無視する

ことにしずこ．

3 .；夜境膜容量係数 kLタの算出

本実験では気相として純粋炭酸ガスのみを用いたの

で，ガス側には濃度勾配はなく，従って液，ガス境界

面の液濃度はガス本体の圧力（本実験では大気圧）及

び塔内平均水温（入口，出口水温の算術平均）に対応

する溶質ガス（炭酸ガス）の水に対する飽和濃度 Ce

に等しいと考えてよい．

Ceは塔全体を通じて一定とすれば液境膜容量係数

は次の式により計算できる．

kL L ¥C2 dC _ L z Ce-C1 
a＝一一一一 ・ 一一一一一一ー一一－ n一一一一一一一一
pZ J c1 Ce-C pZ CeーC2

L-・…－液流量〔kg/m2hr〕

p……液密度〔kg/m3〕水の密度1000kg/m3

とす

z……充填塔の充填高さ〔m〕

Ce ...…飽和濃度〔kg/kgH20〕

C1・・…・入口液濃度〔kg/kgH20〕入口の水に

とけている炭酸ガス濃度は極めて微量

なのでOとした．

C2…ー出口液濃度〔kg/kgH20〕

kL…・・・液境膜物質移動係数〔m/hr〕

。……液，ガス有効接触面積〔m2/m3〕

従って C1=0とすると上式は下記のようになる．

L C 
a=-l叫一一ーとー ………ー………一 (1) 
pz CeーC2

4 .実験結果及び考察

1° 液境膜溶量係数に及ぼすガス流速の影響

液境膜容量係数kwに対するガス流速の影響をしら

べるために水温約10℃において充填塔直径50mm，に

充填塔物ラシヒリング大きさ外径10mm，内径6mm,

高さ lOmm，充填高さ 500mmに対して液流速L約

3000〔kg/m2hr〕から 37000〔kg/m2hr〕の聞の5種

の液速のそれぞれに対してガス流速 Gを約 100～270

〔kg/m2hr〕の範囲に変化させて実験を行なった．

実験結果を Table-1及び Fig-2に示す．

2。 液境膜容量係数に及ぼす液流速の影響

液境膜容量係数 kwに対する液流速Lの影響をし

らべる目的で，ガス流速の影響の場合と同様な装置で

Lを490～20650〔kg/m2hr〕に変化させて実験を行っ

た．この場合ガス循環は行わなかった．

その結果を Table-2及び Fig-3に示す.Fig-3は

kLa対 Lを両軸とも対数目盛でプロヅ トした．

Fig-3より次のことがわかる．

a) kw対 Lの関係は IL=6000〔kg/m2hr〕附近

で屈折する 2本の直線で表すことができる．

b）屈折点を境にして直線の傾きはLの増大ととも

に小さくなり， Lの減少とともに傾きは大となってい

る．

以上のことは実験式作成によって数字的に示す．

この現象すなわち， Lの6000〔kg/m2hr〕附近で屈折

するのは液流速の低いときには塔内の充填物に充分均

一に液分布をえることができなくなり液，ガスの有効

接触面積 αが急激に、減少したためむαの減少をきた

したものと考えられる，一方むと Lの関係は両軸

対数日盛にプロットした場合一般に直線関係を形成

し， Lの小さいところで kLが急激に小さくなること

は考えられない．

以上のことは上山ω等文献ともよく一致する．

3。 実験式の算出

前述のように kLa対 Lの問係は Fig-3に示され

ているように L=6000〔kg/m2hr〕附近で屈折する 2

本の直線で示めされているので各直線の傾斜を Fig-3

より求め下記のように実験式を決定した．
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Table 1 E百ectof Gas Rate 

実験~I Gnl ~州協議No. .e/min kg/ Cone. N kg/kgH20 Ce-C2 
Cel I gas IW吐ln kL a 。
Ce-C2 temp℃ temp C 

(1) L=36,800 kg/m2hr 

1 
0酬 I0.001γω×10:1 2.31 0.839 62.0 10.4 10.8 

2 3.00 174.0 0. 0643 o. 00141 9. 08×10-4 2.56 0.940 69.4 10.4 10.8 
3 1. 54 88. 9 o. 0635 o. 00140 9. 18×10-4 2.53 0.924 68.4 10.4 10.8 

(2) L=24, 260 kg/m2hr 

1 4.70 270.5 0.0726 0.00159 
7.28×r: 判 3.18 

1.16 56.3 10.0 10.5 

2 3.92 226.0 0.0719 0.00158 7.38×1 3.14 1.14 55.4 10.0 10.5 

3 2.86 165.0 0.0689 0.00151 8.08×1 2.88 1. 06 51. 5 10.0 10.5 

4 1. 57 90.7 0.0723 0.00159 7.28×1 3.19 1.16 56. 3 10.0 10.5 

(3) L=l5, 800 kg/m2hr 

1 4.66 269.0 0.0823 0.00181 4.98×10-4 4.65 1. 54 48.8 8.0 10.0 

2 3.88 224.0 0.0830 0.00182 4.88×10-4 4.75 1. 56 49. 3 8.0 10.0 

3 2.96 171. 0 0.0810 0.00179 5.28×10-4 4.35 1.47 46.5 8.0 10.0 

4 1. 60 92.5 0.0815 0.00180 5.18×10-4 4.39 1. 48 46.8 8.0 10.0 

(4) L=l0,460 kg/m2hr 

263.0 0.0700 0.00154 1. 07 22.4 9.0 10.4 

2 3. 95 231. 0 0.0723 0.00159 7.28×1 3.18 1. 16 24.3 9.0 10.4 

3 1.58 91. 0 0.0717 0.00158 7.38×1 3.14 1.14 23.8 9.0 10.4 

(5) L= 2, 940 kg/m2hr 

1. 50 I 8.82 I 11.0 I 10.0 
2 3.02 175. 0 o. 0832 0. 00183 4. 88×10-4 4. 75 1. 56 9.17 11.0 10.0 
3 1. 62 93. 0 o. 0846 o. 00186 4. 58×10-4 5.05 1. 62 9.52 11.0 10.0 

Packed Column; inner diameter 50 mmφ，height 500 mm. 
G; Gas rate, Ce; Concentration of C02 in the water in equilibrium. with gas phョseat 

measured temperature, normal pressure. 
ホC2;Concentration of C02 in the water leaving the packings. 

Table 2 E百ectof Liquid Rate 

実験 L L H2C03 Conc Ce-C2 Ce l Ce 

I I I I ~~c I I I ; I No. .e/min kg/m2hr Conc. N kcg~kg H20 kg/kg H20 一C一e一－02 n一C一e-C2 kLa 

1 0.016 490 0.0682 0.0015 4.7×10-4 4.19 1. 43 1. 40 

2 0.023 704 0.0690 0.00152 4.5×10-4 4.38 1. 47 2.07 

3 0.022 674 0.0692 0.00153 4.4×10-4 4.48 1. 50 2.02 

4 0.026 795 0.0801 0.00176 2. 1×10-4 9.40 2.24 3. 56 

5 0.024 734 0.0766 0.00168 2.9×10-4 6.80 1. 92 2.82 

6 0.040 1224 0.0709 0.00156 4. 1×10-4 4.80 1. 57 3.85 

7 0.030 918 0.0740 0.00163 3.1×10-4 6.37 1. 85 3.40 

8 0.032 980 0.0705 0.00155 4.2×10-4 4.70 1. 55 3.04 

9 0.045 1380 0.0735 0.00162 3.5×10-4 5.63 1. 73 4. 77 
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10 0.080 2450 0.0780 0.00172 7.88 2.06 10. 10 

11 0.106 3240 0.0785 0.00173 2.4×10-4 8.20 2.10 13.60 

12 0.142 4340 0.0745 0.00164 3.3×10-4 5.97 1. 79 15.60 

13 0.182 5560 0.0751 0.00165 6. 15 1. 82 20.30 

14 0.218 6670 0.0725 0.00159 3.8×10-4 5.18 1. 64 21. 80 

15 0.234 7160 o. 0714 0.00157 4.0×10-4 4.92 1. 59 22.80 

16 0.295 9030 0.0545 0.00120 7.7×10-4 2.56 0.94 17.00 

17 0.310 9500 0.0700 0.00154 4.3×10-4 4.58 1. 52 28.80 

18 0.275 8410 0.0771 0.00170 2.7×10-4 7.30 1. 98 33.30 

19 0.415 12700 0.0601 0.00132 3.03 1.11 28.20 

20 0.675 20650 0.0587 0.00129 6.8×10-4 2.90 1. 06 M3.80 

Packed Column; inner diameter 50 mmφ，height 500 mm. 
Temperature of water 15。C,Ce; 0.00197 kg/kg H20, G; 78 kg/m2hr 

ホC2;Concentration of C02 in the water leaving the packings. 
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Fig-3. Effect of Liquid Rate 

a) Lが 490～6000〔kg/m2hr〕のとき

log kw=O. 971 logL+ log A 

L=2000のとき kw= 7であるゆえ上式に代入

Aを算出し次の実験式をえた．

kw=O. 00432LD.971 …・・ー・・………………－－ (2) 

b) Lが 6000～20000〔kg/m2hr〕のとき

log kw=O. 628 logL+ log A 

L= 20000のとき kw=43であるゆえ上式に代

入 Aを算出し次の実験式をえた．

kLa=O. 0858 LD・628…………………………（3) 

c ) Sherwood c2）等は各種の充填牧1及び溶質ガスに

対する kwを整理して次の実験式を提出してい

る．

_!!_fJ-＝α（＋） (-p会－） (4) 

上式でn及びαは充填物の形状，寸法で異なる定数で

あるが・sはすべての充填物に対して 0.5である．
μ' pはそれぞれ液の粘度，密度

D，は液中の溶質ガスの拡散定数

上式の型の実験式を作成した．

μ =l.14c.p at 15℃＝4.1〔kg/mhr〕…… 7.Kの

粘度

D=l.6×10-5 cm2/sec = 5. 76×10-6m2/hr ・ 

水中の炭酸ガスの拡散定数

d) 119. 5くJιく1460
μ 



(2）式 kw=O.00432 L0・971及び μ， D の上記値を

(4）式に代入しαを決定した．その結果次の実験式をえ

7こ．

-'¥!-＝日1（会）（合） (5) 

e) 1460＜ーι＜5050,
μ 

同様に（3）式 kw=O.0858 L0・628及び μ， Dの値を（4)

式に代入αを決定し実験式を作成した．

-'¥;-＝日川会r8 （予告）0.5 何）

4• 端効果（endeffect) 

一般に充填塔によるガス吸収を行う場合，液及びガ

スの接触は充填層の内部だけでなく．塔の頂部及び底

部においてもおこり，塔入口及び出口の組成から計算

した kLaは実際の充填層のみによる kLaより大きく

出ている可能性が考えられる．

本実験においては，この影響をできる限りさけるた

め充填層上部の液分散器は，できるかぎり充填層に接

近させた．しかし塔下部では構造上充填層外で多少の

吸収が行われているものと考えられる．

この端効果についての検討は今回の実験では充分行

ヮていない．

5.むすび

磁製ラシヒリングを充填した小型充填塔で純炭酸ガ

スの水に対する吸収実験を行って、液境膜容量係数 kLa

の値を求めた．

これに対するガス及び液流速の影響を求め次の結果

をえた．

1。 ガス流速 Gは液境膜容量係数にほとんど影響を

あたえない．

2・ 液流速に対する影響はL対 kLaの関係を両軸と

した両対数日盛にてプロットした場合 Fig-3に
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示すようにLが6000kg/m2hr附近で屈折する 2

本の直線で示めされる．

3• （司式に示すSherwood等のえた実験式と同様な

型の実験式を作成し（5),(6）式を得た．
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使用記号

。：有効接触面積

C：水中の炭酸ガス濃度

C1：充填塔入口液濃度

C2：充填塔出口液濃度

Ce：飽和濃度

D：液中の拡散定数

G：ガス流速

kL：液境膜物質移動係数

L：液流速

kLa：液境膜容量係数

z：充填塔内充填高さ

μ：液粘度

p：液密度

α，n,S：恒数

〔m2/m3〕

〔kg/kg水〕

〔 グ〕

〔グ〕

〔グ〕

〔m2/hr〕

〔kg/m2hr〕

〔m/hr〕

〔kg/m2hr〕

〔1/hr〕

〔m〕

〔kg/mhr〕

〔kg/m3〕





27 

架橋親水性ゲルの合成

松 本 来日 秋

く昭和46年9月1日受理＞

Synthesis of a Crosslinked Hydrophilic Gel 

A crosslinked copolymer was prepared by suspension polymerization of 

diallyl phthalate with glycidyl methacrylate at 80-85 C by means of BPO as 

an initiator. By subsequent hydrolysis of the diallyl phthalate part of the 

copolymer using water solution of methanol and sodium hydroxide a crossli-

nked hydrophilic gel was synthesized. The gel was suitable for the fractiona-

tion of water soluble oligomers of polyethylene glycol. 

1 緒 -=-
Zヨ

近年生物化学，高分子化学分野において注目を集め

ているゲノレ積過法は液体クロマトグラフィーの一種で

ある．ゲ、ル積過とは網目構造をもっ高分子のゲノレ粒子

を担体としてクロマトグーラフィーを行ない，ゲノレ粒子

内への分子の透過性が分子の大きさによって異なるこ

とを利用して物質を分別することである．物質の精

製， 濃縮，脱塩， 高分子の分子量分布測定等に広く利

用されている．この種の担体としてセファデックス，

ポリスチレンゲノレ，ポリアクリノレアミドゲノレ，アクリ

ル酸ゲル，寒天ゲ、ル等がある．筆者はメタクリル酸グ

リシジルを架橋剤として，フタノレ酸ジアリルを重合し

て得られる架橋共重合体をケン化することによってゲ

ノレ積過剤を得ナこ．特に共重合体を製造する際，ある種

の有機溶媒を希釈剤として添加して重合を行なった．

これは一般に MR型（MacroReticular巨大網状構

造）樹脂と呼ばれ，用いた希釈剤はイソオクタンと灯

油である．しかしこの樹脂は酸性側では著しく膨潤度

が小さくなる．これをエチレンブロマイドと反応させ

ると pHによる膨潤度の変化はなくなる．前者では排

斥分子量が2～3万，後者では 3000～5000である．

2 実験方法

2. 1 MR型樹脂製造法

かきまぜ機とコンデンサーっきの三つ口フラスコ

500ml中で行なう．水 200mlに分散剤としてゼラチ

ン0.4g，安定剤として炭酸カノレシウム 2g，添加剤と

して硫酸ナトリウム 5gを加える．更にフタル酸ジア

リル（DAP），メタクリノレ酸グリシジノレ（GMA）を合

Kazuaki Matsumoto 

せて25mlに希釈剤を加え，重合開始剤として， BPO

1 % (0. 25 g）を溶解したものる加える．撹持しなが

ら，温度を 80～85°Cにて 6時間反応させる．終了後

希塩酸で炭酸カルシウムを中和し，水洗して乾燥す

る．収率は 80～90%である．

2.2 ケン化

合成した樹脂はこのままで、は親水性ゲノレにはならな

いので 0.5N水酸化ナトリウムーメタノール溶液にて

5時間ケン化を行なう．

2. 3_ 膨潤度の測定法

樹脂o.5 gを秤量し，水中で膨潤させ目盛付グラス
フィノレターで伊過する．膨潤した容積 ml／乾燥ゲノレの

g数で膨潤度を表わす．

2.4 カチオン交換容量の測定

試料約1gを200mlのビーカーに取り IN塩酸100

mlを加え時々振還しながら， 1時間放置し傾斜法に

より塩酸を除きあらたにIN塩酸 lOOmlを加え時々振

重しながら， 30分間放置する．同様な操作を4～5回

繰返し完全に R-H型となし，純水を用いてメチノレオ

レンジに対して中性になるまで充分に洗浄する．次に

これを風乾し，湿分をできるだけ除いた後真空乾燥器

に入れ 50～60℃， lOmmHg以下で約2時間絶乾後精

秤する（Wg）とする．

別に水洗乾燥した 200mlの共栓付三角フラスコを

用意し， これを前記のR一日型精秤試料を入れ 0.1N 

水酸化ナトリウム溶液 100mlを加え時々振還し， 一

夜放置する。その後上澄液から lOmlピベットで精取

し，メチノレオレンジを指示薬として 0.1N塩酸（f)
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を用いて残留する水酸化ナトリウムを滴定する（Aml).

別に最初に加えた 0.lN水酸化ナトリウム溶液 IOml 

を前記の O.lN塩酸で滴定する（Bml).次式より総イ

オン交換容量（meq/g）を求める．

- 0.1×f×（B-A）×IO ~ 
W (meq/g) 

2. 5 試薬による樹脂の処理

この樹脂粒子は pHにより膨潤度の変化がある．特

に酸性側で、は膨潤度が小さくなるのでエチレンブロマ

イドと湯浴中で反応させる．

2. 6 pH緩衝液による膨潤度の測定操作

試料 0.5gを取り，目盛付グラスフィノレターに入

れ，まず pH6.8の緩衝液で膨潤度を測定し，次にpH

8.6の緩衝液で2～3回洗浄し，その時の目盛を読

む．同様な操作を pHlLpH6.8, pH4.5, pHl.O 

の順で行なう.pH緩衝液は表1に示す。

表 1 pH緩衝液の組成

0.2 j;J~6 ~~ 苗部商i5 pH 1.0 o. 2 1 
H20 53 

pH 4.49 1/15 M KH2P04 

pH 6.8 1?5 M ~~If~ct 1 15 M ~ 商部5 

pH 8.6 0.1 M ~~~gk 0.1 N i 部部5

pH 11 0.1 N ~~~gr 0.1 N 3i 部部

3 試料および測定装置

3. 1 試料

試料はポリエチレングリコーノレとブルーデキストラ

ンである．ポリエチレングリコールは各々 4%溶液を

作り，測定にあたってはクロム酸混液（重クロム酸ナ

トリウム2.5 g，硫酸500ml，水500ml）にて発色させ

る．ブ、ルーデキストランは1%ー溶液とする．試料の分

子量を表2に示す．

3.2 測定装置

測定装置には以下を使用した．

カラム：1.74×30 cm （ガラス製）

フラクションコレクター： Toyo角型重量式SF-160K

分光光電光度計：目立パーキンエノレマー139型

表 2 分離に使用した試料とその平均分子量

試 料 数平均分子量水

ブノレーデキストラン 2000 200万

ポリエチレングリコール 20M 28300 

ポリエチレングリコーノレ 9000 7830 

ポリエチレングリコーノレ 4000 3390 

ポリエチレングリコール 1000 1263 

ポリエチレングリコーノレ 200 242 

エチレングリコーノレ 62 62 

キエプリオメーターで測定した．
備考：ブルーデキストラン 2000 (PHARMACIA 

製）
ポリエチレングリコーノレ （日本クロマト

工業KK製）
エチレングリコール （三井石油化学

K K製）

4 タロマトグラフィー

4. 1 カラムの作製

カラムの大きさは.i.74×30cmのものを用いた．こ

れはカラムの上部にロートを取りつけ，その下まで水

を充たし，カユ状のゲ‘／レをロートに注ぎ，撹持機でロ

ート内のゲノレ懸濁液を境梓しながらゲルをゆっくり充

墳ーする．ゲノレ体積を 60mlとする．安定させるため蒸

留水を1晩カラムに流す．

4.2 試料の添加

試料 0.1mlをピベットで注意深く，ゲル床表面に

加え下端のコックを聞き，試料が吸収されたら更に少

量の蒸留水を加え下端から流す．これを数回繰返した

のち水をベッドの上に空間に半分ほど充した後，カラ

ム上端を蒸留水槽に連結する．流速は 12ml/hであ

る．

4. 3 溶出

でてきた溶液は1gずつフラグシヨンコレクターで

集める．ポリエチレングリコーノレの場合は先きに述べ

たクロム酸混液5mlを加えて，沸騰水中で15分間だ

け発色させる．それを分光光電光度計を用いて，ブノレ

ーデキストラン溶液の場合は波長625mμ，ポリエチレ

ングリコール溶液の場合は波長 595mμ で吸光度を測

定する．

5 結果および考察

表3に DAP/GMA=O. 59/1 （モノレ比）の場合につ

き検討した．モノマー（25ml）に対してイソオクタ

ンを容量で 25%(6. 25 ml) , 50% (12. 5 ml), 75% 

(18. 75 ml), 100% (25 ml），添加して MR型樹脂を
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A 

B 

c 
D 

E. 

F 

却

M R型未処理樹脂の水中での

膨潤度および交換容量

DAP/GMA=O. 59/1 （モノレ比）

イソオクタン使用量 膨潤度
（モノマーに対する%） (ml/g) 

表 3

（
ゐ
yq害
U
川
町
盛
山

件
担

交換容量
(meq/g) 

1. 05 31. 0 25 

1. 02 27.1 50 

1. 05 

1.10 

34.2 

26.0 

上

下
円

i

1.19 

1.16 

33.5 

30.5 

上

下
nu 
n
U
 

CT 

(;8 

pH 

図 1 pHによる膨潤度の変化

A：イソオクタン 25% B：イソオクタン 100%
C：イソオクタン 50% D：灯 油 25% 
E：イソオクタン 35% F：イソオクタン 15% 
G：イソオクタン 25%（エチレンブロマイド処理）

II 8.6 4.5 

は水中で、膨潤ゲルとなるが，酸の添加により解離がお

さえられ，収縮しアノレカリの添加により膨潤すると考

えられている．筆者が合成したゲルもこの傾向を示す

合成し，それぞれ膨潤度，交換容量を測定した結果で、

ある．この実験により希釈剤（イソオクタン）の使用

量によって膨潤度の変化は認められない．またカチオ

ン交換容量が約1meq/g近くあるので，ケン化するこ

とによりカルボキシノレ基が生成したものと思われる．

これは図1に示すように pHの変化によって膨潤度の

変化がかなりある．このような例はポリアクリル酸を

グリセリンによってエステノレ化架橋したもの，ポリア

クリノレ酸とポリビ‘ニルアノレコールを部分的なエステル

化架橋によって結合したものなどにみられる．これら

キ上，下一樹脂が浮くものと沈むもの
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理ゲ、ノレの補正曲線を縦軸に分子量，横軸に Ve/Vt

(Ve：試料の溶出中点， Vt：カラムのゲル体積）をと

り表わした．これは分子量と Ve/Vtの聞に曲線関係

がある．曲線の部分を Vo（ゲル粒子聞の容積）の値

まで外挿することによって排斥分子量が求められる．

また曲線の傾きが小さいほど分離がよいことを示す．

図3より希釈剤がイソオグタンの場合には 15%,25 

%, 35%共に同じ傾向を示す．特にイソオクタン25%

の場合が良い．灯油の場合には25%の例だけである

が， 15%はパラツキが多く， 35%になると分子量の大

きい試料は全体的に溶出が遅れかなり吸着がおこって

いるものと考えられる．イソオクタン，灯油の場合い

ずれも希釈剤の量としては25%が良い結果を示してい

30 

ので膨潤度が pHの変化により左右されないゲノレ

を製造しなければ実用性が小さくなる．そこでカノレ

ボキシル基を封鎖するためにエチレンブロマイド

(CH2BrCH2Br），あるし、はプロピレンオキサイド

(CH3-CHC-H2）と湯浴中で反応させると pH変化に
＼／ 。

対しては膨潤度はほとんど変化しなくなる．

実際にゲ、ノレ伊過を行なったのは DAP/GMA=O. 59/ 

1 （モル比．）について，イソオクトタン使用量！15%,

25%, 35%，同様に希釈剤として灯油について15%.

25%, 35%である．この結果は1例として図2に縦軸

に吸光度，横軸に溶出量をとり，イソオクタン25%の

場合の溶出曲線を示しである．図3にはそれらの未処

る．イソオクタンよりむしろ灯油の場合排斥分子量が

大きくなる．イソオクタンの場合は分子量約 15000,

灯油の場合は約30000以下が分離できることを示して

いる．

次にゲノレをエチレンブロマイド、で、処理した溶出曲線

を図Hこ，それらの溶出補正曲線を図5に示す．これ

らは pHの変化により膨潤度は変化しないが，膨潤度

は約4ml/g，排斥分子量は 3000である．この場合希

釈剤（イソオクタン）を50%, 100%と多く用いても

25%の場合ほど良い結果は得られない．

証B

0.6少v;

2 チレンブロマイド、後処理ゲルの補正曲線
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図 3
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6 まとめ

DAP-GMA系 MR型樹脂で希釈剤の種類と量を変

えることにより分子量2～3万くらいまでの試料を分

離できるものをつくることがで、きたが，特に酸性側で

収縮するのでそのままでは使用できない．しかしこの

31 

ゲノレをエチレンブロマイドで処理すると pH変化に対

して膨潤度が変化しなくなり分子量約3000くらいまで

の試料を分離することがで、きた．

終わりに，本研究を終始御指導いただし、た熊本大学

工学部本里義明教授に深く感謝の意を表します．
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18Cr田8Niオーステナイト系ステンレス鋼の

回転曲げ疲れ挙動

田 明

＜昭和46年8月3日受理＞

Fatigue Behavior of 18Cr-8Ni Austenitic Stainless 

Steel under Rotary Bending 

In order to clarify the fatigue behavior of 18Cr-8Ni austeni tic stainless 

steel at room temperature, rotary bending fatigue tests were carried out. 

The behavior were observed by means of microscopy and measurements of 

fatigue crack length. 

The results obtained are summarized as follows: 

(1) Fatigue slip line has fine and straight configuration, and fatigue crack 

starts mainly along intense slip band. 

(2) Slip line grows easily and fatigue crack starts at initial stage in 

fatigue life, but the crack propagates more slowly until the specimen ruptures 

than mild steel does. 

(3) 18Cr-8Ni austenitic stainless steel shows greatly the coaxing effect 

of fatigue, that is, in this experiment fatigue strength has increased about 20 

% by progressive stressing. 

It seems that these chracteristics of fati.gue behavior are owing to cold-

work-hardenability of 18Cr-8Ni austenitic stainless steel. 

1.まえ拍手き

著者は先に，軟鋼丸棒について回転曲げ疲れ挙動の

観察ωを行ない，疲れき裂の発生と伝ばに関し二三の

点を報告した．本論文は同じ趣旨で，前者がフェライ

ト鋼であるのに対し，オーステナイト鋼として 18Cr-

8Niステンレス鋼を選び，疲れ挙動の観察を行なった

ものである.18-8ステンレス鋼は周知のとおり著しい

冷間加工硬化性を有し，とくに Md点以下の冷間加工

により加工誘起マルテンサイト変態を生ずる（2)-(5）こ

とが，近時いろいろな観点から検討されているが，こ

れらの材質特性は疲れ挙動に対しても特異な影響を与

えるものと予期される．実験の結果，軟鋼に比べ特異

な一二の知見が得られたので、報告する．

2.供試材および実験方法

供試材は， 2種類の 18Cr-8Ni系ステンレス鋼棒

SUS 27 B，径19mmで，その化学成分・機械的性質な

らびに実験により得られた疲れ試験結果を Table1 

Akira Oda 

に示す．

試験片は前報と同様 Fig.Iに示す形状寸法に旋

削し，き裂誘発のためのロックウェルダイヤモンド円

すい圧子による微小圧こんを付したのち 1100℃ 40

min問加熱，水焼入れによる固溶化熱処理を施し，

つぎにエメリー紙・パフ研摩ののち， 電解研摩して試

験に供した.Photo. Iは固溶化熱処理後の供試材 S1

の顕徳鏡組織であるが，典型的なオーステナイト組識

を呈している．供試材 S2も検鏡所見は大差はなかっ

Tこ．

顕微鏡観察および疲れき裂長さの測定も前報と同様

の方法で‘行なった．試験機は小野式回転曲げ疲れ試験

機（3430r p.m）を用いた．

また，応力繰返し数1×107回に耐えた試験片の一部

は，引続き，応力を順次 0.85kg/mm2ずつ1×107回

ごとに増量し，いわゆるコーキシングテストを行なっ

た．（以下，応力の増量分を応力増分，応力繰返し数

のそれをサイクル増分と称す．）試験途中で試験片表
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面の検鏡のため運転をたびたび停止したので，1×107

回転に約10日を要した．

疲れ被害層の組織を調べるため， 10%シュウ酸電解

腐食，村上試薬腐食を行ない，光学顕微鏡および二段カ

ーボンレプリカ法による電子顕微鏡観察を行なった．

Fig. 1 

Photo. 1 Microstructure of fatigue 
test specimen （×150) 

3.実験結果および考察

3.1 S-N線図 Fig.2に示す．図にはコーキシン

グテストの結果も併せて記入した．供試材Si.S2は化

学組成がや斗異なるので疲れ限度は異なっているが，

コーキシングによる疲れ強さの上昇の程度はほぼ一致

している．図中に記入した 1～12,A～Rは試験片番

号で、ある．なお，コーキシング効果については後述す

る．

3.2 疲れ進行過程の試験片表面に現われる変化

軟鋼については，前報のように，試験機の運転を停

止して試験片表面を詳細に顕微鏡観察し，その都度，

観察された疲れ変形の形状 ・数 ・位置を記録して，こ

れが応力繰返し数の増加に従って変化する挙動を調べ

た．その結果，疲れ初期にはまずしわ状凹凸が生じ

応力繰返しが進むにつれて，凹凸の明瞭化，直線状す

べり線の発生が起こり，さらにすべり線の鮮明化とと

もにその密度を増し，ついには最も変形の顕著なすべ

り線密度の大きい箇所から疲れき裂が発生して伝ばす

ることが明らかになった．

18-8ステンレス鋼もこれと同様の手順により詳細に

観察したところ，軟鋼とほぼ同じ経過をたどることが

認められたが，つぎに述べるような軟鋼では認められ

なかった一二の挙動を示した。

(1) 疲れ限度以下のかなり低応力振幅範囲でもすべ

Table 1 Testing materials and results of fatigue test 
日

Materials 18-8 Stainless 18-8 Stainless 
S1 S2 

c % 0.054 0.069 
Mn% 1. 73 0.88 
Si % 0.50 0.82 

Chemical composition p % 0.032 0.015 
s % 0.008 0.007 
Cr % 18.28 19.88 
Ni% 9.00 8.35 

Heat treatment 1100℃ 40 min 羽人Q

Mechanical properties 

Tensile strength kg/mm2 66.0 59. 8 
Yield strength kg/mm2 26.3 20.9 
Elongation % 67.3 59. 2 
Reduction of area % 75.6 77.6 
Vickers hardness 190 184 

Fatigue strength kg/mm2 28.7 26.9 
Results of coaxing tests 
Initial coaxing stress kg/mm2 28.3 23.2 
Stress increment kg/mm2 0.85 0.85 
Cycle increment l×107 1×107 
Coaxing failure stress kg/mm2 35.0 33.2 
Ratio of increase in fatigue strength ？／~ 町， 19.5 20.5 
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Fig. 2 S-N curves and coaxing diagrams 

り線を生ずる．軟鋼では応力振rj屈がo.75σs （内：降伏
点）以下ではすべり線は発生しない．また，すべり線

は上述のように，応力繰返しにより数をまし鮮明化し

ていくが， 18-8ステンレス鋼の低応力振幅ではこの変

化の進行が鈍く， 105～106オーダーの応力繰返しでほ

とんど停止するよ うに見受けられる．き裂は発生しな

い．このことは，軟鋼にくらべてすべりに伴う硬化作

用が顕著なことを示し， 18-8ステンレス鋼の強い冷問

加工硬化能によるものと思われる．

(2）疲れ限度以上では，疲れの進行に伴いすべり線

密度を増し，二重すべりや交差すべりも現われる．す

ベり線は軟鋼よりシャープな直線状で，主としてすべ

り線のある 1本が微小き裂へと成長する場合が多い．

き裂はすべり線をジグザグに横断しつつ試験片軸方向

と直角方向に進む．軟鋼ではこれが明確でなかった

が，このことは18-8ステンレス鋼が単一相であり，か

っ，すべり系が少いためと考えられる．二重すべりや

交差すべりの発生については，すで、にすべった箇所が

硬化し変形抵抗を増す傾向が軟鋼より著しいためと思

われる.Photo. 2はすべり線と疲れき裂を示す．

(A）は圧こんより誘発されたき裂，（B）はき裂の進

展状況，（C)(D）は同一試験片内＝32.8kg/mm2の

n=2×104, 4×104におけるすべり線密度を比べたも

ので（D）ではかなり密度を増して鮮明化している．

(3）疲れが進み破断に近づくと， 18-8ステンレス鋼

では試験片が局部的にやL発熱する．これは疲れ変化

に伴う内部摩擦熱の蓄積によるもので，ステンレス鋼

は軟鋼に比べ熱伝導率が小さいのみならず，すべりに

伴う硬化が軟鋼より著しいから，強化された結晶を引

続いて変形させるための塑性仕事量が大きいことによ

るものと考えられる．

(4) コーキシング試験片では3.4項で述べるよ うに

特異な挙動を示した．

3. 3 マクロ疲れき裂の伝ぱ 前報において，圧

こんから誘発されたマクロ疲れき裂が，他の箇所に第

二のき裂を生ずることなく一点から伝ばする場合，き

裂長さ e/2と応力繰返し数比 n/Nt との聞に片対数

線図で直線関係が成り立ち，破断直前からしだいに急

進伝ばに移行することを述べた．この関係は，軟鋼で

は Fig.3の太い実線が示すように，応力振l隔に依存

し，高応力振幅の場合ほどき裂は早期に発生しそれが

寿命の大部分を費やして伝ばすることが明らかにされ

た.18-8ステンレス鋼について，同じ方法でき裂長さ

を測定しfこ結果を同様に整理して，図中に細い線で示

した．軟鋼との比較検討を行なうためには，同じ程度

の疲れを受けた試験片について比べる必要があるの

で，試験応力振幅と疲れ限度の比σα／ω の値が， 軟鋼

のそれにほぼ対応する 4本の試験片の結果が示されて

いる．両者の内／九は図中に併記した．図に見られる

ように，軟鋼のき裂伝ば曲線は応力依存性が大きく，
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例えば，高応力振幅の F64と中・低応力振幅の F63・

F62はそれぞれ明確なこう配のちがし、を示している

が， 18-8ステンレス鋼のき裂伝ば曲線は軟鋼 F64の

曲線の周辺に集中しており，応力振幅の高低には大き

く支配されない．図には比較を明確にするために4本

の結果のみが記入されているが，残余の16本の試験片

のデータをプロットしても，図示された範囲を大きく

はずれることはなく，また軟鋼に見られるような応力

依存性は明確ではない．このことは， 18-8ステンレス

鋼では， (i）き裂は軟鋼の高応力疲れの場合と同程度

に，き裂が早期に発生し，しかも，それは応力振幅の

影響を大きく受けないこと， (ii）き裂が発生しても

その伝ばは寿命の大部分を費やして徐々に進行するこ

と，換言すれば， 18-8ステンレス鋼はき裂は発生しや

すいが伝ば速度はおそいことを示している。き裂の先

端には塑性変形領域が存在するが， 18-8ステンレス鋼

では，その特異な冷問加工硬化能により，き裂先端の

応力集中に耐えてき裂伝ばを抑制する強化作用が生じ

ているものと考えられる．軟鋼では，このような著し

し、強化作用を起さないから，応力振幅の高低に敏感に

応じたき裂伝ばを示すものと思われる．

なお，破断直前のき裂の急進伝ばについては，特に

軟鋼と著しく異なった伝ば速度は示さなかったが，試

験片の内部摩擦による発熱が見ら‘れた．

コーキシング試験片では，次項で述べるように，特

異な挙動を示した．

3. 4 コーキシング試験片における疲れ挙動と疲れ

硬化層 Fig.2に示したように，コーキシング試験片

は供試材 S1で、は疲れ限度，らでは疲れ限度の約85%

の応力振幅から慌始して，図示のようにコーキシング

した結果，いずれの試験片ともその最終破断応力（以

下コ ーキシング破断応力と称す）はおのおの疲れ限度

を約8kg/mm2上まわった値に達した．これらの試験

片を観察した所見は，ほぼ同じレベルの応力振幅で、普

通の疲れ破断をした試験片 9およびCに比べ，つぎの

ような特異な挙動を示した．

(1) コーキシング試験片では，コ ーキシング破断応

力の一段下の応力段階で，すでに非コーキシング試験

片9,Cのレベルに達しているにもかかわらず，すベり

線の密度は非常に疎であり，コーキシング破断応力の

試験段階にし、るや，急速に破断に導かれた。この間，

すベり線の変化やき裂の発生を極力観察するよう注意

をはらったが，破断が予測よりはるかに早い時期に急

速に起ったため，最終応力段階における挙動は把握で

きなかった．

(2) Fig.1に示したような圧こんつきの浅い円弧状

切欠きの試験片では，前報ならびに本実験の結果から，
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た強化の過程を示しているものと考えられる．

両者の最高カタサの差は， V.H.N.で約65を示し，か

なり顕著な材質変化と見られるので， 10%シュウ酸電

解腐食により組織を調べた.Photo. 3は，両者の疲

れ硬化層の表層に近い部分の組織を示しているが，コ

ーキシング試験片 8ではオーステナイ ト粒内が著しく

黒くエッチされている．しかも，このエッチされる領域

は表層より中心部に向ってその分布がしだいに疎とな
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そのほとんどすべてが，圧こんからき裂が誘発され，

これが一点き裂伝ば（］）の形態をとって最終破断に達し

ている．しかるに，コーキシング試験片Rは，圧こん

からかなり隔たった大径部で、破断し，その破断形態は

多点き裂の高応力破断の形態ω を示した．また，破

断面は急速な破断への進行のため，内部摩擦熱による

加熱着色が認められた．

これらの事実は，コーキシングにより試験片が表面

層から中心部に向って徐々に強化されていくことを裏

付けるものと思われる．すなわち，（1）は強化の進行に

より変形抵抗を増していくため，すべりが抑制される

ことを示すものと考えられる．また，（2）は，圧こんを

付した最小断面部が最も強化が進み，大径部になるほ

ど強化は遅れているから，大径部の円周断面上の結晶

にはいまだ強化を受けない弱L、結晶が多数存在すると

考えられ，最小断面部がコーーキシング破断応力段階に

達した時点で、は，多数の弱点を有する大径部の方が微

小き裂を発生する確率が大きいため，多点き裂高応力

破断が起こるものと思、われる．

Fig.4は，疲れ破断したコーキシングおよび非コー

キシング試験片 8および9について，図示の箇所をマ

イクロビッカースカタサ測定した結果で、ある．コーキ

シング試験片は，非コーキシング試験片に比べ硬化度

が大きく，かつ表層から中心部へ向う深い硬化層を有

していることがわかる．そのカタサこう配は上に述べ

Fig. 3 
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り， 領域の深さは表面より約 2mmにわたっている

ことがマクロ観察でも認められる．このことは上述の

強化の過程をーそう明瞭に裏付けるものと思われる．

Photo. 4は同じ試験片の表層に近い部分を直倍率で

検鏡した結果であるが，非コ ーキシング試験片ではす

べり線が明瞭に見られるのに対し，コ ーキシング試験

片8ではすべりが抑制されている様相が認められる．

18-8ステンレス鋼のオーステナイト粒はシュウ酸腐

食すると，ひずみを・受けた結晶粒内のすべり線や粒界

上に析出した Cr炭化物がエッチされやすい．そこで

コーキシング試験片8のオーステナイト粒内の炭化物

を検出するため，村上試薬で腐食して検鏡した結果，

上記の黒い腐食部にほとんど炭化物は検出されなかっ

た．このことから，オーステナイト粒内には，炭化物

析出以外の別の強化の原因をなすと思われる組織変化

が生じているものと推測される．その最も予想される

変化は加工誘起マノレテンサイ ト変態である.Photo. 

5は黒い腐食部の電子顕微鏡組織を示す．粒内は不均

一にしかも方向性をもって選択腐食されていることが

わかるが，炭化物の析出 とは判断しがたし、所見を呈し

ている．しかしながら，この所見のみではマノレテンサ

イトの有無は判定しがたい．
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Table 2 Results of fatigue coaxing test by author and the other researchers 

Researchers 

Materials 

Fatigue strength 

Initial coaxing stress 

Stress incremen 

Cycle increment 

Coaxing failure stress 

Ratio of increase in 
fatigue strength 

kg/mm2 

kg/mm2 

kg/mm2 

kg/mm2 

% 

author 

18 8 
stainless 

28.7 26.9 

28.3 23.2 

0.85 

1×107 

35.0 33.2 

19.5 20.5 

3. 5 疲れコーキシンゲ効果 金属材料に疲れ限度

より少し低い繰返し応力（過小応力）を与え，しだい

に応力を階段的に増していくと，疲れ強さが著しく

高くなることが知られている（6)(7）.前項で、述べたよう

に，本供試材はサイクノレ増分 1×101，応力増分 0.85

kg/mm2のコーキシングにより疲れ強さが約 8kg/ 

mm2上昇した．コーキシングによる疲れ強さの上昇

率についてはし、まだ明確に定義づけがなされていな

いようであるが，一般には，疲れ限度を σ山コーキ

シング破断応力より一段下の応力を σ701 で表した場

合，（σが一九）／向×100（%）で評価されている.(8)(9) 

本供試材ではその値は19.5～20.5 ？~となる．コーキ

シングに関する資料はぼう大な疲れ研究資料のなかで

も極めて少ないので十分な比較検討ができないが，

Table 2に調査した数種のく7)(8)(10）資料を掲げた．こ

れらの資料はし、ずれもコーキジング効果顕著なるもの

として原論文中に述べられているものである．それぞ

れはコーキシング条件が若干異なるので，厳密には疲

れ強さ上昇率の値のみで比較はできないが，コーキシ

ング効果の大小についての凡その判断は可能と思われ

る．著者の18-8ステンレス鋼は，これらに照してコー

キシング効果顕著とみなしてよいであろう．

コーキシング効果の原因に関しては， Mooreらの局

部集中応力の緩和と冷間加工硬化を原因とする説と，

ひずみ時効を強化の原因とする Sinclairの説が二つ

の主流をなしているようである∞．とくに，Sinclairの

は，数種の鋼および非鉄合金を供試材としてコーキジ

ングテストを行ない，ひずみ時効に敏感なフェライト

素地を有する炭素鋼は，サイクル増分 1×101テスト

の方が1×lOr,テストに比べ著しい強度上昇が得られ，

他の材料では逆の傾向が得られたことから，コーキシ

ングの原因はひずみ時効による強化であるという明解

な推論を与えている．本実験の 18-8ステンレス鋼は

f.c.c.金属で， b.c.c.金属の炭素銅に比べひずみ時

効は弱し、と考えられ，しかも著しい冷間加工硬化能を

Sinclairm Shinoda CB) Kav,1asaki oo) 

Low C Low Ni 18-8 Ti 18-8 Mo Cr-Ni 
st. st. s. st. s. st. austeni tic st. 

31. 0 59. 8 16.5 17.8 24. 1 

28. 1 49.2 16.5 17.8 19.0 

0.70 0.60 1～2 

1×107 2×106 5×104 

42.2 68.2 23.3 22.0 31. 0 

33.2 12.7 37.6 20.2 25.0 

有する材料であり， Sinclair説よりむしろ Moore説

が適用できるように思われ，興味ある今後の研究課題

である．

3. 6 疲れ過程における加工誘起マルテンサイト変

態 準安定オーステナイト系ステンレス鋼を Md点以

下の温度で加工すると，マルテンサイト変態が誘発さ

れることはすでに繰返し論じられている.18-8ステン

レス鋼の Md点は常温～100℃附近にあり， Lたがっ

て疲れ試験の過程においても加工誘起マノレテンサイ

トを生ずることが予期されるが，この種の問題に関す

る研究(11)はし、まだ非常に乏しく十分なデータが得ら

れていない．しかし 3.3項で、述べた疲れ硬化部の組織

にみられる様相は，マノレサンサイトの生成を示唆する

もののように思われる．一般の冷問加工における加工

誘起マノレテンサイトの形態は， Fe-Cr-Ni系合金，

Fe-Mn系合金や Fe-Ni系合金についてはかなり明ら

かにされているが(12）＇疲れ過程において誘起されたマ

ルテンサイトの形態に関するデータはない．加工誘起

マノレテンサイトは顕微鏡下で一見特異な形態を示すよ

うであるがく12），疲れ変形は単純な引張または圧縮加工

とは変形機構が異なるので，生成するマノレテンサイト

の形態もよりミクロ的な特異な様相をとるものと思わ

れる．疲れ過程において，加工誘起マルテンサイトが

生成されるがし、なかに関しては，資料は非常に少い．

本供試材については，薄膜試料による透過電子顕微鏡

観察やX線回折などが有力な手がかりを与えるものと

思われ，今後の研究をまちたい．

4 .むすび

18-8ステンレス鋼の疲れ挙動を観察した結果，その

強い冷間加工硬化性が原因と考えられるこ三の知見

を得た

1 .疲れ過程で発生するすべり線は，軟鋼に比べ，

ジャープな直線状で，き裂は主としてすべり線内に発

生することが明瞭に認められた．また，二重すべりや
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交叉すべりが認められた．

2.疲れき裂は，軟鋼よりはるかに早期に発生し，

しかも，その伝ばは寿命の大部分を費やして徐々に進

行する．また，き裂の伝ば速度は応力振幅の高低に軟

鋼のように大きく支配されない．

3. 18-8ステンレス鋼には顕著なコーキジング効果

がある．また，コーキシング疲れ硬化層は深く，硬化

部はかなり著しい組織変化が認められる．その原因に

は， 加工誘起マルテンサイト変態が寄与していると推

測されるが，本実験の結果では明らかでない．

本実験は，昭和42年1月に着手して昭和45年3月に

いたる聞に行なったものであるが，この間，校務のた

め約1.5年間実験を余儀なく中断したため， 一部は問

題の提起にとどまった．それらは今後の研究課題とし

たい．このうち，疲れコーキジング効果に関しては，

興味深い現象であれ実用上の立場からも重要な意義

をもつものと思われるが，この種の研究資料は非常に

少く，その原因についても， Moore,Sinclairの二説

が，それぞれ異なった見解を与えたまま，いまだ，解

明が十分なされたとはし、いがたい．これについては引

続き検討を加えているが，その詳細は，今秋，日本機

械学会九州支部講演会において報告する予定である．
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送風機吸込側流れの実験的研究（その5)

清 森 宏之助

く昭和46年8月7日受理＞

Experimental Study on the Flow at the Sunction 

Side of Multi-blade Fan (Part 5) 

A series of our previous experiments on an impeller of multi-blade fan 

had clearly given us the fact that the fan performance wouldn’t be demonstr-

ated as expected, if the flow pattern at the inlet and the exit of the fan cascade 

doesn’t show what the fan design indicates. 

Now the present experimental study was carried on in order to investi-

gate the influence of changing the number of blades on the characteristics and 

the flow conditions. 

In conclusion the fan performance of an impeller with the larger number 

of blades is, within the extent of our experiment, better than that of an 

impoller with the smaller number. 

The outcome is as follows. 

1.まえカ三き

送風機が予想性能を発揮するか否かは，翼列前後の

流れが設計通りになっているか否かによる．この観点

からジロツコファ ンについて一連の実験をおこなっ

Tこ．

さらに翼枚数をかえた場合，その特性と流れの状態

の関係を調べた． 一般に同一羽根車において翼枚数を

経験枚数よりふやした場合，設計に近い流れとなるか

どうか，一方翼がつまってくるので摩擦損失が増大し

必ずしも性能の上昇は期待できぬかもしれない．また，

逆に枚数を減らすと摩擦損失は減少するが，流体のは

くりのため特にシロツコファンのように翼の内外径比

が大きく翼の長さが短いときは，設計通りの流れが得

にくい．したがって性能と工作の両面より ，仕様に対

し最適の翼枚数があるはずである．本実験はこれを究

明する一つの手がかりをつかむためのものである．流

れの状態の測定は吸込側よりみて上下左右の4断面と

し，流量を4通りかえた．

2.実験装置および実験方法

実験装置と方法は前報と同一である．また流れの状

態は特性曲線上の4点の風量，すなわち全開，最高効

率点，最高圧力点，失速点で調べた．測定位置は図

Kounosuke Ki yomori 

1.2に示すように翼直前の A,B,C,D と翼直後の

E,F,G,Hの8点である．測定にはあらかじめ検定し

た5孔ピトー管を用い，供試ファンの測定部位置にプ

ロープ先端を挿入し，翼直前では羽根内端より中心に

向い 20mm，翼直後では羽根外端よりlOmm離れた

外側の位置で、軸方向に移動し， IOmm間隔で、調べた．

なほ測定にあたっての yawangleの基準面にはフ

ァンの軸線を含お平面をとった．またピトー管プロ ー

プ部の構造上pitchangleが45°以上の測定は不安定

領域となるので本実験ではこれ以上の角度では実験は

おこなっていない．

3.供試翼（1)

多翼送風機では大流量に対し，短い翼で大きい全圧

上昇を得ょうとするので相対速度の減少による静圧上

昇は期待できぬ．流体が半径方向に流入する場合，

全圧上昇に関する Eulerの式は， Hthoo=U2Cu2/ g 

(U2：翼出口側周速，Cuz：翼出口側の絶対速度の円

周方向分速度， g：重力の加速度） で示される通り，

周速度が与えられると Cuzを大きくするように設計し

なければならぬ．これには前向き羽根が最も都合がよ

く W1=Wz (w：相対速度，添存1.2は翼入口， 出口

を示す．） また ム＋/32=90。（i3：相対速度と周速度の
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なす角度）になるよ うに設計すれば Cu2/U2=2,U2 

=Cm1, Vi =Cm2 (U：周速， Cm：絶対速度の半径方

向分速度）となり，これらを速度緑区！に示せば図3と

なる．

つぎに遠心送風機の出口におけるピワチ tは翼数を

-1  L 

Zとすれば t＝ 二三こと でtは普通翼の曲率半径fに対
2 

図 1 測定位置

図 2 測定位置

Cm』（＝ll2J

Crn2 (=U1l 

も￥1

羽根車 内 径

D？ー凡
して t= (0.5～1) rできめ， r＝ーニーて士 によって

2v 2 

2-V玄π

一（0.日） { 1ー（合））
となる．

Di/D2の値を種々かえて zを求めると表1のようにな

る．さらにこれを線図にしたのが図4で・印で示す．

点線は D1/D2=0.8の場合3個のデータより仮想線

を推定して延長したものである．

~竺L 0.8 0.85 0.9 

z (t=O. 5r) 90 120 178 

z (t=O. 7r) 64 85 127 

2 Ct=r) 44 60 89 

表 1 多翼送風機における翼数と

ピッチおよび直径比との関係

本実験では， D2=310,D1=246 で D1/D2~0.794で

あるから， D1/D2=0.8と仮定して従来の翼数36枚を

線図上にプロットすると＠印（図4）となる．

また上述の仮想、線上で、t/r=O.5, t/r=O. 7 t/r=l 

のデータより翼数の少い場合を推定し t/r=l.4にと

り翼数を30枚とし図中A印で示す．つぎに翼数の多い

場合は翼がつまってくるので工作上許される範囲で翼

数を多くとり56枚とした．これを図中＠印で示す．以

後，翼数26枚， 56枚， 30枚の羽根車を A,B, Cの記

号で表わし図5に示す．

c, 

W2 

~ J二＝お－＇25’

図 3 羽根 車 入口出口の速度線速 図
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4 .実験結果

規定回転数1900rpmにおける特性曲線を図6'7に

示す．図6は風量に対する送風機全圧，軸動力，効率

の曲線で図7はこれらの無次元表示である．この場合，

p 
圧力係数<p~こは ， <p = を流量係数φには

50 

60 
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ゆ＝ - Q をまた動力係数 Atこは

A= 

T D~ U2 
L 

___r_互訪問
2g 4 

を用いた．したがって

L=E皇 の関係から）.＝豆生ーとなる
ηη  

流動状態の測定結果を図8～15に示す．これらの曲

線は各測定位置における半径方向の分速度を縦軸にと

って示した．これらは測定点における動圧および pi-

tch angleが検定曲線図より求まり，一方 yawangle 

は測定時に求まるので半径方向分速度＝（測定点の風

速）×cos(pitch angle）×cos (yaw angle) の関係

から容易に計算することができる．つぎに羽根車出口

側のファン軸線を含む平面内における流れの大きさと

方向とを示したのが図16～21である．

軸方向の流れの分速度は（測定点の風速）×sin(pi-

tch angle）であるから，前述の半径方向分速度を縦

軸とし，軸方向分速度を横軸としてあらわした．

整理は羽根車A,B. Cの吸込口位置Aとこれに対

応する吐出し側位置Eについてまとめた．縦横軸とも

1目盛を lOm/sであらわしている．

ト「11 －~ 1"-f→「T↑汁片！？
ゲ十Illif~日
ι 

② 

50 lOC 150 

20 

③ 

SJ 100 15G 

図 8 速 度分 布（測定位置A)
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図 15 速度分布（測定位置H)
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羽根車 A,1900 rpm) 
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図17 速度分布（測定位置A，羽根車B,1900rpm) 
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図18 速度分布（測定位置A，羽根車C,1900rpm) 
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図19 速度分布（測定位置E，羽根車A,1900rpm) 
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図20 速度分布（測定位置E，羽根車B,1900rpm) 
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図21 速度分布（測定位置E，羽根車C,1900rpm) 

5. 3種羽根車の圧力計効率守M

およびすべり係数 p

A, B, C 3種の羽根車の特性曲線結果を用いて設

計上必要な ηM，およびμの値を逆算することにする．

デイフユーザをも含めた遠心送風機の ηMはμの関数

でつぎのように導かれる∞．すなわち
，，，五2

ηM=l  -~ l(<;b十＜；＂／ ）ー て A 十勺 ν2ψl  16k tν4 

十 ＜；°D ー笠ァ1
4μ2ηM-) 
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こ斗で <;"f：羽根車の形状抵抗および摩擦損失係数

<;°b：翼入口曲りの損失係数

ψ：圧力係数 p 

r TT2 
2g ~ 2 

φ：流量係数 Q 

~ D~ U2 

ko: 羽根入口巾 bi 
入口直径 D1 

ν：内外径比 D1 
D2 

<;°D：渦形室での損失係数

246 m合， ν＝一一 ＝0. 794. <;b= 0.1, <;r=O. 2, 
一 316

<;n=0.25とみなし，また翼の入口有効巾を50%と仮定

0.5 b 150 すればι＝一一一」ー＝0.5×一一＝0.304で，各羽
D1 246 

根車の設計風量 75m3/min回転数 1900rpmに対し流

量係数φ＝0.536となる．これらの値は3種の羽根車
にいずれも共通であるから上式に代入すれば ηMはつ

ぎのようになる．

ηM=l一旦 （0. 2731十0.25~ー ） (a ) 
》ノ、 4µ~ ηM ’

また翼の設計上より求まる Cu2= 2U2の関係式を

用いて羽根数が無限大のときの流体の全圧上昇 Pth=

を求めると

Pth= = ___£__ --= _1_ U2 C的 ＝ 2 _1_U~
ηM・μ g 

すなわち

p 
ηMμ=  .,. (b) 

2す u~

V 与で Jー＝ 0.1225主主竺 U2＝ 上 ×π×
g m4 ' 60 

0.31×190=30. 8m/sを代入すれば

p p 
η11rμ= 2×0.1225×30. 82 = 233 

これら （a),(b）’両式を用いて A,B, C，羽根車の

f
 、、，ノ・hu

〆
rh
、、

特性曲線上の 75m3/minに対応する送風機全圧Pを

代入し， ηMμ を求めると表2のようになる．

羽根車 A(36枚） B (56枚） c (30枚）

送風機m全m圧Aq 90 115 73 

圧力係数 ψ 1. 55 1. 97 1. 255 

ηM 0.55 0.608 0.497 

μ 0.702 o. 811 0.63 

η』fμ 0.386 0.314 

表 2ηMおよび μ の計算値
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6.あと拍手き

l，本実験において，同一設計の翼を枚数をかえて

その特’性に及ぼす影響を調べた．その結果， 図6に示

すように羽根車C,A, Bと翼枚数が多いほど特性が

よくなることが明確になり， 翼数が特性に及ぼす影響

が非常に大きいことがはっきりした．

p 
設計の基礎式 Pth=＝一一一一ー において与えられ

ηM・μ

た全圧上昇 Pに対して ηM. μの値を如何にとるべき

かは設計上重要である．一般的に設計風量 Qが与え

られるとき， 全圧 Pの値が大きくなるにつれすなわ

ち周速一定として圧力係数が大きくなるにつれ設計が

むつかしくなり， ηMμの値を小さくとって P の風圧

を出すようにする．しかしながら，本実験をみると前

述の η』.［μのー欄表のように翼枚数を多くすれば，ηJ,fμ

の値を大きくとることができ，かつ高い性能をだして

いる．

これは翼数の多い方がすべりが少なく， μの値が大

きくなり，一方機械損失も最初予想したよ うには大き

くないためであろう．計算上は逆に小さくなっている．

しかしさらに枚数を増すと逆に損失がふ之 ηMが小さ

くなって ηMμ の値が相対的に小さくなるだろ う．こ

のように翼枚数と ηMμ との間には性能に関しである

関係があるはずだがもっと翼枚数をふやしたその領域

における実験は今回はおこなっていない．

この実験によって表2のように圧力係数ψの値

が1.97, 1. 55，および 1.255のときは ηMμ の値を

0.494, 0.386, 0.314にとれかつ翼枚数を56枚，36

枚， および30枚とすれば一応の性能が得られることは

明確になった．すなわち圧力係数が高いときは翼枚数

をふやすことによって高い性能を出しうることヵ：わか

ずこ．

羽根 車 A
測定位置

三旦1M l_L;J竺E
A 25 11 8 7 

B 5 7 I ー12 ｜測定不能

c I -10 I -18 1測定不能l測定不能

D I - 8 I 22 I 35 ｜測定不能

羽根 車 B
測定位置

一一三旦｜亙孟ihll竺子
A 17 13 9 6 

B 9 1. 5 I ー11 I ー38

c I -7 I -10 l測定不能｜測定不能

一了1~1------;s- 1－－－－－－；－匝元l
表 3 吸込側 yawangle測定値（度数）

羽根車 C
測定位置 l I I I 

1最高 ｜最高 ｜

A 

全開｜ I 占 ｜失速点
｜効率点 ｜圧力，＇＂I

29 19 13 ｜測定不能

-10 ｜測定不能

c I ー20 I ー20 1測定不能測定不能

D I 2 I 8 I 22 1測定不能

表 3 吸込側 yawangle測定値（度数）

2，吸込側流れの半径方向分速度の大きさは図8～

11に示すように測定範囲内ではほ三一様に流入してい

ることがわかる．つぎに翼流入角度は主板側の測定値

の平均をとって整理してこれを表3に示す．測定の基

準面は測定点とファン軸線を含む平面を基準の00と定

め，この平面より時計方向の角度を＋，反時計方向を

ーとした．これによるとA,B, C位置では全開より

失速度に向ヮて yawangleが小さくなっている．す

なわち流入角度が流ρ量が小さくなるにつれて前の約

束で負の方向から流入してくるようになることがわか

る．

しかしD位置で、は逆に正の方向に大きくなってきて

いるのは測定の間違いか否かは次の機会に確認した

し、．

また各羽根車の設計点附近は流体が半径方向に流入

するように設計されているが．これに近い流れをして

いるのは測定位置B点のみで．その他の位置では全く

異なった角度で‘流入している．これについては． 次回

の実験で羽根車Aの流入設計角度に対して吸込取付角

度。1のみをかえて吸込側の流れの状態を調べる予定

である．

羽 根 車 A 
測定位置

最効率高点 I最圧力点両全 開 失速点

E 60 63 67 70 

F 測定不能測定不能 68 75 

G 測定不能 80 84 83 

H 65. 73 78 83 

羽 中良 車 B 
測定位置

全 開 ｜｜ 最効率点高 最圧力高点 失速点

E 61 63 66 70 

F 50 53 57 62 

G 81 83 83 

H 68 74 77 

表 4 吐出し側 yawangle測定値（度数）



羽 中良 車 c 
測定位置

最効率点I局 最岡力高点全開 失速点

E 58 62 64 68 

F 測定不能測定不能 53 60 

G 72 83 85 81 

H 66 74 80 83 

表 4 吐出し側 yawangle測定値（度数）

3，吐出し側の半径方向速度の大きさは図12～15に

示すように何れも主板側で大きく，側板に近づくにつ

れて小さくなり，途中から負の値となって流体が逆流

していることを示す．表4は流体の翼流出後における

主枚側の測定値の平均をとったもので設計値の速度線

図は図3に示すように流体の絶対速度と周速とのなす
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角度αは α＝90。－yawangleの関係から設計値の

yaw angleが求まる．前報に述べたように α＝21°4' 

であるから yawacgle=68°20＇となり，各測定点では

必ずしも一致しないが， E位置では3羽根車とも可成

り近い流れをしれいることがわかる．

またどの羽根車も全開より失速度に向ふに従ってす

なわち流量が減少すれば yawangleが大きくなれ

半径方向分速度が小さくなることを示している．

最後に本実験にあたり．終始御懇切な指導を賜わり

ました九州大学生井教授並びに実験と資料の整理に熱

心な協力をされた本校技官の方々，学生諸君に厚く

御礼申し上げます．

参 考文献

(1) (2）生井武文著遠心軸流送風機と圧縮機
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Tr.式定電圧安定化電源の試作研究

浜 田 伸 生

く昭和46年4月12日受理＞

Transistorized Regulated D. C. Power Supply 

The author designed and produced the Transistorized D. C. power supply, 

and could get good chracteristics from the circuit. 

1.まえ拍手き

安定化電源には，その用途に応じて負荷端子電圧が

一定に保たれるようにしたものと，負荷に流れる電流

が一定に保たれるよ うにしたものとがあれ前者を定

電圧安定化電源，後者を定電流安定化電源と呼んで区

別するが， 安定化の補償の原理は本質的には同じであ

る．ただ回路特性として定電圧回路では出力抵抗はで

きるだけ小さくすべきであるが，定電流回路では出力

抵抗はできるだけ大きくすることが望ましい．

定電圧安定化電源にも，制御トランジスタが負荷に

直列に入った直列型，同じく制御トランジスタが負荷

に並列に入った並列型とがあるが，直列型の特徴とし

て，

(1）広い出力範囲がとれる．

(2）増巾段を増すこ とにより，安定性をよくするこ

とができる．

(3) 軽負荷のときは並列型に比べて効率がよい．

(4) 一瞬の過負荷に対しても トラ ンジスタを破壊し

やすい．

また並列型の特徴として，

(1）過負荷および短絡に対して保護性をもっ．

(2) 負荷の変動が小さいときに有効である．

(3) 効率が悪い．

(4) 出力電圧範囲ヵ；小さく，かつ並列トラ ンジスタ

の耐圧以とにすることができない．

(5) 負荷変動が大きいときは安定性が悪い．

ことなどが上げられるが，いっぱんに直列型が優れて

いるく1)(2）.そこで筆者は直列型定電圧安定化電源を試

作し，安定度の高い特性を得ることができた．

2.設J 計

設計方針としては

入力電圧 Vt= 50 ± 5〔V〕

Nobuo Hamada 

出力電圧 V。＝ 15～35〔V〕

出力電流ん＝ 0～200〔mA〕

とする．

Dz2 

〈一〉

R; 

D4 

RE・

(+) 

図 1 設計基本回路

2-1 制御部

Tr・1;VcE1 x?n町 ー＝V-imax, -Vo畑伽．………… 〔1J 
=55ー15=40〔V〕

lc1 max＇キ0.25〔A〕………………… 〔2〕

Pc1叫 叩 ，＝VcE11nax.×lc1問問・

=40×0.25=10〔Wつ……〔3〕

これによりたとえば Tr.1を2SB425とする．図2よ

り100×100×2mm放熱板使用で 7Wであるから，

2コを並列に用いる．

J 12 
~ I 100 x 100 X 2 (mm〕
コ Bト アルミ放然仮 ｛吏Ji!
v 
タ

タ

安4
VI 

0 
-20 20 40 60 80. 100 

周 Eヨf品度（℃〉 ー→

図 2 2SB 425許容コレクタ

損失の周囲温度特性ω
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最大許容コレクタ損失を越える場合，あるいは最大

コレクタ電流以上に負荷電流が必要な場合には制御ト

ランジスタを必要数だけ並列に接続して総合の容量を

増す方法がとられるが注意すべきことは個々の トラン

ジスタのバラツキによってコレクタ電流のアンバラン

スが生じ，場合によっては発熱によって破壊を招くこ

とがある．これを防ぐためには，エミッタ側に数 Q

以下の抵抗を入れて平衡させる方法をとるω．ここで

は実際に電流計を入れて平衡させltlとした．

規格より hFE川向.＝50 ・一…一－－－－・…・・…－－ 〔4〕

250 
IB1 mnx.=lc1 max./hFEmnn. ＝一一＝5〔mA〕

50 

〔5〕

Tr2；制御部において安定性に寄与するのは制御ト

ランジスタの電流増幅率 hFEであり，この値が大き

し、程安定性はよくなる．そこで増幅率を大きくするた

めダーリントン接続を行なう．

v CE 21/tflX. = V：仰向.－Vo叫札
=55ー15=40〔V〕………－一 〔6〕

lc2 m町 .＝llJ1畑町．

jm 
Pc2川町.＝VcE2怖句．×lc2m句 ．

=40×5 =200〔mW〕－－－－－－－－〔8〕

IB2川崎.＝IB1mtx./hFE2川 知

= 5 /50=0. l〔mA〕………… 〔9〕

ダーリ ントン接続の場合に注意すべきことは leBo 

の問題であり ，常温から60℃位の問では温度の指数関

数で増加する（S).fCJ:JOとlcxoとの関係は，

lcxo=l/( 1ー α）×leBo ・ー・ー……一・ 〔10〕

であらわされる． α＝0.98と仮定する とlcxoは leBo 

の 50倍となる．これが次段で hFE倍されると，制御

トランジスタは誤差増巾器の指示と関係なく温度変化

によ って出力電流の一増減があるため出力電圧に変動を

生 じる． 軽負荷および高温で用いる場合，ダーリ ント

ン接続の初段は小さいベース電流となるので，この傾

向は著しい．

lcxo：ーが大きくなると制御不可能となり，遂にはサ

ーマルランウェイを起すこ とになるから，これを防止

するためにダーリントン接続のベース・エミッ タ接続

点、に抵抗による分流回路を設ける．その抵抗を REと

すれば次の条件から Rxの範囲が決定されるω．

RE孟 ~?1£fl:X.ー 25 ＼ 〔0〕日0〕
le Bo×2 l ゐ j
uυ ＼ 10 I 

ここで lcRo=l60μA,Tjmax.=100℃とすれば RE

はおよそ 1.5KQ以上となる．

2-2 比較増幅部

図1の回路から

Vz1十VBE=nVo

n=(R2十RP2)/(R1+R2+RP）………〔11〕

d Vz1 d VBE 
したがって~ ＋ーすア一＝ 0 ・…ー… 〔12〕

となるよ うに トランジスタと定電圧ダイオードを組合

わせれば温度変化による出力電圧の変動はなくなるは

ずであるが， VBEは負の温度係数， Vzは正負両方の

温度係数をもっているので広範囲の温度補償はできな

し、．

基準部定電圧ダイオードとして，ここでは動作抵抗

および温度係数ともに小さい1Sl36(Vz=6～7 v) 

を使用する．

Tγ.3; 

VBE1=VBE2キ0.6〔u〕－－－…－－－……ー 〔14〕

Vz叫？し＝ 6〔u〕

VcEs問問.=Vom川．十VBE1十VBE2-V Zmin. 

〔15〕

=30.2〔V〕

2SB 54の最大定格は規格表（3）によると VCER＝ー20

V であるが実際に測定してみる と図3の如くで， 30.2

V に充分耐え得ることがわかる．

h: 2 
(mA) 

10 20 3G 40 50 

V cdV）ー→

図 3 2SB 54の VCE-fo特性

2-3 各抵抗

(1) 検出部抵抗 RP,Rz 

図1において RP,Rzを流れる電流は Tγ.3のベー

ス電流 fB3に比べて充分大きな値になるように選ぶ．

また負荷電流が小さい場合は制御トランジスタ Tri,

Tγ2の hFEが低下して，良好な安定性が得られない

ことになる．したがってある程度大きめに流しておく

方が望ましいが，あまり大きな値になると外部に取り

出せずに無効に消費してしまう電力損失が増加する．

ここでは最大出力 lo=200mAに対して 1.2%と仮定

する．



ヲヘzvにJ

〔15〕IR2=200×1. 2/100=2. 4〔mA〕一…－

Rz十Rp=l5/(2.4×10-3)

=6.25×1Q3〔Q〕

V;畑町.-Voniin. -V Z2nii11. 
lz2畑 αx.十 fR5

R,1・ 

〔21〕

であるがR4=3〔KQ〕とすると fz2は約 10〔mA〕に

制限される．

= 1. 387×103 〔Q〕………・・…・ー…・

図1から

Rz/ (R2+RP) = (V z1十VBEa)/Voninx.

比較増幅 トランジスタのコレクタ・ベース聞に小容

量のコンデンサを接続し，負帰還作用により発振周波

数でのノレープゲインを1以下にして発振を防止する必

要がある．しかしコンデンサの容量が大きくなりすぎ

ると， リッフツレの高調波成分に対する利得まで下がっ

て，逆にリッフツレの多い電源となるから，発振が止む

程度の小さい容量でなければならない．ここでは実験

的に0.001〔μF〕とする．

他のそ2-4 〔17〕
Vz1+VBEs 

Rz=(R2十RP ） × TT~ ο
I' U?nαn. 

〔17〕から〔16〕

以上2で‘求めた諸定数から次のような安定化電源回

路を製作する．

路3 .回

(-) 

c
m
J
P
 

Dz1 

6.0+0.6 
Rz=6. 25×1Q3× 35 手 1175〔Q〕

Rp=6.25×103-Rz 

キ5.08×1Q3〔0〕

したがって Rz=l.2〔KQ〕， RP=5〔KQ〕とする．

(2) 基準部抵抗 R3

Vo明日x.=35〔V〕のとき動作電流fz=lOmA流すこ

とにする．

R3=(VoniαιーVz1叫 n.)/lz1

=2.9〔KQ〕

したがって R3=3〔Kf?〕とする．

(3）前置調整器の抵抗 R4,R5 

R5に流れる電流は Icaniax.を越えてはならないか

ら，

〔18〕

Tγ3に2SB54を選んだので Pea畑町．は 150〔mW〕

よって lea畑町.＝Pea明白.／Vcxa畑町・

=150.×10・3/30.2=4. 97×10司3[A〕

三玉Ica1n何 ・
Vz2-VBE1-VBE2 
R5 

（＋〉(18）より

路回伝「’AE
E
 

製図 4

力特性

製作回路から次のグラフに示すような出力特性が得

られた，

4 .出

=0.97〔KQ〕...[19〕

またR5を流れる電流は少なくとも 1B2mnx.以上でな

ければならない．

6. 0-0. 6-0. 6 
4.97 R5三z

察

出力電圧変動の原因には，負荷の変動，入力電圧の

変動，温度の変化等によるものがあげられる．

負荷の変動および入力電圧の変動に対して，出力電

圧がどれだけ変化するかの目安として，負荷変動係数

h ，入力電圧変動係数 kvが使われるが，負荷変動係

数は，出力電圧の変動の割合と負荷変動の割合との比

をとり，

5 .考

与 fB2ninx. 

48×1Q3〔9〕

〔20〕

よって〔19〕，〔20〕より

0.97〔KQ〕豆R5壬48〔KQ〕

ここでは R5=13〔KQ〕と選ぶとすれば R5に流れる

電流は約 0.369〔mA〕となる．

また lz2はfz畑町．より小さくなければならないから

V BE-V BE1-V BE2 
R5 

Vz2-VBE1-VBE2 
fB2niα2・

Vz2= 

R5三五

ムVo/Vo ムVo RL 
kL= ムRL/RL＝三R£・予7…… 〔22〕

また入力変動係数は，出力電圧の変動の割合と，入力

電圧の変動の割合の比をとり，

V加問x.-VOmi咋・－Vz2制官
fz2 = n . -fR5豆fz2問問・

.H4 

ここで Dz2に 1S136を選ぶと lz2畑町.＝35〔mA〕
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35. Q[氾

カ

電

ff. 34. 999 

50 100 150 200CmA) 
負荷 'lit流

Vi=55V Vo; 25V 
50 

25. 000 45 

)) 

¥lt 
JE 24. 999 

50 100 150 ::ocunA) 

.1'1何屯流

15.000 

出

力

． ’仇也ι 
圧・14.999 

50 100 150 2COCmA) 

負 荷 ＇：［流一 一一一一一＋

(a ) 負荷電流一出力電圧特性

図 5 出

ムVo/Vo ムVo Vi 
一 ＝一一一一 ・ …… 〔23〕
ムVi/Vi ~Vi Vo 

と定義される．

また，安定度の目安として，安定化係数 S，出力抵

抗 Roが使われるが，Sは入力電圧の変化分と出力電

圧の変化分の割合をとって

ムVo
S＝一三Vi-…………………………… 〔24〕

Roは出力電圧の変化分と出力電流の変化分をとって

ムVo
Ro＝三To一一………………………… 〔25〕

と定義される．

これらの定義に従がって，得られた結果から次のよ

うな諸数値を算出する．

｜ ｜ 安定 化 係数 S
Vo (V) I lo (mA) I , 
I I Vi =45V I Vi =50V 

l o I s. o×10-5 I 1. 2×10-5 

35 100 I 5.4 ノゲ 5.6 グ

200 I 5. O グ 5. 2 // 

力

Jo=DrnA 
Vo; 35V 

~ • 

，下．‘L －、、a
正i34.”？ 二 字 三三

45 50 55(V〕

入 力•.［庄 一一一一一＋

lo=OmA 
／’ a，、内 Vo; 25 V 

25. 000 

:Jl 

カ
屯 24.999 

圧

し一一－－＇－。 •5 50 55(V) 

入力 屯 EE －一一ー一一争

4主 Vo：白 15V
15. 000 

出

カ

屯

T£ 14. 999 

L__._ 
45 50 』55〔V)

入力 泣 l£ －一一一一一一＋

( b) 入力電圧一出力電圧特性

特 .，生

。 0.4×10-5 I o. 8×10→ 
25 100 0.6 ノゲ 0.4 ノゲ

200 0.8 グ 1. 0 ノゲ

。I o. 2×10-5 0.2×10→ 
15 100 o. 8 // 

200 0.4 ノゲ 0.2 グ

表 1 安定 化 係数

V。（V)I。（mA)
出力抵抗 R (mfl) 

v~ =45V [ Vi =50v ［ト55V
。 5.8 7.0 5.4 

50 5.2 3.6 1. 2 
35 
100 3.0 2.8 4.0 

150 2.0 2.6 1. 4 

。 1. 6 2.0 2.4 

25 50 0.8 0.2 0.2 



100 1. 6 1. 6 1. 0 

150 1. 8 1. 6 2.0 

。 3.2 2.2 2.4 

50 1. 6 2.0 1. 2 
15 
100 1. 0 1. 2 1. 4 

150 3.8 3.8 3.8 

表 2 出力 抵 抗

入力電圧変動係数 灯
Vo(V) I。（mA)

れ＝45V I V1＝叩

。 1. 7×10-s 

35 100 6.9 グ 8. 0 // 

200 6.4 // 7.4 ノゲ

。 0.7×10-s 1. 6×10-s 
25 100 1.1 グ 0.8 // 

200 1. 4 グ 2.0 グ

。 0.6×10→ 0.7×10-s 
15 100 1. 8 グ 2.7 グ

200 1. 2 グ o. 7 ノゲ

表 3 入力電圧変動 係数

負荷変動係数 kL
Vo(V) I。（mA)

Vi =45V I Vi =50V Iト 55V

50 1. 5×10-s 1. 0×10-s 0.3×10→ 

35 100 1. 3 ノゲ 1. 2 // 1. 7 ノゲ

150 1. 2 グ 1. 5 // 0.8 グ

50 0.3×10-s 0.1×10-s 0.1×10→ 

25 100 1. 0 ノゲ 1. 0 // 0.6 グ

150 1. 4 ノゲ 1. 3 グ 1. 3 ノゲ

50 1.1×10-s 1. 3×10-5 0.8×10-s 

15 100 1. 0 グ 1. 2 グ 1. 4 ノゲ

150 5.1 グ 5.1 ）ゲ 5.6 ノゲ

表 4 負 荷 変動係数

k
d
 

k
d
 

以上，安定化係数，出力抵抗， 入力電圧変動係数，

負荷変動係数を求めた結果，大きな巾があるが，S,

kV, kLは 10→のオーダー， Roは数 mQと比較的高

性能となった．

さらに比較増巾部における問題は．温度変化による

影響である．定電圧ダイオード Dz1に1s136を使用

したので、規格表ωより

ぷVz
lず ＝2.5(mv／℃） 〔26〕

また トラ ンジスタの VBEはゲノレマニウム，シ リコ ン

共に

dVBE 
ーヲアニ＝ー2.5 (mv/°C）………… 〔27〕

したがって回路的には温度補償がある程度なされてい

ることがわかる．
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一枚の薄膜抵抗による DA変換器について

辻

近
藤

夫

誠四郎

く昭和46年9月13日受理＞

On the DA Decoder by Using a Single Thin Film Resistance 

The design procedure of the DA decoder by using a single thin film 

resistance is discussed. This functional square shaped thin film has an 

equipotential conductor surrounding the structure on three sides and on the 

forth sides, the input tabs and the output tab are placed. 

I.まえがき

近年，薄膜抵抗材料の性能が向上し，これを用いた

抵抗回路について数多くの論文が見受けられる． 筆者

は機器の小形化，製作の容易さ，信頼性の向上等の観

点よれ一枚の薄膜抵抗の周辺に適当に電極を配置す

ることにより格子形DA変換器と等価な特性を持つ多

端子薄膜抵抗について考察した．先に， WalterWo-

robey, Ralph W. Windrum両氏による同様な報告

があるが，両氏の方法では抵抗面の利用率が悪い．

こ斗では，矩形薄膜を例にとり考察したが，他の

Schwarz-Christoff el変換可能な多角形でも差支えな

し、．

2.薄膜抵抗周辺の電極位置の決定理論

<2. I＞仮定 以下次の仮定のもとに理論を進め

ることにする．

(1）面積低抗は一様で 1.Q／口とする．

(2）電源は定電流源とする．

(3) 電極は完全導体とする．

く2.2＞半無限平面内の電流と電圧の関係 図1

に示すように半無限平面に電流Iが流入した場合， Q

点より距離fの点の電界をEとすれば，その点の電流

密度 Jは

J＝σE=E ( 1 ) 

である．また， Q点より等距離にある半円C上の電流

密度Jは対称性より一定でCに直角と考えられるので

2πr]=2πrE=I ( 2) 

o
 

d
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u
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図 1 半無限平面への電流の流入

なる関係がある．これより Q点より fなる距離にある

点の電位 Vは

V=K-__f_ Zn r 
"/.7C 

( 3) 

である．こふでKは定数．

く2.3> 1/4無限平面のー側に電極を配置

しこれを接地した場合の電位

図2に示すように電流Iを流入した場合，影像電流

（ーI）を考ることにより半無限平面と等価な取扱いが

できる.o点より上辺 Xoの位置の電位 Voは重ね合せ
の定理より

Vo＝妥Zn(x-xo)+K ＋去Zn（山o)-K'
( 4) 

図 2 1/4無限平面の場合
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となる.x=Oで V=0だから

れ－ I yχキχ口
一一 一ー一一－ trl, －一一一一一一一一－

v 2rr x-xo 
( 5 ) 

である．さて，図3において電極 tに単位電流を流し

た場合電極Oに生じる電位 Viは

Vι I ' X(+l 一一一 一2π 抗ー1
( 6 ) 

となる．

ヱ！＿＿ = 21-i ( 7) 
－． 

となるような電極 iの位置抗は（ 6),(7）式より

求まる．これより引 は任意でよい．

く2.4> 1/4無限平面の矩形平面への等角写像

こ与で， 1/4無限平面（Z平面）を矩形平面内 （w平

面）に写像することを考える. Schwarz-Christoff el 

変換を用いて Z平面の t上半平面への写像は

Z2=t-+  ( 8) 

となる．また t上半平面の w平面への写像は

生ι＝c ( f-_+,, f2 (t-1）－τt-2 ( 9 ) 
dt ＼ ι j 

より

t = sn2 （仰v,k) 

となる．こ与で

K K' 
m ＝ 一一一一＝＝ 一一一一
L L’ 

である．

(10) 

(11) 

w平面で i番目の電極位置を wi+jL＇とすれば

x~ = sn2 （仇十 jK；的－＋ 〔m

• sn (mui.k) = 1／下I1 + k2 xf (13) 

となり Uiが決する．

o 1 2 3 n 

x =O 

X1 X: Xゐ Xn

図 3 一辺にn個の電極を配置した場合

to t1 h ts tn 

(a ) 

t 

to ti tz よn

(b) 

tn t: t1 tc w 
I I I I 

jL' 

L 

( c ) 

図 4 矩形 への 写像

く2.5＞計算例と実験結果以上求めた（ 7), 

(11), (13）式を用いて計算した一例を表1及び図5に

示す．図6は L'=150mmとして， 電解槽を用いて実

験した結果で・ある．

表 1 電極位置の具体例

X。 0.0898 

X1 o. 1756 

X2 0.3139 

X3 0.5680 

X4 0.9126 

X5 1. 2948 

Xs 1. 6290 

X7 1. 8580 

Xs 1.9884 

Xi＝恥 jL' 

K'/K = L'/L = 2.1245 
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図 5 矩形平面周辺の電極配置

信

圧

100 

10 

7宮駅E溢号

図 6 電解槽による実験結果

3.入出力電極の巾

計算上こ斗までは入出力電極の巾はOとしたが，実

際上電極にはある巾を持たせる必要がある．以下電極

がある巾を持った場合の出力端電位の変化，及び他電

極の影響について論じる．

<3. I＞電極がある巾を持った場合の電極近傍の電

界 図7(a）のような半円径の電極形状のときは電

極を除いて電界の模様は点入力の場合と同じになる．

図7( b）に示すような偏平な電極形状のときは

］乙＝ f'/"'¥ct.-1一一主－
Vo －~…（σ／2) 

(14) 

となる．ただし Vaは電極の電位， Vは電極中央から

辺上xの位置の電位である.x=5aでは点入力の場合

の電位との相違は0.5%程度で、非常に小さい．

以上のことから問題になるのは出力電極に最も近い

電極1であり，叉逆に両電極が接近していることから

上の取扱いで充分である．誤差を0.1%以内におさえ

るためにはほぼ

αく （x-xa)/11 

とすればよい．

(15) 
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(a) (b) 

図 7 電極と薄膜の接触形状

<3. 2＞他電極の出力電位に及ぼす影響 取扱い

の便宜上各電極形状は図7 (a）のように半円形状と

する．今図8(a）に示すように電極t；より電流Iを

流したとき電極んの近傍の電界をんとすれば，電極

んに双極子が生じたと考えられ，これによる電位は ti

より xはなれた所で、

Vi aZ En 
－－ . 4x u 

(16) 

である．上式を利用して電極 むにより生じる電位と

たにより生じる電位の比を求めれば

｜判＝一 色－／初主主
Vi （必－xD cx;-1) I 幻－Xo

(17) 

となり，たとえば xa=LXi=L Xj=2並びにa=O.l

とおけば

IVi/Vjl宇 0.1%

となる． 実際は出力電位に影響する電極は li( iキf)

以外に6個あるが出力電極より遠い所にある電極の影

響は (17）：式からも明らかなように非常に小さくなる．

叉こ Lでは電極形状を便宜上半円形としたが実際は図

7 ( b）のように製作するので (17）式の値はさらに

小さくなると考えられる．

(a ) 

t; 

( b ) 

図 8 他電極の出力電位に与える影響

4 .入出力インピーダンス

電源が定電流源と考られない場合は入力インピーダ
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ンスを変えて一定電流が流れ込むようにする必要があ

る．また，出力電圧を調整するためには出力インピー

ダンスを知る必要があるので，以下各電極とベース電

極聞の抵抗を求める．

ts 

図 9 入出力電極とベース電極聞の抵抗

電極は小さいので注目している電極以外は無視して

取扱う．図9のように各寸法を設定すれば電極 tとベ

ース電極 tB聞の幾何抵抗は

R~ - l Zn 1 －－，に町一
πq  

q=l十 2!5十 15[19十 150!13+ ... 

l= 1._. 1ー(1ーが） ！／~ 
2 1+ ( 1-k2)1/4 

(18) 

_l_ = cos h (2 X2）ー 1
が cosh 2 X2ー cosh C2X1) 

五＝乏ァ（x-.f），かをいり
となる． 実際上 。＜x,Z<lであるから

RG宇会 lntan h Xー去 lnA十三 ln2 
一 π

(19) 

A＝πa/2L' 

としてよい．

1.8 

RG 

，《V1
 
1
 
1. 4 

1. 2 

1. 0 

0 8 

0.2 0.4 ［.品 目S 1 G→x’h 

→x /h 

図 10 電極の抵抗

5.あと拍手き

以上の方法により矩形薄膜周辺の電極位置の決定が

可能である．また， 電極巾の検討結果より明らかなよ

うに，誤差を 0.1%以内におさえるためにはaは各電

極間隔の 1/10程度以下にする必要がある．誤差を小

さくするため極端に電極巾を小さく設定すると，電極

近傍に電流が集中し好ましくない．
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磁場冷却を施した Co(2ーの Zn(x) Z 
フェライトの μrのマイクロ波特性

、
’EE
B
J
 
，，
 沢 医又

長司、 治

＜昭和46年9月11日受理＞

Character of the Co (z-x) Zn (x) Z Ferrite Cooled in the 

Magnetic Field in the Microwave 

If the complex magnetic permeability of a ferrite satisfies the condition, 
1 

μ；’~µ~and d 司 y,in the microwave, this ferrite can be used as an absobent 
of microwave. 

But thus ferrite is not realized today. 

The present writer roported in the last number that Ba ferrite cooled 

in magnetic fild tended to satisfy the condition, μ'; ~ µ~. On the other hand, 

the e妊ectof magnetic field coolding is influenced by the variation of the 

composition of the ferrite. Therefore the present writer studied the influence 

of the variation of composition of Co (z-x)Zn (x) Z ferrite cooled in the 

magnetic field on the condition, μ；’〉μ；．

1.まえ拍手き

電波吸収体として，フェライトを使用すると，非常

に小型でしかも広帯域特性のものが得られるωが，現

状ではマイクに波（Xband）吸収用としてのフェラト

イは得られていない．

Xband吸収用フェ．ライトを得るには，その周波数

域において， μン~ µ~ and μ'; oc l/fとなるように

すればよいことがわかる（次項参照）．

そのためには，フェ．ライトのもつスピン共鳴周波数

を使用しようとする周波数域近くまで上昇させしかも

スピン共鳴による吸収量そのものを増加させること

が，必要である．

筆者は，前回の報告において，共鳴周波数を上昇さ

せる一手段として，磁場冷却を C(2)Zフェライト

について試みその効果を確めた．

一方，磁場冷却を施した一連のフェライトのもつ異

方性エネノレギーは，そのフェライトの組成に応じて大

きく変化するωので，その当然の結論として，フ ι ラ

イトのスピン共鳴周波数も，組成の変化に応じて大き

く変化するだろうと考えられる．

そこで，今回は，Co(2-x)Zn(x) Z系フ ι ライト

の磁場冷却効果について調べた．

Kenzi Ozawa 

2.矩形導波管用電波吸牧体の原理∞

前回に引用した式をくり返えし示す．

図1に示すように，矩形導波管にフェライトをその

面が電波の進行方向と直角の関係になるように挿入す

ると，正規化入力インピーダンスZは，式 (1）とな
る．

土＝ιtanh(j川江子）( 1) 
ただし件；フェライトの複素比透磁率

εT；フェ．ライトの複素比誘電率
え；使用電磁波の波長

式 (1）において，式（2）が成立すると，式 (1)

は，式（ 3）となる．

j z叫7ζ・子l~1 ( 2) 

Z9-j 2π ぱー jμ＇；’）・子 ( 3) 

フェライトが，吸収体として，働くためには，式（4) 

が成立することが，必要となる．

Z=l 

従ヮて，式（ 3),(4）より

( 4) 
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,, A 
μ ＝一一一一－r 21td 

( 5 ) 

かつ μン〉μ； ( 6 ) 

図 1

3.試料の製法

組成が， Co(2-x)Zn(x) Zにおいて， x=0, O. 

4,0.8,l.2,l.6,2.0となるように， B而 C03,

2 Co C03・3Co (OH)2・H20, Z冗 O および Fe2

03を秤量して，図2に示す過程を経て， 試料をつく

る．

図2において，

粉砕は，ボールミルで10時間行い，圧縮は，1.3〔ton/
cm2J，仮焼は， 空気中で温度 1150〔℃〕 1時間， 冷却

は，炉内冷却である．これらは第3圧縮まで適用する．

次に，上述の過程を経た試料のちう18個を窒素雰囲気

（窒素分圧 160〔仰Hg〕）中で， 1150〔℃〕， 1250〔℃〕，

1350〔℃〕の 3種類の温度で各30分間焼成し，これを

約700℃にて炉外に出し，窒素雰囲気（窒素分圧 760

(mm Hg〕） 中の磁界 （磁束密度3〔Kgauss〕） 中におき，

室温まで自然冷却し，試料名 Nイ1～Nイ6,Nロ1

～Nロ6,Nハ1～Nハ6の18個の試料を得，これを

整形する．

次に，窒素雰囲気の場合と同様の操作を，空気雰囲気

の場合，および酔素雰囲気の場合についておこない，

試料Aイ1～Aイ6,Aロ1～Aロ6,Aハ 1～Aハ

6，および試料Oイ1～Oイ6, 0ロ1～Oロ6, 0 

ハ1～Oハ6を得る．ただし各雰囲気の分圧は窒素雰

囲気の場合の分圧に等しい．

このよう にして，合計54個の試料を得る．

試料記号中のN,A, 0は，本焼時の雰囲気の種類を

表わし，それぞれ，窒素，空気，酸素雰囲気を示し，

また，イ，ロ，ハは焼成温度を表わし，それぞれ，

/ i. 混合・粉砕1~11. 圧縮｜一両肩~~

12. 混合・粉砕1~~剤一恒同一也竺｜

13.混合・粉砕1-:3.圧倒ー｜本焼1－ ：磁場冷却｜
図 2

1150〔℃〕， 1250〔℃〕， 1350〔℃］を示し，また1～

6は，試料の組成を表わしており， zの値とは， zの

値が小さい順に対応している．（表l，表2，表3参

照）

尚，本焼時の時間と炉内温度との関係を図3に示す．

2 

φMl~b 

@Aロl斗

③A/II吋

表 1

3 ~ s も 7 8 守
ha幸専，！$告め＂（~ ‘うの B寺院l I時間

@)N11-b f(l) oイl～b
③Nロl～ら⑧ 0{JI～b 
⑤ NI＼ト6 ⑦ OJ＼［～6

図 3 

表 2

試料の記号 寸詞の記号

雰｜窒竺｜ N 温 I~竺｜イ
囲｜空気 l A 度 I1250 I ロ

気五支｜ 。 〔℃］宮古｜

表 3 

｜試料の記号

Ba3Co2F ez4 041 1 

組 Ba3Co1・6Zno.4Fe:14041 2 

Ba3C01.2Zno.sFe24041 3 
成
Ba3Coo.sZn1.2Fe24041 4 

式 Ba3Coo.4Zn1.6Fe24041 5 

B33Zn2Fe24041 6 

4. μrの測定方法

前回と同様，定在波比法（4）によって，測定した．

即ち，

図4に示すように，試料を矩形導波管に挿入すると，

試料前面における正規化入力イ ンピーダンスZs,Zo 

は式（ 7 ）で表わされる．



Zs =Zd tanh rd 1 
~ ( 7 ) 

Z。＝Zd coth rd J 
ただし Zs；試料後面を短絡したときの正規化入

力インピーダンス

Z。；試料後面からん／4だけ距てた位置

を短絡した時の正規化入力インピー

ダンス

T；試料内での電磁波の伝搬定数で（ 8) 

式で示される．

2π 下ICJ.Iん）2ー（ι－jC:.') （ι－jμ'.; 
r＝ え

( 8 ) 

Zd；試料充てん部分の導波管の正規化特

性インピーダンスで，式（ 9 ）で表

わされる．

l ー（）.／ん）2
I , ・' 2 (9) 

一企 2 〆 ヘ（)./ ).c) 

Ac；導波管の遮断周波数時の波長

tanh-1 rd, coth-1 rdは多価関数であるので， 1組

の測定値 Z3, Zo からは， ／.！.~， μンは決定できない．

従って，試料の長さdを変えて， 2組あるし、は3組の

測定値 Zs，みから， µ~， μ＇.； を決定した．

測定回路は，図5に示す通りであり，測定時の試料

の方向は，冷却時に印加した静磁界の方向とマイクロ

波磁界の方向とが直角の関係になるようにした．

尚，測定周波数は 8.75〔GHz〕である．

図 4

1. fライス卜UユI虐ifi.f,
Z、 ヶラィZトロ〉
3、 i笠岡府キH.丈討
手、 可愛f玖有t域按~
r、vs・W尺事‘岐路

図 5

5.測定結果

全54個の試料の うち，整形不適のため測定不可能で‘

ある 4個の試料（Nイ1, Nロ4,Aロ4,0ロ2）以

外の50個の試料を測定し，雰囲気及び焼成温度が同ー

である試料の測定値を線で結ぶと図6～図14となる．
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ただし，図中の全線は μ；を，また破線は μ＇.； を表わ

す．まず， μ；についてみると，

同一雰囲気，同一温度の横件下でも，組成が変化する

と， μ；の値も大きく変化おり，その変化のしかたは，

焼成温度が高くなると，小さくなり， μγ の値は小さ

い値に落ち着く傾向にある．この， μ；の値が小さい

値に落ちつく傾向は，焼成時雰囲気中に酸素が少くな

ると強い．また， μ；の値は，組成式中の xの値が小

さい組成の試料において小さい傾向にある（酸素雰囲

気では逆の傾向にある）．

次に μとについてみると，

／.！.；の値の場合と同様に，同一温定，同一雰囲気の条

件下では， μ＇.； の値は，組成が変化すると大きく変化

しているが，ベの場合と異って，焼成温度が高くな

ると， μ；’の値は大きくなる傾向にあり（試料Oイ3は

例外）この傾向は雰囲気中の酸素分圧が高くなる程強

くなるようである．

6.まとめ

数個の例外を除くと，窒素雰囲気中で，焼或温度を

1350〔℃〕以上にするか，または，酸素分圧を 160

〔mmHg〕以上にして焼成温度を 1350〔℃〕にすると，

電磁波吸収体として有益なものに近づくと思われる．

しかし，窒素雰囲気中で焼成温度を高くすると，試料

が還元されやすくなり，その結素 Wlistite相が増加

して渦電流損が増加して，不適当である．

従って，酸素分圧大なる雰囲気中で高い温度で焼成す

るのが，電波吸収体を得るたの最良の方法だと考え

る．

最後に，日頃から御助言をいただく熊本大学教授相

田貞蔵先生，並びに計算に際し御協力いただし、た熊本

大学鍋島研究室の方々，実験設備の便宜をはかつて下

さった本高専建築学科の諸先生，本高専助手大山司朗

さんに感謝します．

7 .文献

(1）末武，仲野，武田；“磁気形底抗皮膜吸収壁”信

学会，マイクロ波研資（昭42-01)

(2) 近角聡信：磁性物理の進歩（アグネ社， 1964)

(3) (1）に同じ

(4）小口，太田；マイクロ波・ミリ波測定（コロナ

社， 1970)
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THE WAY UP AND THE WAY DOWN: 

THE COCKTAIL PARTY 

(Received 13 Sept., 1971. ) 

Takehiko Tabuki 

There is no meaning in arguing the similarities between the Alcestis of Euripides 

and The Cocktαil Party. There must be some similarities between Edward and Admetus, 

Lavinia (or Celia) and Alcestis, and Reilly and Heracles. That’s all there is to it. 

There is nothing more than that. T. S. Eliot has used his source“merely as a point 

of departure, and to conceal the origins so well that nobody would identify them until 

I pointed them out myself.”l It is the general plot of the Alcehiis that he has used in 

his play. Therefore, in a sense, it is irrelevant to presume that Celia’s martyrdom 

is the one and only theme of the play, even if he has come to intend it in the 

published text. We must take it into consideration that he has commented that“the 

character of Celia, who came to be really the most important character in the play, 

was originally an appendage to a domestic situation." He has said that“11he Cocktαil 

Pa1吻 hadto do with Alcestis simply because ;the question arose in my mind, what 

would the life of Admetus and Alcestis be, after she’d come back from the dead; I 

mean if therぜdbeen a break like that, it couldn’t go on just as before. Those two 

people were the centre of the thing when I started and the other characters only 

developed out of it.’＇2 In the earliest script he must have been interested in“the 

family reunion" of Edward and Lavinia and the spiritual resurrection of Lavinia 

and her emotional reconciliation with Edward. But, in the course of the making of 

the play，“Celia came to be really the most important character in the play." This is 

the reason why, in the published text, Alcestis has been divided into two characters; 

as the wife who died and was eventually restored to her husband she becomes Lavinia, 

the life of whose marriage is saved,3 and as the woman who sacificed herself she 

becomes Celia, who is fin ally martァredin Kinkanja. Celia as a mere appendage to a 

domestic situation in the original text comes to have the power to nourish “the life 

of significant soil" in the published text, just as Thomas Becket in Jlrfurder in the 

Cathedγd and Harry in The Family Be,union do. In order to study the theme of the 

play we must think it over that the original title of the play is One-Eyed Riley and 

that, in the earliest script, Edward and Lavinia“were the centre of the thing”． 

Accordingly we can find two themes in the play; one which Eliot intended in his 

earlier script and the other which is incompletely shown in the present text, incom-

pletely because two mingled themes are ineffectively expressed. And this is the cause 

of one of the defects of the play that there is no justification for Celia’s martyrdom. 

In Jlrfurder仇 theCathedral Thomas Becket sacrifices himself to be united with the love 

of God and to fertilize the lives of others. Harry in The Ji'，αniily ~~＇union takes the 

way of“pilgrimage”in order to redeem the curse upon the house of Monchensey. 

And then, why must Celia choose “the second way”and for what does she sacrifice 

herself very near an ant-hill in Kinkanja? Whether it is for her own sake or for 

others' sake cannot be known from the published text, even if Eliot must have intended 

the former. 



もら

The theme of the play, when Eliot made the first script in which Edward and 

Lavinia“were the centre of the things and the other characters only developed out of 

it’＇， is symbolized by the original t.itle One-Eyed Riley, while the present title The 

CoeれαdPai旬 suggeststhe secular counterpart of the Communion Service. “One-Eyed 

Riley”reminds us of the one-eyed merchant, Mr. Eugenides, the Smyrna merchant, 

who melts into Phlebas the Phenician Sailor and the King Fisher in The Jf匂BteLαnd. 

The one-eyedness of Mr. Eugenides accords with various forms of 

initiation ritual or myth. Sometimes the one-eyed man is as at this point 

a symbol of death or winter -the monster whom the primitive hero fights 

in his lair. In the Grail legend the symbol is uncommon, though the hero 

of the Welsh “Peredur”meets a one-eyed man at a house of chess players. 

In other myth the one-eyed man is likely to be a回gemagician befriend-

ing the hero in his quest; Odin himself is regularly described as one-

eyed.4 

The one-eyed man in The Waste Lαnd is “a symbol of death or winter，＇’ that is to 

say, sterility, and is the dried fertility symbol just as the currants of the one-eyed 

merchant’s trade suggest that the joyous grape has shrieved up in the waste land. 

“One-eyed”Reilly in The Cocktαd P俳句 isa kind of“a sage magician befriending 

the hero in his quest.” There is a deeper meaning in“one-eyed." It is a symbol of 

incompleteness with its potential recovery. It implies euphemistically the lack of insight 

into reality；“Human kind cannot bear very much reality吋 andcannot know what it 

is without the love of God. In this sense, Reilly is the only person that is not “one-

eyed，＇’ though he sings the song of One-Eyed Riley. Every character in the play except 

him and his assistants is either spiritually "one-eyed”or blind. As blind Tiresias in 

The Wαste Lαnd needs recovery and rebirth, every one of them must recover his sight 

in order to realize “the reality/ Of experience between two unreal people." 

To realize “the reality/ Of experience between two unreal people" is the original 

theme of the play. “Unreal people” in the play are Edward, Lavinia, Celia, and 

Peter. They are“one-eyed”or blind persons at the beginning of the play and are 

due to recover the sight, except Pe~er, in the course of the play with the aid of the 

guardians. There are two factors by which “unreal people”come to have a real insight 

into what they thought real. That is to say, Eliot has referred to two kinds of the 

guardians, the guardians in the innermost self and those of another persons acting in 

that capacity, because the influence of a spiritual kind is excercised both within the 

self and persons outside it. The influence by persons outside the self is exercised by 

the three guardians, Reilly, Julia, and Alex. The Edward/Celia scene at the end of 

Act One, Scene 2 goes like this; 

CELIA 

What we should drink to ? 

EDWARD 

Whom shall we drink to? 

CELIA 

To the Guardians. 

ED¥九TARD

To the Guardians? 



CELIA 

To the Guardians. It was you who spoke of guardians. 

(They drink) 

It may be that even Julia is a guardian. 

Perhaps she is my guardian .... 6 
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In Murde1・inthe Cathedral the Fourth Tempter, acting a Doppelganger of Thomas 

Becket at the end of Part One, gives a crucial advice to the protagonist, and makes 

him decide to take the way of martyrdom. In The Fαmily R.eunion Agatha as a 

supposed member of the Eumenides and Mary who acts a Doppelganger of Harry at 

the end of Part One, Scene 2, help the protagonist directly or indirectly to follow the 

way of“pilgrimage.” The three guardians in The Cocktαd Pα7吻 area type of these, 

by whose advice all but Peter come to have the spiritual enlightenment.7 And, in this 

play, there is another kind of guardian, the guardian in the innermost self. A short 

while before the scene quoted above, Edward describes to Celia the way in which he 

now sees his destiny as being shaped. 

I see that my life was determined long ago 

And that the struggle to escape from it 

Is only a make-believe, a pretence 

That what is, is not, or could be changed. 

The self that can say 'I want this -or want that' -

The self that wills -he is a feeble creature; 

He has come to terms in the end 

With the obstinate, the tougher self; who does not speak, 

Who never talks, who cannot argue; 

And who in some men may be the g・’uαrdiαn -

But in men like me, the dull, the implacable, 

The indomitable spirit of mediocrity. 

The willing self can contrive the disaster 

Of this unwilling partnership -but can only flourish 

In submission to the rule of the stronger partner.8 

The influence within the self is exercised by "the obstinate, the tougher self, who in 

some men is the guardian." 

Edward and Lavinia have been in “a prison”of the world of their imagination, 

trying to invent a personality for the other which will keep him away from himself 

and understanding him by an exertion of an unconcious pressure on him. So they 

must abandon “the self that wills，＇’ for it is the cause of their illusion, and realize 

what they really are by perceiving the importance of another’s existence. In order 

to find out what they really are, Edward, who is “suddenly reduced to the status of 

an objectー／Aliving object, but no longer person，” wants his wife to come back. And, 

above all, she must come back as a stranger or as if she came back from the dead, 

lest they should revert to the former life. Lavinia“went away”from home, because 

she thought that he “might be able to find the road back/ To a time when you were 

real" and that, in doing so, she could find herself what she really was. Edward’s 

spiritual resurrection is the only clue to the solution of the problem. The meaning 

of Lavinia’s leaving home is found in that it is a step to the spiritual enlightenment 
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of Edward, Celia, and herself. Edward is regarded as being “on the edge of a 

nervous breakdown just as Harry in 1'he F，αmily Re'union. He might have ruined 

three lives by his indecision. But, when she comes back，“there is only two/ Which 

you still have the chance of redeeming from ruin." So significant is his decision. 

In the earliest script there are two doors for Edward to choose to go through, 

which remind us of the “door that opens at the end of a corridor" and “the little 

door/ When the sun was shining on the rose garden" in The Fαmily Reunion9 and 

“the door we never opened”in“Burnt Norton＇’ I.10 And here, again, the image of 

the door implies the clue to the revelation. In the Edward/ Lavinia scene at the end 

of Act One, Scene 3, Edward says as follows in the earliest script. 

There’s only one door out, 

Though it opens into the dark, though on the other side 

There may be nothing -just nothing -vacancy; 

No corridor, no stair, only the brief moment 

Of surprise, of stepping into nothing 

Before annihilation. Only that one way.11 

Why was the other way 

Impossible? There was another door 

Ajar, and a beam of sunlight through it, 

The warm spring breeze, the smell of lilacs ... 12 

One door “opens into the dark”， and the other has been left ajar, through which 

“a beam of sunlight" is shining and “the warm spring breeze" and “the smell of lilacs” 

are coming out. The latter reminds us of the scene of the rose garden which the 

protagonist in A..<!h Wもdne."dαysees through “a slotted window bellied like the fig’s 

fruit" at the first turning of the third stair.13 Edward “could not open it＇’ and even 

“touch the handle." In order to take one step to cross it, he must act upon what 

the thunder said in The Wα.＜－te Land; Dattα（Give), Dαyαdh1・αm (Sympathize), and 

D即時αtα （Control). And he must abandon “the self that wills.” The prison of self 

in which he has been confined having been preventing him from sharing the concerns 

of others, the second command is especially effective in this case. 

Dαyadhrαm: I have heard the key 

Turn in the door once and turn once only 

We think of the key, each in his prison 

Thinking of the key, each confirms a prison 

Only at nightfall, aethereal rumours 

Rivive for a moment a broken Corilanus.14 

It is sympathy that opens the prison of self, for, as Edward says，“Hell is oneself."15 

In the earliest script Eliot has made him think that he “must go through the dark 

door."16 And Lavinia must share his destiny. They must su百ernot the bodily death 

but the spiritual death to realize what the reality is and to get to the revelation. 

Lavinia’s leaving home, which is compared with the bodily death of Alcestis, means 
her spiritual death. And her return, which is compared with the resurrection of 

Alcestis, suggests her spiritual resurrection and is the key to Edward’s enlightenment. 

Consulting Reilly in Act Three, Edward refers to his spiritual death. 



I once experienced the extreme of physical pain, 

And now I know there is su妊eringworse than that. 

It is surprising, if one had time to be surprised: 

I am not afraid of the death of the body, 

But this death is terrifying. The death of the spirit -

Can you understand what I su百er?17

も守

Reilly makes them realize what they are by revealing what has really happened among 

the four persons in his consulting room. And they begin to see how much they have in 

common, perceiving that they are a man who finds himself incapable of loving and a 

woman who finds that no man can love her. Reilly suggests them to take this situation 

as the bond which holds them together. All they have to do is abandon “the shadow 

of desires of desires" to get the spiritual enlightenment. As a representative of those 

who cannot be counted as the saint, each of ttem must“make the best of a bad job” 

in this terrestrial world. By the revelation of the real selves beneath the social 

masks they are going to take “the way up”not through “the dark door" but through 

“another door" leading to the rose garden. Edward’s business in the future is not to 

clear his conscience but to learn how to bear the burdens on his conscience. It is the 

same with Lavinia. Reilly admonishes them to work out their salvation with diligence. 

Thus, Edward and Lavinia, who is what we call “one-eyed”at the beginning of the 

play, come to get full sight in the end. And this is said to be the theme of the play 

in its earliest script when the title of the play was One・Eyed.Ri"ley. 

The theme of the play, when it came to be called The Cocktai'l Pa1匂f, is Celia’s 
martyrdom, which is considered to be the theme in the present text. The theme of 

Celia’s martyrdom, as I have said above, seems to be added to the original theme of 

the revelation of“unreal people”or“one-eyed”persons in the course of the making 

of the play. But, in the published text, this comes to have a deeper meaning than it 

was expected, and is now considered to be the main theme of the play by critics, for 

it can be compared with the martyrdom of Thomas Becket in fafurde1・inthe Cαt11edral 

and Harry’s revelation in The Faniily .Re'llnion. 

Talking with Reilly in his consulting room, Celia comes to perceive that the 

world she lives in seems to be a delusion, as Mary s::tys to Harry in The Family 

.Re'union，“Wishwood is a cheat/ Your family a delusion-then it’s all a delusion."18 

Thinking it a delusion to think that we understand each other, Celia must get away 

from something created by her own imagination. She realizes that what she throught 

real is some kind of hallucination. To her, what is more real than anything she 

believed in is“the feeling of emptiness, of failure/ Towards someone, or something, 

outside herself，＇’ that is，“an awareness of solitude." This is the first of the two 

things that she cannot understand, which Reilly might consider symptoms, and is the 

same symptom as Edward has su百eredfrom. This symptom can be cured as easily 

as Edward’s. And the second is a sense of sin of being immor2.l. She says，“I feel I 

must ... atoneー isthat the vYord？” But the definition of sin from which she su百ers

is not clear. Nothing can substantiate her sense of sin and atonement. It may be 
because she loved Edward. But this is not the main cause, for she herself says confi-

dently，“I haven’t hurt her (Lavinia）.” Or it may be Edward that she thinks she 

hurts, for he seems to her 

Like a child who has wandered into a forest 

Playing with an imaginary playmate 
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And suddenly discovers he is only a child 

Lost in a forest, wanting to go home.19 

She says，“I was sorry for him，”20 which is eliminated in the present text. So it is 

necessary for her to act upon the second command of what the thunder said in The 

Waste Lαnd, because 

Compassion may be already a clue 

Towards finding your own way out of the forest.21 

And if there is any positive substantiation for her sense of sin, it is that she feels 

guilty at not having found what is called “the treasure" in the forest of her own 

imagination. She wants to be cured 

Of craving for something I cannot find 

And of the shame of never finding it. 22 

At any rate, she must find her own way through the door in order toαtone for 

what she feels guilty. As Edward has two doors to choose to go through, so there are 

two doors for Celia. The first is the door which leads her to“the way up” and 

through which she can be reconciled to the human condition. And the second is the 

door which leads her to“the way down" to the darkness. 

The second is unknown, and so requires faith -

The kind of faith that issues from despair. 

The destination cannot be described; 

You will know very 1i ttle until you get there; 

You will journey blind. But the way leads towards possession 

Of what you have sought for in the wrong place.23 

This way leads “Towards the door we never opened/ Into the rose-garden，” and is 

“Not known, because not looked for/ But heard, half-heard, in the stillness/ Between 

two waves of the sea."24 Reilly leaves her to choose her way, for “Neither way is 

better I Both ways are necessary” and “Both ways avoid the白nal desolation/ Of 
solitude in the phantasmal world/ Of imagination, shu妊lingmemories and desires."25 

Celia chooses the second way, while Edward and Lavinia take the first, to apprehend 

the point of intersection of the timeless with time, which is an occupation for the 

saint. Celia is made to go to Reilly’s sanatorium to which those who go do not 

come back in the sense that Lavinia came back. She must suffer, and her journey 

can be compared with that of the quester in The Wαrl.e Lαnd and of Harry in The 

Farnily Reunion. She goes through thet; door which opens into the darkness. So, 

naturally she is to be crucified very near an ant-hill. In the end she is totally blind, 

while Edward and Lavinia recover their full sight with the help of the guardians of 

another persons. “One-eyed”Celia cannot recover her full sight because she follows 

“theタuαγd印n”inher innermost self, as well as those guardians the other two follow. 

It is“the obstinate, the tougher self; who does not speak/ Who never talks, who cannot 

argue;/ And who in some men may be the g'uardian." Although she must go in the 

complete darkness, she can utter these words in Fo’ur Q'uartet8. 

I said to my soul, be still, and let the dark come upon you 

Which shall be the darkness of God. 



I said to my soul, be still, and wait without hope 

For hope would be hope for the wrong thing; wait without love 

For love would be love of the wrong thing; there is yet faith 

But the faith and the love and the hope are all in the waiting. 

Wait without thought, for you are not ready for thought: 

So the darkness shall be the light, and the stillness the dancing.26 
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Her death is “a happy death" and “the triumph，＇’ for “the darkness shall be the light, 

and the stillness the dancing，＇’ and, furthermore，“the way up and the way down is 

one and the same.”27 And Celia’s destiny suggests what would have become of Lavinia 

if she had not come back from the spiritual death. 

At the end of Act Two, which, in a sense, is said to be an end of the play, Reilly, 

Julia, and Alex, the three guardians, proceed to the libation, and drink for “the 

travellers，＇’ saying “the words for those who go upon a journey，＇’ just as Agatha and 

Mary do at the end of The Fαmily Re’union. After that, Reilly says that there is one 

for whom the words cannot be spoken, for he has not come to where the words are 

valid. He is Peter. The relationship between Peter and Celia is a counterpart of that 

between Edward and Lavinia. The consequence of the former suggests what would have 

become of the latter if they had not been reconciled to have the revelation. In the 

Edward/ Peter scene; Peter who wants to see Celia says the same words as Edward 

says when he wants Lavinia to come back. 

I must see Celia at least to make her tell me 

What has happened, in her terms.28 

I was saying, what is the reality 

Of experience between two unreal people? 

If I can only bold to the memory 

I can bear any future. But I must find out 

The truth about the past, for the sake of the memory.29 

And what really happens in the end is Celia’s death in Kinkanja and Peter’s going 

abroad. Peter “make3 a new beginning" without having any revelation, while Celia can 

be redeemed by her death. To him “every moment is a fresh beginning，＇’as Eliot 

has said at the beginning and end of“East Cokerぺ“Inmy beginning is my end”30 
and “In my end is my beginning.”31 Peter is not to be liberated from the human 

wheel until some illumination comes to him, for he is not ready to come to terms 

with “the obstinate, the tougher self who in some men may be the g’uard句n" and 

establish his life more seriously. So to say, he must share the destiny with those 

who cannot eternally be redeemed in 11/ie .Family 1?evnion, that is, Charles, Gerald, 

Violet, and Ivy. 

If the audience cannot take the intrinsic meaning of the play, 1' he CoC'ktαil Party will 

be a tedious play for them in the sense that the characters are only going in and out 

the room. Eliot has said in an interview with the Glα，＂90W He1・aldthat“the first and 

perhaps the only law of the drama is to get the attention of the audience and to keep 

it”and that“if their interest is kept up to the end, that is the great thing."32 There 

are such elements as would be called the techniques of suspense and surprise. The play 

begins in a very awkward situation; well-bred guests get together in an unsuccessful 

party at which the ~hostess is not present. Why Lavinia left home and who the Un-

identified Guest is cannot be known in the first half of the play. Who sent the telegram 
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from “Essex”remains “the mystery.”The sudden revelation of the real selves beneath 

the social masks and Alex’s report of Lavinia’s crucifixion very near an ant-hill 

will be startling for those who cannot really appreciate the play. So far he has 

succeeded in it. Nevertheless, having been written in a more conversational style and 

dispensed with such dramatic devices as the chorus and the Eumenides, even if he 

has admitted his success in it, it lacks the poetic and musical element, especially 

when it is compared with 1Jfurde1・inthe Cathedral and The Fmnily Rewiion. In this 

sense, The Cocktαil P1αγty is not so impressive as they. And this is pr・obablybecause the 

theme of the play has been changed in the course of the making of the play. As I have 

said above, Celia whose character was originally “an appendage to a domestic situation” 

has come to be “the most important character in the play，＇’ and Edward and Lavinia 

who “were tbe centre of the thing”in the earliest script have come to be less 

important characters in the present text. The two themes, that is, Celia’s martyrdom 

and the revelation of Edward and Lavinia, are incompletely related, so that we are 

completely at a loss which to take the main theme of the play. Or, perhaps, both of 

them αre the theme, and, as be did in The P.αmily &wiion, Eliot shows us those who 

can be liberated from the human wheel and those who cannot in The Cocktail P,αrty. 

Notes 

1. On Poetryαnd Poets (London, Faber and Faber, 1961), p. 85. 

2.“Tbe Art of Poetry I: T. S. Eliot，＇’ an interview by Donald Hall, The Pαris &view, 

No. 21 (Spring-Summer 1959), p. 61. 

3. Tbe resurrection of Alcestis and that of Lavinia are essentially di百erent. The 

latter is a spiritual resurrection, while the former is a corporeal one. So each of 

them has a di旺erentimplication. 

4. Grover Smith, T. S. Eliot's Poetγyαnd Plays (Chicago, The University of Chicago 

Press, 1965), p. 87. 

5. This is referred to in Zゐγderin the C athed’ral and “Burnt Norton". Cf., Murder仇

the Cαthedγαl (Faber and Faber, 1965), p. 55. Collected Poems 1909-1962 (Faber and 

Faber, 1963), p.190. 

6. The Cocktail Party (Faber and Faber, 1962), pp. 69-70. 

7. In a sense, the three guardians themselves are“one-eyed”in the meaning that 

Reilly cannot accomplish his power of spiritual surgeon without the aid of Julia 

and Alex and that Julia and Alex mean nothing without his instruction. 

8. 1'he Cocktαil p，αγty, pp. 66-67. 

9. The P.αm'ily Rewiion, (Faber and Faber, 1968), p. 56, p. 100. 

10. Collected Poems 1909-1962, p. 189. 

11. E. Martin Browne, The Makin_q of T. S. Eliot's Plays (Cambridge University Press, 

1969)' p. 206. 

12. Ibid., p. 207. 

13. Collected Poems 1909-1962, p. 99. 

14. The lVaste Lαnd, 11. 411-16. Collected Poems 1909-1962, p. 79. 

15. E. Martin Browne gives us an interesting comment on these words; 

I remember vividly oロeincide:.1t at the dress rehearsal. I was sitting 

in the front row of the dress-circle, and Eliot was immediately behind 

me. As Edward spoke the line 
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near the end of his quarrel with Lavinia, Eliot leaned over and whis-

pered：℃ontre Sartre.’ The line, and the whole story of Edward and 

Lavinia, are his reply to‘Hell is other people' in Huis Clos. (The Making 

of T. S. Eliot's Plays, p. 233.) 
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18. The Pamily Reνnion, p. 39. 
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fragments of Heraclitus. Cf., Collected Poems 1909-1962, p. 189. 
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な
と
に
さ
く
ら
の
花
の
さ
け
り
け
る
ぞ
見
に
ま
う
て
き
た
ち
け
る
人
に

な
ど
か
け
る
は
人
容
な
ら
で
主
人
を
よ
そ
の
や
う
に
し
て
花
の
み
見
に
来
り
げ
る
薄
情
径

h
t
b
は
し
が
き
な
り
心
つ
く
へ
し

一一一九

落

花

の
と
か
な
る
け
ふ
を
ま
ち
え
て
桜
花
ち
る
は
う
き
世
に
心
の
こ
ら
し

寺

落

花

ち
ら
す
し
て
ひ
を
ふ
る
寺
の
花
な
ら
は
ま
こ
と
う
き
世
の
外
と
社
見
め

雨

後

花

0
0
0
0
0
0
0

0
0

0

 

雨
は
れ
て
こ
斗
ろ
う
れ
し
く
な
る
物
は
花
と
花
見
る
わ
れ
と
也
け
り

下
の
句
誇
調
奇
h

」
日
オ

Cコ一一

見

落

花

皆
人
の
い
と
へ
る
風
に
さ
そ
は
せ
て
か
っ
ち
る
花
を
け
ふ
は
み
る
へ
く

川

舟

さ
か
の
ほ
る
川
風
し
は
し
た
ゆ
ふ
ら
む
ほ
は
あ
け
乍
舟
そ
な
か
る
斗

実
景
い
に
し
へ
よ
り
ま
た
い
は
ね
と
こ
ろ

一一一IZE! 

鐘

入

山
寺
の
ふ
も
と
の
花
は
耳
な
れ
て
む
ね
に
ひ
込
か
ぬ
入
あ
ひ
の
か
ね

行

路

鴬

み
ち
の
へ
に
わ
れ
を
い
く
た
ひ
と
ふ
む
ら
む
行
は
ま
た
な
く
鴬
の
理

里

震

な
か
れ
き
て
堤
に
よ
れ
る
タ
震
し
は
し
隔
る
川
し
ま
の
さ
と

雪

中

駒

ゆ
き
過
し
駒
の
す
斗
か
ね
音
き
え
て
あ
と
の
み
残
る
門
の
白
ゆ
き

妙
境

-44 -

」
玲
ウ

一三玉．フ句－ -i:1 一／、‘

窓

妹

フ
ミ

わ
か
い
ほ
の
ま
と
は
く
も
ゐ
に
任
す
へ
し
と
て
も
書
見
る
い
と
ま
な
け
れ
は
」
は
オ

燕

う
た
斗
ね
の
わ
か
ま
く
ら
へ
に
け
ふ
も
き
て
ゆ
め
お
と
ろ
か
す
燕
か
な

春

日

日
長
さ
の
日
に
け
に
ま
さ
る
し
る
し
を
は
見
て
お
と
ろ
け
る
窓
の
日
の
影

能
古
の
御
狩
に
ゆ
き
て

う
ち
は
な
つ
筒
の
け
ふ
り
に
先
立
て
鹿
ま
と
ふ
也
御
狩
の
斗
原

暮

夏

花
を
見
し
春
は
帰
り
て
か
へ
る
て
の
わ
か
は
に
移
吾
心
か
な

犬

O
よ
へ
は

よ
へ
は
尾
を
ふ
り
て
き
乍
身
の
程
を
し
れ
は
や
犬
の
床
に
あ
か
ら
す

。

一歩u国
〔
｝

IZE! 一回ニ四一一一
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方主

／九

プて

中カ

い
く
た
ひ
も
雨
そ
と
ゆ
め
を
お
し
な
か
す
水
音
た
か
き
秋
月
の
さ
と

む
か
し
の
友
に
雪
の
あ
し
た
い
ひ
や
り
け
る

冬
の
あ
し
た
君
も
ろ
と
も
に
ま
ろ
は

L
L
雪
は
わ
か
身
の
か
し
ら
に
そ
っ
む
」

9
オ

山

F、、
-!::> 

F、、
F、．

水

鳥

寸
鴨
と
い
ひ
て
は
誇
調
如
何

羽
か
ひ
も
で
か
し
ら
か
く
せ
る
と
り
見
れ
は
わ
れ
さ
へ
さ
む
し
の
へ
の
川
風

地

震

あ
ら
か
ね
の
土
ふ
る
ひ
て
も
さ
わ
く
哉
う
こ
か
ぬ
御
世
と
お
も
ふ
御
世
に
も

と
し
の
く
れ
に
よ
め
る

ム
カ
ジ

い
っ
こ
ま
で
と
し
は
き
ぬ
か
と
を
さ
な
く
て
問
し
昔
の
こ
斗
ろ
と
も
か
な

と
し
波
は
お
の
か
お
も
わ
に
ょ
せ
そ
め
て
か
へ
ら
ぬ
う
へ
に
立
そ
斗
ひ
ぬ
る

F、..,. ..,. ..,. 
- c:;, 

..,. 

梅

花
め
つ
る
こ
斗
ろ
し
り
て
や
山
人
の
折
々
を
り
て
過
る
梅
か
え

ひ

は

り

山
の
は
に
入
か
く
れ
た
る
月
よ
り
も
た
か
く
あ
か
り
て
な
く
ひ
は
り
か
な

蝶

め
て
お
も
ふ
こ
L
ろ
は
い
ろ
に
あ
ら
は
れ
て
な
の
花
に
身
を
そ
む
る
蝶
哉

タ

震

い
つ
し
か
と
嶺
の
杉
む
ら
あ
ら
は
れ
て
さ
と
に
か
た
よ
る
タ
か
す
み
哉

色川

う
を
す
ら
も
水
に
さ
か
ひ
て
の
ほ
る
也
わ
れ
も
は
け
し
き
世
に
向
は
斗
や

蛙

山
川
の
な
か
れ
に
こ
ゑ
や
さ
ら
す
ら
ん
い
つ
も
き
よ
け
に
な
く
蛙
哉

花

下

た
つ
は

帰
り
う
き
花
陰
な
か
ら
枝
を
り
て
か
へ
る
は
か
へ
る
こ
斗
ち
し
ぬ
へ
く

門

」

叩

オ

（
マ
マ
ゾ

か
と
さ
し
て
な
し
と
こ
た
え
て
す
む
身
に
も
い
か
な
る
ひ
ま
に
わ
れ
は
な
り
け
む

は
や
く
な
く
な
り
た
る

子
を
お
も
ひ
い
て
斗
よ
め
る

お
の
か
子
の
手
お
り
の
こ
ろ
も
き
で
は
な
く
な
り
に
し
時
を

九
三

」

9
ウ

..,, 
~耳

多u
三玉．

多t.o
プ官

..,. 
4コ

+,_, 
F、+t.o 

すt.o
一己戸一

Cコ

い
つ
か
わ
す
れ
む

嶺

に

鴬

う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
の
に
ほ
ひ
も
か
す
か
也
た
か
ね
を
お
ろ
せ
春
山
風

小

石

軒
端
よ
り
落
る
雫
に
い
く
度
か
う
た
れ
て
情
き
さ
斗
れ
な
る
ら
ん

子

う
ま
れ
子
の
う
ひ
の
は
つ
ゑ
み
見
初
る
や
心
の
や
み
の
始
な
る
ら
ん

春

朝

つ
ゆ
に
さ
く
花
の
ゑ
ま
ひ
を
思
は
す
は
お
き
う
か
る
へ
き
春
の
朝
床

春

虫

の

伎

虫

そ

す

か

れ

る

春
雨
の
雫
う
れ
し
き
花
陰
に
な
ほ
み
の
き
た
る
枝
の
蓑
虫

CコCコ
ー

。
回。五

一
己
穴

荊

椋

花
さ
け
は
道
妨
の
い
は
ら
さ
へ
う
と
ま
れ
か
た
く
な
り
に
け
る
か
な

初

秋

月

風
に
ち
る
軒
は
の
桐
の
一
葉
に
も
つ
斗
ま
れ
ぬ
へ
き
三
日
月
の
影

落

鮎

ゆ
く
す
ゑ
の
こ
と
も
お
も
は
す
川
水
に
ま
か
せ
て
下
る
秋
の
落
鮎

T
J
 

I
q
p
 

灯
の
花
を
い
く
た
ひ
き
り
つ
ら
む
文
見
る
お
の
か
心
く
ら
さ
に

蝶

さ
斗
か
に
の
た
斗
一
筋
の
い
と
に
し
も
か
斗
れ
は
か
斗
る
そ
の
斗
…
蝶
哉

扇

す
て
ら
れ
し
秋
を
過
し
て
埋
火
を
お
こ
せ
は
さ
ら
に
と
る
一扇一
哉

菊

い
つ
し
か
と
霜
を
い
た
斗
く
き
く
の
花
お
の
れ
独
の
老
と
な
け
く
な

御

法

大
谷
の
な
か
れ
に
こ
斗
ろ
あ
ら
は
れ
て
く
る
し
き
測
に
い
ら
ぬ
御
法
か

蛙

濁
り
た
る
う
き
世
を
す
て
L
山
川
に
こ
ゑ
す
ま
し
つ
斗
な
く
鮭
哉

子

規

杜
宇
こ
の
め
摘
野
に
き
な
く
也
に
る
時
に
さ
へ
お
も
ひ
て
よ
と
や

0
・却。八

一〔｝九

一
一
口

一一回
一
一
五

」
叩
ウ

- 43 -

」
日
オ

」
日
ウ
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ブ『
Cコ

秋

風

北
の
ま
と
戸
の
す
き
ま
よ
り
く
L
り
き
て
ほ
ね
身
を
さ
へ
に
と
ほ
す
秋
風

あ

し

き

山

」

6
オ

こ
ま
と
め
て
し
は
し
う
ち
見
る
あ
し
き
山
あ
し
と
い
ふ
名
は
名
た
が
へ
ぞ
か
し

時

雨

こ
の
こ
ろ
の
し
く
れ
の
空
に
な
ら
へ
見
む
は
れ
く
も
り
あ
る
人
の
こ
斗
ろ
は

追

健

一
年
に
二
度
ま
め
を
内
に
外
に
た
斗
す
む
お
に
は
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ

雪

中

柳

き
の
ふ
け
ふ
こ
の
め
も
は
る
の
ゆ
き
ふ
り
て
も
え
や
た
ゆ
め
る
せ
と
の
青
柳

鴬
鳴
梅
樹
中

い
と
ま
な
き
身
は
鴬
の
初
こ
ゑ
を
ち
り
に
し
梅
の
梢
に
そ
き
く

つ
し
ま
の
さ
く
ら

た
か
こ
れ
を
一
木
と
さ
ら
に
お
も
ふ
へ
き
つ
し
ま
の
さ
と
は
花
か
け
に
し
て
」

6
ウ

鏡

わ
か
す
か
た
ふ
り
ゆ
く
う
ら
み
ま
す
鏡
て
に
も
ふ
れ
う
く
な
り
に
け
る
哉

野

路

鴬

は
っ
こ
ゑ
を
み
山
お
ろ
し
に
う
は
L
れ
ぬ
行
へ
や
い
っ
こ
の
路
の
鴬

待

花

ハ
だ
に
ゾ

は
る
た
ち
て
ひ
か
す
よ
み
つ
斗
を
る
ゆ
ひ
を
ひ
ら
け
と
開
花
谷
も
な
し

折

花

こ
斗
ろ
な
き
人
に
を
ら
る
L
花
見
れ
は
ま
こ
と
も
を
し
き
心
地
す
る
哉

旅

中

山

旅
の
空
日
毎
に
か
は
る
こ
斗
ろ
哉
山
の
す
か
た
の
見
な
れ
ぬ
を
見
て

旅

中

杖

」

7
オ

あ
は
れ
に
も
わ
か
身
に
そ
ひ
て
き
つ
る
哉
こ
や
故
郷
の
そ
の
斗
竹
杖

ふ
こ
の
く
に
の
温
泉
に
い
た
れ
り
け
る
に
ゆ
け
ふ
り
た
か
く

立
け
る
を
人
の
よ
め
と
い
ひ
け
る
に

春
さ
め
は
さ
ひ
し
き
も
の
を
軒
に
さ
へ
く
も
と
一
に
ゆ
け
ふ
り
そ
立

舟
に
の
り
て
か
へ
り
け
る
時

の

こ

ゆ

る

わ
か
れ
こ
し
み
な
と
の
か
た
の
な
こ
り
と
て
ね
よ
と
の
か
ね
を
舟
に
き
く
哉

フ句六
ニ

六
三

プて
Eヨ

プて
三五

ブ『
プて

フ句
-b 

プ『
匹、

フ句
六4

ー匂
CコP

4ヨ七一一七一一一
-!::% 
IZ3 

晶
玉

そ
ら
た
か
く
ほ
は
し
ら
山
そ
見
え
そ
む
る
わ
か
故
郷
の
ち
か
き
し
る
し
に

待

鴬

」

7
ウ

-b 
プぜ

こ
そ
の
春
や
と
り
し
う
め
は
鴬
の
き
な
か
ぬ
う
ち
も
な
つ
か
し
き
か
な

・刀

わ

な

匂
4二

あ
ら
玉
の
と
し
の
始
の
は
つ
ま
と
ゐ
し
つ
斗
し
見
れ
は
う
す
か
す
み

（
マ
マ
ぜ

堤
に
い
ほ
ふ
は
る
駒
の
こ
ゑ
も
ゆ
た
か
に
少
女
子
の
う
た
ふ
歌
さ
へ

あ
か
な
く
に
川
風
あ
れ
て
寒
け
れ
は
む
な
し
き
か
た
み
持
つ
斗
も

む
な
し
く
こ
ま
を
引
っ
込
も
お
の
か
や
と
へ
と
斗
く
帰
る
な
り

”HH
M

・

稲川
V

e匂
A. 

か
せ
さ
む
き
川
へ
に
と
し
を
ふ
る
柳
め
は
若
木
に
も
お
く
れ
さ
り
け
り

雛

鳥

い
へ
の
な
り
こ
斗
ろ
か
け
ろ
と
な
く
こ
ゑ
を
時
の
み
つ
く
る
も
の
か
と
思
ひ
し」

8
オ

寸吻
先4

誕

生

日

-42 -

八
口

（

7

マ）

う
ま
れ
こ
し
む
か
し
の
け
ふ
を
お
も
は
れ
て
さ
ら
に
も
親
の
な
つ
か
し
き
哉

六
月
十
二
日
あ
し
た
よ
り
木
月
種
良
病
を
し
て

そ
の
夜
み
ま
か
り
け
る
に
そ
の
夜
ま
だ
病
の

切
な
る
を
り
し
も
な
に
く
れ
と
い
ひ
お
き
し

こ
と
斗
も
あ
り
け
る
を
お
も
ひ
い
て
斗

あ
す
よ
り
は
ま
と
ゐ
さ
ひ
し
く
な
る
へ
し
と
い
ひ
し

そ
な
か
き
か
た
み
な
り
け
る

言
の
は
の
み
ち
は
か
り
か
は
な
に
こ
と
も
か
た
り
あ
ふ
へ
き

こ
こ
ろ

行
へ
た
か
ひ
ぬ

」

8
ウ

八一一一

い
せ
人
に
寿
泉
苔
を
お
く
る
と
て

か
す
な
ら
ぬ
川
菜
な
か
ら
も
こ
斗
ろ
さ
し
つ
く
し
の
物
と
つ
と
に
た
に
せ
よ

寄

狙

恋

こ
ひ
わ
た
る
こ
斗
ろ
は
か
り
は
山
狙
の
こ
の
み
一
や
も
て
さ
わ
く
ら
む

栗

花

く
り
の
花
な
に
斗
な
か
く
は
さ
き
ぬ
ら
む
み
の
る
を
見
れ
は
も
と
の
み
に
し
て

A. 

IZ!! 
／＼ 

ヨ五
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Cコ

鐘

後
の
世
そ
一
日
込
斗
に
ち
か
く
な
る
鐘
の
お
と
に
も
お
と
ろ
か
す
し
て

夏

木

立

中
垣
に
お
ふ
る
夏
木
の
し
げ
り
相
て
と
な
り
を
深
く
な
せ
る
比
哉

夏

懐

旧

故
郷
の
あ
さ
ち
か
は
ら
に
な
く
虫
の
か
は
ら
ぬ
こ
ゑ
に
む
か
し
を
そ
思

鹿

お
と
た
つ
る
荻
の
う
は
斗
の
タ
風
に
鹿
の
音
を
さ
へ
そ
へ
て
き
く
か
な

一一一回

荒

屋

と
し
を
へ
て
崩
る
込
軒
の
い
た
ひ
さ
し
人
の
身
程
も
な
く
て
く
ち
け
り

三5:

山

雪

つ
ね
は
た
斗
一
た
か
ね
と
見
え
に
し
も
ゆ
き
ふ
り
分
る
を
ち
の
や
へ
山

か
つ
ら
と
い
ふ
所
に
て

照
月
の
か
つ
ら
の
さ
と
の
旅
の
宿
く
も
ゐ
に
ね
た
る
こ
与
ち
す
る
哉

寒

月

い
か
は
か
り
さ
む
か
ら
ま
し
を
冬
夜
の
あ
ら
し
の
う
ち
に
す
め
る
月
影

寺

中

池

鳥

女
を
も
い
む
て
ふ
寺
の
い
け
の
う
へ
に
何
故
を
し
の
つ
か
ひ
す
む
ら
む

大
石
良
雄
か
け
る
画
に

う
か
れ
め
の
ひ
き
の
ま
く
ら
も
そ
ら
酔
も
ち
与
に
お
も
ひ
は
山
科
の
さ
と

一干穴-I=: ーノ1ブU
四
｛
〕

述

懐

か
す
な
ら
ぬ
身
に
も
行
末
と
や
せ
ま
し
か
く
や
せ
ま
し
の
望
あ
り
け
り

尋

花

こ
ふ
ろ
さ
す
か
た
も
な
け
れ
と
く
も
を
た
に
花
と
も
見
ん
と
い
て
し
け
ふ
哉

雨

中

窪

公

ほ
と
斗
き
す
雨
ふ
り
乍
な
く
こ
ゑ
に
ま
ち
し
心
は
は
る
く
タ
く
れ

お
も
ふ
こ
と
あ
り
け
る
時
な
て
し
こ
を
見
て

こ
を
も
た
て
さ
ひ
し
き
宿
は
な
て
し
こ
の
花
よ
り
名
こ
そ
ゆ
か
し
か
り
け
れ

下

関

懐

古

乱
た
る
昔
お
も
へ
は
せ
き
の
と
に
い
り
し
夕
日
の
か
け
あ
は
れ
な
り

E盟

一
四
ニ

四
三

Eヨ
Eヨ

」

3
ウ

」

4
オ

」

4
ウ

四
五

舟
に
て
す
斗
む
と
こ
ろ

こ
よ
ひ
こ
そ
あ
っ
さ
も
し
ら
す
舟
う
け
て
う
き
ょ
の
夏
の
外
に
て
に
け
れ

E耳

* 

月

あ
ま
り
に
も
て
る
月
影
の
あ
り
明
に
さ
し
わ
す
れ
ね
と
さ
L
ぬ
ま
と
哉

Eヨ
-!:> 

五
色
の
題
の
う
ち
黄

て
に
も
た
る
み
ち
の
く
山
の
こ
か
ね
花
こ
斗
ろ
の
風
に
ち
り
み
ち
ら
す
み

百
巳
立
目

大
空
に
の
ほ
る
と
誰
の
い
ひ
そ
め
し
く
も
は
か
り
社
立
と
見
え
し
か

初

春

の

若
水
を
く
む
井
の
も
と
に
い
と
柳
め
に
か
斗
り
き
ぬ
春
の
初
風

待

梅

世
は
な
へ
て
う
れ
し
か
ほ
な
る
初
春
を
い
ま
た
は
ゑ
ま
ぬ
軒
の
梅
哉

鶏

あ
さ
り
得
て

ゑ
を
も
と
め
友
よ
ふ
か
け
の
こ
ゑ
き
け
は
己
独
の
む
さ
ほ
り
も
な
し

-41 ~ 

Eヨ，、．IZ!! .... 

」

5
オ

ヨ王
Cコ

三5:三五

水

辺

花

あ
を
ふ
ち
に
え
た
う
ち
た
る
L
桜
花
あ
や
ふ
く
見
え
て
人
に
を
ら
れ
す

風

前

落

花

さ
く
花
と
お
も
ふ
と
ち
な
る
春
の
風
吹
た
ゆ
む
ま
は
た
ゆ
ひ
て
そ
ち
る

桜

実

の
実

花
ち
り
し
か
た
み
と
お
も
へ
は
さ
く
ら
は
な
青
葉
の
中
に
見
る
も
な
つ
か
し

三E
，ー五

回
三五
三五

ほ

た

る

手
に
ち
か
く
な
る
か
と
お
も
へ
は
い
く
た
ひ
も
光
き
え
つ
斗
と
ふ
ほ
た
る
哉
」

5
ウ

卯

の

花

ふ
も
の

月
雪
に
ま
か
ふ
と
人
も
い
ひ
に
し
を
む
く
ら
の
中
に
を
し
き
う
の
は
な

市

杜

宇

い
ち
中
の
さ
わ
く
空
な
る
杜
宇
き
く
人
も
な
き
名
の
り
の
こ
し
て

子

規

わ
か
や
と
の
そ
ら
な
き
過
る
子
規
タ
風
よ
り
も
こ
ゑ
そ
す
か
し
き

折

藤

袴

す
そ
巳
社
き
る
へ
か
り
し
か
藤
袴
を
り
て
も
か
た
に
か
け
て
け
る
哉

三五
ヲ句

ヨヨL
じ

五
八

五
九
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壬

皮

言寄

撰

山

（
も
脱
カ
ゾ

世
を
す
て
斗
人
の
い
る
へ
き
お
く
山
は
い
は
さ
へ
こ
け
の
こ
ろ
き
に
け
り

待

時

鳥

ま
ち
わ
ふ
る
わ
れ
に
き
か
せ
よ
子
規
い
く
こ
ゑ
も
と
は
お
も
は
ぬ
も
の
を

鐙

す

%

く
ら
き
夜
も
お
の
か
か
け
見
る
う
れ
し
さ
に
水
の
上
を
も
と
ふ
ほ
た
る
か
な

四

葬

あ
さ
い
せ
し
人
そ
見
る
ら
し
中
垣
に
し
ほ
れ
て
残
あ
さ
顔
の
は
な

五

納

涼

お
も
ふ
と
ち
か
と
に
う
ち
出
て
涼
む
哉
い
つ
こ
も
と
さ
す
音
の
す
る
迄

ハ
マ
マ
V

と
な
り
の
朝
顔

」

1
オ

七

か
い
ま
よ
り
見
ゆ
る
な
て
し
こ
わ
か
に
は
に
さ
く
花
よ
り
も
い
ろ
ま
さ
る
也

舟

わ
か
れ
て
は
ま
た
も
あ
ひ
っ
L
波
の
上
に
む
つ
ま
し
け
な
る
沖
の
海
人
船

月

前

舟

た
ま
し
ま
や
照
月
か
け
の
さ
し
ぬ
れ
は
樟
た
に
と
ら
て
く
た
す
川
舟

後

朝

露

そ

今
は
と
て
お
き
わ
か
れ
ゆ
く
た
も
と
よ
り
こ
ほ
れ
て
め
た
る
み
ち
し
は
の
露

川

舟

よ
と
川
の
き
し
の
柳
の
か
け
を
お
ほ
み
船
路
に
見
れ
と
あ
き
た
ら
ぬ
哉

朝

か

ほ

さ
け
る
や
と
節
さ
で
ゅ
は
す
ね
や
の
と
を
あ
く
れ
は
ひ
も
を
と
き
し
朝
顔

隣

朝

顔

わ
か
も
の
と
お
の
れ
か
ら
社
な
り
に
け
れ
垣
を
こ
え
こ
し
朝
か
ほ
の
花

稲

」

1
ウ

八九a 

妻

Eヨ

ま
ち
か
に
在
しち
カ
し

い
な
つ
ま
の
ひ
か
り
の
ま
な
る
物
な
れ
や
そ
な
た
に
近
き
松
の
む
ら
立

懐

旧

ち
k
A

は
斗
の
ひ
た
は
た
を
さ
へ
け
か
し
て
し
む
か
し
そ
お
も
ふ
わ
か
子
そ
た
て
込

三昆

時

雨

い
ろ
か
へ
ぬ
松
の
す
か
た
も
し
く
れ
ふ
り
嵐
吹
ひ
は
安
か
ら
な
く
に

尋

紅

葉

尋
来
し
山
の
紅
葉
は
か
ひ
な
く
て
い
く
た
ひ
あ
ひ
し
時
雨
な
る
ら
ん

追

憶

わ
か
む
ね
の
鬼
は
お
ふ
と
も
た
ち
さ
ら
し
ょ
に
い
り
ま
め
は
う
ち
つ
く
す
と
も

待

花

み
わ
た
せ
は
た
か
ね
す
そ
の
斗
山
桜
花
に
な
れ
と
や
霞
た
な
引

ヲ句

」

2
オ

-t'! ／＼ 多t;

残

雪

た
か
ね
に
は
雪
の
こ
り
け
り
さ
と
人
の
け
ふ
り
た
て
つ
L
裾
野
や
け
と
も

ひ

は

り

タ
ひ
は
り
く
も
よ
り
お
つ
る
か
け
を
見
て
わ
か
と
ま
り
を
や
い
そ
く
旅
人

寺

花

ち
る
こ
と
は
の
か
れ
さ
り
け
り
桜
花
う
き
世
を
よ
そ
の
寺
に
さ
け
れ
と

-40 -

＝コ

渡

花

わ
た
し
ふ
ね
ま
ち
か
て
な
る
を
な
く
さ
め
て
川
へ
た
て
L
も
花
の
み
ゆ
也

」

2
ウ

春

埋

火

二
月
の
花
ち
る
比
の
L

と
け
さ
に
灰
は
か
り
な
る
ね
や
の
う
つ
み
火

IZ!! 

さ
わ
ら
ひ

山
か
つ
も
さ
と
の
う
き
ね
は
や
か
る
斗
に
春
雨
ふ
り
て
も
ゆ
る
さ
わ
ら
ひ

暮

春

山

吹

こ
k

ふ
ろ
に
は
お
も
ひ
も
す
ら
し
行
春
を
う
し
と
も
い
は
ぬ
い
ろ
の
山
吹

父
君
の
六
十
の
賀
に
う
め
に
よ
す

老
木
と
て
な
に
い
と
ふ
へ
き
う
め
の
は
な
い
ろ
さ
へ
か
さ
へ
お
と
り
や
は
す
る

口

花

夏
の
き
で
す
斗
し
け
な
れ
と
ち
り
の
こ
る
花
に
は
い
と
ふ
杜
の
下
風

ほ

た

る

こ
の
う
ち
に
こ
め
ら
れ
に
け
る
笠
社
と
ひ
か
ふ
そ
ら
や
お
も
ひ
こ
か
れ
め

朝

子

規

も
ろ
と
も
に
山
を
い
て
き
て
山
の
は
の
旭
の
か
け
に
な
く
ほ
と
斗
き
す

三品プて-!::: 

」

3
オ

ノ、ブU



翻

刻

「壬

撰
L一

成

耳
円＝＝ロ

大
隈
言
道
研
究
の
う
ち
・
門
人
資
料

〈
昭
和
四
十
六
年
九
月
十
日
受
理
〉

（ー〉

・ー孟ー，
/¥. 

健

山

〉念日）訂片山〔）ロ

O

同ロ
υ
g
a
a
恒
三
己
ω己・同
mHR口
、
、
（

υ
。。－－
0
2－oロ
。
問
看
ω｝
S
）

〉

ω
E身
。
口
問
。
g
B
W
E
C
E
B
ω
一
巧
2
5
。
同
国
広
口

5
－1
2
1
3
ユ
0
5
1

ま

え

治三

き

「壬

戊
詩
撰
」
は
、
大
正
七
年
、
梅
野
満
雄
氏
が

「
小
林
重
治
が
壬
戊
諦
撰
」
と
し
て
、

¢
 

そ
の
存
在
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
そ
れ
が
い
か
な
る
内
容
の
も
の
か
知
ら
れ
な

い
ま
ま
所
在
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
昨
昭
和
記
年
福
岡
県
文
化
会
館
に
入
っ
た
の
で
こ
こ
に

紹
介
す
る
。

こ
の
歌
集
は
、
壬
戊
の
年
、
す
な
わ
ち
文
久
二
年
（

HgN）
大
坂
天
満
に
い
た
筑
前
福
岡

の
歌
人
大
隈
言
道
が
、
飯
塚
在
住
の
門
人
小
林
重
治
の
歌
の
中
か
ら
す
ぐ
れ
た
歌
を
え
ら
び

出
し
、
言
道
自
身
が
書
き
写
し
て
重
治
に
お
く
つ
た
も
の
で
あ
り
、
添
削
の
あ
と
が
残
さ
れ
、

批
評
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
の
筑
前
国
の
歌
人
を
知
る
ば
か
り
で
な
く
、
言
道
の
文
学

を
知
る
た
め
に
も
好
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
奥
書
に
よ
っ
て
、
当
時
京
坂
で
続
々
と
板
行
さ

れ
た
類
題
歌
集
の
入
撰
事
情
の
一
端
も
う
か
が
わ
れ
る
。

原
本
は
、
壬
成
詩
撰
と
墨
書
し
た
表
紙
と
も
幻
葉
、
歌
数
は
総
数
一
九
二
首
、
う
ち
長
歌

二
首
、
短
歌
一
九

O
首
で
、
朱
書
の
奥
書
き
が
あ
る
。

82 

翻
刻
に
当
っ
て
は
次
の
よ
う
に
行
っ
た
。

一
、
検
出
に
便
利
な
た
め
に
、
一
連
番
号
を
付
け
た
。

二
、
変
体
が
な
は
、
平
か
な
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
社
（
こ
そ
）
、
哉
、
鴨
（
か
も
H
助
詞
）
、

也
、
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

cr' 
~ 

凶，

mwwgFF
〉ロ
mW3・日
ω

三
、
行
う
つ
り
も
ほ
ぼ
原
本
に
し
た
が
っ
た
が
、
原
本
で
一
首
の
終
り
の
数
字
分
を
横
に
移

し
た
も
の
は
下
に
続
け
た
。

四
、
左
傍
に
点
を
う
っ
て
見
せ
消
ち
に
し
た
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
誤
写
を

な
お
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
、
添
削
の
た
め
の
も
の
と
両
方
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

朱
点
と
墨
点
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
す
べ
て
区
別
す
る
の
は
煩
墳
に
わ
た
る
の
で
区
別
し
な

か
っ
た
が
、

墨
書
に
よ
る
添
削
・

書
き
入
れ
を
こ
こ
に
掲
げ
て
お
く
。
数
字
は
歌
番
号
で

あ
る
。
こ
斗
に
掲
げ
て
い
な
い
他
の
添
削
箇
所
・
批
評
の
書
き
入
れ
は
す
べ
て
朱
書
で
あ

る
。三
う
れ
し
さ
に
1

↓
す
与
し
さ
に

孟
さ
く
ら
は
な
1

↓
さ
く
ら
の
実

完
な
く
と
ゑ
を
｜
ψ

な
く
鳥
を

九
人
帰
り
う
き

1

↓
た
つ
は
う
き

一c
c
の
詞
書
、
は
や
く
な
く
な
り
た
る

三
国
ふ
も
と
の
花
は
1
↓
ふ
も
と
の
人
は

な
お
、
六
一
「
名
た
が
へ
ぞ
か
し
」
、
八
一
の
詞
書

「
ま
だ
病
の
」
の
濁
点
は
朱
で
あ
る
。

こ
の
歌
集
の
翻
刻
を
許
さ
れ
た
福
岡
県
文
化
会
館
長
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
下
さ
っ
た
棚
町

知
弥
教
授
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

①
佐
々
木
信
綱
・
梅
野
満
雄
編

「
大
隈
言
道
」
の
う
ち

「大
隈
言
道
伝
」
五
六
ペ

ー
ジ

Q
J
 

ヲ
へ
叫



83 

/."' 
’会玄

「壬 成詩撰」

題字

fωr勺
i

A
S
A
V
 

fp
幻ぜ

レ

1
tat〈
ヰ
lt白
川
i
t・
3
4
2っムサ
J
F！
？
？
γ

ρ
ド

μ
勾命

・・

i

u

句
？
り
も
7
J
4
21
三

4
3
3
2
一
日

、
J
1
4
判
J

J
ず
っ
…

3

M

1
i
 

rIバ
み
ん
〆
代
乃
？
ム
f
pけ
引
今

リ

η
t
p
tミ
？
？

ジル
ー
が
ザ
一
い
す

’
叫

，
，r

・t
i
l

－

d
ケ
向付

。

＼

撰

内．

7

0

J

o

d

n

，句

到川

、’

q？
（
係
ゆ
ノ
3
3
1ル
セ
ヲ
小
、
山
小
り
け

γりょム
γ
5

け

。会

4yjt
k
f
7
2
i
i持
I
ト

日

Y
雪
合
会
話
〆Z
J
t
（

b

v
J
，M
以
？
冷
ぺ
れ
ペ
〆
ふ
／
た
i
l！
ぅ

，
’

「

拭
JW

？
Z
Fい〆
Z
J
Ar－－
Z
シ

U

支
ア
匂
佐
官
官
け

1
r
J
i，J
nり

F1
mJい
き
b
？？
2
3
401（
字
7
1
？
人。‘
・’i
JJ

由

ザ
ト
勺
、

1
K
F
2
6ト
、，

1n川、
f
PA

i
－－
．
，
〉
！

’．

？

メ

i
11
j
r
a
d
丸

タ

4
7

、
〆
to－－」
B
r

－－
、子
a
’号、，川つ
ーへ1
．

ロ
4
2
p’h
wイ

i
iA同
P
2へ
‘
ル
ル

t
れ

f
j
v
F
？
？
ち
らめ？々
の
d
d

h

h

A

村

l
A
Y
す
ヘ
f
v
／
げ
れ

j
Jλ
y
j
z

ふ
J
e
パ
式

4
2
7
7
f
l
t
射
さ

zkク？
？
J
f
t
巧
ヲ

、
、
う
孝
弘

R
Aりいい
A
W，J
利

j
Jめ
ん
の

ゑ

L
4
V
5川

氏
河
、
？
、

Z
3介
？
？
可
ゐ
唱
え
》
？
お
も

いふ
司、
／

η
w
i
4
4
A村
G
ヴ
φ
易
いうい珍
す

t
巴

7
4

4

r

｝

1
1
｝

’j

、

e

ヲ
f
，P
｛
北
ん
－
H
d
心
ち
？
？
1
l（
認
か
？
ゑ

織舟
ボ

3
4イ
t（
川
ウ

J
i
w豆、、マ

f
Y
7
2
h仲
介
絡
み
j
3
r
T
K
qlJ
h
t
ーワ加
11
よ
1
J与
I
F－
－一

W
馴
ω
df

胡
む
‘

s

，，
J

，

1
1
1
1
1
1
4
i
！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

A
戊

？
ヌ
ム
己
努
；

2
｝
勺
？
う
ふ
月
（

h
E

6

一足一
d
Fri－
－

ョ

「
i
B

め
4
7〉
よ
め
！
宅
街
i

！
ル
ヨ
つ
｛

0
4ゾ
ム
、
？
A
1
・
丸
、
ノ
凡
夫

Y
7
1JMkぱ
件
メ
ヲ

H
7ム
ヴ
ブ
企
ノイ
ム
ベ
う
ャ
d
d

、

eo
j三
刊
誌
み
ザ
h
f
；ん
ーぶ
り
11
h
p
γ

・、ぇ
Y

約
科

大

時

式

W
t？
九

ふ
d
町
骨
子
抗
日
’

1
1
ヘ

ι司

，.、

撰」奥書

円。

詩
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カ仰
弐
千
疋
出
之
問

賢
家
分
出
之
松
松
見
れ
は
歳
さ
む
か
ら
ぬ
み
と
り
哉

冬
を
さ
か
り
の
宿
の
梅
か
ふ

雪
松
の
色
を
花
な
る
雪
の
深
山
か
な

於
法
花
堂
自
今
夕
大
般
若
経
始
行
之
如
例

井
茶
炭
毎
日
下
行
如
池
田
御
経
云
々
」

賢
家
〔
上
原
豊
前
守
〕

承
仕
致
其
沙
汰
為
荘
厳
料
十
疋

以
其
余
慶

於
当
坊

自
今
夕

千
句
張
行

発
句

元
秀

禅 元

予秀

〉
十

八

日

天

気

曇

御

講

自

莞

慶

一

千

句

今

夕

結

願
在
之

〉

一
御
神
楽
今
日
在
之
珍
重
々
々

〉
廿
一
日
雨
降
自
午
刻
晴
也
」

一
自
大
舘
与
州
任
例
懐
需
井
百
疋
寄
進
在
之

〉〈
資
料
日
〉

至
祐
憲

式
師
明
順

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。
！
一
一
一
九
l
。
標

題
ハ
『
引
付
明
応
三
年
正
月
日
禅
予
』

〔
明
応
3
年
正
月
朔
日
］

一
会
所
坊
主
来
間

〉
一
一
日
雨
降

一
門
弟
朝
食
如
例

同

来

云

々

佳
例
祝
之
物
出
之

北
野
田
子
同
遣
之

召
出

蒔
銭
等
在
之

会
所
坊
主
召
寄

食
在
之

成
孝
同
来

賢
徳

〉

今
夜
〔
3
日
〕
当
坊
佳
酒
北
山
公
事
就
夫
落
居

芥

口

口

物

在

之

禅

慶

禅

恵

禅

充

盛

祐

如
形
在
之

歌
無
之

二
献

〉

一
千
秋
万
歳
如
例
年
成
歌
舞
珍
重
々
々

四
日
朝
雪
見
事
但
夜
降
也
容
降
也

一
風
呂
加
例
在
之
」

一
宗
匠
来
臨
嘉
酒
在
之

〉

弐
十
疋
随
身

今
夜
参
龍
事
会
所
へ
罷
出
柳
一
荷
持
而
執
行
永
琳
院
貞
福
院
」
召
具

酒
在
之
如
近
年
貞
福
院
為
代
官
参
寵
在
之
珍
重
々

々

〉
九

日

天

気
快
晴

一
文
珠
院
来
臨

〉〔
U
日］
一
能
登
国
井
上
小
太
郎
統
実

法
楽
事
被
申
也菅

原
庄
年
貢
事
可
了
簡
由

以
外
会
所
書
状
到
来
〔
以
上
〕

〈
資
料
担
〉
追
補

一
長
享
元
十
一
月
四
日
公
方
様
〔
義
尚
］
白
坂
本
御
陣

時
東
山
殿
様
へ
如
此
御
寄
在
之

坂
本
の
浜
賎
を
出
て
波
安
ク
養
寺
に
す
む
と
云
人
よ

下
絵
議
竹
云
々
同
御
返

下
絵
松
之
波
云
々

や
か
て
は
や
国
お
さ
ま
り
て
民
安
ゃ
し
な
ふ
寺
も
立
そ
帰
ら
ん

同
鈎
御
陣
之
時

其

- 36ー

向
近
江
へ
有
御
越

御
製
君
す
め
ハ
人
の
心
の
ま
か
り
を
も
さ
こ
そ
ハ
す
く
に
お
さ
め
な
す
ら
め

御
返
し
御
詠

人
心
ま
か
り
の
里
そ
名
の
ミ
せ
ん
す
く
な
る
君
か
代
に
つ
か
へ
な
む
（
ハ
）
」

（
御
裏
書
）
待
従
中
納
言
殿

御
製
被
下
候
悉
畏
入
存
候
雄
（
不
）
可
及
中
々
御
返
事

捧
瓦
喋
候
可
然
様
御
披
露
口
口
候
恐
々
謹
言

極

月

四

日

御

名

字

御
相
似
自
由
候
間

内
裏
様

へ
自
公
方
様
御
返
答
如
此

為
後
証
注
之
者
也

御
文
言
難
有
事
云
々



〉〔
4
日以
一
興
範
千
句
由
新
発
意
申
問

〉

一
乗
光
来
而
双
需
表
紙
共
沙
汰
之

五
日
天
気
殊
勝
今
日
出
京

一
珠
厳
来
市
明
後
日
七
日
可
法
楽
由
申
者
也
」

〉
七
日
天
気
殊
勝

一
今
朝
於
会
所
法
楽
在
之
兼
載
各
罷
出
也

秋
ふ
け
て
松
も
色
こ
き
山
辺
（
林
）
か
な

弐
十
疋
遣
之

柚
廿
到
来

松
茸
十
本
返
報
に
遣
之
」

兼

載

〉
八
日
天
気
快
晴
今
日

一
柴
薬
師
就
春
松
丸

〉〔
9
日］
一
自
宗
祇
方
書
状
在
之

〉〔叩
日］
一
袖
珍
方
四
帖
永
へ
遣
之

〉
十

二

日

天
気
殊
勝

一
今
暁
ヨ
刻
地
震
竜
神
動
也
壁
崩
也
兵
乱
云
々
君
子
在
野
少
人
在
位

云
々
此
時
南
都
南
円
堂
御
本
尊
宝
冠
落
猿
沢
池
水
俄
成
沼
叉
赤
云
々

種
々
怪
々

出
京
即
帰
院

物
云
早
言
立
願
在
之

コ
勺
d

－t
中
1
r
H
a
aザ

養
牛
庵
へ
書
状
事
被
申
間

可
遣
也
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〉〔日日一］
一
堺
合
戦
之
双
需

〉
廿
二
日
天
気
快
晴
晩
景
時
雨
降

一
金
照
院
来
臨

俄
一
折
張
行

但
入
江
殿
御
局
置
也

宗
悦
仁

昨
日
返
也

〉
廿
五
日
天
気
曇

一

今

日

法

楽

在
之

一

相
乗
登
山
行
秋
ハ
一
葉
に
と
ま
る
梢
か
な

中
程
に
波
兵
来
臨

〉〔

M
月
3
日以

一

自
今
日

〉〔日
日
顕
性
大
姉
十
三
回
忌
墓
功
之
］

一
今
夜
名
号
連
寄
在
之

〉
十

八

日

天

気

殊

勝

御

講

自

盛

祐

至

明

雅

一
御
神
楽
自
今
日
停
止
舟
井
庄
依
押
領
也

〉
廿
三
日
天
気
殊
勝

一
口
坊
へ
連
寄
片
口
先
日
遣
之
儀

一
堀
河
局
へ
扉
風
借
進
之

〉〔
お
日
］
一
今
日
舞
装
束
箱
預
置
之

〉〔
日
月
］
十
一
日
天
気
殊
勝
在
京

一
今
日
近
衛
殿
御
吾
御
会
御
座

二
首
宛
也
面
白
至
也

観
世
大
夫
於
下
京
勧
進
云
々
」

春
松
丸

式
自,ffi

禅
果

F
h
J
V
 

フヘ
J
V

今
日
被
返
也
」
重
口
口
集

一
冊
遣
之

可
致
祇
候
由
被
仰
出
之
間

〉
十
六
日
今
日
自
己
刻
雨
少
降

一
京
兆
招
請
勢
州
云
々
」

一

白
上
原
豊
前
守
方
以
源
六
方

紀
伊
守
為
祈
祷

参
上
申
者
也

信
読
大
般
若
経
可
読
云
々
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六
日
天
気
快
晴

兼
載
造
作
由
申
問

罷
出

於
内
座
敷

酒
在
之

〔潤
4
月］

一

今

日

〉

一
今
日
〔
9
日］

帰
院

十
日
天
気
殊
勝

一

宝
成
院
会
所
ニ
来
而

〉

即
令
社
参

風
自
在
之

進
筑

慶
世

明
旭
還
任
事
被
申
也
」

宗
匠

皆
々
来
臨

〈
資
料
泣
〉

〔
コ
ノ
ア
ト
、
〈
明
応
2
年
5
月
J
6
月
〉
分
未
見
〕

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
二
七

l
。
表
紙
ナ
ラ
ピ
ニ
冒

頭
ノ
数
丁
欠
。
五
日
ヲ
含
ム
一
丁
ヨ
リ
。
次
丁
ハ
十
六
日
。

［

7
月
4
日］

一
題
林
抄
一
帖
写
之

五
日
天
気
殊
勝

一

白

禁
裏
様
御
硯
石
有
御
寄

進

自

伯
殿

如
此
以
書
状
申
者
也
」
門
書
状
省
略
〕

浜
豊
州
江

返
遣
之

以
進
藤
筑
後
守

〉
十

七

日

天
気
殊
勝

一

浜

豊
後
井
珠
厳
来

〉
廿
日

朝
食
在
之

安
原
来

天
気
快
晴

自

陽

明

南

方

過

書
事
被
仰
出
問
進
上
申
者
也
」

今
日
御
前
様
御
歯
黒
井
御
読
書
始
在
之
諸
大
名
等

云
々
御
師
範
者
清
三
位
云
々

〉［
8
月
1
日〕

一

請

取

申

御

愚
御
要
脚
事

合
参
貫
文
者

右
為
松
梅
院
進
上
所
請
取
申
如
件

明
応
弐
年
七
月
品
川
日

（
使
内
田
也
）

玉
泉
代自一小

直
渡
給
者
也

ilD 

今
日

御
太
万
御
進
上

JI慎

~J 

〉

会
所
之
衆
五
人
請
僧
也

今
日

門
3
日〕

禅
能
法
印
年
忌
之
問

中
山
今
朝
罷
出
由
申
之

御
態
御
返

公

方

様

花
瓶
一
杉
原
一
束
向
上
様
御
返
御
銚
子
提
一
具

杉
原
一
束
此
銚
子
提
者
会
所
に
無
之
由
申
間
珠
厳
に
出
之

〉
四

日

雨

降

一

今

朝

法

楽

在

之

松
も
た
斗
千
種
の
花
の
錦
か
な

禅

予

〉
十
一
日

天
気
快
晴

一

舟
井
圧
事
今
日
自
蔭
涼
軒
可
有
披
露
之
由
被
仰
之
間

一

浜

豊
州

今

夜

於

会
所
落
髪
在
之

〉〔ロ日一］
一
今
朝
浜
殿
女
中
来
臨
在
之

一

浜
殿
就
出
家
儀
鑓
井
双
昏
二
帖
随
身

〉
十

四

日

天
気
殊
勝

一

築
玉
医
書
令
書
終
者
也

〉
品
川
日
今
朝
雨
降
舎
利
講
人
数
（
白
禅
慶

口
自
永
運
方
書
状
到
来

口

今

朝

千

句

共

令

奉
納
也
」

〉〈
資
料
臼
〉

波
兵
へ
申
遣
者
也

の
梅
染
小
袖
出
之

-34 -

至
禅
果

玄
禅
）

調
戸

門東
明京
応教
ー育
年大
九4学
月所
〕力蔵

十
月｜

十二
一八
月｜
分
在カ標
之刀題

禅 『
予勾｜
』付

門

9
月］
三
日
天
気
曇
番
匠
マ
マ

一

松

豊
軒
来
臨
兵
法
相
伝
之



〉
十
二
日
天
気
殊
勝

一
宗
匠
来
臨
切
麺
在
之

一
進
筑
来
臨
酒
在
之

一
桜
本
馬
引
来
朝
食
在
之

十
三
日
雨
降

一
今
日
於
二
楽
院
千
首
短
冊
可
有
支
配
由
在
之
の
可
参
旨
承
間
参
也
柳

一
荷
鯛
三
枚
百
疋
持
参
湯
漬
在
之
姉
少
路
殿
父
（
子
）
御
座
也
但
今
日

者
依
未
調
不
及
令
相
触
拙
者
新
門
預
ヵ
］
十
首
給
之
」
罷
帰
也

鯛
五
枚
近
衛
殿
様
江
進
上
申
也

道
立
来
也

〉
十
四
日
雨
降

一

梅

竜

松

隠

〉
十
五
日
天
気
殊
勝

一
二
楽
院
へ
参
草
案
請
御
指
南
也

〉

道
立
来
臨

酒
在
之

少
々
借
之

各
懸
絵
其
外
置
物
随
身
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自
二
楽
院
殿
柳
三
荷

日
屋
形
を
申
由
也

十
六
日
雨
降

一
今
日
千
首
於
当
坊
興
行

鉦二

事
之
障
等
令
成
就
者
也
当
将
御
方
之
御
出

御
人
数
者
薮
内
殿
（
琴
役
）
二
楽
院
殿
両
冷
泉
甘
露
寺
殿
（
笛
也
）

同
江
南
院
姉
小
路
殿
父
子
薗
殿
（
琵
琶
役
者
）
楽
人
安
芸
父
予
定
一
笛

夢

庵

寿

官

宗

高

進

筑

」

明

智

中

務

浜

豊

後

守

兼

載

波

兵

寺

井

各

罷
出
者
也
末
座
ニ
釈
迦
堂
長
老
同
養
明
来
臨
也

一
読
師
下
冷
泉
殿
講
師
姉
小
殿
（
御
方
）
発
声
二
楽
院
又
者
上
冷
泉

殿
時
宜
天
下
無
双
不
及
短
筆
者
也
併
神
慮
之
至
也
無
一
事
之
障
等
被
成

就
条
祝
着
満
足
也
即
令
奉
納
神
前
致
啓
白
者
也
珍
重
々
々
」

十
七
日
天
気
殊
勝

一
今
日
二
楽
院
江
参
御
礼
五
百
疋
持
参
也

一

進
筑
江
百
疋
為
礼
随
身
也 鯛

十
」
斗
炭
飽
五
百
疋
拝
領

即
長
大
所
へ
遣
之

明

御
祝
着
由
被
仰
者
也

一
梅
竜
軒
在
天
野
一
荷
鯛
二
随
身

一
自
泉
州
鯛
八
大
樟
二
荷
運
上
即
請
取
下
之

一
宗
祇
へ
鳥
子
三
十
枚
今
日
返
遣
也

一
白
進
筑
鯉
一
到
来
同
返
報
一
一
鯛
二
遺
之
」

十
八
日
天
気
殊
勝
御
講
自
奉
行
至
禅
任
（
明
順
至
玄
禅
）
式
師
禅
充

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

（
申
刻
俄
雷
鳴
雨
風
以
外
也
即
晴
也
）

一
奉
行
者
人
数
ニ
者
入
也
但
伽
陀
に
ハ
相
除
云
々
の
今
日
ハ
雄
為
人
数
相
除
也

一
番
ニ
当
者
伽
陀
を
仕
事
社
例
也

一

今
日
近
衛
殿
へ
参
上
大
御
酒
御
座
候
也

一
梅
竜
軒
女
中
始
市
見
参
也

一
姉
少
路
殿
へ
天
野
一
荷
両
種
持
参

一
竹
内
准
宮
抵
候
柳
二
荷
御
折
三
合
持
参
懸
御
目
御
盃
頂
戴

祝
着
也」

一
小
畠
今
夕
罷
上
也

一
石
臼
屋
割
符
一
今
日
請
取
也

十
九
日
天
気
殊
勝

一
自
松
隠
宇
治
三
口
茶
十
袋
来
代
物
即
遣
之
査
ニ
可
入
置
由
申
即
使
一
一
遣

也就
千
首
人
数
事
上
原
女
中
よ
り
浜
女
中
へ
文
在
之
其
返
事
今
朝
遣
之

両
冷
泉
殿
へ
杉
原
一
束
扇
一
本
宛
持
参
申
就
千
首
御
礼
也

今
日
松
丹
へ
罷
出
酒
在
之
」

z

J

V
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〉
廿
日

天
気
殊
勝

当
坊
屋
話
再
也
道
者
六
人

千
首
今
日
写
也」

明
日
陽
明
御
会
可
致
参
上
由
被
仰
下
間

野
一
荷
鯛
三
枚
進
上
申
也

一
自
泉
州
天
野
五
荷
鯛
廿
枚
到
来
即
下
請
取
也

廿
一
日
大
雨
大
風
吹
也

一
今
朝
陽
明
五
十
首
御
会
在
之
子
細
者
宗
祇
人
丸
進
上
仕
絵
者
土
佐
将
監

替
〔
讃
］
者
定
家
也
但
替
計
今
度
新
調
之
人
丸
ニ
押
市
進
上
申
也
」
色
紙
一
枚

角
ニ
押
也
此
人
丸
絵
供
也
歴
々
御
会
驚
耳
目
者
也

可
令
参
上
分
也

就
其

今
日

天



千
首
事

今
日

進
筑
談
合
也
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〉〔
6
日］
一
宗
匠
浜
兵
乗
光
同
道
也
酒
在
之
終
日
閑
談
也
浜
豊
州
同
来
臨
」

一
自
進
筑
今
朝
二
楽
軒
御
返
事
旨
返
事
在
之
来
十
一
日
二
楽
軒
参
宮
云
々

〉
八
日
朝
天
気
快
晴
自
申
刻
雨
降

一
今
日
二
楽
院
へ
進
筑
令
同
道

十
倣
佐
川
十
持
参
之

参
御
礼

種
々
」
御
酒
在
之

鯉

天
野
一
荷

〉
十

日

天

気
殊
勝

一

昨

日

四
国
連
吾
京
兆
御
発
句
也

持
来
昨
日
波
兵
被
申
置
由
申
之

袖
の
色
を
花
ハ
た
つ
ね
ぬ
に
ほ
ひ
か
な
政

今
日
波
兵
へ
罷
出
秋
庭
会
合
種
々
雑
談
在
之

懐
需
可
被
奉
納

内
陣
由

今
朝
番
承
仕

フE

〉〔
甘
日
］
一
二
楽
院
へ
以
書
状
申
入
也

〉

一
青
松
丸
今
日
庭
訓
往
来
読
始
之

〉門
四
日
］
一
乗
光
今
日
双
需
表
需
沙
汰
之

〉
サ
四
日
天
気
殊
勝
」

一
今
日
竹
田
法
印
月
次
罷
出
天
野
一
荷
蛤
一
折
鯛
納
物
五
桶
随
身

一
今
夜
亥
刻
当
所
御
子
茶
屋
西
隣
（
イ
子
ト
云
）
付
火
出
合
打
消
其
外
今
少

路
檎
物
師
弁
神
合
河
餅
屋
同
付
火
由
注
進
在
之
両
所
事
者
社
頭
遠
之
問

先
一
往
事
者
可
致
用
心
イ
子
茶
屋
事
者
社
頭
近
所
当
坊
近
所
之
間
可
造

別
之
在
所
之
由
申
付
者
也
但
自
今
日
廿
日
之
間
令
借
物
可
移
他
所
之
由
詫

事
仕
之
間
令
領
状
也

使
有
御
見
参

具
」
承
也

〉
廿
七
日
天
気
殊
勝
自
申
刻
雨
降

一
今
日
出
京
於
宗
祇
門
前
波
兵
仁
対
談
也

〉〔
mu
日］
一
今
朝
宗
祇
来
臨
也
口
械
混
乱
之
間
不
及
対
面
也

一
今
日
釈
迦
堂
長
老
房
仁
連
寄
在
之
上
原
も
罷
出
之
間

之
不
罷
出
者
也

拙
者
可
出
由
雄
被
申

〉

四

月

大

朔
日
天
気
殊
勝
御
供
依
御
雑
事
未
納

一
門
弟
佳
酒
如
例

一
宗
祇
江
罷
出
千
首
事
談
合
在
之

一
一
日
天
気
快
晴

一
自
今
朝
去
年
立
願
千
句
始
行
人
数

信

成

禅

恵

珠

全

」

三

日

天

気

快

晴

千

句

今

日

五

百

韻

在

之

今

夜

風

呂

在

之

一

喝

食

自

今

日

入

江

殿

へ

参

泊

也

柳

一

荷

持

参

也

四

日

時

々

雨

少

降

今

日

千

句

巳

刻

結

願

一
今
日
近
衛
殿
様
関
白
右
府
江
参
諸
家
御
礼
由
在
之
問

目
御
太
万
（
金
）
令
持
参
也

波
兵
へ
罷
出
面
談
子
細
在
之

不
令
備
進
由
注
進
在
之

禅
慶

明
雅

虎
慶

〉

一

今

日

〔
6
日
］
出
京

一
進
筑
へ
鯛
一
遣
之

一
浜
豊
州
へ
当
年
始
而
罷
出

一
村
田
盗
人
ニ
逢
問

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

七
日
天
気
曇

一

今

日

出

京

於

梅

竜

軒

酒

在

之

」

一
千
首
人
数
今
日
相
定
各
奇
数
支
配
由
在
之
但
当
将
御
方
之
事
者

院
御
触
可
在
之
武
辺
輩
者
為
当
坊
可
相
触
由
承
問
今
夕
相
触
也

於
梅
竜
軒

三
条
西
殿
致
参
会

御
酒
在
之

夕
食
在
之

百
疋
随
身

秀
口

一一卜

致
祇
候

懸
御

為
二
楽



令
満
足

珍
重
々
々

v
 
hm日］一
今
日
紫
野
宗
柏
江
召
具
春
松
丸
罷
出
礼

有
佳
酒
進
筑
直
見
同
道
也

御
神
楽
料
五
十
疋
今
日
下
行

弐
百
疋

〉［
加
日
］
一

今

日

〉門初日一］
一

今

日

〉門
お
日
］
一

乗

光
之

ハ
ウ
カ
来

於
広
庭
舞
之

糸
巻
一
振
遣
之

妙
法
院
御
会
始

依
風
気

不
参
也

袖
珍
方
上
巻

書
出
持
来

即
経
師
方
へ
表
需
事
に
遺
也

V
 
7
“月
1
日］

一
白
経
師
兵
部
卿
方

〉門
2
日一］
一

宗

匠

方

へ

遣

状

返
事
在
之

〉
四
日
天
気
殊
勝
時
々
雨
降
也

一
今
日
京
兆
御
一
献
御
申
諸
大
名
御
相
伴
仁
」
被
参
云
々

奔
走
由
在
之
観
世
大
夫
被
御
能
弥
天
下
太
平
珍
重
々
々

袖
珍
方
表
昏
二
帖
調
到
来
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〉
六
日
天
気
快
晴

一
風
呂
釜
五
貫
文
懸
絵
一
幅
五
貫
文
今
日

可
来
代
物
可
立
用
由
申
也
仏
陀
寺
物
云
々

永
琳
院
へ
嵯
峨
本
法
花
経
為
修
覆
遣
之

乗
光
房
秘
計

天
野
一
荷

折
二
合
随
身

即
叉
料
吊
遣

御
進
物
共
種
々
御

此
代
自
益
蔵
主
方
」

V
 
門的必日一］
一

乗

光

〉〔弘日一］
一
袖
珍
方
一
帖
兵
部
卿
門
経
師
］
方
へ
遣
之

一
白
梅
竜
軒
蘇
沈
九
宝
湯
十
五
包
到
来
（
沈
者
氏
ト
法
印
被
読
也
）

カ

一

扇

弥

一扇
風
今
日
召
寄
之

一

明

日

御

供

御

雑

事
料
七
百
七
十
文
下
行
除
楽
人
分
也

廿
五
日
天
気
殊
勝

一
今
日
為
当
坊
奉
備
進
御
供
楽
人
五
人
参
惣
由
申

行
也
」

自
高
嶋
大
智
坊
目
薬
二
包
被
送
之

式
白
書
終
之

今
朝
竹
田
法
印
来
臨
牛
黄
門
百
粒
随
身

日

光

寺

松

隠

来

臨

湯

漬
在
之

メミ
7 

日

袖
珍
方
一
帖
書
出

持
来
之

珍
重
々
々

五
十
疋
下

進
筑
同

酒
在
之

同
梅
竜
軒

- 31 

〉〔
mm
日〕
一

亥

刻

馬

場

日

連

寄
所
之
北
茶
屋
二
間
焼
失
自
隣
（
共
）
二
間
云
々
一
間

家
ニ
ハ
留
守
無
之
自
其
方
火
出
付
火
由
申
之
北
隣
家
者
先
年
南
少
路
永

琳
院
前
－
こ
有
家
ヲ
引
而
作
之
家
也
無
口
家
条
珍
重
々
々
近
日
雁
鳴
無
是
非

之
処
如
此
条
奇
特
云

々

召

寄
公
文
承
仕
如
先
規
可
加
成
敗
由
申
付
者
也

八
資
料
日
〉

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
二
五
｜
。
標
題
ハ
『
引
付

明
応
二
年
三
月
日
卯
月
潤
卯
月
法
眼
禅
予
』

「I

3 
月

也今 i
朝凸

宗
匠
へ
招
請

食
在
之

終
日
閑
談
也

百
疋
随
身

波
兵

進
筑
同
道

〉門
5
日］
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〉
廿

五

日

天
気
晴

廿
六
日

天
気
晴

一

御
神
楽
之
榊

V
 
〔
ロ
月
5
日］

一

乗

光
来
而
明
日
御
折
調
進
也

〉
六
日

天
気
快
晴

一

今

朝

御

折

御

陣
へ
進
上
申
也

唐

布

串

柿

海

苔

合
ト
書
也

使

横

地

也

自
宗
匠
事
付
折
同
下
也
」

同
来
十
一
日
御
諦
経
下
之

今

朝

兼

載

乗

光

食

在

之

之

酒

在

之

自
楽
人
筑
前
方

御
神
楽
事
申
之

御
神
楽

五
十
疋

無
相
違
参
惣
云
々

成
孝
持
来
云
々

其
後
進
筑

高
弾

〉
十

日

雨

降

酉

刻

帰

院

一

泉
州
割
符
十
五
貫
文
分
今
日
請
取
之

一

此

料
之
内
七
貫
文
楽
人
筑
前
方
へ
渡
之

V
 
〔
幻
日
］
一

自
大
舘
与
州

〉〈
資
料
切
〉

請
取
在
之

懐
需
百
韻
井
百
疋
被
送
之

珍
重
々
々

預
方
へ
誇
料
下
行

当
月
之
目
録
者
御
折
三

直
見

桜
本
来
臨

風
呂
在

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。
ー

一
二
四
l
。
標
題
ハ

『
引
付
明
応
二
年
正
月
朔
日

二

月

門

U』

〔
明
応
2
年
正
月
2
日］

一

今
日

佳

酒
如
例

貞
福
院
盛
輪
院

歌
初
在
之

勝
蔵
房
朔
日
祝
物
今
夜
出
之
」

〉

今
日
門
4
日〕

宗
匠
来
臨

柳
一
荷
随
身

酒
在
之

v v 

b 
7 

日

参
寵
如
去
年

以
貞
福
院
沙
汰
之

柳
一
桶
以
小
畠
遣
会
所

酒
在
之

宗
匠
兼
載
当
年
発
句
今
日
物
語
也

雪
に

の

ミ

春

な

し

ら

せ

そ

梅

の

花

兼

載

（
心
ハ

雪

ハ
春
を
い
た
ミ
て
し
る
し
を
見
す
る
物
也
）

」一

〉

今
夜

〔
5
日］

於
法
花
堂
（
曲
）
舞
高
声
沙
汰
之
即
召
一
本
仕
之
処

罷

出

由

申

度
々
召
之
相
尋
之
処
一
向
不
存
由
申
所
詮
自
今
以
後
参
龍
人
可
停
止
由
堅

申
付
者
也
若
押
而
致
其
沙
汰
者
可
加
罪
科
由
申
付
者
也
」

〉門
7
日］
一
白
進
筑

〉〔
9
日
］
一
山
井
筑
前
守
来
而
大
一美
節
会

ニ
付
テ

間
不
及
了
簡
由
申
者
也

東
山
殿
様
御
代
御
千
句
本
懐
」
需

遺
竹
千
代

召
寄
也

就
炎
上
無
之

- 30-

当
社
舞
装
束
可
借
由
申

〉〔
日
日
］
一

御
所
様
十
四
日

御
松
持

（
ハ
ヤ
シ

蝉
同
）
自
先
規
細
河
殿
井
讃
州
被
進

上
御
一
献
云
々
細
河
殿
者
御
縁
仁
御
抵
侯
讃
州
者
庭
上
仁
敷
板
被
抵
候
云
々

其
外
御
伴
衆
召
出
之
時
者
各
御
縁

ニ
テ
被
下
云
々
自
細
河
殿
進
上
之
物
白

馬

雁

斗

炭

胞

柳

十

荷

但

此

外

猶

進

上

欺

（
波
兵
物
語
分
注
之
当
年
御
進
上
由
在
之
）
」

〉
十
五
日
雨
降
及
夜
陰
事
外
降
也

一
内
陣
御
戸
奉
納
目
出
之
由
小
預
法
師
来
削
申
珍
重
々
々
同
御
鐘
持
来
云
々

一
東
山
殿
様
御
代
御
千
句
（
本
懐
吊
）
今
朝
奉
納
内
陣
同
大
舘
与
州
旧
冬
百
韻
納

之
番
承
仕
成
孝
也

当
坊
三
弦
丁
潤
月
之
問
任
例
十
三
本
也
佳
酒
如
例
当
年
者
雨
降
之
間
急

之
酉
刻
終
也
」
門
弟
佳
酒
如
例
云
々
吉
書
両
人
沙
汰
之
入
三
盆
丁
也
皆



御
社
用
引
違
事
毎
年
弐
月
上
旬
仁
参
千
疋
宛
可
致
秘
計
侯

為
参
文
子
候
然
者
如
社
例
九
月
迄
可
加
利
平
事
」

夫
銭
井
春
成
事
為
秋
之
所
務
之
外
間
応
四
季
不
加
引
違
之
内

候
但
可
為
請
切
申
御
年
貢
之
内
事

当
庄
諸
公
事
物
事
悉
可
致
社
納
候
然
者
正
月
万
石
米
鮒
佐
川
六
桶
半
一

桶
宛
数
三
十
也
三
月
三
日
分
五
月
五
日
綜
米
七
夕
素
麺
数
参
百
把
同
茂

百
品
川
五
寵
盈
供
米
九
月
九
日
分
十
二
月
熟
餅
雁
七
飯
橿
井
桶
杓
等
員

数
別
吊
在
之

就
御
年
貢
無
沙
汰
為
社
家
被
差
下
上
使
候
者
」
為
御
代
官
在
圧
下
用
路
銭
等
事

可
致
沙
汰
候
但
依
社
家
御
用
上
使
御
下
向
之
時
者
不
可
存
知
事

当
庄
御
年
貢
万
一
致
無
沙
汰
之
儀
候
者
既
四
季
御
千
句
厳
重
之
御
祈
薩
之
儀

候
間
堅
可
預
御
詰
責
候
殊
坂
本
仁
請
人
立
置
申
候
上
者
如
請
人
文
言
上

下
之
荷
物
可
被
押
召
候
其
時
相
共
可
申
付
事

当
庄
早
田
在
所
之
間
御
年
貢
米
随
其
有
無
立
用
時
打

U
可
致
社
納
事

御
年
貢
事
拾
月
十
一
月
中
仁
半
分
」
十
二
月
中
仁
可
致
皆
済
候
至
干
算
用

者
来
年
二
月
中
仁
可
致
其
沙
汰
事

右
条
々
不
可
有
相
違
儀
候
万
一
無
沙
汰
儀
在
之
者
雄
為
何
時

速
可
為
御
改
易
候
其
時
不
可
及
一
言
子
細
候
仰
請
文
状
如
件

延

徳

四

年

七

月

十

三

日

堤

長

門

守

親

但
於
利
平
者

可

可
致
社
納

御
代
官
職
事

タζ

単j

松
梅
院
御
坊
中

引
違
千
五
百
疋
事
如
此
請
文
在
之
門
省
略
〕

〉
十
九
日

〉

天
気
快
晴

今
夜
年
号
改
元

号
明
応

コ
ノ
ア
ト

8
月
J
9
月
分
一
冊
ハ
北
野
天
満
宮
所
蔵
。

古
記
録
抄
伺
〈
資
料

μ
〉
（
紀
要

w
l
η
所
収
）

八
資
料
品
切
〉
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東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
二
三

l
。

（
明
応
元
）
年
十
月
日
十
一
月
在
之

十

百標

み題
在一
之『
引
法付

塁ヒ建
z：謹

〔
明
応
元
年
刊
月
〕
三
日
天
気
快
晴

一

今

朝

於
山
名
殿
食
在
之
鶏
頭
院

〉

一
宗
匠
上
洛
今
朝
来
臨

墨
二
廷
随
身

〉門凶日一］
一
御
霊
辻
子
家
自
昨
日
乗
光
房
罷
住

［

U
日
］
一
山
名
治
部
少
輔
殿
へ
去
年
折
吊
仕

取
之
折
需
来
也

会
所
珠
厳
被
召
也

御
酒
色
々
在
之
」

乗
光
同
来
由
也

出
京
而
不
逢
也

家
雑
具
請
取
在
之

参
百
疋

赤
尾
方
へ
納
之

珠
厳
請

ズ入
7 

日

v v 

乗
光

今
夜
泊
也

秀
伯

門
一
来
光
ノ
来
訪
、
禅
予
他
出
へ
ノ
同
道
ナ
ド
頻
リ

ナ
リ
。

6
・
刀
・

μ
・
mm
・
初
日
ニ
所
見
。
〕

Lー

ロ
凶
日
〕
一

進

筑

一

珠

厳

〉〉

乗
光
来
臨
」

播
州
へ
下
也

O
J
 

御
子
方
へ
五
百
文
且
下
行

今
日
［
幻
日
〕
於
進
筑
波
兵
談
合
儀
在
之

今
日
乗
光
房
へ
袖
珍
方
説
之
今
日
書
初
在
之
本
ハ
恵
俊
方
へ
一
帖
借
之

医
方
大
成
一
二
巻
乗
光
方
へ
遣
之
料
需
五
帖
遣
之

〉〔
H
月
2
日〕

一
今
日

〉
四
日
時
雨
降
也

一

宗

匠

秀

伯

〉門
却
日
］

一
宿
於
堀
河
局

田
楽
会
在
之

出
尽

乗
光
来
臨



93 

惣
市
社
中
堂
舎
事
者
為
造
営
方
可
致
沙
汰
之
条
無
縁
儀
者
也
推
然
代

々
令
無
沙
汰
間
為
時
之
留
守
坊
主
致
勧
進
令
修
造
者
也
乍
去
於
上
意

者
不
及
是
非
者
也
為
当
口
御
判
可
申
沙
汰
条
不
可
然
由
申
者
也
」
門
口

処
正
肝
申
請
（
東
山
殿
様
）
御
判
罷
下
関
東
令
修
造
云
々
其
御
判
若

致
所
持
者
欺
其
旨
可
致
披
露
時
有
御
尋
者
如
何
由
申
間
可
令
略
由
申
者
也

但
前
々
者
会
所
坊
主
我
物
之
様
毎
事
住
来
者
鍬
今
者
為
当
坊
相
計
間

新
儀
者
神
慮
難
測
之
間
無
覚
悟
者
也
為
後
証
注
之

〉

門
勧
進
状
一
一
ハ
訓
点
等
ア
レ
ド

モ
、
不
完
全
ナ
ノ
デ
省
略
ス
］

王
城
北
野
聖
廟
連
歌
会
所
勧
進
沙
門
敬
白

請
特
十
方
檀
越
一
切
衆
生
貴
賎
上
下
随
分
之
助
縁
致
会
所
之
修
造

復
雅
場
之
旧
観
勧
進
状

右
当
官
者
文
道
之
太
祖
風
月
之
本
主
也
占
北
野
幽
宮
列
二
十
余
社
之
崇

班
護
南
面
至
尊
現
自
在
天
神
之
威
光
徳
」
口
条
右
府
造
進
殿
廊
市
仰
殊
葉

之
繁
華
一
条
明
主
始
行
祭
箆
而
祈
帝
業
之
洪
基
加
之
道
俗
男
女
爽
道

運
歩
貴
賎
老
幼
累
跡
耕
肩
殆
無
虚
日

抑
神
廟
傍
有
小
室
為
連
寄
会
所
蓋
参
詣
之
衆
人
瑚
」
風
昨
月
以
記
志
之
所

夫
連
歌
者
神
世
之
古
伊
漢
諾
尊
始
乎
天
浮
橋
之
唱
和
詞
市
定
天
地
之
循

環
経
夫
婦
之
交
道
人
代
之
昔
日
本
武
尊
至
乎
兎
玖
波
之
上
下
旬
而
治

辺
地
之
違
乱
専
君
臣
之
礼
義
以
之
為
」
濫
鵠
匪
菅
感
雪
月
風
花
之
景
亦

以
瓶
五
常
道
者
也
自
爾
以
降
上
自
公
侯
下
至
庶
人
翫
斯
道
往
々
盛
千
哉

受
頃
季
遭
欝
伏
之
変
異
廟
堂
殿
舎
悉
作
焦
土
失
会
室
」
一
宇
免
斯
災
時

呼
非
幸
哉
雅
然
多
年
不
遂
修
造
之
節
風
不
吹
夷
飛
雨
不
侵
席
湿
碧

草
穿
櫓
青
苔
上
欄
於
是
視
之
者
誰
不
悲
嘆
哉

伏
希
貴
官
長
者
推
其
乾
穀
善
男
信
女
破
其
憧
嚢
」
然
則
欲
修
累
歳
之
療
壊

開
成
風
之
新
声
仰
勧
進
状
如
件

延
徳
三
年
九
月
日

成
風
ハ
柚
也

吉
田
神
主
作
也

勧
進
沙
門珠

厳

敬

自

慢
嚢
（
ケ
ン
ナ
ウ
）
ハ
ケ
ン
ト
ン
門
怪
貧
］
ノ
袋
也

〔

m日
一］
一
就
八
坂
事
如
此
調
状
申
也

当
社
領
江
州
犬
上
郡
八
坂
庄
事
為
四
季
御
千
句
料
所
之
問
去
年
以
御
下
知

雅
致
入
申
京
極
被
官
平
田
井
了
性
院
悉
令
押
領
之
至
干
当
年
猶
任
雅
意
候

之
条
一
向
無
正
肱
侯
重
堅
被
成
下
御
下
知
可
奉
致
御
祈
薦
候
此
旨
急
速

御
披
露
可
目
出
侯
恐
々
謹
言

六
月
廿
六
日

松
田
丹
後
守
殿

禅

予

Lー

〉門
初
日
〕
一

大

座
神
人
短
冊
如
社
例
持
来
当
年
儀
堅
申
付
者
也
白
下
京
所
々

取
之
由
申
処
猶
支
之
間
為
社
家
可
成
敗
由
申
云
々
於
此
条
者

成
敗
者
也
為
神
人
中
可
計
略
由
申
付
者
也

任
先
規
可

為
社
家
難

〉門
7
月
〕
一
二
日
天
気
曇

一
山
名
殿
御
師
事
以
村
上
望
申
処

〉

今
朝
申
云
々

珠
厳
申
也

円。

内
々
御
領
状
由

今
日
［
7
日
］
山
名
殿

同
御
実
名
御
相
伝
在
之

当
社
御
縁
起
御
聴
聞
有
度
由
被
仰
之
問
令
参
上
読
之

御
酒
在
之
殊
御
尺
御
盃
種
々
御
懇
之
至
也

〉門
H
日］
一
楽
人
筑
前
守
来
而

〉［
日
日
］
一
自
八
坂
圧
引
違
分
三
十
貫
文
内
今
日
半
分
到
来
此
内
九
貫
文
山
井
筑
前
方

へ
御
神
楽
料
仁
下
行
請
取
在
之
残
分
中
間
衆
且
給
分
一
一
出
注
文
在
之

門八
坂
庄
関
係
記
事
他

ニ
モ
ア
リ
〕

先
百
疋
可
渡
由
申
間

即
百
疋
渡
之

取
請
取
也

〉

預

申

北
野
御
社
領
江
州
犬
上
郡
四
季
御
千
句
料
所
八
坂
庄
御
代
官
職
事

合
壱
所
者
先
規
納
六
百
品
川
五
石
捌
斗
一
升
也

御
神
用
事
不
謂
皐
水
風
損
等
之
不
焚
毎
年
為
請
切
百
四
拾
貫
文
可
致
社
納
事



一
今
夕
〔
7
日
］
白
玉
倉

八
日
天
気
殊
勝

一

今

日

宗
匠
来
臨
浦
上
申
旨
在
之

〉〔
ロ
日
］
一
永
琳
院

へ
表
白
料
需
五
枚
遣
之

一
宗
匠
来
臨

〉門
日
日
］
一

梅

寿
丸
自
今
日
（
壬
午
）
初
市
手
習
仕
也

十
四
日
雨
降

一

今

日

浦

上

方

へ

罷

出

巻

数

太

万

天

野

」

弐

荷

折
節
有
千
句
大
酒
在
之
本
能
寺
陣
所
也

於
北
辻

神
明
御
湯
立
仕
云
々

伊
路
半
書
出
之

雁

干
鯛
十
枚
随
身

〉
廿
五
日
雨
降

一
八
坂
御
千
旬
御
発
句
今
日
可
被
申
出
由
之
処
就
聖
護
院
殿
夜
討
儀
一
色
駿

河
守
其
悶
早
参
市
死
人
お
締
之
問
殿
中
為
積
也
侃
来
月
仁
可
延
行
由
被
仰

出
之
間
殊
御
」
千
句
六
月
本
之
月
也
為
神
慮
者
也

〉

カ

品
川
日
雨
降
就
聖
護
院
殿
夜
討
第
害
儀
八
坂
御
千
句
延
引

止
之
先
規
非
一
者
也
舎
利
講
在
之
人
数
自
祐
憲

祐
也

の
今
日
御
戸
開
停

至
干
盛
祐
調
声
盛

〉

千
本
長
老
坊
へ
御
宝
号
井
硯
文
台
被
借
之
間

一
日
千
句
在
之
由
其
沙
汰
在
之

遣
者
也

於
桜
井
所

明
日

〉〈
資
料
錦
〉

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
二
二
ー
。

表
紙
ナ
シ
。
第
一
丁
「
六
月
大
」
ヨ
リ
。
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〔

6
月
2
日以

一
自
長
老
房

御
名
号
返
納
也

硯
文
台
井

τv 
日
LJ 

状就
也来
L- フ"L
日
御

神

事

柴
山
方
へ
下
国
分
也

口
陣
由
云
々

同
遊
佐
加
州
へ
遣

〉
九
日
天
気
快
晴

一
成
孝
今
朝
出
仕
由
申
来
也
（
七
十
五
日
過
云
々
）

一
今
夜
御
神
楽
可
致
参
恕
由
申
而
山
井
筑
前
来
也
神
用
未
到
来
之
間
当
月

中
可
出
由
申
万
一
富
墓
年
貢
無
到
来
者
以
他
足
可
遣
由
申
者
也
韓
火
料
五

十
疋
事

者

為

当
坊
可
出
現
脚
由
申
者
也

v
 

v
 

〔
叩
日
］
一
兼
載
所
へ

月
遣
之

ρ、
7 

夜

御
神
楽
遂
其
節

珍
重
々
々

今
朝

松
平
左
衛
門
招
請
云
々

〉
十

五

日

天
気
殊
勝

一

今

日

宗

匠

来

臨

一

座

張

行

也

及

夜

陰

夕
立
よ
い
か
に
を
き
け
る
草
の
露

空
に
も
す
斗
し
庭
の
松
か
せ

今
日
祇
園
社
鐘
鋳
問
問
屋
崩
而
人
死
云
々

〉
十

九

日

天
気
殊
勝

一
今
日
妙
法
院
月
次
参
也
西
園
寺
殿
有
御
出

空
に
風
ふ
け
は
う
こ
か
ぬ
扇
か
な

V
 〔お
日
］

一
来
月
短
冊
事

〉

堅
可
申
付
由
申
付
者
也

珠
厳
勧
進
帳
持
来
也

就
其

会
所
勧
進
之

白
神
木
如
例
頂
戴
之

公
文
承
仕
持
来
也

仰
天
野
事
所
望
之
間

桶

海

寸
／つL

帰
路
也
兼

載

禅

予

発
句
者
宗
匠
」

兼

載

御
判
申
度
由
申
間

申
付
様
者
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卯

月

小

延

徳

四

年

朔
日
天
気
曇
（
自
申
刻
雨
少
降
）
今
日
御
供

一

門
弟
佳
酒
如
例

一

宗
匠
細
河
丹
波
守
波
々
泊
部
方

日
有
合
戦
御
敵
数
多
被
討
取
云
々

去
月
廿
九
日
終

依
御
雑
事
無
沙
汰

不
備
進
云

々

朝
食
在
之

天
下
太
平

何
江
州
儀

珍
重
々
々

〉
一
一
一
日
天
気
快
晴

一

於
今
日

以
京
兆
発
句

〉門
7
日］
一

波
兵
へ
先
日
借
用
懐
吊
返
遣
也

一
自
乗
光
房
料
足
五
貫
参
百
文
請
取
也

〉ロu
日〕
一

会
所
江
千
句
井
（
円

者
也

万
句
始
行

宗
匠
被
出
也

御
太
万
御
敬
神
云
々

U
）
立
願
発
句

以
万
句
次
沙
汰
之

壱
貫
百
文
可
遣

V
 十
五
日
天
気
快
晴
自
申
刻
雨
降

一
今
日
老
松
社
造
立
施
主
中
嶋
酒
屋
云
々
神
威
増
長

一
会
所
勧
進
帳
之
料
需
井
吉
田
神
主
作
勧
進
旨
趣
返
遣
之

使
竹
千
代
而
遣
之

珍
重
々
々

自
会
所
紫
竹
送
之

〉
十

八

日

天

気

快

晴

御

講

自

承

舜

一

今

朝
風
呂
之
屋
書
也
」

一

会
所
留
守
坊
主
申
南
少
路
末
小
家
買
之

人
地
を
検
知
可
申
付
由
加
下
知
畢

至
干
明
雅

式
師
祐
憲

成
悦
際
仁
可
造
之
由
申

即
申
付
公

〉

今
朝
［
四
日
］
社
頭
夏
堂

願
成
就
皆
令
満
足
也

今
朝
以
社
参
之
次
会
所
江
罷
向
之
処

発
句
万
句
興
行
之
硯
脇
拙
者
可
申
由

長
谷
観
音
霊
像
奉
安
置
之

大
工
小
次
郎
也

所

折
節
山
名
殿
雑
掌
村
上
方

難
去
被
申
間
仕
也

以
屋
形

花
に
明
て
峯
に
わ
か
る
L
雲
も
な
し

さ
く
ら
に
と
ま
れ
い
そ
く
か
り
金

当
座
に
申
也
第
三
村
上
也

今
朝
白
姉
小
路
殿
承
僧
来
臨

禅豊

予
」

一
色
殿

作
善
御
沙
汰
云
々

於
慈
観
院

〉門
辺
日
］
一

外
会
所
之
桟
敷

〉

一

今
朝
舞
装
束
箱
明
之

〉〔
お
日
〕
一

丁

沈
円
今
日
調
合
也

〉
廿
五
日
自
己
刻
雨
降
御
前
番
成
悦

一

今

日

愛
岩
山
鐘
鋳
在
之
春
松
丸

也

事
外
之
群
集
云
々

今
日
上
様
無
御
見
物
云
々

白
妙
法
院
給
御
状
四
五
人
見
物
在
所
之
事

メb、
7 

日

遣
国
分
沙
汰
之

叉
付
符
者
也

女
房
衆
各
罷
出

外
之
会
所
内
仁
構
桟
敷

- 26 -

〉門
初
日
〕
一

今

日

一

兼
載

〈〔
泊
日
ヵ
〕

一
会
所
へ
千
句
料
井
百
韻

〉〔
5
月
〕
三

日

天

気

快

晴

但

白
昼
曇
也

一
乗
光
房
明
日
奈
良
へ
下
由
申
来
也
以
次
小
幡
請
文
返
遣
也

一
宗
匠
方
へ
遣
状
幡
州
作
州
神
領
注
之
遣
也
浦
上
方
へ
可
届
由

〉

可
申
付
由
在
之

即
申
付
也

進
筑
直
見
来
臨

乗
光
同
道
市
来
臨

酒
在
之

子
細
在
之

壱
貫
百
文
遣
之

請
取
在
之

吉
野
保
神
用
也遣

状
也



請
取
申
御
料
足
之
事

合
拾
貫
文
者

右
為
北
野
宮
寺
御
神
楽
御
下
行
之
内
所
且
請
取
申
如
件

延
徳
参
年
霜
月
廿
五
日山
井
前
司
筑
前
守

兼

景

争j

此
外
審
火
料
五
十
疋
預
方
へ
下
行
先
規
者
難
為
百
疋
宛
以
如
形
儀
其
旨

申
付
令
下
行
者
也
白
楽
人
方
預
方
へ
下
行
云
々
為
参
千
疋
者
自
楽
人

方
以
其
内
可
下
行
也
為
後
証
注
之
〔
下
略
］

〉

〔
コ
ノ
ア
ト
、
延
徳
3
年
ロ
月
分
一
冊

未
見
］

八
資
料
鍋
〉

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。
l
一二

O
l。
標
題
ハ

『
引
付
延
徳
四
年
正
月
朔
日
法
眼
禅
予
』

〔
延
徳
4
年
正
月
］

一
一
日
天
気
殊
勝
但
雪
少
降
也
今
日
佳
例
朝
食
門
弟
衆
来
臨
蒔
銭
在
之

公
文
承
佐
如
例
次
座
ニ
罷
出
目
代
者
依
無
力
無
出
仕
云
々
会
所
厳
阿
出
座

敷
斎
様
二
膳
迄
六
也
汁
二
在
之
茶
子
」
五
在
之
中
酒
者
天
野
謹
者
五

度
入
也

〉

連
々
法
楽
懐
需
井
檀
万
懐
需
共

成
就
珍
重
々
々

神
威
倍
増
所
願

今
日

奉
納

内
陣
申
者
也

〉〔
3
日］
一
千
秋
万
歳
来
如
例
成
祝
言
歌
舞

出
之
近
年
如
此
沙
汰
也

需
二
帖

太
万
（
金
）

録
物
弐
十
疋

扇

一
本

〉

今
夕
尺
也

佳
酒
歌
初
如
例
在
之

門
弟
衆
如
例
来
臨

献

執
行
永
琳
院

十
地
院
来
臨

舞
在
之

守も

V
 

〔

4
日］

申自
付明
也珠
院

直
会
所
江
参
寵

上
意
如
此

但
当
年
者
貞
福
院
為
代
沙
汰
之

経

〉ワ・
0
日］
自
昨
タ

倉
本
会
所
ニ
参
寵

断
食
云
々
」

〉
八
日

天
気
殊
勝
仁
王
講
如
例
珍
重
々
々

毎
年
出
仕
今
暁
参
陣
於
小
関
越
夜
明
也
即
出
仕
一
色
殿
依
被
参
御
酒

盛

観
世
大
夫
被
召
令
歌
八
打
市
有
御
対
面
重
口
口
井
社
家
衆
計
出
住
之
間

懸
御
目
也
御
巻
数
計
進
上
御
太
万
者
各
無
進
上
也

〉〔
日
日
以
一

今

朝

梅

竜

軒

宗

柏

直

見

来

臨

也

一
今
日
於
進
筑
酒
在
之
高
倉
法
印
始
市
参
会
也
」
彼
法
印
種
々
雑
談
在
之
故

右
馬
頭
殿
被
申
云
々
酒
盛
之
時
後
来
八
盃
ト
云
此
条
更
に
不
得
其
意
何

ニ
有
共
不
見
不
聞
私
ニ
有
了
簡
案
ニ
後
来
蜂
盃
敗
其
故
者
蜂
ハ
ッ

ト

来
者
ヲ
サ
ス
問
蜂
字
歎
由
被
申
云
々
誠
有
其
謂
者
敗
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〉
十

三

日

天
気
快
晴

一
今
朝
兼
載
為
年
始
礼
来
臨

被
申
条
祝
着
也

為
宗
柏

使

直

掃
書
状
共
随
身
酒
在
之
」

当
所
硯
切
為
礼
硯
一
面
持
来
扇
一
本
為
祝
言
先
遣
之

筑
紫
弓
一
丁
随
身

去
年
下
向
之
時

正
本
之
由

v v 

延
寿
類

自
今
日
書
初
也

〔
コ
ノ
ア
ト
〈
2
月
J
3
月
〉
分
未
見
］

〈
資
料
釘

V

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
二
二
l
。

表
紙
ナ
シ
。
第
一
丁
「
卯
月
小
」
ヨ
リ
。



延
徳
三

七
月
廿
九
日
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松
梅
院

〉
四
日
天
気
曇
雨
時
々
降
風
吹
也

一
今
日
妙
法
院
月
次
宗
匠
罷
出

〉〔
5
日以
一
所
々
短
冊
取
候
事
難
渋
云
々
殊
北
白
川
口
事
者

可
承
引
云
々
即
為
社
家
奉
行
被
相
届
云
々

自
午
刻
静

及
晩
帰
院

〉

八
日
雨
少
降
夜
明
降
也

一

今

日

於

妙

法

院

連

寄

〉〔
日
日
］
一

自

伯
番
守
護
殿

〉八
資
料
伍
〉

西
園
寺
殿
有
御
出
」
大
酒
在
之

御
縁
起
可
有
聴
聞
云
々

為長
為
勢
州

規秀

戦l同

難
為
御
成
敗

不

今
日
一
宿

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。
l
一
一
九
l
。
標
題
ハ
『
引

付

延

徳

参

九

月

日

十

月

十

一

月

円

山

』

〔

9
月
9
日］

一
今
日
語
也

文
学
同
道
而
来
臨

今
度

御
所
様

波
E己

此
山
に
か
つ
色
見
す
る
木
す
ゑ
哉

む
か
ひ
の
空
に
お
つ
る
か
り
か
ね

〉〔
叩
日
］
一
御
陳
江
注
進
江
州
所
々
事

口

U
郡
八
坂
圧
四
季
御
千
句
料
所
」
門
下
略
］

〉
十
五
日

天
気
快
晴

貞

於
三
井
寺

御
発
句
由
被

己＝，
刀＇

L_  

カ

カ

円

U
御
動
座
御
祈
祷
百
韻
興
行
人
口
」
明
雅

藤
筑
後
守
］
盛
郷
〔
波
々
伯
部
兵
庫
助
以
珠
厳

発
句
山
を
そ
め
て
都
に
か
へ
る
し
く
れ
か
な

秋
は
や
さ
む
し
雁
の
く
る
こ
ゑ

即
令
奉
納
奉
致
祈
念
者
也

〉〔
幻
日
］

〉〔
同
月
］
三
日

自
兼
載
方

乗
光
書
状
並
紙
一
束
到
来

天
気
殊
勝
今
日
春
松
丸
立
願

河
内
の
紅
葉
ハ
峯
の
嵐
か
な

松
ひ
と
む
ら
の
け
さ
の
は
つ
雪

河
内
大
明
神
法
楽
沙
汰
申
也
発
句

禅
尊
〔
春
松
丸
］

禅

予

〉

六
日
時
雨
降
也

一
兼
載
来
臨
拝
同
時
佐
四

〉〔ロ日一］
一

今

日

就

執

行
事
以
永
琳
院
社
家
申
状
案

之
御
留
守
云
々
不
及
申
入
罷
帰
由
云
々

同
土
肥
来
臨

於
広
間
酒
在
之

〉門
H
月以

〉
廿

五

日

雨

降

審

也

一
今
日
御
神
楽
神
事
下
行
千
疋
分

廿
二
日

口
在
京

於
雪
巣

入
夜
雨
降

楽
人
筑
前
か
た
へ
請
取

納
当
社
領
加
州
福
田
庄
年
貢
事

合
拾
貫
文
者

右
且
所
請
取
之
状
如
件

延
徳
参
年
十
一
月
日

敷
地
彦
右
衛
門
尉
殿

政禅
宣慶

虎
慶

長
泰
門
進

政禅

予宣
〔
明
智
中
務
丞
］

乗
光
上
洛
云
々
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伯
殿
江
進
之
処

就
御
会
御
参

田
楽
輿
行
在
之

千
疋
分
遣
之

禅

予



洛
中
七
口
短
冊
関
事

右
短
冊
者
当
社
御
影
向
以
来
為
一
段
之
御
神
役
或
諸
商
売
或
往
還
人
等

定
置
員
数
給
之
奉
備
二
季
両
度
之
御
神
供
御
祭
礼
以
下

令
敷
厳
重
之
御

神
事
者
也
委
天
下
一
乱
以
下
中
当
宮
諸
神
事
過
半
雄
有
御
退
転
於
此
短

冊
者
自
往
古
無
相
違
致
執
沙
汰
来
処
仁
当
年
就
雑
務
料
事
同
前
仁
御
停

廃
之
条
不
便
之
至
極
也

若
此
時
永
於
御
停
止
之
儀
者
神
人
等
可
断
御
神
約
」

之
長
之
条
各
歎
存
者
也

且

者
神
慮
難
測
者
哉
所
詮
於
自
今
以
後
者
堅

守
先
例
可
致
其
沙
汰
若
於
己
後
有
緩
怠
儀
者
可
預
御
罪
科
之
旨
為
社
家

被
任
御
旧
例
御
神
事
無
退
転
様
仁
急
速
被
達
上
聞
者
旦
者
天
下
御
祈
薦
之

専
一
旦
者
神
人
等
御
扶
持
之
段
可
宗
畏
存
者
也
仰
粗
謹
言
上
如
件

延
徳
三
年
七
月
十
三
日

此
下
短
冊
事

自

当

年

福

松
丸
令
守
奪
宮
近
江
入
道
方
云
々
短
冊
口
範
事

御
神
作
之
子
細
在
之
」

十
七
日
天
気
殊
勝

一

今

夜
葉
室
殿
新
造
移
徒
也

仰

為

礼

罷

出

百

疋

太

万（
金
）
持
参
大
酒
在

之

一

公
方
様
御
発
句
事
今
日
妙
法
院
江
申
入
也

十

八

日

天

気

曇

終

日

不

自

午

刻

快

晴

一
社
家
奉
行
於
当
所
被
責
馬
音
信
在
之

一
宮
近
江
入
道
為
短
冊
礼
柳
一
荷
両
種
被
持
也
朝
食
在
之
」

〉〔
お
日
〕
一
於
当
坊
盛
輪
院
坊
地
可
有
舞
勧
進
自
飯
尾
加
賀
方
申
由
禅
任
及
案
内
云
々

〉〔
お
日
］
一

自
飯
加
木
村
来
市
舞
勧
進
庭
事
申
即
召
寄
成
孝
及
問
答
云
々

廿

七

日

天

気

快

晴

短

冊
事

昨
日
社
家
奉
行
致
披
露
処
向
後
不
可
加
増

違
背
儀
在
之
者
（
可
）
預
御
罪
科
由
以
請
文
可
申
上
由
被
仰
」
旨
在
之
間

申
付
如
此
捧
請
文
畢
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〉

門
半
丁
空
白
、
請
文
記
載
ナ
シ
］ 即若

〉［
8
月
3
日］

一
大
座
神
人
請
文
如
此
遣
社
家
奉
行
云
々

今
日
門
お
日
以
公
方
様
御
盤
初
御
座
云
々

就
御
動
座
之
儀
也

御
代
々
如
此

諸馬 北
商荷野
売洛大
物中座
五七神
十十口人
文文短福
冊松
間三丸

一一事‘謹

上陸
荷
旅
人

廿
文
十
文
（
此
条
不
可
然
間

被
仰
出
也
）

柳
不
可
有
加
増
之
儀
於
巡
礼
往
還
人
等
者
不
可
有

預
御
礼
明
可
有
御
罪
科
者
也
侃
請
文
之
状
粗
謹
言

不
可
取
由

上妨右
如員
延件万数
徳一者
三背先
年此規
七旨御
月 申法
廿者也
七
日

大
座
神
人

福
松
丸

在
判

[_  

zd 

定
北
野
宮
寺
神
供
洛
中
七
口
短
冊

一

荷
駄
別
不
可
過
五
拾
文
事

一

歩
荷
不
可
過
弐
拾
文
事

一
諸
商
売
物
不
可
過
拾
文
事

右
条
々
為
先
規
云
々
重
市
被
定
置
詑
若
有
令
違
犯
之
輩
者
随
注
進
可
有

其

答

亦

背

此

旨

於

加

増

之

儀

者

可

被
処
罪
科
之
由
被
仰

下

也

仰

下
知
如

件

延
徳
三
年
七
月
廿
九
日

前
丹
後
守
平
朝
臣

散

位

三

善

朝

臣

湘l同

北
野
宮
寺
短
冊
事
恐
令
加
増
之
煩
旅
人
以
下
問
雄
被
停
廃
於
向
後
者

如
先
規
可
致
沙
汰
之
旨
以
神
人
請
文
神
事
可
退
転
之
段
被
歎
申
之
条
如
元

被
仰
付
畢

若

背

此

旨

有

加

増
之
儀
者
被
改
彼
職
至
其
身
者
可
被
処
罪
科

趣
堅
可
被
加
下
知
之
由
被
仰
出
也
侃
執
達
如
件



？？ 

〉〈
資
料
必
〉

老
尼
医
師
在
之

自
波
丘
ハ
可
来
由
申
間

罷
出
処

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
一
四
l
。
標
題
ハ

『
引
付
延
徳
三
年
口
月
（
六
月
）
禅
予
』

〔

5
月］
十
七
日
雨
降
今
日
近
衛
殿
様
有
御
熊
御
曜
子
事
在
之
可
参
上
由
被
仰
之
間

柳
一
荷
土
器
物
致
持
参
者
也
公
家
大
勢
有
御
参
及
晩
葉
室
殿
有
御
参
也

及
夜
入
江
殿
様
同
御
喝
食
御
所
様
御
座
敷
江
有
御
出
被
聞
召
也

十

八

日

雨

降

今

日

御

講

自

禅

慶

至

禅

恵

式

師

慶

世

」

一
今
日
妙
法
院
興
行
に
風
呂
在
之
由
承
間
罷
下
者
也

〉〔
6
月
9
日］

一
今
日
御
神
楽
以
近
年
例
千
疋
可
参
恕
由
雄
申
之

黄
門
江
申
入
者
也
」

不
可
参
恐
由
申
之

其
旨

〉

門

6
月
刊
日

兼
載
京
都
帰
着
。
（
実
隆
公
記
）
］

〈
資
料
叫
〉

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
一
八

l
。
標
題
ハ

『
引
付
延
徳
三
年
七
月
朔
日
（
八
月
在
之
）
禅
予
』

〔

7
月］
コ
一
日
天
気
殊
勝

一
就
短
冊
関
事
自
妙
法
院
御
状
在
之
即
召
寄
神
人
申
付

印
相
定
由
申
付
者
也
毎
年
可
為
如
此

当
坊
江
上
下
人
数
事

＝

暮

二

一

一

一

一

合

二

塁

百

二

右
無
相
違
可
有
勘
慮
者
也

延
徳
三
辛
亥
年
七
月
日

自
今
日

当
坊
下
知

（
合
の
下
－
一
荷
物
色
々

事
在
之
也
）

守
判

長

v 

四
日
天
気
殊
勝

一
短
冊
関
過
書
事

〉〔

8
日］
一
自
松
波
方
以
使
者
申
様
冊
短
関
仁
日
野
よ
り
往
来
之
者
取
之
惣
而
日
野
へ

者
不
出
条
先
例
也
為
社
家
」
可
申
付
由
云
々
先
例
其
儀
有
証
拠
者
可
申

付
之
由
可
返
答
申
付
者
也

自
結
城
五
郎
方
被
申
間

遺
之

過
書
今
日
始
也
」

〉
十
二
日
天
気
快
晴

帰
院
諸
口
短
冊
事
為
上
意
以
関
口
被
破
由
注
進
在
之
同
雑
夫
料
被
破
云
々
御

霊
御
子
来
可
達
上
聞
由
雄
申
之
毎
々
足
軽
仁
申
付
之
間
其
主
雄
不
知
之

任
雅
意
間
万
一
申
達
己
後
及
狼
藷
儀
在
之
者
当
坊
迷
惑
之
条
執
申
事

思
案
之
由
及
問
答
者
也
御
子
女
申
者
九
条
殿
牛
飼
才
松
方
ヨ
リ
聾
譲
仁

自
建
武
年
中
出
此
短
冊
云
々
但
坂
本
口
丹
波
口
此
外
西
一
口
自
一
条
上

ヲ
知
行
仕
由
を
申
者
也
為
後
証
」
注
之

メL
7 

日

妙
法
院
江
黄
門
有
風
呂

及
暁
天

光
臨
在
之

終
日
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〉〔
M
日］
一
宮
江
州
就
短
冊
事
一
昨
日
来
臨
其
礼
今
日
以
津
田
申
遣
者
也

一
御
霊
御
子
来
而
申
様
短
冊
事
葉
室
殿
江
以
内
儀
申
処
有
御
意
得
以
当
坊

可
申
由
被
仰
下
早
々
可
申
由
云
々

〉
十
六
日
天
気
曇

一
七
日
短
冊
事

国
状
如
此

就
短
冊
儀
神
人
等
申
状
如
此
候

候
恐
々
謹
言

七
月
十
五
日

松
田
丹
後
守
殿

今
度
為
上
意

御
停
廃
条

神
人
等
如
此
捧
申
状
畢

同
為
当
坊

急
速
預
御
披
露

神
事
無
為
無
事
者
可
目
出

禅

予

〉

北
野
社
大
座
神
人
福
松
丸
謹
言
上



今
夜
自
会
所
致
出
住
承
仕
中
如
例
供
奉
仕
者
也
小
預
法
師
来

御
富
嘉
酒
井
太
万
（
金
）
遣
之
預
法
師
坊
中
江
御
富
如
例
持
来

之
又
於
参
寵
所
佳
例
仁
御
富
重
而
奉
押
者
也

重
而
奉
押

所
々
仁
押

〉〔
初
日
］
一
今
夜
於
会
所
珠
厳
与
両
人
連
寄
始
之

神
ハ
此
木
こ
と
の
花
の
あ
る
し
か
な

か
す
む
め
る
野
へ
の
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ

ヒ

山
遠
き
月
よ
り
春
の
夜

ハ
明
て

厳予

禅珠禅

予

〉〈
資
料
位
〉

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
一
七
l
。
標
題
ハ

『
引
付
延
徳
参
年
二
月
日
三
月
四
月
禅
予
』
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門
表
紙
一
畏
〕延
徳
三
年
三
月

其
奥
書
云

け

ふ

山

路

の

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

た
の
む
か
け
い
ま
は
な
け
き
の
木
本
に
消
は
や
せ
め
て
露
の
う
き
身
も

〔
2
月
四
日
〕

一
自
永
琳
院
久
世
戸
縁
起
来
也

〉

一
今
日
門
幻
日
〕
貞
福
院
来
而
医
書

々

之

同
竹
林
抄
校
合

門
勾
日
〕
一
九
世
戸
縁
起
自
永
琳
院
被
申
問
書
遺
者
也

〉

一
今
日
［
お
日
］
御
神
楽
依
無
神
用
運
上
閥
怠

一
成
就
房
触
磯
子
細
在
之
間
不
能
社
参
也
今
日

〉D
A
日］
一
白
浜
豊
州
専
順
五
百
句
一
帖

同
百
人
一
首
借
用
也

し一

為
大
智
院
殿
様
御
追
善

御
所
様
文
珠
経
一
字
三
礼
有
御
書

召
御
子
被
沙
汰
也

自
誕
生
院
返
納
由
在
之
市

今
日

到
来
也

〉〔m
A
日〕

力

一
波
丘
〈
江
口
勧
集
一
冊
又
来
貞
福
院

一
赤
尾
来
加
州
神
領
算
用
状
出
之

一
自
竹
田
防
州
腰
痛
薬
独
活
寄
生
湯
来

〉［
3
月
］
四
日
雨
降

今

日

品
川
六
句
二
座
興
行

〉
五
日
雨
降
今
日
品
川
六
句
二
座
在
之

〉〔
6
日］
一
竹
林
抄
今
日
到
来
代
五
疋
可
遣
云
々
」

〉
九

日

天

気

殊

勝

進

筑

直

見

同

道

酒

在

之

医
（
書
）
一
帖
直
被
持
帰
也
悉
返
遣
也 今

夜

叉
一
帖
書
終
而
随
身
也

使
山
本
也

波
兵
晩
景
来
臨
在
之

-21-

〉
十
八
日
天
気
殊
勝
御
講

一
今
夜
会
所
江
盗
人
口
入
也
但
内
江
不
入

執
之
云
々
井
愛
染
堂
口
口
東
方
向
取
之
云
々
毘
沙
門
堂
御
色
木
十
五
本
預
置
悉

言
語
道
断
次
第
也

〉門
初
日
］
一
今
朝
懐
昏
共
奉
納
申
者
也

木
枯
を
よ
そ
け
に
き
く
の
に
ほ
ひ
か
な

此
懐
需
同
奉
納
申
者
也

白
浜
豊
州
以
吉
田
就
田
中
郷
事
被
申
子
細
在
之

医
書

自

今
日
書
始
也

〉門
4
月
8
日〕

一
自
今
日

〉〔
日
日
］

千
本
勧
進
猿
楽
在
之
云
々



イ
t』
門

U
ベi
E

者
不
可
叶
今
日
令
参
恕
者

奉
行
可
立
請
人
由
雄
被
申
付

年
中
千
疋
分
必
々
可
致
尚
以
令
不
審
者
社
家

可
致
参
惣
也
仇
如
此
社
家
奉
行
江
申
遣
者
也

当
社
今
月
（
明
日
）
御
神
楽
事
以
加
州
福
田
（
富
墓
）
圧
年
貢
自
先
規
令
下

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

行
候
処
近
年
柴
山
令
押
領
神
用
有
名
無
実
之
条
以
他
足
令
下
行
候
然
処

今
度
高
辻
家
彼
庄
就
訴
訟
不
及
御
礼
明
御
沙
汰
拙
者
掠
申
候
由
被
申
給
御

下
知
旨
自
国
注
進
候
驚
入
存
候
度
々
被
」
返
下
社
家
之
条
分
明
候
殊
上

分
等
事
先
渡
給
雄
可
遂
神
事
既
明
日
神
事
候
間
以
他
足
可
申
付
候
可

然
様
御
意
得
祝
着
候
恐
々
謹
言

十
一
月
廿
四
日

松
田
丹
後
守
殿

禅

予

如
此
申
処
他
足
儀
敷
地
在
国
之
間
不
叶
候
楽
人
所
望
之
間
以
他
足
可

申
付
由
申
付
之
処
楽
〔
人
欠

3
致
異
変
間
無
是
非
者
也
伺
申
者
定
一
途

可
被
仰
出
者
歎

〔
四
月
6
日］

一
福
田
神
用
六
拾
貫
文
到
来

同

下

行

〔内
訳
ノ
ウ
チ
〕

五
貫
文
此
内
弐
貫
文
松
田
丹
後
方
へ
馬
代
請
取
（
浜
豊
後
守
）
無
沙
汰
問

引
違
渡
壱
貫
文
一
覚
方
へ
万
旬
発
句
料
遣
使
成
就
二
貫
文

畳
指
御
経
御
成
用
意
畳
末
下
品
今
遣
也
請
取
来
也

v
 

v
 
十
三
日
天
気
殊
勝
今
日

庚
申
於
波
兵
守
也

今
日
〔
7
日
〕
九
日
会
沙
汰
云
々

一
覚
為
礼
被
来
也

波
兵
就
弥
五
郎
官
事
可
出
京
申
間

田
楽
振
舞
也

罷
出
也

今
夜

〉［
四
日
］
門
上
略
］
文
安
官
務
者
長
興
也
’
巨
細
彼
仁
可
存
由

〉

加
問
答
也
門
下
略
〕

下寿
官官
務者
者
治
晴つ部
富 v卿

l入
雅道
久ト
（五

当
官ヒ下
也ヒ官
ごヒ務

〔

μ
日］

〉〈
資
料

H
U
V

一
覚
方
へ
家
料
之
千
疋
遣
也

局
使
也

請
取
在
之

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
一
五
｜
。
標
題
ハ

『引
付
延
徳
三
辛
亥
正
月
朔
法
眼
禅
予
』

〔
延
徳
3
年
正
月
〕

一
一
日
雪
少
降

之

一
社
頭
出
仕
（
未
刻
欺
）
内
陣
役
依
転
任

一
春
松
丸
立
願
之
千
句
今
夜
為
吉
田
之
間

代
也

一
自
今
日
御
供
参
為
当
坊
申
付
也
施
主
遊
佐
弾
正
也
楽
人
依
無
参
惣
之
在
所

不
参
也
句
御
供
同
前
但
旬
御
供
者
楽
人
着
私
之
装
束
参
恕
先
例
也
近

年
如
此
儀
無
肱
者
鰍
一
段
可
有
札
明
者
也
」

三
日
雪
降
社
頭
出
仕
申
刻
毎
事
無
為
珍
重
々
々

〉

門
弟
衆
朝
飯
如
例

蒔
銭
在
之

六
銭
宛
也

当
年
者
百
五
十
疋
調

御
殿
代
一
人
参
恕
云
々

令
奉
納
者
也
以
番
承
仕

遣
御
殿

円

U
門
ノ

ι

千
秋
万
歳
加
例
年
成
祝
言
歌
舞
録
者
弐
十
疋
」
扇
一
本

太
万
（
金
）
出
之
近
年
如
此
沙
汰
也

檀
需
二
帖

〉〔
4
日〕
一
当
年
参
寵
事
社
中
無
用
心
之
間
迷
惑
至
也
但
当
御
代
始
別
而
奉
致
御

祈
祷
度
々
間
縦
雄
及
難
儀
可
致
参
籍
者
也
口
然
者
於
子
孫
可
預
御
褒
美
」

由
以
社
家
奉
行
令
言
上
之
処
委
細
御
意
得
在
之
然
者
用
心
事
相
触
一

社
可
令
参
寵
由
被
仰
出
之
条
恭
者
也
仰
会
所
仁
結
軒
茂
苅
令
参
龍
者

也
一
社
事
者
無
力
之
問
中
々
不
及
是
非
者
也

〉
七

日

雨

降

一
今
日
於
参
寵
所
法
楽
在
之
表
先
例
計
也

梅
か
与
を
つ
む
は
此
野
の
若
菜
か
な

禅

予

v
 

h
H
日］



永
へ
硯
一
面
借
用
也

二
位
医
書
々
之

〉〔
げ
日
］
一

境
内
会
所
見
苦
敷
所
共
事
可
壊
除
由

〉

門「
来
月
御
経
御
成
」
ノ
準
備
中
］

同
申
付
者
也

〔
幻
日
］
一
一
覚
ヨ
リ
万
句
興
行
由
有
而

題

社

頭

菊

松
の
代
も
菊
に
か
さ
な
る
宮
居
か
な

百
疋
折
需
相
副
遣
也

殊
巻
口
相
定
由
被
申
送
之
間
如
此
申
遣
也

〔一

覚
法
師

一
条
道
場
］

予

〉「「10 
月
5 
田 日
楽］
閏力

阿
来

百
疋
出
之

〉〔
日
日
］
一
自
大
舘
左
金
吾

〉

百
韻
井
百
疋

以
山
本
書
状
被
送
之

廿
三
日
天
気
殊
勝
今
日

申
子
細
相
届
者
也

波
兵
仁
終
日
雑
談
在
之

〉

今
日

〔
包
日
］

一
覚
江
春
松
丸
立
願
千
句

百
疋
送
之
」
使
津
田
也

波
兵
所
へ
当
帰
虎
杖
散
一
七
日
分
遣
之

自
泉
兵
庫
助
方
当
社
物
忌
令
以
注
文
条
々
相
尋

102 

〉
廿
五
日

〉

一
大
舘
治
大
江
硯
文
台
借
遣
者
也

〉〔
幻
日
］

礼
事
来
也

終
日
雨
降

自
大
舘
治
大

法
楽
由
雄
被
申

自
大
舘
治
大

以
田
上

禅
蘇
香
円
調
合

自
左
金
吾
被

自
明
日
可
有
始
行
由
申
遣

発
句
十

具
令
返
答
畢

依
雨

不
罷
出
也
」

硯
文
台

如
注
文
到
来

〉〈
資
料
伺
〉

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
三
ア
二
l
。
標
題
ハ

『
引
付
延
徳
式
年
十
一
月
口
（
同
十
二
月
）
法
眼
禅
予
』

〔
日
月
4
日］

一

今

夜

〉
九
日
天
気
晴

〉
十
二
日
雨
降
今
夕
帰
院

一
楽
人
筑
前
守
当
社
御
神
楽
事
催
促
也

一
自
護
摩
村
田
方
焼
香
十
両
上
也

一

自
兼
載
以
好
便
書
状
在
之

一
自
鷲
見
方
就
日
野
郷
事
注
進
在
之
」

一

白
波
兵
六
百
番
吾
合
二
帖
送
之

一
帖
者
浜
豊
州

〉

一
今
夜
〔
日
日
以
誕
生
院
田
楽
之
頭

於
進
筑
在
之

〉

一
今
夜
〔
お
日
以
外
山
民
部
大
輔
田
楽
会
於
雪
巣
在
之

廿
四
日
天
気
快
晴

一
明
日
社
頭
御
神
楽
事
楽
人
山
井
以
目
安
社
家
奉
行
江
申
者
也
彼
等
如

申
者
福
田
庄
神
用
両
度
分
六
千

（
弐
百
）
疋
云
々
然
処
禅
予
問
答
様
者
此

御
神
楽
事
更
非
福
田
庄
役
富
墓
庄
以
神
用
致
下
行
条
分
明
也
仮
令
近
年
福
田

圧
」
以
年
貢
自
然
申
付
儀
者
勿
論
也
但
楽
人
方
－一
左
様
支
証
在
之
者
可
有
出

帯

次

下

行
事

一
乱
以
来
以
千
疋
分
申
付
条
分
明
也
今
彼
等
如
訴
訟
三

千
疋
宛
致
下
行
者
社
家
以
何
之
余
慶
可
致
神
奉
公
哉
難
然
応
永
以
来
神

領
無
為
之
時
者
勿
論
敵
富
墓
庄
京
貫
七
百
貫
文
当
時
百
貫
文
さ
へ
無
運
上

其
上
今
高
辻
家
被
申
給
奉
書
条

定

百
貫
文
上
分
鰍
然
者
如
近
年
千
疋
宛
下

行
下
可
有
予
儀
旨
加
問
答
処
非
先
規
分
者
不
可
随
神
事

但
為
現
却
者

難
為
千
疋
分
可
致
参
惣
之
由
申
云
々
富
墓
」
庄
事
公
事
半
事
候

間

現

却

事

於
雪
巣
軒

田
楽
巡
会
在
之

同
一
宿

今
夜
於
進
筑

田
楽
会
沙
汰
之

在
尽

- 19 -

一
帖
者
永
琳
院
可
説
由
云
々



五
日
天
気
曇
也
（
時
々
雨
降
也
）
今
日
京
兆
江
大
方
殿
御
申
云
々

観
世
大
夫
可
被
能
由
在
之
但
遊
初
」
軒
申
沙
汰
之
の
折
五
合

使
弥
五
郎

永
御
寮
自
因
幡
堂
今
朝
可
被
出
由
在
之
就
其
輿
掻
輿
迄
遣
之

楽
人
筑
前
来
而
申
様
来
九
日
御
神
楽
可
在
哉
由
申
之
返
答
云
社
頭
諸
神
事

退
転
殊
料
所
押
領
間
停
止
由
申
処
重
市
申
様
先
年
社
頭
炎
上
一
一
モ
御
神

楽
在
之
叉
料
所
事
敷
地
方
御
代
官
之
間
可
催
促
哉
由
申
間
為
楽
人
方

直
催
促
条
是
又
新
儀
条
」
不
及
覚
悟
殊
当
社
御
蔵
以
下
無
之
閉
店
刀
以
不
可

及
其
沙
汰
由
返
答
在
之

今
日
京
兆
猿
楽
見
物

103 

鷲
耳
目
者
也

〉
九
日

〉
十
二
日
天
気
快
晴
今
日
於
京
兆
猿
楽
神
六
方
申
沙
汰
由
在
之

（
水
団
一
合
海
苔
一
合
塩
引
一
合
き
ん
ノ
＼
さ
し
物
一
合

柳
三
荷
遣
之
自
女
中
直
返
事
具
悦
喜
由
在
之

の
於
面
庭

柳
三
荷
遣
之

天
気
殊
勝

今
日
御
神
楽
停
止
之

門
6
月
9
日
、
日
月
お
日
恒
例
ナ
リ
］

今
晩
帰
院
也

〉
十
七
日
天
気
殊
勝

一
京
兆
大
方
殿
へ
精
十
袋
進
上
申
也

一
松
丹
五
袋
遣
之
宗
祇
へ
三
袋
遣
之

一
茶
十
袋
明
智
殿
へ
遣
之
」

〉〔
初
日
以
一
下
口
短
冊
事
去
年
及
退
転
間

去
年
無
相
違
間
当
年
無
煩
也

当
年
雄
詫
事
仕

不
能
承
引
者
也

〉〔
7
月
ロ
日
］

一
下
口
冊
短
事
去
年
断
絶
之
間
当
年
も
不
可
叶
由
申
付
処

致
詫
事
間
」
申
付
者
也
侃
柳
一
荷
両
種
持
来
也

下
短
冊
取
来
日
々
の
事

粟

田

口

一

西

七

条

口

何
折
五
合

斗
炭
胞
一
合

上
口
分
者

種
々
以
起
請
文

法
性
寺
口

竹
田
口

東
寺
口

旅
人
同
し
ゃ
う
は
い
に
付
て
も

不
給
候

一

荷

に

ハ

一

荷

一
一
廿
文
宛

一

奥

一角
荷
ハ
一
駄
一
一
五
十
文
宛

一
巡
礼
往
来
之
輩
に
ハ
不
給
候

一
京
中
町
少
路
に
て
任
雅
意
不
可
給
候

右
当
社
牛
玉
の
う
ら
を
ひ
る
か
へ
し
申
上
候
若
背
此
旨
申
事
候
ハ
斗

蒙

御

罰

候

何

起

請

文

如

件

大

座

神

人

延

徳

二

年

七

月

十

一

日

福

松

丸

人
別
十
文
宛
給
候

札
を
持
候
へ
ハ

但

L-
当
社
可し一

〔

U
日］
一

今

日

〉門
8
月
3
日〕

一

今

夜

短

冊

御

供

重
々
々
」

精
三
袋
持
参

種
々
物
語
在
之

柏
公
へ
罷
出

酒
在
之

珍
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依
為
仮
屋

奉
備
外
陣

当
坊
へ
弐
膳
拝
領
也

任
例

〉〈
資
料
ぬ
〉

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一一

一
二
ノ
一

l
。

表
紙
ナ
シ
。
国
目
頭
十
一
丁
ハ
錯
簡
ナ
リ
。

今
日
〔
日
日
カ
〕
三
人
千
句
波
兵
へ
随
身
也

徳
政
事

以
公
人
相
触
境
内
畢

〉
廿
五
日

〉
廿
八
日

天
気
殊
勝

自
朝
河
方

発
句
十
疋
相
副
送
之

β、
7 

日

雨
降

今
日
在
京

ρ、
7 

朝

於
波
兵
食
在
之
宗
祇
相
伴

門
以
上
回
行
、
年
月
不
詳
。
錯
簡
ナ
リ
〕

〉〔

9
月
2
日］



V
 廿
二
日
天
気
晴
也

子
細
在
之
」

今
日

宗
祇
へ
天
野
一
荷
持
市
罷
出
也

遊
初
軒
江
遺
書
状

〉
廿
五
日慶

天
気
殊
勝
今
朝
御
講
行
之
人
数

禅
快
玄
禅
也
」
其
後
百
韻
興
行
之

r:i v 
十 d

月日］

メ己、
7 

日

東
山
殿
御
座
敷
令
」
拝
見
也

天
気
快
晴

道
也
於
上
殿

〉
十

二

日

天

気

快

晴

今

日

於

内

裏

殿
来
而
春
松
丸
灸
被
着
也
」

玉
阿
来
而
酒
在
之

今
日

〉〔
げ
日
一
］
一
今
夜
子
刻
土
一
授
社
頭
一
一
令
閑
臨
時

雄
然
境
内
事
無
煩
由
在
之

v 
ft十
日

雨
降
也
於
進
筑
一
折
信
在
之

ヒ

発
句
春
に
さ
く
花
を
も
し
ら
ぬ
深
山
哉

谷
ゃ
い
か
な
る
鳥
帰
る
こ
ゑ

幸

祐

千

充

永

承

発
句
当
座
公
事
也

明
雅

禅

一ロ
墨
田
道
断
也

浜
豊
州
同

内
裏
能
在
之
云
々

能
在
之

女
房
共
見
物
在
之

竹
田
周
防

同
千
本
釈
迦
堂
閑
寵

可
遺
徳
政
云
々

〔
幻
日

北
野
社
炎
上
］

長禅

予泰」

〔

4
月以
廿
五
日
天
気
快
晴
今
日
於
当
坊
奉
備
御
供
者
也
文
安
炎
上
候
時
者
八
嶋
等

悉
焼
亡
之
間
不
能
其
儀
今
度
者
八
嶋
屋
無
事
之
条
如
此
也
大
宮
御
楊

三
脚
出
懐
殿
市
其
上
一
一
以
大
鋸
板
是
ヲ
敷
テ
奉
備
也
御
供
者
自
大
門
奉
入
之

楽
人
如
例
但
大
鞍
征
鞍
焼
失
之
間
以
管
笛
計
軌
之
御
供
者
」
自
大
門

直

二
ハ
間
江
奉
入
自
其
備
進
申
者
也
御
拝
膳
干
今
執
行
幸
祐
被
相
当
也
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〉〉

今
日
御
沙
汰
云
々

京
兆

二
月
廿
五
日
千
句

門
部
日
］
一
社
中
焼
木
事
今
朝
日
代
与
成
就
井
津
田
令
検
注
候
処
悉
皆
六
十
八
本
在
之

云
々
此
内
松
桜
梅
此
外
富
士
松
柏
榛
等
在
之
七
本
輪
蔵
前
此
外
二
本
櫓

木
杉
八
本
大
小
小
屋
前
五
本
大
小
法
花
堂
前
廿
五
本
西
坊
口
」
五
本
会
所

前
十
三
本
梅
桜
三
本
富
士
松
以
上
六
十
八
本

〔

m
U
日以
一
今
日
大
雨
也
殊
還
幸
（
時
分
）
以
外
降
也
霊
神
御
出
候
上
者

指
笠
奉
出
御
也
依
為
仮
屋
御
神
楽
井
御
供
以
下
不
奉
備
之

在
之
浅
猿
敷
次
第
也
還
幸
之
儀
式
巨
細
在
別
帖

f
J
 

〈
資
料
犯
〉

諸
問
官
悉
除

一
社
機
法
計

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一一ムハ
l
。
標
題
ハ
『
引
付
延

徳
式
年
五
月
日
同
六
月
同
七
月
同
八
月
法
眼
禅
予
』

〔

5
月
1
日
u

一
今
日

〉
十
二
日
天
気
殊
勝
今
日
出
京
兼
載
九
州
下
向
之
間

一
今
日
文
学
上
原
方
へ
罷
出
云
々

十

三

日

天
気

快

晴

今

朝

波

兵

へ

罷

出

種

々
雑
談
在
之

初
卯
千
旬
於
香
河
方
在
之
云
々
の
公
方
様
御
発
句

め
て
よ
か
し
な
を
忍
ひ
ね
の
ほ
と
斗
き
す

宗
匠
兼
載

暇
乞
被
来
也
」

為
九
州
下
向

- 17 -

今
夜
礼
ニ
罷
出
者
也

日

〉
廿
一
日
天
気
快
晴
但
自
申
刻
雨
少
降
也
」

一
今
日
於
誕
生
院
法
楽
在
之

〉〔m
U
日
］
一

今

日

永

琳

院
江
御
縁
起
井
記
録
返
遣
也

〔

6
月］
四
日
天
気
快
晴
自
長
生
庵
食
龍
給
之
即
茶
廿
袋
進
之
也

一
誕
生
院
へ
雑
書
返
進

同
茶
升
袋
遣
之

〉

残
一
帖
在
之
」

今
夕
帰
路
也

今
（
明
）し一
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廿
日
雨
降
也

一
今
日
当
坊
連
吾
始
在
之
朝
食
昼
餅
井
肴
等
也

発

句

神

垣

の

梅

ハ

年

ふ

る

手

向

か

な

禅

予

み
と
り
の
小
松
す
え
を
き
し
春
春
松
丸

カ

宗
匠
兼
載
来
臨
之
関
脇
事
所
望
也
人
数
ハ
承
仕
預
成
徹

能
勝
ハ
当
番
也

今
日
鶏
頭
院
自
当
坊
御
所
へ
出
仕
被
申
也

大
膳
大
夫
殿
今
日
連
衆
也
柳
一
荷
被
持
也

浜
殿
今
日
連
衆
及
晩
之
間
被
帰
也

能
棒
也

成
’悦

輿
小
者
中
間
自
是
申
付
遣
也

〉〔
幻
日
］
一
今
日

〔
お
日
］
一
自
遊
佐
弾
正
方
当
社
日
供
料
且
品
川
五
貫
文
到
来
重
叶
五
貫
文
可
納
由
在
之

其
時
返
事
等
可
請
取
由
申
市
返
也
浄
長
坊
井
楽
人
安
芸
来
也
」

廿
七
日
天
気
快
晴
入
夜
門

一
村
田
文
台
箱
今
日
沙
汰
也

〉〔
お
日
］
一
文
台
箱

〉〈
資
料
釘
〉

永
琳
院
月
次
也

罷
出
也

今
日
出
来

東
京
教
育
大
所
蔵
。

l
一
一
二

l
o

標
題
ハ
『
引
付

延
徳
二
年
二
月
日
（
三
月
四
月
分
在
之
）
法
眼
禅
予
』

〔
延
徳
2
年
2
月］

〔
表
紙
裏
］

東
山
殿
御
葬
之
時
上
様
御
菩

独
来
て
ひ
と
り
に
帰
る
道
な
れ
は
つ
れ
て
も
ゆ
か
す
つ
れ
ら
れ
も
せ
す

千
世
ま
て
も
と
は
か
り
い
ひ
し
言
の
葉
ハ
風
待
ほ
と
の
あ
た
し
の
斗
露

同
東
山
殿
御
所
の
事
を

心
と
め
し
君
ハ
と
斗
ヘ
ハ
石
も
水
も
こ
た
へ
ぬ
庭
に
松
風
そ
ふ
く

（
柏
木
）
栄
雅

上
様
御
返
し

石
水
と
な
り
で
す
ま
ん
と
ち
か
ひ
を
き
し
君
か
こ
と
葉
や
松
風
の
こ
ゑ

当
社
日
供
一
度
下
行
分

料
足
七
百
七
十
文
米
五
斗
三
升
（
カ
ラ
ケ
升
定

楽
人
五
人
五
百
文
下
行

以
上
壱
貫
式
百
七
十
文
此
外
米
五
斗
三
升
也

此
内
廿
文
者
主
典
給
也
但
自
三
月
三
日
至
九
月
九
日
者
升
二
文
取
之
云
々

以
上
三
十
八
貫
百
文
也

米
者
十
五
石
九
斗
也
」

但
此
内
毎
旬
三
日
分
奉
行
得
分
引
之

料
足
式
貫
参
百
十
文

叉
楽
人
分
壱
貫
五
百
文

米
壱
石
五
斗
九
升

前
下
行
内
可
引
取
之
也

旬
御
供
分
者
臨
時
事
也

米
壱
石
赤
升

〉
ー朔

二

月

小

天
気
曇
（
自
己
刻
快
晴

[__ 

延
徳
二
年

及
ぼ
刻
雨
少
降
也

旬
御
供
奉
備

珍
重
々
々

下
行
分

- 16ー

料
足
式
貫
弐
百
七
十
文

加
楽
人
五
人
定
也

五
百
文
御
幣
分

以
上
此
分
也
品
川
日
分
料
足
七
十
九
貫
八
拾
壱
貫
弐
百
十
文

此
外
拾
五
貫
文
御
幣
代
都
合
九
拾
六
貫
二
百
十
文
也
」

自
西
京
奉
備
旬
御
供
分

米
九
升
赤
升

五
百
文
楽
人

以
上

〉〔
5
日］
一
白
浜
豊
州

短
冊
三
首
到
来 料

足
九
百
七
十
文

自
西
坊
送
之

来
十
五
日
也



宗
匠
兼
載
来
臨
春
木
五
対
油
煙
一
廷
随
身
也
来
五
日
宗
匠
連
害
事
為
談
合

也
明
珠
院
依
沈
酔
昨
日
朝
飯
祝
無
之
の
今
日
招
晴
門
請
ヵ
〕
相
伴
也
」

如
恒
例
千
秋
万
歳
来
於
広
庭
舞
之
春
松
丸
出
之
引
出
物
太
万
一
腰
（
金
）

弐
十
疋
檀
情
二
帖
八
本
扇
一
本
遣
之
珍
重
々
々

〉
四
日
雨
降
今
朝
宗
祇
来
臨
弐
百
疋
随
身
在
之
色
々
雑
談
在
之
仰
二
日
兼
載

方
へ
遣
発
句
処
即
脇
到
来
其
旨
申
処
第
三
一
於
当
座
如
此
沙
汰
候
也
取
分

殊
勝
候
間
注
置
也

神
に
人
あ
ひ
老
松
の
春
へ
か
な

一
夜
に
こ
ゆ
る
と
し
ハ
い
く
千
代

天
津
空
よ
も
に
の
と
け
き
日
の
出
て

宗兼禅

祇載予

〉

〔

口

絵

写
真
参
照
］

一

今

夜
兼
載
恵
俊
信
成
来
臨
於
薪
間
一
宿
信
成
爵
香
丸
五
具
持
来
也

五
日
天
気
殊
勝
今
日
宗
匠
連
喜
始
於
会
所
在
之
白
勢
州
千
疋
合
力
由
云
々

大
酒
在
之
人
数
細
河
治
部
少
輔
寿
官
遊
佐
加
賀
守
波
々
泊
部
兵
庫

其
外
連
面
当
座
十
七
人
在

之

的

発

句

け
ふ
ひ
ら
く
梅
ハ
千
と
せ
の
か
さ
し
哉
兼
載

松

も

み

と

り

の

春

を

し

る

よ

り

禅

予

竹
内
門
跡
江
以
目
代
来
七
日
参
賀
事
伺

申

処

御

差
合
在
之
間

御
左
右
其
時
可
参
」
賀
由
被
仰
条
其
分
覚
悟
也

今
日
当
坊
江
被
来
人
数
事

細
河
治
部
少
輔
伊
勢
右
京
亮
遊
佐
加
州
太
万
（
金
）

波
兵
太
万
（
金
）
浜
豊
州
太
万
（
金
）

自
西
洞
院
殿
千
句
懐
需
返
給
也
今
度
被
備

追
而
可
被
仰
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〉門
8
日〕
一
村
田
方
へ
懐
需

九
日
天
気
雨
降
也

〉

叡
覧
之
由
在
之

珍
重
々
々

以
厳
阿
遣
之

三
越
丁
事

退
転
上
者

為
天
下
触
械
之
間
不
可
致
沙
汰
由
鰍
由
申
問

為
年
首
祝
儀
条
可
致
沙
汰
由
申
付
者
也

諸
神
事
（
不
）
及

御
代
官
社
中
参
龍
事
同
破
之

今
日

会
所
連
喜
正
月
者
毎
月
廿
日
在
之
云
々

今
夜
当
北
辻
子
乱
舞
在
之
能
俊
所
宛
相
尋
可
致
注
進
由
申
付
也

様
御
他
界
処
」
狼
藷
前
代
未
聞
次
第
也
不
可
不
誠
者
也

白
波
々
泊
部
五
郎
方
去
年
御
千
句
可
借
用
由
以
寄
子
八
木
被
申
間
遣
也

薪
間
酒
在
之

東
山
殿於

〉
十
三
日
天
気
殊
勝
仇
今
出
河
殿
御
祈
鵡
事

伺
申
如
此
注
進
申
也

於
当
社
御
祈
龍
次
第
御
巻
数
進
上
分

六
ケ
御
願
之
事

長

日

（

二

番

）

法

花

経

一

長

日

（

三

番

）

大

般

若

経

長

日

（

四

番

）

金

剛

般

若

経

一

（

一

番

）

長

日

常

灯

毎

月

（

五

番

）

御

神

楽

十

八

日

一

（

六
番
）
毎
日
御
本
地
供
養
法
一
座
」

以
上
丹
波
国
舟
井
庄
御
願
之
料
所
也

此
外
自
普
広
院
殿
様
御
代
追
加
供
養
法
次
第

如

意

輪

加

星

供

一

五

大

尊
合
行

地

蔵

供

一

聖

観

音
供

普

賢

延

命

供

一

不

動

供

以
上

此
外
御
誕
生
日
御
祈
薦
（
大
般
若
経
／
仁
王
般
若
経
）
御
巻
数

毎
月
三
旬
御
語
経
十
二
本
宛

晦
日
供
養
法
御
巻
数
六
本
宛
（
大
般
若
経
／
仁
王
経
）
二
本

延

徳

二

年

正

月

十

三

日

法

眼

禅

予
着
到
御
名
等

自
今
日
可
奉
書
載
由

-15-

以
上
八
木
」

「I ¥/ 
19 y 
日
」」

也今
日

昨
日
御
神
楽
参
也

の
神
楽
銭
来
請
取

小
畠
弥
五
郎
ニ
申
付

御
子
来

v v 

於
薪
間
酒
在
之

宗
匠
来
臨
在
之

文
箱
一
出
之

メユ、
7 

日
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御
脇
者
当
坊
可
申
者
也

一
今
夕
出
京
浜
豊
後
守
－
二
宿
在
之
」

廿
一
日
雨
降
也
今
朝
波
兵
所
へ
罷
出

也今
朝
松
丹
へ
罷
出
也
朝
食
在
之
条
々
申
也

千
句
人
数
少
々
相
触
也

宗
祇
へ
罷
出
也
昨
日
兼
載
和
談
云
々

結
城
香
松
丸
一
昨
日
東
山
殿
様
へ
出
仕
被
申
也

今
日
京
兆
へ
被
参
云
々

京
兆
御
発
句
事
申
入
也

即
可
伺
由
申

〉
廿
四
日
天
気
快
晴

需
在
之

御

折

棒

餅

自
明
日
御
千
句
人
数
少
々
今
夜
来
臨
在
之

宗
匠
太
万
（
金
）
折

署
預
門
薯
顎
］

使
津
田
也
」

〉
廿
五
日
天
気
殊
勝
自
今
朝
御
千
句
始
行
何
公
方
様
御
称
号
事
勢
州
へ
以
宗

匠
尋
申
処
可
為
准
三
宮
由
注
給
間
其
分
奉
書
也
勝
定
院
殿
様
毎
月
御
会

n
 

御
宝

（
法
）
名
道
詮
也
但
当
御
所
様
御
官
位
奉
勝
之
間
可
」
如
此
由
也
為

ヒ
後
証
注
置
也
次
発
句
細
河
殿
井
勢
州
如
此
也

花

に

見

よ

た

斗

桜

葉

の

松

の

霜

政

さ
き
そ
め
て
春
ま
つ
梅
の
に
ほ
ひ
か
な
貞

四
百
韻
在
之

変夫

宗 元

メ』
7 

日

〉
廿
六
日
雨
降
也
〔
コ
ノ
日
、
他
ニ
記
事
ナ
シ
］

廿
七
日
天
気
殊
勝
也
今
日
御
千
句
巳
刻
結
願
」

臨
招
恵
俊
全
藤
信
成
於
当
座
百
疋
罷
門
宛
刀
］
出
之

一
御
千
句
令
精
書

廿
九
日
令
進
上
者
也
先
勢
州
へ
罷
出
処
宗
匠
召
具
可
申
入

由
意
見
候
間
其
分
申
上
也

廿
八
日
天
気
曇
也
今
夕
出
京
浜
豊
州
－
二
宿
也
倉
本
今
夕
上
洛
也

年
分
千
五
百
疋
（
出
之
云
々
）

一
敷
地
事
加
談
合
令
落
居
也

廿
九
日
天
気
快
晴
今
日
口
東
山
殿
様
江
御
懐
需
持
参
仕
也

一
細
河
殿
へ
歳
暮
御
礼
参
上
申
也
」

柴
山
去

同
御
発
句
脇
第
三
写
持
参
仕
也
波
兵
被
取
次
者
也

今
出
河
殿
様
参
上
御
立
烏
帽
子
被
召
御
礼
両
御
所
様
江

太
刀
（
金
）
申
上
也

宗
匠
同
道
也

上
様
同
御
礼
ニ
参
上

敷
地
料
足
百
貫
文
請
取
也
同
使
是
遊
初
軒
江
升
貫
文

取
在
之

一
進
筑
へ
百
疋
出
之
諸
給
分
ニ
升
七
貫
文
出
之

一
浜
豊
州
へ
百
疋
出
之
慈
慶
院
へ
弐
貫
文

一
上
様
江
春
松
丸
出
仕
之
御
（
折
）
紙
銭
納
申
也

一

宗
祇
江
天
野
一
荷
百
疋
出
之
」

一
敷
地
書
状
色
々
在
之

晦
日
天
気
殊
勝
所
々
御
礼
申
問

〉〈
資
料
鈍
〉

入
夜
帰
院
也
〔
下
略
］

百
疋
泉
方
へ
出
之

室主
日円

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。
l
一
一一

l
。
標
題
ハ

『
引
付
延
徳
二
年
正
月
日
法
眼
禅
予
』

〔
延
徳
2
年
正
月
以

一
一
日
天
気
快
晴

気
無
来
臨
也

今
夜
調
戸
政
所
也

宝
成
院
為
代
沙
汰
云
々
依
無
人
数

兼
載
方
へ
遣
紅
梅
殿
御
供
同
遣
発
句
脇
事
令
所
望
也

神

に

人

あ

ひ

老

松

の

春

へ

か

な

禅

予

一

夜

に

こ

ゆ

る

と

し

ハ

い

く

千

代

兼

載

今
度
御
千
句
可
有
叡
覧
由
西
洞
院
殿
承
問
今
朝
進
也

答
在
之
同
御
供
進
之
也
」

出
住
午
刻
也

門
弟
朝
飯
在
之

同
蒔
銭
在
之

〉

自
兼
載

由
申
間

及
夜
陰
書
状
而
来
五
日
宗
匠
開
幸
為
式
日
之
間

明
旦
可
談
合
由
申
遣
者
也

〉
三
日

雪
降
（
至
午
刻
雨
降
也
）
内
陣
御
供
如
例
備
進

之
時
分
雪
晴
小
預
法
師
来
臨
也

出
仕
無
事
珍
重

々
々

出
仕
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明
珠
院
依
二
日

早
機
法
也

即
可
有
進
奏
由
返

於
当
坊
可
沙
汰



〉
一
一
日
雨
降
也
竹
田
周
防
殿
へ
丹
波
炭
一
荷
遣
之
門
口
絵
写
真
参
照
〕

一
就
宗
匠
事

為

当

坊

可

然

仁
鉢
可
注
申
候
御
所
様
可
被
合
御
点
由
勢
州
意

見
由
松
丹
書
状
在
之

三
日
天
気
快
晴
宗
匠
事
宗
祇
者
就
老
鉢
色
々
勢
州
へ
依
被
申
大
根
可
被
閣

云
々
就
其
宗
祇
外
之
仁
駄
可
注
申
由
在
之
然
処
宗
祇
江
相
尋
之
処
明

智
兵
庫
入
道
可
然
由
意
見
在
之
間
其
旨
可
注
進
之
処
明
智
方
事
外
迷
惑
由

在
之
問
所
詮
注
進
事
者
無
覚
悟
候
兼
載
当
世
器
用
由
被
沙
汰
之
間
若
」
可

被
仰
付
欺
之
由
可
有
披
露
旨
社
家
奉
行
口
門
方
ヵ
］
へ
申
者
也

今
朝
細
河
大
方
殿
へ
就
御
誕
生
御
巻
数
持
参
也
次
今
度
色
々
送
給
間

カ

努
為
御
礼
御
樽
進
入
申
也
何
御
肴
三
色
鴨
一
鯛
一
折
十
枚
斗
炭
胞
五

百
本
伊
勢
御
枚
箱
中
ニ
小
折
三
合
在
之
竹
田
周
防
守
被
調
法
也
柳
五
荷

以
上

〉

一
今
朝
波
丘
ハ
へ
罷
出
候
処
食
在
之

一
同
松
丹
へ
罷
出
宗
匠
事
申
定
也

一
上
原
女
中
以
彼
局
直
返
事
在
之

四
日
天
気
殊
勝
今
夕
帰
院

〉
七
日
天
気
快
晴
御
灯
料
自
六
日
至
十
日
千
夜
叉
丸
以
請
取
渡
之

一
宗
匠
事
可
為
兼
載
由
以
注
文
社
家
奉
行
方
へ
申
之
」

〉［
8
日〕
一
自
松
丹
兼
載
者
在
京
哉
由
自
勢
州
被
申
間

間
其
分
申
遣
也

天
気
殊
勝
の
舟
井
庄
注
進
旨

能
椿
也

昨
日
日
付
に
て
可
出
書
状
由
申

108 

九
日

〉〉門
刊
日
］

使
高
橋
也

兼
載
方
へ
遣
人
条
々
就
宗
匠
事
迷
惑
由
返
事
在
之

世
林
来
臨
高
嶋
二
位
吹
挙
也
」

兼
載
来
市

宗
匠
詫
事
在
之

酒
在
之

〉
十
二
日
天
気
快
晴
入
夜
雪
降
也

一
自
松
丹
以
折
需
使
者
宗
匠
事
兼
載
被
仰
出
候
然
者
為
当
坊
遣
人

可
来
由
可
申
付
旨
在
之
間
即
遣
折
需
仰
松
丹
へ
罷
出
候
也

早
々

〉〉［
U
日］
一
宗
匠
事

〉〔
げ
日
］
一
今
日
宗
匠
与
松
丹
同
道
而
勢
州
罷
出
云
々
」

十
八
日

雪
降
也
今
日
御
講
自
密
蔵
院
至
執
行
房
式
師
玉
蔵
院

一

今

朝

就

宗

匠
事

松
丹
へ
遣
人
処
兼
載
令
治
定
昨
日
御
礼
申
云
々

一
在
通
へ
御
千
句
日
取
事
申
遺
処
廿
三
日
口
壬
ヨ
廿
五
日
戊
申
両
日
被
出
之

〉

一
今
日
御
神
楽
銭
下
行
也
口
口
也

十
九
日
天
気
快
晴
今
日
勢
州
へ
就
御
発
句
事
罷
出
申
処
有
出
仕
可
有
申
沙

汰
由
在
之
何
勢
州
発
句
申
処
有
酪
酌

重
申
処
領
掌
也
奏
者
堤
長
門
守
也

清
閑
所
へ
罷
出
有
対
面
酒
在
之
種
々
申
子
細
在
之

兼
載
来
於
薪
間
酒
在
之

就
御
千
句
儀

自
弥
五
郎
方

種
々
上
之
一

今
日
相
定
兼
載
由

自
松
丹
書
状
在
之

珍
重
々
々
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〉
廿
日
天
気
曇
入
夜
雨
降
也

一
今
日
公
方
様
御
発
句
出
之
由
自
勢
州
使
在
之
間

一
良
光
今
朝
下
也
路
銭
二
十
疋
遣
之
」

一
広
間
煤
始
払
今
日
沙
汰
也

一
今
夕
東
山
殿
様
御
発
句
被
申
出
候
早
々
以
参
上
可
給
由
在
之
及
晩
間
雑

掌
小
畠
六
郎
進
之
処
堤
長
門
守
渡
之
の
此
御
発
句
為
東
山
殿
御
代
官

飛
鳥
井
柏
木
殿
〔
栄
雅
〕
有
沙
汰
云
々
則
柏
木
殿
筆
也

神
垣
に
豊
の
年
つ
む
み
雪
哉

雑
掌
六
郎
進
也
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十

一

月

朔

日

小

延

徳
元
年

朔
日
天
気
殊
勝
（
朝
小
時
雨
也
／
晩
景
雨
降
也
）
東
山
殿
様
御
請
経
進
上

大
夫
御
局
巻
数
進
上
使
津
田
也
門
弟
衆
嘉
酒
在
之

一
近
衛
殿
様
御
月
次
御
会
為
明
日
二
日
之
間
去
月
初
市
致
祇
候
候
条
御
樽
進
上

仕
者
可
然
由
意
見
在
之
間
今
夜
俄
参
上
仕
者
也
の
柳
二
荷
御
肴
蛸
一

折
鮒
一
折
進
上
仕
也
西
洞
院
殿
進
藤
方
向
道
而
致
参
上
也
仰
両
御
所
様

有
御
対
面
被
下
御
盃
也
殊
奈
良
酒
御
座
候
間
重
可
被
下
由
（
直
）
被
仰
下

間
以
相
物
以
上
十
盃
呑
也
種
々
御
懇
之
条
」
且
者
面
白
茶
也

一
一
日
天
気
快
晴
近
衛
殿
様
御
会
参
上
聖
護
院
殿
様
有
御
成
也
当
社
（
御
門
跡
）

御
師
職
事
可
被
仰
付
由
直
被
仰
下
也
神
慮
之
至
也
今
夜
者
日
光
寺
ニ
泊
也

同
左
京

〉
三
日

天
気
快
晴
今
日

朝
食
於
日
光
寺
在
之

一
今
日
香
若
大
夫
勧
進
永
御
寮
上
殿
依
所
望
為
当
坊
台
桟
敷
見
聞
在
之

一
今
夜
者
進
藤
方
一
一
泊
也
弥
五
郎
今
日
舟
井
へ
下
也

四
日
天
気
殊
勝
今
日
就
小
畠
弥
五
郎
事
細
河
殿
へ
令
参
上
御
太
万

糸

進

入
仕
者
也
奏
者
寺
町
太
郎
左
衛
門
尉
代
仙
波
ト
」
云
者
請
取
也
自
波
兵
被

引
付
也
今
日
も
波
兵
へ
礼
芳
罷
出
也
於
路
次
二
階
堂
行
ニ
入
道
ニ
会
也

終
日
雑
談
也

進
藤
同
道
而
波
兵
へ
罷
出

酒
在
之

今

〉

一
今
日
門
日
日
〕
波
兵
へ
二
撰
八
代
集
遣
之

十

一

日

天
気
快
晴
至
晩
少
時
雨
也
御
諦
経
進
上
大
舘
殿
巻
数
遣
之

前
守
来
廿
五
日
」
御
神
楽
事
申
者
也
福
田
庄
押
領
間
入
手
候
者

可
有
無
沙
汰
由
返
答
也

神楽
用人
不筑

〉
十
八
日
天
気
殊
勝
今
日
長
生
庵
へ
以
波
兵
文
を
参
也

一
御
前
御
神
楽
料
五
十
疋
分
以
米
五
斗
（
四
斗
五
升
）
渡
之
云
々

〉〉

大
工
小
次
郎
秘
計
市

雑
三主主
Eヨ

医
書
買
之

以
上
十
二
帖
在
之
」

自
慈
観
院
以
成
悦
今
日

由
返
事
在
之
何
在
之

於
会
所

可
読
償
法
由
所
望
之
間

不
可
有
子
細

〔
幻
日
］

白

一
色
兵
部
少
輔
殿

云
々
罷
出
間
其
旨
返
事
云
々

夢
想
懐
需
百
韻

太
万
（
金
）
可
奉
納
由
被
申
送

〉
〔
辺
日
〕

〉
廿
五
日
天
気
殊
勝

一

今

夜
御
神
楽
関
怠
也

〉
廿
八
日
初
雪
降
也
の
佳
例
社
参
春
松
丸
召
具
御
輿
岡
参
詣
也
門
弟
衆
佳
酒

在
之

十
疋
宛
先
規
也
執
行
房
幸
祐
十
疋
被
送
也
幸
充
」
明
雅

禅

慶

禅

快
玄
禅
也
永
承
者
依
潔
済
不
被
来
也
禅
果
不
出
也

m問止AY

国
分

今
夜
会
所
へ
門
出
也

為
池
田
下
向

神
慮
難
測
浅
猿
次
第
也

〉

一
寿
官
来
酒
在
之
即
同
道
而
出
京
也

晦
日
天
気
快
晴
内
陳
御
戸
開
在
之
舎
利
講
在
之

カ

カ

ヵ

カ

カ

力

一
昨
日
廿
八
日
自
細
河
大
方
殿
綾
薄
装
束
挟
申

小
絹
被
送
也
誠
以
過
分
至
神
慮
之
至
也

就
東
山
殿
様
御
祈
蒋
於
当
坊
申
御
発
句
千
句
可
致
興
行
由
社
家
奉
行
へ
申

処
昨
日
廿
八
日
即
勢
州
へ
申
入
即
時
以
堀
河
局
伺
申
由
也
白
子
細
在

之
殊
就
宗
匠
儀
申
入
間
厳
重
被
仰
出
也
面
白
至
也

今
朝
波
兵
へ
罷
出
也

於
松
丹
朝
食
在
之
」

赤
柏
御
供
備
進
珍
重
々
々

杉
原
一
束
拝
領
也
中
御
局
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朔
日

十
二
月
大

天
気
殊
勝
赤
柏
御
供
奉
備
進
内
陳
珍
重
々
々
三
膳
分
大
小
六
日
支
配
也

仰
則
細
河
大
方
殿
へ
一

膳
同
長
生
庵
宮
内
卿
へ
進
也

小
河
へ
一
進
之
也

門
弟
嘉
酒
如
例

今
朝
堀
河
御
局
へ
丹
炭
一
荷
同
御
寮
へ
一
荷
進
也
返
事
共
在
之
（
同
赤

柏
御
供
堀
河
殿
へ
一
膳
進
也
）

宗
祇
へ
先
度
発
句
之
礼
杉
原
一
束
扇
一
本
」
遣
之
同
丹
炭
一
荷
遣
之
也

祝
着
由
返
事
在
之
今
日
宗
祇
就
宗
匠
儀
勢
州
〔
伊
勢
貞
宗
］
へ
罷
出

可
致
詫
事
由
返
答
在
之



今
日
〔
2
日
］
大
報
思
寺
法
会
聴
聞
也
大
原
北
坊
井
」
板
楽
院
被
来
也
法
会

旨
趣
者
長
老
親
父
追
善
云
々
の
柳
五

S
C
荷
持
罷
出
也
於
東
局
大
酒
在
之

殊
薮
内
殿
綾
小
路
殿
其
外
楽
人
種
々
音
楽
在
之
北
坊
叉
独
行
秘
曲

前
代
未
聞
儀
也

琴
笛

〉
七
日

雨
降
也

名
号
連
寄

今
日
禅
済
年
忌
之
間
明
珠
院
興
範
招
請
也
其
次
為
追
善

為
両
三
人
百
韻
輿
行
也
自
竹
田
防
州
山
本
方
為
使
来
也
」

〉
廿
九
日
天
気
殊
勝

持
院
可
有
御
苑

様
御
辞
世
云

御
陣
御
所
様
明
日
御
死
骸
御
上
之
由
在
之
の
於
北
山
等

就
其
路
次
掃
除
事
可
申
付
由
自
出
官
方
折
需
在
之
次
御
所

二

首

三

月

廿

五

日

朝
日
出
る
（
い
つ
る
日
の
）
よ
の
固
ま
て
も
鏡
山
（
と
）

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

お
も
ひ
し
こ
と
も
い
た
つ
ら
の
身
ゃ

な
か
ら
ヘ
ハ
人
の
心
も
し
る
へ
き
に

露
の
命
そ
か
な
し
（
は
か
な
）
か
り
け
る

（
廿
四
日
の
由
在
之
前
一
首
ハ
四
五
日
前
－
一被
遊
由

不
被
達
御
本
意
趣
誠
愁
涙
難
押
者
鰍

自
日
野
殿
談
也
）
」

〉

（
注
）
コ
ノ
ア
ト
〈
4
月
J
6
月
〉
分
ハ
抄
付
ノ
〈
資
料
2
〉
参
照
。

〈
資
料

M
V

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
O
八
l
。
標
題

ハ
『
引
付
長
享
三
七
月
日
（
同
八
月
）
』

「「

長
廿
享五白

々日尋

7 
天 月
気 ］
曇

兼
載
同

八
ケ
所

士
口
丸

以
状
十
疋
敬
神
云

竹
田
周
防
来
臨

〉
廿
七
日

於
紫
野
馬
場
笠
懸
在
之

諸
方
神
事
云

天
気
快
晴

罷
出
見
物

今
日
上
原
豊
前
守

近
比
見
事
也

円

U
－
 

a吋
E
I

々

〉
〔
8
月
］
十
日

犬
追
物
在
之
処

就
雨
延
」
引

百

雨
降
也

今
日

於
細
河
殿

疋
可
在
之
云
々

〉
十

三

日

天
気
曇

自
未
刻
雨
降
也
今
日
於
細
河
殿
三
手
犬
追
物
在
之
外
之

検
見
伊
勢
守
貞
宗
鑑
遁
由
沙
汰
在
之
右
京
大
夫
殿
烏
帽
子
不
被
着
古
今
新
儀

云
々
検
見
小
笠
原
備
前
入
道
（
射
手
）
三
十
騎
也
依
雨
残
百
疋
無
之

明
日
可
被
射
由
云
々
湯
河
房
州
桟
敷
へ
罷
出
見
物
也

〉
十
五
日
雨
降
也
於
湯
河
方
連
寄
由
被
申
間

〉

門

8
月
幻
日
年
号
改
元
延
徳
］

廿

七

日

天
気

快

晴

今
日

細

河

殿
犬
見
物

春
松
丸
上
様
江
出
仕
事

以
金
山
方

申
入
也
明
日
午
刻
計
可
然
由
被
申
間
口
分
也
同
南
御
所
様
へ
致
参
上
春

芳
院
へ
申
入
也

罷
出
也

〉
廿
八
日
天
気
殊
勝
今
日
上
様
江
春
松
丸
懸
御
目

御
酒
也
」
宗
次
第
也
門
下
略
〕

殊
御
盃
頂
載

禅
予
迄
被
下

- 11 -

〉

（
注
）
コ
ノ
ア
ト
〈
9
月
！
日
月
〉
分
ハ
抄
付
ノ
〈
資
料
3
〉
参
照
。

主
ナ
記
事
ナ
ラ
ビ
ニ
訂
正
増
補

〈
9
月
刊
日
〉
「
自
今
日
於
今
小
路
盛
輪
院
坊
地
香
若
大
夫
勧
進
在
之
」

〈
9
月
刀
日
〉
「
当
所
舞
勧
進
事
一
一
付
て
社
家
奉
行
方
へ
如
此
遣
状
」

・・

っo

〈
9
月
M
日
〉
「
白
波
兵
書
状
在
之
即
返
事
遣
也
上
様
井
御
寮
↓
上
殿
（
永
）

御
寮
今
夕
有
御
入
以
成
徹
宗
祇
上
洛
由
言
伝
云
々
」

－

O
 

〈
日
月
6
日
〉
宗
祇
等
「
木
枯
を
」
百
韻
興
行
。
連
衆
名
中
、
寿
印
↓
寿
官

増
補

［
叩
月
〕
廿
六
日

〉

天
気
殊
勝

連
寄
在
之

今
日

於
波
兵

〈
資
料
お
〉

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。
l
一一

O
l
。
標
題

ハ
『
引

付
延
徳
元
年
十
一
月
朔
日
（
同
十
二
月
）
禅
予
』

〔
延
徳
元
年
〕



相
尋
之
処

毎
日
参
恕
云
々

但
今
日
者

筑
前
御
陣
へ
参
由
申
候
也

a
q
E－
 

4
1
・
4
E
I
 

〉
廿
二
日

〔
お
日
］
一

今
日
西
洞
院
殿

［時
顕
］
へ

御
礼

－一
参
進
筑
間
道
也
酒
色
々
在
之

持
参
云
々
帰
路
之
次
宗
祇
所
へ
罷
出
也
同
進
筑
同
道
酒
在
之

門
進
藤
筑
後
守
藤
原
長
泰

近
衛
殿
］

少
審
降
也

天
気
曇

永
琳
院
法
楽
罷
出
也
」

百
疋

〉門
弘
日
〕
一

今

日
社
参
候
時
会
所
近
辺
見
之
処
藤
小
松
廿
（
本
）
余
英
之
跡
在
之
相
尋

カ

之
処
珍
海
茨
之
段
理
云
々
即
召
寄
申
付
之
処
旧
冬
以
小
畠
伺
申
処
不

可
有
子
細
由
返
事
之
間
致
其
沙
汰
候
此
松
ハ
禅
盛
御
師
職
之
時
珍
海
植
之

由
申
然
上
者
珍
海
非
越
度
即
小
畠
方
へ
以
河
村
申
遣
之
処
」
会
所
坊
主
申

様
者
彼
松
枝
少
々
可
下
由
申
間
於
私
意
得
可
申
分
無
覚
悟
由
申
処
如
此
儀

不
及
覚
悟
由
申
重
以
河
村
珍
海
ニ
可
申
明
由
堅
申
付
也
前
代
未
聞
次
第
也

〉〔
お
日
］
一
今
暁
北
辻
子
糊
屋
へ
盗
人
入
也

盛
輪
院
法
楽
在

之

の

白
妙
に
梅
さ
く
あ
け
の
井
垣
か
な

み
と
り
も
ふ
か
き
老
松
の
春

廿
九
日
天
気
殊
勝
自
高
嶋
修
理
亮
方

中
沢
遣
之

其
身
」
被
痕
云
々

但
家
主
切
出

今
日
於

禅

予

禅

任

八
坂
事
被
申
之
御
陣
へ
御
巻
数
等

以

〉門
2
月
幻
日
］

一
楽
人
筑
前
申
有
施
主

千
疋
引
之
以
相
残
分

之
珍
重
々
々

両
三
度
可
備
御
供
云
々
の
幸
当
月
廿
五
日
御
神
楽
料

廿
五
日
一
度
可
備
御
供
之
由
申
間
随
其
意
由
返
答
在

〉〔お日一］
一
楽
人
筑
前
方
ヨ
リ
（
御
供
銭
）
五
貫
文
到
来

八
嶋
方
へ
御
供
分
下
行
之
」

此
内
五
百
文
即
楽
人
方
へ
下
行

サ
五
日
庭
（
響
）
火
料
難
為
口

（
百
）
疋
升
貫
文
御
神
楽
料

上
者
以
同
前
減
五
十
疋
分
下
行
之
預
執
沙
汰
也

今
日
大
舘
左
衛
門
佐
殿
独
吟
去
年
懐
需
相
国
寺
大
智
院
門
空

持
来
也
殊
作
州
吉
野
保
事
被
申
云
々
留
守
由
返
答
也

即
千
疋
下
行
之

白

U
二
百
韻

〉
廿
五
日
天
気
快
晴
今
日
参
詣
人
超
過
云
々
」
為
冥
加
今
朝

弥
陀
経
在
之
其
後
御
名
号
ヲ
頭
ニ
置
連
寄
百
韻
在
之

な

か

斗

ら

ぬ

よ

ハ

ひ

を

花

の

恨

哉

禅

予

む

へ

も

か

す

春

と

や

か

す

む

有

明

春

松

丸

ヒ
ヒ

竹
田
法
印
来
礼
殊
酒
口

一

牛
玉
円
五
百
粒
持
参
有
酒
也

今

夜

御

神

楽

在

之

子

細

者

去

年

両

季

未

進

然

楽

人

筑

前

有

施

主

御

供
三
ケ
度
可
参
云
々
の
代
物
十
五
貫
文
也
以
此
内
十
貫
文
去
年
未
進
分
」

御
神
楽
可
致
其
沙
汰
由
種
々
申
之
今
日
殊
天
神
御
忌
日
之
問
且
者
以
敬

神
領
掌
也
庭
火
料
毎
度
難
為
百
疋
三
千
疋
御
神
楽
料
既
十
貫
文
近
年
減
少

之
間
以
半
分
五
十
疋
分
下
行
也
為
後
証
注
之

以
門
弟
衆

阿

- 10ー

〉〔
お
日
〕
一
楽
人
筑
前
廿
五
日
御
供
参
施
主
方
へ
可
遣
状
由
申
之
名
字
今
橋
将
監
方
当

所
可
書
由
申
之
但
今
橋
何
者
共
不
知
之
間
相
尋
可
遣
由
申
付
也
殊
畠
山
右

衛
門
佐
殿
被
官
等
儀
者
今
時
節
酪
酌
歎

〉門m
U
日〕
一
会
所
留
守
坊
主
珍
海
神
前
松
木
品
川
本
伐
取
之
（
召
仕
会
所
造
営
）
間
種
々
一
札

明
之
処
不
能
是
非
結
句
尚
々
尋
子
細
召
寄
候
処
令
作
病
不
来
問

堅
申
付

召
寄
致
御
陣
注
進
依
御
左
右
可
処
罪
科
由
申
付
侯
処
細
河
殿
御
内
片
岡
方

折
節
居
合
会
所
来
当
坊
種
々
被
申
問
先
珍
海
事
者

返

会

所

臓

物

悉

注

之
弟
子
承
仕
随
増
預
置
者
也
重
依
注
進
左
右
罪
科
儀
可
申
付
者
也
為
後
証

注
之
」

朔
日

〉

三

月

大

天
気
（
朝
）
曇
以
後
快
晴

小
刀
一
持
参

門
兼
載
初
出
ナ
リ
〕

兼
載
来

奈
良
一
束

メ入
I 

日



州
神
領
悉
就
国
之
乱
無
足
候
難
然

被
申
候
者
可
成
其
心
得
候
折
需
事
者

以
千
疋
分
如
近
年
例
可
随
神
事
由

不
始
干
今
事
候
間
」
不
可
出
由
申
者
也

〉〔
ロ
日
］
一
公
方
様
御
祈
祷
於
北
野
社
御
通
夜

日

次

今
月
廿
五
日

十
二
月
二
日
五
日

当
月
末
此
外
難
得
候

同
御
千
句
日
次

今
月
廿
六
日

十
二
月
十
一
日

十
四
日

十
一
月
十
二
日

難
為
四
季
御
通
夜
有
其
沙
汰
各
社
家
無

力
叉
依
無
用
心
遅
々
所
詮
当
年
者
残
三

季
混
合
而
可
致
其
沙
汰
云
々

御
通
夜
坊
々
役
分

春

分

者

当

坊

夏

分

者

蓮

浄

房

秋

分

者

永

琳

院

冬

分

者

貞

福

院

但
為
門
弟
致
其
沙
汰
儀
先
規
也

在
通
〔
勘
解
由
小
路
］

〉
十
八
日
天
気
殊
勝
今
日
出
京
宗
祇
所
へ
罷
出
八
坂
御
千
句
事
談
合
之
処
今

度
参
陳
之
時
内
々
宗
匠
」
上
表
由
申
間
御
千
句
者
不
可
参
云
々
無
用
意
不

可
参
由
在
之
間
然
者
以
社
家
之
衆
可
致
其
沙
汰
由
内
々
談
合
也
波
々
泊
部

方
へ
樽
一
荷
肴
両
種
遣
之
留
守
也

十
九
日
初
雪
降
殊
大
雪
也
門
弟
佳
例
消
雪
在
之

一
折
張
行
発
句

雪
を
け
さ
神
や
御
こ
し
の
岡
の
松

梅
ハ
冬
よ
り
か
つ
に
ほ
ふ
ミ
っ
か
き

ヒ
ヒ

宰禅

予充
〔
寿
福
院
］

112 

〉
廿
五
日
天
気
快
晴
今
夜
神
事
関
怠
楽
人
筑
前
来
申
様
今
夜
神
事
千
疋
事
無

現
銭
者
不
可
参
惣
之
由
申
間
加
州
神
領
共
悉
年
貢
無
上
候
錐
然
此
神
事

料
者
以
何
神
領
可
申
付
候
」
先
今
夜
被
随
神
事
者
可
然
由
只
今
神
用
無
秘

計
候
雄
然
於
不
可
有
参
敷
者

可
為
随
意
侯
更
非
当
坊
私
曲
由
問
答
也

今
日
月
次
於
当
坊
在
之
頭
永
承
〔
十
地
院
］
禅
快
〔
貞
福
院
］
当
坊

両
三
人
也
発
句
者

嵐
ふ
く
松
ハ
冬
野
の
雪
ま
か
な

禅

予

〉
晦
日

自
南
御
所
様
松
寿
丸
万
へ
被
下
御
折

懐
需
奉
納
申
也

呑
由
御

天
気
殊
勝
昼
程
雪
少
降

返
事
申
云
々
」
御
戸
開
在
之

〉〔
ロ
月
］
三
日

満
院
］

天
気
殊
勝
当
月
廿
五
日
月
次
於
密
乗
院
在
之

禅
果
〔
密
乗
院
〕
禅
任
〔
盛
輪
院
］
也

頭
人

幸
祐

〔真

〉

六
日

〉

一
就
御
供
参

〉
十

一

日

天

気
曇

〉
十
三
日

雪
降

〉〈
資
料
お
〉

御
供
参
之
由
雄
在
之

依
為
俄
儀

自
今
日
備
進
云
々

天
気
快
晴

自
昨
日

楽
人
筑
前
来
礼
也

晩
雪
降

今
日

永
琳
院
－
一
有
法
楽

罷
出
也

河
内
社
法
楽
二
百
韻
沙
汰
之

- 9 -

今
日

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

ー
一

O
七
l
。

表
紙
ナ
シ
。
第
一
丁
「
正
月
大
」
ヨ
リ
。

〔
長
享
3
年
正
月
〕

廿

日

天

気

殊

勝

但

時

々

雪

少

降

今

日

連

菩

始

在

之

人

数

門

弟

衆

西

京

寿
命
院
観
音
寺
及
晩
景
」
臨
招
来
臨
今
日
会
所
四
国
連
菩
毎
年
在
之

云
々
承
仕
共
今
日
随
栄
入
句
仕
之
間
各
差
合
不
来
也

発

句

者

〔

入

句

ハ

入

公

ト

モ

。
宮
仕

一
一
成
ヲ
イ
ウ
U

神

垣

の

外

と

て

お

ら

ん

梅

も

な

し

禅

予

宮
も
る
こ
ゑ
の
し
け
き
う

く

ひ

す

春

松

丸

か
す
む
の
斗
月
ハ
あ
し
た
に
う
つ
り
き
て
聖
哲

脇
者
明
珠
院
代
也
執
筆
盛
輪
院
也
弥
五
郎
也

〉

御
供
楽
人

毎
日
五
人
下
行
之
処

大
略
三
人
参
愁
由
在
之
間

八
嶋
代
召
寄
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同

三

千

二

百

韻

同

五

千

百

韻

同
度
々
御
懐
需
千
五
百
韻

八
坂
御
千
句

同
御
夢
想
御
千
句

能
阿
奉
納
之
千
句

文

安

五

年

奉

納

入

百

韻

応
永
品
川
二
正
禅
能
法
印
奉
納
千
句

同

夢

想

千

句

以
上
一
合
入
分
此
分
也

人
夫
両
人
相
副
倉
本
進
上
申
者
也

今
日
内
陳
御
懐
晴
申
出
次
ニ
三
幅
之
御
尊
像
奉
拝
見
者
也
宗
次
第
也
為

公
方
御
寄
進
也
伊
勢
真
蓮
為
承
御
奉
納
之
由
云
々
為
後
証
注
之
（
箱
上
書

禅
融
筆
也
）
」

箱
上
書
禅
融
筆
也

天

神

御

筆

御

影

参

鋪

此
内
錦
袋
仁
入
者
亭
子
院
御
相
伝
御
刑
像
也
伊
勢
入
道
真
蓮
一
本
ニ
テ

於
彼
宿
請
取
之
可
奉
納

内
陳
之
由
被
仰
出
云
々

文

安

四

日

丁

卯

八

月

十

日

禅

融

ヒ

Lー

在
湘l

L一一

〉
十
一
日
雨
降
宗
祇
来
臨
越
後
よ
り
小
笠
原
濃
州
返
事
持

来

号

暁

春

庵

神

領

無
沙
汰
儀
守
護
方
ニ
可
物
語
由
被
申
祝
着
至
也
同
判
門
田
備
後
守
同
前

自
徳
岩
庵
三
郎
左
衛
門
方
へ
折
需
納
由
申
井
徳
岩
庵
へ
遣
折
需
同
懸
点

今
日
来
也
の
三
郎
左
衛
門
方
方
へ
拾
貫
文
請
取
遣
之
四
貫
文
折
紙
銭
に
引
之

残
六
貫
文
可
来
也

請
取
申
摂
州
芦
屋
庄
神
用
事

合
拾
（
五
）
貫
文
者

右
且
所
請
取
之
状
如
件

（
重
五
貫
文
請
取
ニ
取
替
也

折
需
銭
納
也
同
宗
祐
方

へ
も
百
疋
納
也
）

禅

予

判

長
享
二
年
十
月
十
一
日

薬
師
寺
三
郎
左
衛
門
殿

Lー

使
畑
与
三
也
自
小
畠
方

今
日
吉
井
者
下
云
々

自
御
陳
一
番
－
一
進
上
仕
御
懐
需
二
合
今
日
成
刻
到
来
今
度
進
上
之
御
一
万

句
共
者
無
御
用
侯
当
御
代
御
奉
納
之
御
懐
需
可
進
上
由
被
仰
出
候
由
申
来
也

十
日
注
進
之
中
間
孫
衛
門
下
人
不
見
由
申
者
也
希
代
之
事
也
於
路
次
禅

椿
方
ヨ
リ
召
取
者
欺
之
由
推
量
也

十

二

日

天
気

殊

勝

今

朝

当

御

代
御
懐
需
二
百
韻
進
上
申
也

院
目
安
写
来
也
」

禅
椿
時
懐
岳
来
也

長
沢
罷
上

宝
成

〉
今
日
〔
U
日
］
御
陳
へ
進
上
仕
候
御
一
万
句
七
合
被
返
下
也
残
一
合
者
明
徳
年
中
候
也

此
一
合
計
懸
御
目
云
々

重
可
被
渡
下
由
松
丹
州
被
申
上
也
社
家
繁
栄
之
洪

基
珍
重
々

々
次
進
上
当
年
御
懐
需
二
百
韻

同
返
下
也

又
御
懐
需
百
韻
御
奉

納
在
之
二
階
堂
承
也
即
御
返
事
申
入
皐
」

〉
十
五
日

雨
降
（
但
自
午
刻
天
気
晴
也
）
御
陣
へ
御
懐
需
御
奉
納
之
御
返
事
申
入
也

-8-

被
仰
下
候
御
懐
情
百
韻

預
御
披
露
候

恐
々
謹
言

十
月
十
五
日

二
階
堂
前
山
城
守
殿

則
令
奉
納

弥
可
奉
致
御
祈
祷
之
精
誠
候

此
旨
宜

禅

予

[__ 

〉〔
M
日］
一
明
徳
二
年
二
月
十
一
日
御
一
万
句
箱
今
朝
倉
本
持
上
洛
也
自
社
家
奉
行
方

今
ハ
依
御
取
乱
凡
被
上
覧
候
春
重
可
有
御
上
覧
由
云
々
就
其
長
秀
此
一

万
句
第
三
迄
可
写
遺
由
所
望
也
追
而
可
遣
也

〉
廿
五
日
天
気
曇
自
成
刻
雨
降
今
日
月
次

於
永
琳
院
沙
汰
之
晩
景
叉
酒
在
之

頭
人
勝
蔵
坊

青
松
院

大
夫
殿
也
」

〉〔
日
月
］
九
日
天
気
快
晴
楽
人
筑
前
来
申
様
来
廿
五
日
御
神
楽
銭

以

千
疋
分

（
難
）
随
神
事
候
由
以
前
も
申
入
候
但
給
折
紙
衆
中
へ
可
申
由
申
候
間
加



坊
出
也
先
規
者
加
州
福
田
庄
之
内
一
度
分
参
千
疋
也
六
月
九
日
又
在
之
以

上
六
拾
貫
文
也
監
然
一
乱
中
依
為
神
領
有
名
無
実
近
年
如
此
也
愛
楽
人

筑
前
守
来
拾
貫
文
分
不
可
参
敷
之
由
雄
申
之
近
年
令
参
敷
上
者
今
以
拾
貫

文
分
不
可
敷
由
言
語
道
断
也
参
不
参
可
為
随
意
由
返
答
之
処
参
敷
仕
者
也

為
後
証
注
之
の
請
取
案
文

請
取
申

御
料
足
之
事

合
拾
壱
貫
文
者
（
但
此
内
百
疋
者
庭
火
分
也
）

右
為
北
野
社
御
下
行
内
所
請
取
申
如
件

長
享
元
年
霜
月
廿
五
日
（
山
井
筑
前
守
）
景

兼

単j

〉

（
注
）
追
補
持
。
へ

l
ジ
。
コ
ノ
ア
ト
〈
長
享
2
年
正
月
J
6
月
〉
分
ハ
抄
付
ノ

〈
資
料
1
〉
参
照
。
ナ
ォ
、
〈
長
享
2
年
7
月
J
9
月
〉
分
ハ
未
見
。

〈
資
料
招
〉

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
O
九
｜
。
標
題
ハ

『
引
付
長
享
口
十
月
（
十
一
月
十
二
月
）
』

〔
長
享
2
年
M
月〕

七

日

天

気

曇

タ

雨

降

徳

岩

庵

今

朝

来

臨

食

在

之

自

社

家

奉

行

社

家

御

奉

納
御
懐
需
不
謂
公
私
御
奉
納
悉
可
致
進
上
之
由
被
仰
出
候
白
書
状
在
之

内
陳
奉
納
之
御
懐
需
者
令
潔
斉
以
内
陳
参

重
可
致
進
上
候
先
当
坊

一一所

ヵ

持
仕
候
懐
需
少
々
分
只
今
口
上
申
候
由
申
者
也

進
上
御
懐
昏
目
録

八
坂
御
千
句
八
千
九
百
韻

毎
月
御
会
御
懐
需
円

υ

口
口
山
城
守
夢
想
十
万
句
六
褒
此
外
三
千
句
」

口
発
句
十
巻
此
内
序
一
巻
在
之

以
上

松
梅
院

禅

予
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明
後
日
九
日

自
密
乗
院
来

内
陳
御
懐
需
可
致
進
上
由
返
答
云
々

百
韻
九
百
韻
者
盛
輪
院
ニ
在
之

八
坂
御
千
句

八
千
句

今
朝
そ
見
る
つ
も
る
一
夜
の
松
の
雪

御
懐
需
禅
予
時
之
寛
正
六
年
之
也

〉
九
日
天
気
快
晴

様
猪
子
の
円

注
文
書
状
如
此

珍
重
々
々
」

今
日
御
陣
へ
御
懐
需
進
上
申
者
也

U
申
出
自
堀
河
御
局
被
申
下
者
也

当
社
内
陳
御
奉
納
御
懐
需
等
任
被
仰
出
候
旨

目
録
欺
可
然
様
可
預
御
披
露
候
恐
々

十
月
九
日

松
田
丹
後
守
殿

当
社
内
陳
御
代
々
御
奉
納
候
御
懐
需
八
合
此
内
七
合
者
御
一
万
句

合
者
毎
月
御
月
次
御
懐
需
其
外
公
私
奉
納
之
懐
需
等
任
被
仰
出
候

上
候
此
旨
宜
預
御
披
露
候
恐
々
謹
吾
一己

十
月
九
日

松
田
丹
後
殿

八
合
御
懐
帯
目
録

御
一
万
句
事

明
徳
二
年
二
月
（
十
一
）
日

永
享
五
年
二
月
十
一
日

〔
桂
宮
本
参
照
〕

同

七

年

二

月

日

同

八

年

二

月

日

同

十

年

二

月

日

同

十

一

年

二

月

日

同

十

二

年

二

月

日

嘉

吉

元

二

月

日

以
上
御
一
万
句

東
山
殿

只
今
只
今
致
進
上
候

円

L」

凶
平
4
4
1
 

予

致井
進一

禅

予

-7-

廿
ケ
所
一
日
御
懐
需

廿
ケ
所
一
日
御
懐
需

廿
嚢

十
八
褒

此
内
二
嚢
分
紛
失

十
裏

三

ケ

日

御

懐

需

三

ケ

日

同

三

ケ

日

同

三

ケ

日

同

三

ケ

日

同

三

ケ

日

同

（

是

者

禅

融

奉

行

之

時

）

内
陳
一
一
御
座
分
此
分
也
此
内
一
合
相
残
申
者
也

Lー

此
外
一
合
進
上
内
目
録

永
享
二
御
月
次
懐
需
千
二
百
韻
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東
教
大
一

O
八

抄

付

資

料

3

東
教
大
一
一

O

東

教

大

二

一

東
教
大
一
一
一
一

東
教
大
一
一
六

東
教
一
一
一
二
ノ
一

東
教
一
一
一
二
ノ
二

東
教
大
一
一
五

東
教
大
一
一
七

東
教
大
一
一
四

東
教
大
一
一
八

東
教
大
一
一
九

未
見
〈
延
徳
3
年

ロ

月

〉

東
教
大
一
二

O

未
見
〈
延
徳
4
年
2
月
J
3
月
〉

訂
〈
延
徳
4
年
4
月
J
5
月

〉

東

教

大

三

二

同
日
〈
延
徳
4
年
6
月
1
7
月

〉

東

教

大

一

一

二

一

〔
7
月
改
元
］
〈
明
応
元
年
8
月
J
9
月

〉

抄

伺

資

料

M

羽
〈
明
応
元
年
叩
月
J
U
月

〉

東

教

大

二

ご

二

日
八
明
応
2
年
正
月
J
2
月

〉

東

教

大

二

一

四

日
八
明
応
2
年
3
月
J
潤
4
V

東
教
大
二
一
五

未
見
〈
明
応
2
年
5
月
J
6
月
〉

東
教
次
二
一
七

東
教
大
二
一
八

未
見
〈
明
応
2
年

ロ

月

〉

東
教
大
二
一
九

M
〈
長
享
3
年
7
月
J
8
月
〉

〔
8
月
改
元
］
〈
延
徳
元
年
9
月
l
m月
〉

お
〈
延
徳
元
年
日
月
J
U
月
〉

お
〈
延
徳
2
年
正
月

V

U
〈
延
徳
2
年
2
月
J
4
月
〉

お
〈
延
徳
2
年
5
月

1
8月
〉

鈎
〈
延
徳
2
年
9
月
！
日
月
〉

必
八
延
徳
2
年
日
月
J
U
月
V

4
〈
延
徳
3
年

正

月

〉

必
〈
延
徳
3
年
2
月
J
4
月
〉

必
〈
延
徳
3
年
5
月
J
6
月
V

U
〈
延
徳
3
年
7
月
J
8
月
〉

伍
〈
延
徳
3
年
9
月
1
日
月
〉

日
叩
〈
延
徳
4
年
正
月

〉

臼
〈
明
応
2
年
7
月

1
8月

v

m八
明
応
2
年
9
月
1
日
月
〉

日
〈
明
応
3
年
正
月
M
日
迄
〉

〈
資
料
担
〉

東
京
教
育
大
学
所
蔵
。

l
一
O
六
｜
。
標
題
ハ

『
社
家
記
録
長
享
元
十
一
月
日
（
十
二
月
）
禅
予
』

一
長
享
元
年
九
月
廿
九
日

（
奉
書
）

御
師
職
事

早

出

帯
証
文
可
被
申
子
細
之
由
被
仰
出
候
也

（
長
享
元
）
九
月
廿
九
日 就

御
師
職
事
奉
書

の
執
達
如
件

松
梅
院

（
飯
尾
加
賀
守
）
情

（
松
田
丹
後
守
）
長

同

秀房

在
判

如
此
奉
書
到
来
即
坂
本
御
陣
所
二
宮
彼
岸
所
江
参
上
社
家
衆
密
乗
院
禅

果
宝
成
院
明
順
妙
蔵
院
祐
繁
同
参
陣
也
侃
各
証
文
出
帯
申
者
也
」

委
禅
予
支
証
事
両
奉
行
飯
尾
賀
州
松
田
丹
後
守
被
申
間
如
此
申
者
也

就
当
社
御
師
職
事
帯
証
文
可
申
上
之
由
被
仰
出
候
何
某
禅
予
事
自
禅
陽

法
印
代
々
相
続
之
段
勿
論
候
殊
去
寛
正
年
中
御
師
職
被
仰
付
候
旨
一
社

カ

存
知
仕
候
就
中
証
文
事
者
禅
椿
所
持
仕
候
間
不
能
出
帯
事
候

次
第
如
此
候
以
此
旨
可
然
様
可
預
御
披
露
候

（
長
享
）
九
月
晦
日

飯
尾
加
賀
守
殿

私
代
々
之

禅

予

Lー

-6-

系

図

次

第

等
持
院
殿
御
代

禅
陽
法
印
li
l－
－
禅
厳
法
印
1
11

1
禅
尋
法
眼
｜
｜
｜
禅
融
法
印
僧
正

禅
予

寛
正
之
比
為
御
師
職

御
誕
生
之
靭

禅
親

禅
椿

l中
阿山
賀殿
丸実
ヒ母

父

如
此
言
上
之
処
禅
陽
法
印
子
孫
明
鏡
之
上
者
如
元
御
師
職
被
仰
付
由
被

仰

出

候

也

仰

御

判

同

御

奉

書

案

文

〔

下

略

］

」

〉

長
享
元
十
一
月
廿
五
日
御
神
楽
在
之
下
行
拾
壱
貫
文
請
取
在
之
此
内
壱

貫
文
者
御
庭
火
料
也
此
沙
汰
者
公
文
承
仕
成
栄
令
沙
汰
也
但
下
行
者
自
当



松

梅

禅

予

院

日

記

抄

〈
昭
和
必
年
9
月
刊
日
受
理
〉

ー

l
北
野
社
古
記
録
（
文
学
・
芸
能
記
事
）
抄
伸
｜
｜
a

棚

町

知

5伝

何
M
内（げ。吋円）門

ω
叫
吋
。
日
汁

7σ

ロ
E
吋－

σω
。
向
門
『

σ
同u
H．
｛

σω
門
ω
。
同
門

7σ
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本
稿
は
「
北
野
社
古
記
録
（
文
学
・
芸
能
記
事
）
抄
」
の
第
五
編
と
し
て
、
東
京
教
育
大

学
日
本
史
研
究
室
所
蔵
の
松
梅
院
禅
予
の
日
記
二
十
四
冊
よ
り
編
集
し
た
。
目
次
に
見
る
ご

と
く
、
前
稿
に
発
表
し
た
北
野
天
満
宮
所
蔵
の
五
冊
と
あ
わ
せ
る
と
き
、
ほ
ぼ
そ
の
（
再
任
）

全
在
職
期
間
を
通
す
の
で
、
「
松
梅
院
禅
予
日
記
抄
」
と
題
し
た
。

別
稿
「
北
野
社
家
の
連
歌
生
活
｜
｜
い
わ
ゆ
る
八
北
野
の
連
歌
師

V
に
つ
い
て
｜
｜
」
の

資
料
篇
に
あ
て
る
意
図
の
も
と
に
編
集
し
、
か
つ
ま
た
、
同
社
古
記
録
の
芸
能
史
的
研
究
の

資
料
集
を
も
兼
ね
て
い
る
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
前
稿
に
同
じ
。
な
お
、
同
と
し
た
の
は
、
松

梅
院
禅
興
の
日
記
〈
弘
治
2
年
・
同
3
年
〉
（
東
京
教
育
大
学
所
蔵
）
を
同
と
し
て
、
『
近
世

文
芸
資
料
と
考
証
』
第
七
号
に
印
刷
中
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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抄
録
さ
れ
た
日
記
の
資
料
と
し
て
の
効
用
に
は
、
筆
者
自
身
が
す
で
に
限
界
を
感
じ
て
い

る
。
や
与
詳
し
い
｜
｜
そ
れ
に
し
て
は
煩
雑
な
｜
｜
索
引
と
考
え
て
い
る
。
前
稿
の
翻
字
誤

り
に
今
囲
気
付
い
た
例
も
多
い
こ
と
と
て
、
本
稿
の
誤
り
も
ま
た
多
き
を
憂
え
る
。
次
号
に

は
、
宗
養
・
紹
巴
時
代
の
禅
昌
の
部
分
を
編
集
し
、
そ
の
あ
と
で
全
面
的
な
補
訂
を
期
し
た

い
と
思
う
。
本
資
料
を
利
用
さ
れ
る
か
た
よ
り
御
叱
正
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

↓
。
目
。
u

－m

↓υロ
mBM凶の『

本
引
付
の
筆
者
、
禅
予
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
紹
介
資
料
の
冒
頭
に
最
小
限
を
掲
出
し
た

の
で
す
べ
て
別
稿
に
譲
る
。
松
梅
院
歴
代
の
中
で
、
彼
と
前
記
禅
昌
と
が
、
い
ち
ば
ん
筆
ま

め
で
あ
る
よ
う
だ
。
禅
予
の
殺
さ
れ
る
当
日
、
明
応
三
年
正
月
十
四
日
ま
で
誌
さ
れ
た
最
後

の
一
冊
を
読
ん
だ
と
き
に
は
、
執
念
を
感
じ
た
。
も
う
四
五
年
生
き
て
い
た
ら
ば
、

学
界
は

新
撰
蒐
玖
波
集
成
立
の
一
側
面
を
、
も
っ
と
詳
か
に
し
得
た
か
も
し
れ
な
い
。

本
資
料
の
調
査

・
紹
介
を
許
さ
れ
た
東
京
教
育
大
学
日
本
史
研
究
室
、
終
始
お
世
話
に
な

っ
た
尾
形
的
・
高
田
実
両
先
生
、
ま
た
国
文
研
究
室
の
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
本
稿
は
昭
和
必
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
0

）

目

次

本

稿

所

収

分

分

既

発

表

備

考

担
〈
長
享
元
年
日
月
J
U
月

〉

東

教

大

一

O
六

〈
長
享
2
年
正
月
J
6
月

〉

抄

付

資

料

1

未
見
〈
長
享
2
年
7
月
J
9
月
〉

東
教
大
一

O
九

東
教
大
一

O
七

抄

付

資

料

2

ロ
〈
長
享
2
年
日
月
J
U
月
〉

お
〈
長
享
3
年
正
月
J
3
月
〉
〈
長
享
3
年
4
月
J
6
月
〉

- 5ー
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四
年
に
至
る
と
、
叛
乱
を
起
し
た
鹿
月
の
地
は
、
前
述
し
た
如
く
、
金
満
・

沙
陀
二
州
に
分
轄

さ
れ
、
鹿
月
部
落
と
沙
陀
部
落
は
各
々
都
督
に
よ
っ
て
領
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
資
治
通
鑑
考
異
巻
一
四
・
唐
紀

・
玄
宗

・
天
宝
十
四
載
十
二
月
条
の
「
菩
釘
翰
将

兵
八
万
号
二
十
万
。
軍
子
撞
関
o
」
の
項
に
、

様
山
事
法
云
。
翰
儒
副
元
帥
。
領
河
陣
諸
蕃
部
落
。
奴
刺
・
韻
峡

・
朱
邪

・
契
芯
・
葎

・

蹄
林
・
実

・
結
，
沙
陀

・
蓬
子

・
昆
密
・
吐
谷
葎
・
思
結
等
十
三
部
落
。
督
蕃
漢
兵
二

十
一
万
八
千
人
。
鎮
子
撞
関
。
云
云
。

と
み
え
る
如
く
、
沙
陀
部
落
は
元
来
、
島
月
朱
邪
部
落
と
は
別
途
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
で
は
、

書
伝
に
お
い
て
沙
陀
部
族
が
虞
月
朱
邪
部
と
同
一
部
族
の
如
く
記
述
さ
れ
て
い

る
の
は
何
故
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
新
唐
書
巻
二
一
八

・
沙
陀
伝
に
、

龍
朔
初
。
以
庭
月
酋
沙
陀
金
山
。
従
武
衛
将
軍
辞
仁
貴
討
鉄
勤
。
授
墨
離
軍
討
撃
使
。

と
み
え
、
沙
陀
金
山
な
る
も
の
が
鹿
月
の
酋
長
と
し
て
登
場
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
沙
陀
部
落
の
酋
長
沙
陀
金
山
が
、
阿
史
那
賀
魯
と
相
結
ん
だ
皐
月
朱
邪
孤
注

の
処
刑
後
の
金
満
州
都
督
府
に
領
さ
れ
た
昆
月
朱
邪
部
落
を
、
そ
の
後
間
も
な
く
併
合
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
掲
記
事
に
つ
づ
い
て
、

（
沙
陀
金
山
）
長
安
二
年
。
進
儒
金
満
州
都
督
。
累
封
張
披
郡
公
。

と
み
え
、
金
満
州
都
督
と
な
っ
た
と
あ
り
、
ま
た
、
資
治
通
鑑
巻
二
一

0
・
唐
紀
a

玄
宗

・

先
天
元
年
冬
十
月
辛
酉
の
条
に
、

沙
陀
金
山
遣
使
入
貢
。
沙
陀
者
鹿
月
之
別
種
也
。
姓
朱
邪
氏
。

と
み
え
、
沙
陀
金
山
と
名
乗
り
つ
つ
、
姓
を
朱
邪
と
す
る
は
、
そ
の
証
例
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
次
に
究
明
さ
る
べ
き
は
、
こ
う
し
た
鹿
月
朱
邪
部
落
を
も
統
轄
す
る
都
督
の
勢
力

を
沙
陀
部
の
沙
陀
金
山
は
い
か
に
し
て
獲
得
し
得
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
解

く
一

つ
の
鍵
と
し
て
、
沙
陀
部
内
の
西
域
の
胡
人
の
存
在
を
指
摘
し
て
み
た
い
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
沙
陀
・
金
満
両
州
都
督
府
は
北
庭
の
地
に
あ
っ
た
。
北
庭
は
地
形
的
に
タ
リ
ム
盆

地
と
漠
北
と
を
界
別
す
る
要
衝
に
当
り
、
し
か
も
遊
牧
に
は
頗
る
適
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に

も
増
し
て
、
こ
の
地
を
中
心
と
し
て
唐
代
は
盛
ん
に
貿
易
が
営
ま
れ
、
北
方
遊
牧
民
の
家
畜

類
と
城
郭
諸
国
の
絹
、
そ
の
他
の
物
資
と
の
交
易
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
回
花
や
吐

蕃
が
北
庭
の
奪
取
に
狂
奔
し
た
こ
と
は
史
上
仁
も
著
名
な
所
で
あ
る
。
所
で
、
こ
の
貿
易
に

活
躍
し
た
の
が
西
域
の
胡
人
で
、
彼
等
は
当
時
の
団
結
社
会
に
喰
入
っ
て
大
い
に
活
躍

L
て

い
た
か
ら
、
沙
陀
部
内
に
来
住
し
て
い
た
彼
等
の
経
済
的
活
動
も
想
像
に
難
く
な
い
所
で
あ

る
。
そ
し
て
沙
陀
金
山
の
時
代
は
、
そ
の
活
躍
を
唐
朝
と
の
朝
貢
貿
易
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
い
ま
、
沙
陀
金

ω時
代
の
入
朝
事
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
表
の
如
く
な
る
。

年

資冊資
治府治
通元通
鑑亀鑑
巻巻巻
二九 二
一七一
｜一一 O

Eコ
マラー

暦

l封

典

コ」
－一一一ロ

事ー

西

先

天

元

年

先

天

二

年

開

元

二

年

沙
陀
金
山
遣
使
入
貢

慮
月
遣
使
朝
貢

沙
陀
金
山
入
朝

九
一
一

九

一一一

九

一
四

こ
の
他
に
も
年
号
の
不
明
の
も
の
が
二
例
ほ
ど
検
索
し
得
る
が
、
或
い
は
同
内
容
の
記
述
か

と
も
思
わ
れ
る
た
め
乙
こ
に
は
省
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
沙
陀
金
山
の
唐
朝
へ
の
朝
貢

が
盛
ん
で
あ
っ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
沙
陀
部
族
の
活
躍
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、

沙
陀
金
山
は
金
満
州
都
督
の
地
位
と
と
も
に
張
披
郡
公
に
累
封
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
前
掲
史
料
参
照
）
張
披
と
は
、
漢
代
よ
り
中
国
と
西
域
闘
の
交
通
幹
線
の
要
衝
で
、
こ
の

地
の
郡
公
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
が
沙
陀
部
の
発
展
の
一
段
階
で
あ
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
沙
陀
部
族
成
立
の
準
備
過
程
と
し
て
の
沙
陀
積
へ
居
住
す
る
雑
多
な
種
族
の

統
合
は
、
高
宗
の
永
徽
四
年
、
沙
陀
州
設
置
時
期
に
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
が
虞
月
朱
邪
部

を
そ
の
中
に
併
合
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
沙
陀
金
山
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
と
同

時
に
、
不
麗
奔
放
の
自
主
的
活
動
を
も
っ
勢
力
と
し
て
の
沙
陀
部
族
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
北
庭
に
お
け
る
沙
陀
部
族
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
稿
を
な
さ
ね
ば
な
ら

p
k

、
。

＋
ん
し

-4-

註

①
拙
稿

「唐
代
の
代
北
の
李
氏
に
つ
い
て
」
（
有
明
工
業
高
専
紀
要
第
7
号
）
参
照
。

②
旧
五
代
史
巻
二
五
＠
武
皇
紀
上
に

「
分
間
羅

・
僕
骨
之
人
。
置
沙
陀
都
督
府
」
と
あ

る
記
述
は
、
欧
陽
修
に
そ
の
誤
り
を
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
沙
陀
都
督
府
設

置
の
際
の
事
情
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

③
庭
月
と
朱
邪
と
の
語
源
関
係
に
つ
い
て
は
、
耶
律
鋳
の
讐
渓
酔
隠
集
巻
二

・
涼
邪
山

の
詩
に
対
す
る
李
文
聞
の
婆
仁
「
涼
邪
後
転
為
朱
邪
。
又
声
転
為
虚
月
」
と
あ
る
の

や
、
旧
五
代
史
巻
二
大

・
武
皇
紀
下
の
註
に
五
代
史
補
が
掲
げ
て
あ
り
一
。
太
祖
武
皇

木
朱
邪
赤
心
之
後
。
沙
陀
部
人
也
。
其
先
生
子
附
刷
業
中
。
酉
長
以
其
典
生
。
諸
族
伝

養
之
。
遂
諸
爺
為
氏
。
言
非

一
矢
所
養
也
。
其
後
言
説
。
以
諸
為
朱
以
爺
為
邪
」
と

す
る
の
も
あ
る
。
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と
あ
り
、
高
宗
の
永
徽
初
の
阿
史
那
賀
魯
謀
反
の
と
き
に
、
虚
月
の
朱
邪
孤
注
が
こ
れ
と
相

結
ん
だ
の
に
対
し
、射
牌
侠
斤
の
沙
陀
那
速
は
従
わ
な
か
っ
た
と
み
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

射
牌
侠
斤
沙
陀
那
速
と
あ
る
射
牌
侠
斤
に
つ
い
て
は
、
ヰ
仲
勉
氏
が
「
西
突
欧
史
料
編
年
補

閥
」
（
西
突
阪
史
料
補
閥
及
考
詮
所
収
）
中
に
、
冊
府
元
亀
巻
三
六
六

・
将
帥
部

・
機
略
・

路
弘
義
の
項
に
、
阿
史
那
賀
魯
討
伐
の
方
策
を
上
言
し
た
記
事
を
掲
げ
、
そ
の
一
節
に
、

望
請
於
射
牌
部
落
及
鹿
月

・
庭
密

・
契
芯
等
兵
六
千
人
。
各
賢
三
十
日
糧
。
往
掩
襲
。

と
み
え
る
も
の
を
、

按
賀
魯
所
統
儒
失
畢
五
姓
及
虞
月
・
慮
密
等
衆
。
但
賞
其
叛
市
西
走
。
諸
部
並
非
皆
従
。

失
畢
亦
翻
失
卑
。
準
此
以
推
。
射
牌
蓋
失
畢
之
異
訳
。
故
弘
義
請
於
其
部
発
兵
也
。
五

失
畢
之
長
鋳
侠
斤
。
新
沙
陀
伝
言
射
牌
侠
斤
。
叉
射
牌
即
失
畢
之
芳
詮
。

と
論
証
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
唐
書
巻

一
O
四
・
寄
箭
翰
伝
に
よ
れ
ば
、

蕃
人
多
以
部
落
稀
姓
。
故
儀
氏。

と
あ
り
、
当
時
の
蕃
人
の
姓
は
部
落
名
を
示
す
の
が
通
例
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
鹿
月
の

朱
邪
孤
注
は
、
鹿
月
部
の
朱
邪
部
落
の
酋
長
で
あ
り
、
射
牌
侠
斤
の
沙
陀
那
速
は
、
射
牌
部

（
失
畢
）
の
沙
陀
部
落
の
酋
長
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
射
牌
部
が
慮
月
種
と
同
一
に

論
ぜ
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
唐
会
要
巻
九
四

・
西
突
阪
の
項
に
、

貞
観
十
二
年
十
二
月
。
西
突
阪
分
儒
十
部
。
毎
部
酋
長
各
賜
一
箭
。
謂
之
十
箭
。
叉
分

左
右
府
。
左
府
号
五
拙
禄
部
。
置
五
大
襲
。
右
府
号
五
琴
失
畢
部
。
置
五
大
侯
斤
。
通

謂
之
十
姓
部
落
。

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
従
っ
て
、
射
牌
侠
斤
の
沙
陀
那
速
と
は
、
沙
陀
地

方
出
身
の
那
速
が
射
牌
侯
斤
の
地
位
に
あ
っ
た
と
い
う
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

い
ず
れ
に
し
て
も
鹿
月
の
朱
邪
部
落
に
対
し
て
、
沙
陀
の
姓
を
持
つ
集
団
が
、
鹿
月
種
の
地

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
沙
陀
部
族
の
実
態
を
究
明
す
る
こ
と

が
、
西
域
の
胡
人
と
鹿
月
部
と
の
か
か
わ
り
あ
い
を
解
く
鍵
と
な
ろ
う
。

さ
て
、
沙
陀
の
名
の
由
来
は
、
先
述
し
た
如
く
、
そ
の
居
住
地
の
沙
陀
積
か
ら
起
っ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ば
地
域
的
な
呼
称
と
も
い
え
る
。
新
唐
書
巻
二
一
八

・
沙
陀
伝
に
、

明
年
（
永
徽
四
年
）
、
廃
培
池
都
督
府
。
即
鹿
月
地
置
金
満

・
沙
陀
二
州
。
皆
領
都
督
。

と
み
え
、
永
徽
四
年
、
慮
月
の
地
に
金
満

・
沙
陀
二
州
が
設
け
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
二
州

の
都
督
府
の
府
治
に
つ
い
て
は
、
伊
瀬
仙
太
郎
氏
は

「
西
域
経
営
史
の
研
究
」
中
に
、
金
満

州
都
督
府
が
輪
台
都
督
府
の
東
、
北
庭
都
護
府
の
西
に
位
置
し
、
沙
陀
州
都
督
府
は
金
満
州

都
督
府
に
近
接
し
て
お
り
、
チ
ヤ
ヴ
ア
ン
ス
氏
の
バ
ル
ク
ル
湖
の
東
に
比
定
さ
れ
て
い
る
の

は
余
り
に
東
に
偏
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
金
満
州
都

督
府
が
管
轄
し
た
部
族
は
、
同
書
巻
四
三
下

・
地
理
志
・罵
腰
州
・金
満
州
都
督
府
の
註
に
、

永
徽
五
年
。
以
慮
月
部
落
置
儒
州
。
隷
輪
台
。

と
み
え
、
皐
月
部
落
を
も
っ
て
し
た
と
あ
る
か
ら
、
沙
陀
都
督
府
は
皐
月
部
落
以
外
の
部
族

を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
「
沙
陀
者
昆
月
之
別
種
也
」
（
資

治
通
鑑
巻
二
一

O
）
と
い
う
庭
月
部
落
と
は
か
か
わ
り
を
も
ち
つ
つ
も
、
別
種
と
し
て
区
別

さ
る
べ
き
性
格
が
あ
り
、
沙
陀
積
に
流
移
し
て
い
た
多
く
の
西
域
の
胡
人
を
も
地
域
的
に
包
②
 

括
す
る
雑
種
の
混
合
部
族
と
し
て
存
在
し
た
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
新
唐
書
・沙
陀
伝
の
鹿
月
説
を
も
否
定
し
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
い
。

次
に
そ
の
点
の
愚
見
を
開
陳
し
て
み
た
い
。

沙
陀
部
族
と
虞
月
朱
邪
部

沙
陀
部
族
と
虚
月
種
と
の
か
か
わ
り
あ
い
が
特
に
論
ぜ
ら
れ
る
も
の
は
、
資
治
通
鑑
巻
二

七
二

・
後
唐
紀

・
荘
宗

・
同
光
元
年
春
二
月
条
の
晋
王
克
用
の
胡
註
に
、

其
先
本
号
朱
邪
。
出
於
西
突
阪
慮
月
別
部
。
居
沙
陀
積
。
自
号
沙
陀
。
而
以
朱
邪
儒
姓
。

と
あ
り
、
ま
た
、
五
代
史
記
巻
四

・
後
唐
荘
宗
本
紀
に
同
内
容
の
記
事
を
か
か
げ
、

前
略
。
朱
邪
者
虚
月
別
部
之
号
耳
。

と
あ
る
如
く
、
虚
月
別
部
の
朱
邪
部
落
の
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
朱
邪
部
落
は
、
文
献

に
お
い
て
し
ば
し
ば
虚
月
朱
邪
部
落
と
連
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
年
仲
勉

氏
は
「
慮
月
慮
密
所
在
部
地
考
」
（
前
掲
書
所
収
）
中
に
お
い
て
「
耕
一陣
之
文
、
但
取
華
美
、

③
 

量
復
有
他
意
哉
」
と
論
ぜ
ら
れ
い
る
。

所
で
、
文
献
に
お
け
る
朱
邪
部
落
の
初
見
は
、
新
唐
書
巻
二
一
八

・
沙
陀
伝
に
、

（
貞
観
二
十
二
年
四
月
）
賀
魯
来
降
。
中
略
。
鹿
月
朱
邪
閥
侯
斤
阿
厭
亦
請
内
属。

と
あ
り
、
太
宗
の
貞
観
二
十
二
平
四
月
、
鹿
月
朱
邪
の
閥
侠
斤
阿
闘
が
部
族
を
率
い
て
唐
朝

に
内
属
を
請
う
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
前
節
で
論
じ
た
高
宗
の
永
徽
二
年
十
二
月
、
西
突
厭
の
阿
史
那
賀
魯
の
謀
反

に
加
担
し
た
鹿
月
朱
邪
孤
注
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
謀
反
は
、
資
治
通
鑑
巻
一
九
九
・唐
紀
・

高
宗

・
永
徽
三
年
春
正
月
発
亥
の
条
に
、

弓
月
道
総
管
梁
建
方

・
契
芯
何
力
等
。
大
破
慮
月
朱
邪
孤
注
於
牢
山
。
（
於
陣
生
檎
。

斬
之
。
）

と
あ
る
如
く
、
翌
三
年
に
は
鎮
圧
さ
れ
て
朱
邪
孤
注
は
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
翌
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田山内ノ。本
稿
は
、
ま
ず
沙
陀
部
族
の
成
立
の
実
態
を
探
究
す
べ
く
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
。

沙
陀
部
族
の
前
身
と
属
種

唐
代
の
正
史
で
あ
る
新
旧
両
唐
書
を
み
る
と
、
そ
の
中
に
沙
陀
部
族
に
関
す
る
書
伝
を
集

録
し
て
い
る
の
は
、
新
唐
書
の
み
で
あ
っ
て
旧
唐
書
に
は
み
え
な
い
。
そ
れ
は
新
唐
書
を
勅

命
に
よ
っ
て
編
集
し
た
北
宋
の
人
、
欧
陽
修
が
こ
の
部
族
に
特
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
名
著
五
代
史
記
の
中
に
お
い
て
、
後
唐
王
朝
の
縁
起
を

論
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
所
で
、
新
唐
書
一
・
沙
陀
伝
を
通
観
す
る
に
、
唐
朝
帰

属
後
の
記
事
に
つ
い
て
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
帰
属
以
前
に
つ
い
て
は
、
記

述
極
め
て
乏
し
く
、
特
に
部
族
の
前
身
と
そ
の
属
種
を
知
る
の
は
、
前
掲
の
記
事
の
他
に
は

検
索
し
得
な
い
。
こ
の
外
に
も
、
旧
唐
書

・
旧
五
代
史

・
冊
府
元
亀
等
に
関
連
せ
る
記
述
が

な
い
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
所
伝
に
は
大
き
な
疑
問
を
含
ん
で
い
て
、
そ
の
ま
斗
活
用
し

難
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
旧
五
代
史
巻
二
五
・
武
皇
紀
上
に
、

太
租
武
皇
帝
。
詩
克
用
。
本
姓
朱
邪
氏
。
始
祖
抜
野
（
古
）
。
中
略
。
唐
太
宗
平
醇
延

陀
諸
部
子
安
西
。
北
庭
置
都
護
属
之
。
分
間
羅
・
僕
骨
之
人
。
置
沙
陀
都
督
府
。
蓋
北

庭
有
積
。
日
沙
陀
。
故
因
以
儒
名
。
永
徽
中
。
以
抜
野

（
古
）
儒
都
督
。
其
後
子
孫
五

世
相
承
。
云
云
。

と
あ
り
、
後
唐
王
朝
を
建
国
し
た
太
租
武
皇
帝
は
、
そ
の
始
祖
が
沙
陀
都
督
の
抜
野
古
で
あ

っ
た
と
し
、
沙
陀
都
督
府
は
同
羅
・
僕
骨
の
人
を
分
っ
て
設
置
さ
れ
た
と
記
述
し
て
い
る
如

く
で
あ
る
。
こ
の
書
伝
に
対
し
て
は
、
欧
陽
修
が
五
代
史
記
巻
四
・
後
唐
荘
宗
本
紀
の
後
殺

に
お
い
て
、

然
予
考
千
伝
記
。
其
説
皆
非
也
。
夷
秋
無
姓
氏
。
朱
邪
部
族
之
号
耳
。
抜
野
古
興
朱
邪

同
時
人
。
非
其
始
祖
。
而
唐
太
宗
時
。
未
嘗
有
沙
陀
府
。
唐
太
宗
破
西
突
版
。
分
其
諸

部
置
十
三
州
。
以
同
羅
儒
亀
林
都
督
府
。
僕
骨
儒
金
微
都
督
府
。
抜
野
古
儒
幽
陵
都
督

府
。
未
嘗
有
沙
陀
府
也
。

と
し
て
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
沙
陀
部
族
の
前
身
と
そ
の
属
種
を
探
究

す
る
唯
一
の
基
礎
史
料
は
、
新
唐
書

・
沙
陀
伝
に
み
え
る
「
沙
陀
西
突
阪
別
部
虚
月
種
也」

と
い
う
記
事
で
あ
り
、
こ
れ
を
分
析
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、

西
突
阪
の
別
部
慮
月
種
が
ど
の
よ
う
な
部
族
で
あ
っ
た
か
を
み
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

五
代
史
記
に
よ
れ
ば
、
前
掲
の
記
事
の

つ
づ
き
に
、

首
是
時
。
西
突
欧
有
鉄
勃

・
醇
延
陀

・
阿
史
那
之
類
。
一
倍
最
大
。
其
別
部
有
同
羅

・
僕

骨

・
抜
野
古
。
以
十
数
。
蓋
其
小
者
也
。
叉
有
昆
月

・
鹿
密
諸
部
。
叉
其
小
者
也
。
中

略
。
葦
沙
陀
者
大
積
也
。
在
金
沙
山
之
陽
。
蒲
類
海
之
東
。
白
虎
月
以
来
。
居
此
積
。

号
沙
陀
突
阪
。

と
し
て
、
鹿
月
種
は
西
突
阪
の
中
で
は
勢
力
の
中
位
な
部
族
で
あ
り
、
そ
の
居
住
地
は
金
婆

山
の
南
、
蒲
類
海
の
東
の
沙
漠
積
歯
の
地
で
、
そ
の
地
形
の
特
色
か
ら
別
に
沙
陀
突
献
と
号

し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
沙
陀
部
族
と
は
居
住
地
の
沙
陀
積
か
ら
呼
ば
れ
る
に
い
た

っ
た
名
称
で
、
そ
の
種
族
は
慮
月
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
は
、
沙
陀
部
族
と
い
う
の
が
、
そ
の
よ
う
な
単
一
種
族
の
集
落
で
な
く
、
色
々
な
氏

族
的
要
素
を
含
ん
だ
雑
種
の
混
合
部
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
桑
原
博
士
が

「
南
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
つ
い
て
」
（
内
藤
博

士
還
暦
記
念
支
那
学
論
叢
所
収
）
な
る
研
究
で
、「
沙
陀
は
回
吃
よ
り
も
近
く
西
域
諸
国
と

隣
接
し
て
い
る
。
北
庭
都
護
府
や
安
西
都
護
府
に
接
し
、
西
域
諸
国
と
回
紘
と
の
往
来
の
通

路
に
当
る
沙
陀
部
内
に
も
、
回
吃
同
様
に
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
人
の
来
往
し
た
こ
と
は
、
殆

ん
ど
疑
惑
を
容
れ
ぬ
。
沙
陀
の
名
将
李
克
用
の
部
下
に
、
米
海
高

・
康
君
立

・
安
金
全

・
安

全
俊
・
安
敬
忠

・
安
元
信
・
史
敬
思

・
史
建
璃

・
石
君
和
等
の
如
く
、
中
央
ア
ジ
ア
の
米
国

・

康
国

・
安
国

・
史
国

・
石
国
等
の
国
名
と
、
閉
じ
姓
を
有
す
る
者
が
多
い
の
も
、
一

つ
の
不

思
議
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
、
沙
陀
部
族
内
に
多
数
の
西
域
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
い
ま
、
文
献
に
沙
陀
部
落
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
姓
氏
を
拾
っ
て
み
る
と
、
先
の
桑
原
博
士
が
あ
げ
ら
れ
た
も
の
の
他
に
、
李
国
昌

・

李
友
金

・
李
克
修
等
の
李
（
朱
邪
）
姓
、
劉
知
遠
の
劉
姓
、
張
彦
超
の
張
姓
、
薬
彦
調
の
薬

姓
、
楊
光
遠
の
楊
姓
、
郭
従
義
の
郭
姓
等
も
混
済
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
以

外
に
も
、
沙
陀
部
人
と
は
記
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
代
北
人
・
蔚
州
人
・
朔
州
人
・
雁
門
人
・

太
原
人
・
蕃
人

・
突
厭
人

・
回
紘
人
と
あ
る
の
に
も
、
沙
陀
部
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

者
が
多
い
が
、
当
時
、
蕃
人
は
入
唐
し
て
安
住
し
た
地
を
本
貫
の
如
く
称
し
た
場
合
が
多
い

た
め
、
明
ら
か
で
な
い
も
の
は
こ
れ
を
省
い
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、

沙
陀
部
族
と
呼
称
さ
れ
る
種
族
の
中
に
、
こ
れ
ら
西
域
の
胡
人
と
い
わ
れ
る
中
央
ア
ジ
ア
諸

国
人
が
存
在
し
た
事
実
と
、
鹿
月
と
い
わ
れ
る
種
族
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。

さ
て
、
文
献
に
お
け
る
沙
陀
の
名
の
初
見
は
、
新
唐
書
巻
二
一
八

・
沙
陀
伝
に
、

永
徽
初
。
（
阿
史
那
）
賀
魯
反
。
而
（
虞
月
）
朱
邪
孤
注
亦
殺
招
慰
使
。
連
和
引
兵
按

牢
山
。
於
是
。
射
牌
侠
斤
沙
陀
那
速
不
肯
従
。
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序

言

唐
朝
の
中
頃
よ
り
、
北
方
の
外
民
族
が
盛
ん
に
中
国
内
地
へ
移
住
し
始
め
た
。
そ
れ
は
地

方
の
節
度
使
が
自
己
の
勢
力
を
伸
張
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
遊
牧
民
族
を
傘
下
に
ま
ね
い
た

か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
外
民
族
が
吹
き
込
ん
だ
従
刺
た
る
新
風
は
、
固
定
化
し
た
唐
朝
社
会
を

根
底
か
ら
ゆ
さ
ぶ
り
動
か
す
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
が
唐
朝
の
衰
亡
に
及
ぶ
遠
因
を
な
し
た
と

さ
え
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
外
民
族
l
遊
牧
民
族
の
多
く
は
突
阪
・
回
吃
・
党
項
な
ど
の
諸

部
族
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
沙
陀
部
族
も
、
そ
の
突
阪
（
ト
ル

コ
系
）
の
一

部
族
で
あ
る
。
新
唐

書
巻
二
一
八
・
沙
陀
伝
に
よ
れ
ば
、

沙
陀
西
突
朕
別
部
虚
月
種
也
。
始
突
阪
東
西
部
。
分
治
烏
孫
故
地
。
慮
月
・
虚
密
雑
居
。

中
略
。
庭
月
居
金
婆
山
之
陽
。
蒲
類
之
東
。
有
大
積
名
沙
陀
。
故
按
沙
陀
突
阪
。

と
あ
り
、
西
突
欧
別
部
の
鹿
舟
種
で、

天
山
山
脈
の
東
、
金
婆
山
の
南
に
蒲
類
海
が
あ
り
、

そ
の
東
側
の
大
積
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
伝
へ
、
沙
陀
の
名
称
は
、
こ
の
大
積
に
因
ん
で

付
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
沙
陀
部
族
は
そ
の
名
称
に
よ
っ
て
、
蒲
類

近
辺
の
沙
漠
積
図
の
地
に
興
起
し
た
部
族
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

唐
朝
も
中
頃
に
な
る
と
、
西
域
地
方
に
お
け
る
吐
蕃
・
回
紘
お
よ
び
唐
朝
の
三
者
鼎
立
の
激

し
い
抗
争
の
渦
中
に
浮
動
し
な
が
ら
、

北
庭
の
甘
州
附
近
に
移
住
し
、
九
世
紀
初
に
は
、
唐

朝
に
帰
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
部
族
は
塩
州
か
ら
、
更
に
長
城
縁
辺
に
跨
っ
た

σ‘ 
」，A
、吋

J

ヘg
E
N。
富
三
。

5
岡
山

河
東
の
代
北
に
転
住
せ
し
め
ら
れ
、
唐
朝
の
傭
兵
と
し
て
賊
軍
討
伐
の
尖
兵
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
で
も
、
九
世
紀
後
半
に
続
発
し
た
麗
財
・
安
珠
山
や
黄
巣
の
乱
を
鎮
圧
す

る
の
に
功
労
が
あ
り
、
そ
の
部
族
の
語
長
は
唐
室
の
姓
李
氏
を
賜
わ
り
節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ

る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
新
唐
書
巻
七
五
下

・
宰
相
世
系
表
に
、

代
北
李
氏
。
本
沙
陀
部
落
。
姓
朱
邪
氏
。
至
国
昌
賜
姓
李
。
附
鄭
王
属
籍
0

3
 

と
み
え
る
代
北
の
李
氏
で
あ
る
。
こ
の
代
北
の
李
氏
こ
そ
、
唐
朝
滅
亡
後
の
中
原
を
統
一
し

た
後
唐
王
朝
の
建
国
者
で
あ
り
、
続
く
後
晋
・
後
漢
王
朝
も
、
そ
の
部
族
の
手
に
な
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
唐
末
・
五
代
史
上
、
沙
陀
部
族
の
興
起
の
も
つ
意
義
は
極
め
て
大
き
い
の
で

あ
る
が
、
沙
陀
部
族
に
つ
い
て
は
、
ヰ
仲
勉
氏
が
「惰
唐
史
」

・「
西
突
阪
史
料
補
闘
及
考
詮
」

の
中
で
ふ
れ
、
ま
た
、
章
華
民
の
「
唐
代
降
胡
安
置
考
」
、
伊
瀬
仙
太
郎
氏
の
「
西
域
経
営
史

の
研
究
」
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
づ
れ
も
そ
の
概
観
が
な
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

ず
、
部
族
の
実
態
に
つ

い
て
は
、
未
だ
究
明
す
べ

さ
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
私
も
こ
の
部
族
は
前
か
ら
考
究
し
、
嘗
て
九
州
史
学
会
で
発
表
し
た
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
の
時
は
た
だ
諸
先
学
と
所
々
に
見
解
の
異
な
る
問
題
点
の
二

・
三
を
指
摘
し
た
に
止

ま
っ
た
。
近
時
、
若
干
蒐
集
し
た
資
料
を
も
と
に
し
て
、
こ
こ
に
も
う
少
し
立
ち
い
っ
て
、

沙
陀
部
族
の
実
態
｜
｜
わ
け
で
も
、
そ
の
部
族
の
繁
栄
を
賭
け
て
金
婆
山
の
南
、
蒲
類
の
大

積
の
地
か
ら
北
庭

・
河
東
の
問
を
ゆ
れ
う
ご
い
た
部
族
行
動
の
軌
跡
を
見
究
め
て
み
た
い
と
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